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五
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第
一
章 

設
置
認
可
・
届
出
関
係 

〇 

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則 

 
 
 
 

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日 

文
部
科
学
省
令
第
十
二
号 

最
終
改
正 

令
六
・
九
・
二
文
科
令
二
十
五  

（
定
義
） 

第
一
条 

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
大
学
の
設
置
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。 

一 

大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置 

二 

大
学
の
学
部
、
短
期
大
学
の
学
科
又
は
私
立
の
大
学
の
学
部
の
学
科
（
以
下
「
学
部
等
」
と
い

う
。
）
の
設
置 

三 

大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
若
し
く
は
研
究
科
の
専
攻
（
以
下
「
研
究

科
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更 

四 

専
門
職
大
学
の
課
程
（
学
校
教
育
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
に
区
分
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
第
四
条
の
二
及
び
第
十

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
及
び
変
更 

五 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
設
置 

六 

大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開

設 

七 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
又
は
高
等
専

門
学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更 

八 

大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
又
は
大
学
の
学
部
、
大
学
の
大
学
院
若
し
く
は
大
学
院
の
研

究
科
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
者
の
変
更 

九 

大
学
等
の
廃
止 

（
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
認
可
の
申
請
） 

第
二
条 

大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記

様
式
第
一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
開
設
す
る

年
度
（
以
下
「
開
設
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

七 

教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
） 

八 

教
員
就
任
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
五
号
） 

２ 

前
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
医
科
大
学
（
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科

を
設
置
す
る
大
学
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項

の
書
類
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る

も
の
と
す
る
。 

一 

附
属
病
院
所
在
地
域
の
概
況
説
明
書
（
別
記
様
式
第
六
号
） 

二 

附
属
病
院
の
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
等
の
配
置
計
画
書
（
別
記
様
式
第
七
号
） 

三 

関
連
教
育
病
院
（
医
科
大
学
と
連
携
し
て
学
生
の
臨
床
教
育
等
に
当
た
る
病
院
を
い
う
。
）
の

概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
（
関
連
教
育
病
院
を
利
用
す
る
場
合
に
限
る
。
） 

３ 

第
一
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
薬
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
の
う
ち
臨
床
に
係

る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
（
以
下
「
臨
床
薬
学
に
関
す
る
学
部
又

は
学
部
の
学
科
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
大
学
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加

え
、
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
第
三
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
薬

学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
（
以
下
「
薬
学
実
務
実
習
施
設
概
要
書
類
」

と
い
う
。
）
を
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
（
以
下
「
専
門
職

大
学
等
」
と
い
う
。
）
又
は
専
門
職
学
科
（
大
学
設
置
基
準
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
専
門

職
学
科
又
は
短
期
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
）
第
三
十
五
条
に
規
定
す

る
専
門
職
学
科
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
設
け
る
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
専
門
職
学
科
を
設
け
る
大
学
又
は
短
期
大
学

に
あ
っ
て
は
、
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
） 

を
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大

臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

教
育
課
程
連
携
協
議
会
構
成
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
七
号
の
二
） 

二 
教
育
課
程
連
携
協
議
会
構
成
員
就
任
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
三
） 

三 
臨
地
実
務
実
習
施
設
の
確
保
状
況
説
明
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
四
） 

四 

臨
地
実
務
実
習
施
設
使
用
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
五
） 

五 

連
携
実
務
演
習
等
に
関
す
る
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
六
）（
大
学
設
置
基
準
第
四
十
二

条
の
九
第
三
号
た
だ
し
書
、
短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
十
五
条
の
七
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書

若
し
く
は
同
条
第
二
項
第
三
号
た
だ
し
書
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科

学
省
令
第
三
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
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章 

設
置
認
可
・
届
出
関
係 

〇 

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則 

 
 
 
 

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日 

文
部
科
学
省
令
第
十
二
号 

最
終
改
正 

令
六
・
九
・
二
文
科
令
二
十
五  

（
定
義
） 

第
一
条 

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
大
学
の
設
置
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。 

一 

大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置 

二 

大
学
の
学
部
、
短
期
大
学
の
学
科
又
は
私
立
の
大
学
の
学
部
の
学
科
（
以
下
「
学
部
等
」
と
い

う
。
）
の
設
置 

三 

大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
若
し
く
は
研
究
科
の
専
攻
（
以
下
「
研
究

科
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更 

四 

専
門
職
大
学
の
課
程
（
学
校
教
育
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
に
区
分
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
第
四
条
の
二
及
び
第
十

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
及
び
変
更 

五 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
設
置 

六 

大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開

設 

七 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
又
は
高
等
専

門
学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更 

八 

大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
又
は
大
学
の
学
部
、
大
学
の
大
学
院
若
し
く
は
大
学
院
の
研

究
科
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
者
の
変
更 

九 

大
学
等
の
廃
止 

（
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
認
可
の
申
請
） 

第
二
条 

大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記

様
式
第
一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
開
設
す
る

年
度
（
以
下
「
開
設
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

七 

教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
） 

八 

教
員
就
任
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
五
号
） 

２ 

前
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
医
科
大
学
（
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科

を
設
置
す
る
大
学
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項

の
書
類
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る

も
の
と
す
る
。 

一 

附
属
病
院
所
在
地
域
の
概
況
説
明
書
（
別
記
様
式
第
六
号
） 

二 

附
属
病
院
の
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
等
の
配
置
計
画
書
（
別
記
様
式
第
七
号
） 

三 

関
連
教
育
病
院
（
医
科
大
学
と
連
携
し
て
学
生
の
臨
床
教
育
等
に
当
た
る
病
院
を
い
う
。
）
の

概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
（
関
連
教
育
病
院
を
利
用
す
る
場
合
に
限
る
。
） 

３ 

第
一
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
薬
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
の
う
ち
臨
床
に
係

る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
（
以
下
「
臨
床
薬
学
に
関
す
る
学
部
又

は
学
部
の
学
科
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
大
学
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加

え
、
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
第
三
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
薬

学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
（
以
下
「
薬
学
実
務
実
習
施
設
概
要
書
類
」

と
い
う
。
）
を
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
（
以
下
「
専
門
職

大
学
等
」
と
い
う
。
）
又
は
専
門
職
学
科
（
大
学
設
置
基
準
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
専
門

職
学
科
又
は
短
期
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
）
第
三
十
五
条
に
規
定
す

る
専
門
職
学
科
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
設
け
る
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
専
門
職
学
科
を
設
け
る
大
学
又
は
短
期
大
学

に
あ
っ
て
は
、
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
） 

を
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大

臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

教
育
課
程
連
携
協
議
会
構
成
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
七
号
の
二
） 

二 

教
育
課
程
連
携
協
議
会
構
成
員
就
任
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
三
） 

三 

臨
地
実
務
実
習
施
設
の
確
保
状
況
説
明
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
四
） 

四 

臨
地
実
務
実
習
施
設
使
用
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
五
） 

五 

連
携
実
務
演
習
等
に
関
す
る
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
六
）（
大
学
設
置
基
準
第
四
十
二

条
の
九
第
三
号
た
だ
し
書
、
短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
十
五
条
の
七
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書

若
し
く
は
同
条
第
二
項
第
三
号
た
だ
し
書
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科

学
省
令
第
三
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
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準
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
若

し
く
は
同
条
第
二
項
第
三
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
卒
業
の
要
件
と
し
て
、
連
携
実
務
演

習
等
（
大
学
設
置
基
準
第
四
十
二
条
の
九
第
三
号
た
だ
し
書
、
短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
十
五

条
の
七
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
た
だ

し
書
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
連

携
実
務
演
習
等
を
い
う
。
）
を
修
得
さ
せ
る
場
合
に
限
る
。
） 

六 

必
要
校
地
面
積
の
減
算
説
明
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
七
）（
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
四
十

六
条
第
二
項
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

者
に
限
る
。
） 

七 

必
要
校
舎
面
積
の
減
算
説
明
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
八
）（
大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
イ
（２）

備
考
第
二
号
、
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
イ
備
考
第
五
号
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表

第
二
イ
備
考
第
五
号
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
イ
備
考
第
五
号
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
者
に
限
る
。
） 

５ 

第
一
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
既
設
の
大
学
、
学
部
等
、
大
学
の
大
学
院
又
は
研
究
科
等
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
既
設
大
学
等
」
と
い
う
。
）
を
廃
止
し
、
そ
の
職
員
組
織
等
を
基
に
大
学
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
大
学
に
置
く
学
部
等
又
は
研
究
科

等
の
う
ち
、
教
育
研
究
上
の
目
的
、
授
与
す
る
学
位
の
種
類
及
び
分
野
、
教
員
組
織
の
編
制
並
び
に

教
育
課
程
の
編
成
等
が
既
設
大
学
等
と
同
等
で
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

６ 

第
一
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
既
設
の
高
等
専
門
学
校
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
既
設
高
等
専
門
学
校
等
」
と
い
う
。
）
を
廃
止
し
、
そ
の
職
員
組
織
等
を
基
に

高
等
専
門
学
校
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
高
等
専
門
学
校

に
置
く
学
科
の
う
ち
、
教
育
上
の
目
的
、
学
科
の
分
野
、
教
員
組
織
の
編
制
及
び
教
育
課
程
の
編
成

等
が
既
設
高
等
専
門
学
校
等
と
同
等
で
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
教

員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

７ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
あ
わ
せ
て
通
信
教
育
の
開
設
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、

第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
学
部
等
の
設
置
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
三
条 

学
部
等
の
設
置
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
学
部
等
を
開
設
す
る
年
度
（
以
下
「
学
部
等
開
設
年
度
」
と

い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る

も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

学
部
等
の
設
置
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

七 

教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
） 

八 

教
員
就
任
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
五
号
） 

２ 

前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
前
条
第
二
項
に
掲
げ
る
書
類
を
、
前
項
に
規

定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
二
項

第
三
号
中
「
医
科
大
学
」
と
あ
る
の
は
「
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
」
と
す

る
。 

３ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
臨
床
薬
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
薬
学
実
務
実
習
施
設
概
要
書
類
を
、
第
一
項
に

規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
等
の
学
部
等
又
は
大
学
若
し
く
は

短
期
大
学
の
専
門
職
学
科
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
前
条
第
四
項
に
掲

げ
る
書
類
（
同
項
第
六
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
大
学
設
置
基
準
第
五
十
条
第
一
項
、
短
期
大
学
設

置
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
六
十
二
条
第
一
項
又
は
専
門
職
短
期
大

学
設
置
基
準
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
連
携
学
科
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
科
を
開
設
す
る
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月

三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
を
開
設
す
る
年
度
の
前
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま

で
若
し
く
は
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
を
開
設
す
る
日
の
属
す
る
年
度

の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
既
設
の
大
学
又
は
学
部
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
既
設
大
学
等
」
と
い
う
。
）
を
廃
止
し
、
そ
の
職
員
組
織
等
を
基
に
学
部
等
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
等
の
う
ち
、
教
育
研
究
上
の
目
的
、
授
与
す

る
学
位
の
種
類
及
び
分
野
、
教
員
組
織
の
編
制
並
び
に
教
育
課
程
の
編
成
等
が
既
設
大
学
等
と
同

等
で
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）

を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

７ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
大
学
の
学
部
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
に
設
け
る
学
科
の
う
ち
、
当
該
大
学
の
授
与
す
る
学
位
の
種
類

及
び
分
野
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
を
提
出

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 
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準
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
若

し
く
は
同
条
第
二
項
第
三
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
卒
業
の
要
件
と
し
て
、
連
携
実
務
演

習
等
（
大
学
設
置
基
準
第
四
十
二
条
の
九
第
三
号
た
だ
し
書
、
短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
十
五

条
の
七
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
た
だ

し
書
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
連

携
実
務
演
習
等
を
い
う
。
）
を
修
得
さ
せ
る
場
合
に
限
る
。
） 

六 

必
要
校
地
面
積
の
減
算
説
明
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
七
）（
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
四
十

六
条
第
二
項
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

者
に
限
る
。
） 

七 

必
要
校
舎
面
積
の
減
算
説
明
書
（
別
記
様
式
第
七
号
の
八
）（
大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
イ
（２）

備
考
第
二
号
、
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
イ
備
考
第
五
号
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表

第
二
イ
備
考
第
五
号
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
イ
備
考
第
五
号
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
者
に
限
る
。
） 

５ 

第
一
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
既
設
の
大
学
、
学
部
等
、
大
学
の
大
学
院
又
は
研
究
科
等
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
既
設
大
学
等
」
と
い
う
。
）
を
廃
止
し
、
そ
の
職
員
組
織
等
を
基
に
大
学
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
大
学
に
置
く
学
部
等
又
は
研
究
科

等
の
う
ち
、
教
育
研
究
上
の
目
的
、
授
与
す
る
学
位
の
種
類
及
び
分
野
、
教
員
組
織
の
編
制
並
び
に

教
育
課
程
の
編
成
等
が
既
設
大
学
等
と
同
等
で
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

６ 

第
一
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
既
設
の
高
等
専
門
学
校
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
既
設
高
等
専
門
学
校
等
」
と
い
う
。
）
を
廃
止
し
、
そ
の
職
員
組
織
等
を
基
に

高
等
専
門
学
校
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
高
等
専
門
学
校

に
置
く
学
科
の
う
ち
、
教
育
上
の
目
的
、
学
科
の
分
野
、
教
員
組
織
の
編
制
及
び
教
育
課
程
の
編
成

等
が
既
設
高
等
専
門
学
校
等
と
同
等
で
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
教

員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

７ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
あ
わ
せ
て
通
信
教
育
の
開
設
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、

第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
学
部
等
の
設
置
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
三
条 

学
部
等
の
設
置
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
学
部
等
を
開
設
す
る
年
度
（
以
下
「
学
部
等
開
設
年
度
」
と

い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る

も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

学
部
等
の
設
置
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

七 

教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
） 

八 

教
員
就
任
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
五
号
） 

２ 

前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
前
条
第
二
項
に
掲
げ
る
書
類
を
、
前
項
に
規

定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
二
項

第
三
号
中
「
医
科
大
学
」
と
あ
る
の
は
「
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
」
と
す

る
。 

３ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
臨
床
薬
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
薬
学
実
務
実
習
施
設
概
要
書
類
を
、
第
一
項
に

規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
等
の
学
部
等
又
は
大
学
若
し
く
は

短
期
大
学
の
専
門
職
学
科
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
前
条
第
四
項
に
掲

げ
る
書
類
（
同
項
第
六
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
大
学
設
置
基
準
第
五
十
条
第
一
項
、
短
期
大
学
設

置
基
準
第
四
十
三
条
第
一
項
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
六
十
二
条
第
一
項
又
は
専
門
職
短
期
大

学
設
置
基
準
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
連
携
学
科
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
科
を
開
設
す
る
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月

三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
を
開
設
す
る
年
度
の
前
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま

で
若
し
く
は
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
を
開
設
す
る
日
の
属
す
る
年
度

の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
既
設
の
大
学
又
は
学
部
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
既
設
大
学
等
」
と
い
う
。
）
を
廃
止
し
、
そ
の
職
員
組
織
等
を
基
に
学
部
等
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
等
の
う
ち
、
教
育
研
究
上
の
目
的
、
授
与
す

る
学
位
の
種
類
及
び
分
野
、
教
員
組
織
の
編
制
並
び
に
教
育
課
程
の
編
成
等
が
既
設
大
学
等
と
同

等
で
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）

を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

７ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
大
学
の
学
部
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
に
設
け
る
学
科
の
う
ち
、
当
該
大
学
の
授
与
す
る
学
位
の
種
類

及
び
分
野
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
を
提
出

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 
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８ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
あ
わ
せ
て
通
信
教
育
の
開
設
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、

第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

学
部
等
の
設
置
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
第
一
項

に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
添
え
て
、
学
部
等
開
設

年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

10 

前
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
臨
床
薬
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
薬
学
実
務
実
習
施
設
概
要
書
類
を
、
前
項
に
規
定

す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

11 

第
九
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
大
学
設
置
基
準
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
学
部
等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
、
大
学
院
設
置
基
準
（
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）

第
三
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
研
究
科
等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
及
び
短
期
大
学
設
置
基

準
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
学
科
連
係
課
程
実
施
学
科
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
学
部
等

連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
等
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
九
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
二
号
、
第
七
号

及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
添
え
て
、
当
該
学
部
等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
等
を

開
設
す
る
日
の
一
年
前
の
日
か
ら
二
月
前
の
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
、
「
届
出
」
と
す
る
。 

12 

第
九
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
等
の
学
部
等
又
は
大
学
若
し
く
は

短
期
大
学
の
専
門
職
学
科
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
前
条
第
四
項
に
掲

げ
る
書
類
を
、
第
九
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

13 

第
九
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
あ
わ
せ
て
通
信
教
育
の
開
設
の
届
出
を
行
お
う

と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
第

九
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。 

（
大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究
科
等
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課

程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
四
条 

前
条
第
一
項
、
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
三
項
の
規
定
は
、
大
学
の
大
学
院
の
設

置
、
研
究
科
等
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更
の
認
可
の
申

請
及
び
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同

表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

   

  

２ 

前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
し
、
又
は
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
院
に
係
る

                     

   
第
三
条
第
九
項 

 

第
三
条
第
七
項 

   

第
三
条
第
六
項 

第
三
条
第
五
項 

第
三
条
第
一
項 

第
一
欄 

学
部
等
開
設
年
度 

  

学
部
等
の
設
置 

学
部
に
設
け
る
学
科 

大
学
の
学
部 

学
部
等
の 

学
部
等
を 

 

大
学
又
は
学
部
等 

学
科
を
開
設 

大
学
設
置
基
準
第
五
十
条
第

一
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準

第
四
十
三
条
第
一
項
、
専
門

職
大
学
設
置
基
準
第
六
十
二

条
第
一
項
又
は
専
門
職
短
期

大
学
設
置
基
準
第
五
十
九
条

第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
連

携
学
科
を
設
置 

学
部
等
開
設
年
度 

   

学
部
等
を
開
設
す
る
年
度 

  

学
部
等
の
設
置 

第
二
欄 

研
究
科
等
開
設
年
度 

大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究
科
等
の
設
置

又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に

係
る
課
程
の
変
更 

研
究
科
に
設
け
る
専
攻 

大
学
の
大
学
院
の
研
究
科 

大
学
の
大
学
院
又
は
研
究
科
等
の 

大
学
の
大
学
院
又
は
研
究
科
等
を 

大
学
又
は
大
学
の
大
学
院
若
し
く
は
研
究

科
等 

専
攻
を
設
置
又
は
当
該
専
攻
に
係
る
課
程

を
変
更 

大
学
院
設
置
基
準
（
昭
和
四
十
九
年
文
部
省

令
第
二
十
八
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
文

部
科
学
省
令
第
十
六
号
）
第
三
十
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
国
際
連
携
専
攻
を
設
置
又

は
当
該
専
攻
に
係
る
課
程
を
変
更 

研
究
科
等
開
設
年
度 

大
学
の
大
学
院
を
設
置
す
る
年
度
、
研
究
科

等
を
設
置
す
る
年
度
又
は
大
学
の
大
学
院

の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
を
変
更
す

る
年
度 

大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究
科
等
の
設
置

又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に

係
る
課
程
の
変
更 

第
三
欄 
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８ 

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
あ
わ
せ
て
通
信
教
育
の
開
設
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、

第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

学
部
等
の
設
置
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
第
一
項

に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
添
え
て
、
学
部
等
開
設

年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

10 

前
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
臨
床
薬
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
薬
学
実
務
実
習
施
設
概
要
書
類
を
、
前
項
に
規
定

す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

11 

第
九
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
大
学
設
置
基
準
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
学
部
等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
、
大
学
院
設
置
基
準
（
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）

第
三
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
研
究
科
等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
及
び
短
期
大
学
設
置
基

準
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
学
科
連
係
課
程
実
施
学
科
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
学
部
等

連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
等
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
九
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
第
二
号
、
第
七
号

及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
添
え
て
、
当
該
学
部
等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
等
を

開
設
す
る
日
の
一
年
前
の
日
か
ら
二
月
前
の
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
、
「
届
出
」
と
す
る
。 

12 

第
九
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
等
の
学
部
等
又
は
大
学
若
し
く
は

短
期
大
学
の
専
門
職
学
科
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
前
条
第
四
項
に
掲

げ
る
書
類
を
、
第
九
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

13 

第
九
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
あ
わ
せ
て
通
信
教
育
の
開
設
の
届
出
を
行
お
う

と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
第

九
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。 

（
大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究
科
等
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課

程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
四
条 

前
条
第
一
項
、
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
三
項
の
規
定
は
、
大
学
の
大
学
院
の
設

置
、
研
究
科
等
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更
の
認
可
の
申

請
及
び
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同

表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

   

  

２ 

前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
し
、
又
は
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
院
に
係
る

                     

   

第
三
条
第
九
項 

 

第
三
条
第
七
項 

   

第
三
条
第
六
項 

第
三
条
第
五
項 

第
三
条
第
一
項 

第
一
欄 

学
部
等
開
設
年
度 

  

学
部
等
の
設
置 

学
部
に
設
け
る
学
科 

大
学
の
学
部 

学
部
等
の 

学
部
等
を 

 

大
学
又
は
学
部
等 

学
科
を
開
設 

大
学
設
置
基
準
第
五
十
条
第

一
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準

第
四
十
三
条
第
一
項
、
専
門

職
大
学
設
置
基
準
第
六
十
二

条
第
一
項
又
は
専
門
職
短
期

大
学
設
置
基
準
第
五
十
九
条

第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
連

携
学
科
を
設
置 

学
部
等
開
設
年
度 

   

学
部
等
を
開
設
す
る
年
度 

  

学
部
等
の
設
置 

第
二
欄 

研
究
科
等
開
設
年
度 

大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究
科
等
の
設
置

又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に

係
る
課
程
の
変
更 

研
究
科
に
設
け
る
専
攻 

大
学
の
大
学
院
の
研
究
科 

大
学
の
大
学
院
又
は
研
究
科
等
の 

大
学
の
大
学
院
又
は
研
究
科
等
を 

大
学
又
は
大
学
の
大
学
院
若
し
く
は
研
究

科
等 

専
攻
を
設
置
又
は
当
該
専
攻
に
係
る
課
程

を
変
更 

大
学
院
設
置
基
準
（
昭
和
四
十
九
年
文
部
省

令
第
二
十
八
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
文

部
科
学
省
令
第
十
六
号
）
第
三
十
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
国
際
連
携
専
攻
を
設
置
又

は
当
該
専
攻
に
係
る
課
程
を
変
更 

研
究
科
等
開
設
年
度 

大
学
の
大
学
院
を
設
置
す
る
年
度
、
研
究
科

等
を
設
置
す
る
年
度
又
は
大
学
の
大
学
院

の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
を
変
更
す

る
年
度 

大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究
科
等
の
設
置

又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に

係
る
課
程
の
変
更 

第
三
欄 
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研
究
科
等
を
設
置
し
よ
う
と
し
、
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更
で

あ
っ
て
専
門
職
大
学
院
の
課
程
を
設
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一

項
、
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
に
加
え
、
第
二
条
第

四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大

臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
専
門
職
大
学
の
課
程
の
設
置
及
び
変
更
の
認
可
及
び
届
出
） 

第
四
条
の
二 

専
門
職
大
学
の
課
程
の
設
置
及
び
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請

書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
専
門
職
大
学
の
課
程
を
開
設

し
、
又
は
変
更
す
る
年
度
（
第
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
専
門
職
大
学
の
課
程
開
設
年
度
」
と
い
う
。）

の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と

す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

三 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

四 

前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
の
設
置
の
趣
旨
等
を
記
載
し
た
書
類 

五 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

２ 

専
門
職
大
学
の
課
程
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）

に
前
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
課
程
を
変
更
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

項
第
三
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

      

       

（
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
設
置
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
五
条 

第
三
条
第
一
項
、
第
六
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
設
置
の
認
可

の
申
請
及
び
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

（
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設

の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
六
条 

大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
に
お
け
る
通
信
教
育
の

開
設
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
二
条
第
七
項
及
び
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
も
の
を

除
く
。
）
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
通

信
教
育
を
開
設
す
る
年
度
（
以
下
「
通
信
教
育
開
設
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日

か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

七 

教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
） 

八 

教
員
就
任
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
五
号
） 

九 

通
信
教
育
実
施
方
法
説
明
書
（
別
記
様
式
第
八
号
） 

十 
通
信
教
育
に
係
る
規
程 

２ 

大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設

の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
前
項
に
掲
げ
る
書
類
（
同

項
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
添
え
て
、
通
信
教
育
開
設
年
度
の
前
年
度
の

四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

（
私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
又
は
高
等
専
門

       

  

第
三
条
第
六
項 

  

第
三
条
第
一
項 

第
一
欄 

学
部
等
を 

既
設
大
学
等 

大
学
又
は
学
部
等 

学
部
等
開
設
年
度 

学
部
等
を 

学
部
等
の 

第
二
欄 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
を 

既
設
高
等
専
門
学
校
等 

高
等
専
門
学
校
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学

 学
科
開
設
年
度 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
を 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
の 

第
三
欄 

       

 

第
三
条
第
九
項 

     

学
部
等
開
設
年
度 

学
部
等
の 

教
育
研
究
上
の
目
的
、
授
与

す
る
学
位
の
種
類
及
び
分

野
、
教
員
組
織
の
編
制
並
び

に 学
部
等
の 

学
科
開
設
年
度 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
の 

教
育
上
の
目
的
、
学
科
の
分
野
、
教
員
組
織

の
編
制
及
び 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
の 
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研
究
科
等
を
設
置
し
よ
う
と
し
、
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更
で

あ
っ
て
専
門
職
大
学
院
の
課
程
を
設
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一

項
、
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
に
加
え
、
第
二
条
第

四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大

臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
専
門
職
大
学
の
課
程
の
設
置
及
び
変
更
の
認
可
及
び
届
出
） 

第
四
条
の
二 

専
門
職
大
学
の
課
程
の
設
置
及
び
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請

書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
専
門
職
大
学
の
課
程
を
開
設

し
、
又
は
変
更
す
る
年
度
（
第
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
専
門
職
大
学
の
課
程
開
設
年
度
」
と
い
う
。）

の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と

す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

三 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

四 

前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
の
設
置
の
趣
旨
等
を
記
載
し
た
書
類 

五 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

２ 

専
門
職
大
学
の
課
程
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）

に
前
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
課
程
を
変
更
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

項
第
三
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

      

       

（
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
設
置
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
五
条 

第
三
条
第
一
項
、
第
六
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
設
置
の
認
可

の
申
請
及
び
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

（
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設

の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
六
条 

大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
に
お
け
る
通
信
教
育
の

開
設
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
二
条
第
七
項
及
び
第
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
も
の
を

除
く
。
）
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
通

信
教
育
を
開
設
す
る
年
度
（
以
下
「
通
信
教
育
開
設
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日

か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

七 

教
員
個
人
調
書
（
別
記
様
式
第
四
号
） 

八 

教
員
就
任
承
諾
書
（
別
記
様
式
第
五
号
） 

九 

通
信
教
育
実
施
方
法
説
明
書
（
別
記
様
式
第
八
号
） 

十 

通
信
教
育
に
係
る
規
程 

２ 

大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設

の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
前
項
に
掲
げ
る
書
類
（
同

項
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
添
え
て
、
通
信
教
育
開
設
年
度
の
前
年
度
の

四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

（
私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
又
は
高
等
専
門

       

  

第
三
条
第
六
項 

  

第
三
条
第
一
項 

第
一
欄 

学
部
等
を 

既
設
大
学
等 

大
学
又
は
学
部
等 

学
部
等
開
設
年
度 

学
部
等
を 

学
部
等
の 

第
二
欄 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
を 

既
設
高
等
専
門
学
校
等 

高
等
専
門
学
校
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学

 学
科
開
設
年
度 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
を 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
の 

第
三
欄 

       

 

第
三
条
第
九
項 

     

学
部
等
開
設
年
度 

学
部
等
の 

教
育
研
究
上
の
目
的
、
授
与

す
る
学
位
の
種
類
及
び
分

野
、
教
員
組
織
の
編
制
並
び

に 学
部
等
の 

学
科
開
設
年
度 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
の 

教
育
上
の
目
的
、
学
科
の
分
野
、
教
員
組
織

の
編
制
及
び 

高
等
専
門
学
校
の
学
科
の 
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学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
七
条 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
収
容
定
員
（
通

信
教
育
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申

請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
学
則
を
変
更
す
る
年
度
（
以

下
「
学
則
変
更
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
前
年

度
の
六
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

学
則
の
変
更
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

２ 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
通
信
教
育
に
係
る

収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一

号
の
一
）
に
前
項
並
び
に
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
前
項
に

規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

私
立
の
高
等
専
門
学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
に
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
同
項
に
規
定
す
る

期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
収
容
定
員
（
通
信

教
育
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
学
則
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別

記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
学
則
変
更
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

５ 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
通
信
教
育
に
係
る

収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）

に
第
一
項
並
び
に
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
前
項
に
規
定

す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第
四
号

中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

６ 

私
立
の
高
等
専
門
学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届

出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間

内
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第
四
号
中
「
申
請
」

と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

７ 

前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
若
し
く
は

短
期
大
学
の
学
科
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科
に
つ
い
て
の
前
三
項
の
届
出
と
第
三
条
第
九
項
、

第
四
条
第
一
項
、
第
四
条
の
二
第
二
項
、
第
五
条
又
は
第
六
条
第
二
項
の
届
出
と
を
同
一
の
日
に
行

う
場
合
は
、
前
三
項
の
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
及
び
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
る

書
類
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

（
大
学
等
の
設
置
者
の
変
更
の
認
可
の
申
請
） 

第
八
条 

大
学
等
の
設
置
者
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第

一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

（
大
学
等
の
廃
止
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
九
条 

大
学
等
の
廃
止
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

三 

廃
止
の
事
由
及
び
時
期
並
び
に
学
生
の
処
置
方
法
を
記
載
し
た
書
類 

２ 

大
学
等
の
廃
止
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
及
び
学
則

（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
）
に
前
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添

え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
二
号
中
「
申
請
」

と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

（
認
可
の
手
続
） 

第
十
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
条
第
一
項
及
び
第
七
項
、
第
三
条
第
一
項
（
第
四
条
及
び
第
五
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
八
項
（
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
四
条
の
二
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
並
び
に
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
開
設
年
度
、
学
部
等
開
設
年
度
、
研
究
科
等
開
設
年
度
、
専
門
職
大
学
の
課
程
開
設

年
度
、
学
科
開
設
年
度
、
通
信
教
育
開
設
年
度
又
は
学
則
変
更
年
度
の
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
当
該
申
請
に
係
る
認
可
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨

を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

第
三
条
第
五
項
（
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、

当
該
申
請
の
あ
つ
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
当
該
申
請
に
係
る
認
可
を
す
る
か
ど

う
か
を
決
定
し
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
法
第
四
条
第
三
項
の
命
令
の
期
限
） 

第
十
一
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
二
項
の
届
出
（
次
条
、
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
に
お
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学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
七
条 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
収
容
定
員
（
通

信
教
育
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申

請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
学
則
を
変
更
す
る
年
度
（
以

下
「
学
則
変
更
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
前
年

度
の
六
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

学
則
の
変
更
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

２ 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
通
信
教
育
に
係
る

収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一

号
の
一
）
に
前
項
並
び
に
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
前
項
に

規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

私
立
の
高
等
専
門
学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
に
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
同
項
に
規
定
す
る

期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
収
容
定
員
（
通
信

教
育
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
学
則
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別

記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
学
則
変
更
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

５ 

私
立
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
短
期
大
学
の
学
科
の
通
信
教
育
に
係
る

収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）

に
第
一
項
並
び
に
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
前
項
に
規
定

す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第
四
号

中
「
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

６ 

私
立
の
高
等
専
門
学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届

出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
に
第
一
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間

内
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第
四
号
中
「
申
請
」

と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

７ 

前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
の
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
若
し
く
は

短
期
大
学
の
学
科
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科
に
つ
い
て
の
前
三
項
の
届
出
と
第
三
条
第
九
項
、

第
四
条
第
一
項
、
第
四
条
の
二
第
二
項
、
第
五
条
又
は
第
六
条
第
二
項
の
届
出
と
を
同
一
の
日
に
行

う
場
合
は
、
前
三
項
の
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
及
び
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
る

書
類
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

（
大
学
等
の
設
置
者
の
変
更
の
認
可
の
申
請
） 

第
八
条 

大
学
等
の
設
置
者
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第

一
号
の
一
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

校
地
校
舎
等
の
図
面 

三 

学
則
（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
） 

四 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

五 

変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
名
簿
（
別
記
様
式
第
三
号
） 

（
大
学
等
の
廃
止
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
） 

第
九
条 

大
学
等
の
廃
止
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
） 

二 

当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類 

三 

廃
止
の
事
由
及
び
時
期
並
び
に
学
生
の
処
置
方
法
を
記
載
し
た
書
類 

２ 

大
学
等
の
廃
止
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
二
）
及
び
学
則

（
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
）
に
前
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添

え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
二
号
中
「
申
請
」

と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
す
る
。 

（
認
可
の
手
続
） 

第
十
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
条
第
一
項
及
び
第
七
項
、
第
三
条
第
一
項
（
第
四
条
及
び
第
五
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
八
項
（
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
四
条
の
二
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
並
び
に
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
開
設
年
度
、
学
部
等
開
設
年
度
、
研
究
科
等
開
設
年
度
、
専
門
職
大
学
の
課
程
開
設

年
度
、
学
科
開
設
年
度
、
通
信
教
育
開
設
年
度
又
は
学
則
変
更
年
度
の
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
当
該
申
請
に
係
る
認
可
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨

を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

第
三
条
第
五
項
（
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、

当
該
申
請
の
あ
つ
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
当
該
申
請
に
係
る
認
可
を
す
る
か
ど

う
か
を
決
定
し
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
法
第
四
条
第
三
項
の
命
令
の
期
限
） 

第
十
一
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
二
項
の
届
出
（
次
条
、
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
に
お
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い
て
単
に
「
届
出
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者
に
対
し
、
法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
行

う
場
合
に
は
、
当
該
届
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
届
出
と
関
連
を
有
す
る
認
可
の
申
請
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
認
可
等
の
公
表
） 

第
十
二
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
認
可
（
次
条
及
び
第
十
四
条
に
お
い
て
単
に
「
認

可
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
又
は
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
、
名
称
、
位

置
、
当
該
認
可
の
申
請
又
は
届
出
の
際
に
提
出
さ
れ
た
基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
）
、
校
地

校
舎
等
の
図
面
、
学
則
、
大
学
の
設
置
等
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
（
大
学
等
の
設
置

者
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
変
更
の
事
由
及
び
時
期
）
を
記
載
し
た
書
類
及
び
教
員
名
簿
（
別
記
様
式

第
三
号
。
年
齢
及
び
月
額
基
本
給
を
除
く
。
）
並
び
に
次
条
に
規
定
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
大
学
等
の
廃
止
の
認
可
を
し
た
場
合
又
は
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
、
名
称
、

位
置
及
び
次
条
に
規
定
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適

切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
留
意
事
項
） 

第
十
三
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
可
を
受
け
た
者
又
は
届
出
を
行
っ
た
者
が
当
該
認
可
又
は
届
出
に

係
る
大
学
の
設
置
等
に
関
す
る
計
画
（
次
条
に
お
い
て
「
設
置
計
画
」
と
い
う
。
）
を
履
行
す
る
に

当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
項
（
次
条
に
お
い
て
「
留
意
事
項
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
者
に
対
し
、
当
該
事
項
の
内
容
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
履
行
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
等
） 

第
十
四
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
設
置
計
画
及
び
留
意
事
項
の
履
行
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
認
可
を
受
け
た
者
又
は
届
出
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
そ
の
設
置
計
画
及
び

留
意
事
項
の
履
行
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
認
可
申
請
書
等
） 

第
十
五
条 

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
そ
の
他
の
書
類
（
次

項
に
お
い
て
「
認
可
申
請
書
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
等
以
外
の
書
類
の
提
出
を
求

め
、
又
は
認
可
申
請
書
等
の
一
部
の
提
出
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
文
部
省
令
第
四
十
六
号
）
は
、

廃
止
す
る
。 

３ 

令
和
七
年
度
に
令
和
十
二
年
度
ま
で
の
期
間
を
付
し
て
私
立
の
大
学
の
学
部
の
収
容
定
員
（
医

学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
増
加
す
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
学
則
を
変
更

す
る
年
度
（
以
下
「
学
則
変
更
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま

で
又
は
前
年
度
の
六
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
文
部
科
学
大
臣
が
定

め
る
期
間
内
」
と
す
る
。 

４ 

令
和
七
年
度
に
令
和
十
二
年
度
ま
で
の
期
間
を
付
し
て
私
立
の
大
学
の
学
部
の
収
容
定
員
（
医

学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
七
百
二
十
人
を
超
え
て
増
加
す
る
学
則
の
変

更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
加
え
、
基
幹
教
員
の

氏
名
等
を
記
載
し
た
書
類
（
附
則
別
記
様
式
）
を
添
え
て
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則
（
平
一
九
・
三
・
三
〇
文
科
令
一
〇
） 

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
第
三
条
の
改
正
規
定
は
、

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
年
三
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
〇
・
九
・
三
〇
文
科
令
三
〇
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
一
・
二
・
二
七
文
科
令
一
抄
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
一
・
一
一
・
一
一
文
科
令
三
五
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
二
・
一
一
・
一
〇
文
科
令
二
〇
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
三
・
一
一
・
一
四
文
科
令
三
八
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
四
・
一
一
・
一
九
文
科
令
三
七
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
五
・
一
一
・
一
一
文
科
令
二
九
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
六
・
一
・
一
〇
文
科
令
一
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
六
・
二
・
三
文
科
令
四
） 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二

十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
六
・
一
〇
・
七
文
科
令
三
三
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
七
・
二
・
一
〇
文
科
令
二
） 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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い
て
単
に
「
届
出
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者
に
対
し
、
法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
行

う
場
合
に
は
、
当
該
届
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
届
出
と
関
連
を
有
す
る
認
可
の
申
請
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
認
可
等
の
公
表
） 

第
十
二
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
認
可
（
次
条
及
び
第
十
四
条
に
お
い
て
単
に
「
認

可
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
又
は
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
、
名
称
、
位

置
、
当
該
認
可
の
申
請
又
は
届
出
の
際
に
提
出
さ
れ
た
基
本
計
画
書
（
別
記
様
式
第
二
号
）
、
校
地

校
舎
等
の
図
面
、
学
則
、
大
学
の
設
置
等
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
（
大
学
等
の
設
置

者
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
変
更
の
事
由
及
び
時
期
）
を
記
載
し
た
書
類
及
び
教
員
名
簿
（
別
記
様
式

第
三
号
。
年
齢
及
び
月
額
基
本
給
を
除
く
。
）
並
び
に
次
条
に
規
定
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
大
学
等
の
廃
止
の
認
可
を
し
た
場
合
又
は
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
、
名
称
、

位
置
及
び
次
条
に
規
定
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適

切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
留
意
事
項
） 

第
十
三
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
可
を
受
け
た
者
又
は
届
出
を
行
っ
た
者
が
当
該
認
可
又
は
届
出
に

係
る
大
学
の
設
置
等
に
関
す
る
計
画
（
次
条
に
お
い
て
「
設
置
計
画
」
と
い
う
。
）
を
履
行
す
る
に

当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
項
（
次
条
に
お
い
て
「
留
意
事
項
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
者
に
対
し
、
当
該
事
項
の
内
容
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
履
行
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
等
） 

第
十
四
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
設
置
計
画
及
び
留
意
事
項
の
履
行
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
認
可
を
受
け
た
者
又
は
届
出
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
そ
の
設
置
計
画
及
び

留
意
事
項
の
履
行
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
認
可
申
請
書
等
） 

第
十
五
条 

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
認
可
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
の
一
）
そ
の
他
の
書
類
（
次

項
に
お
い
て
「
認
可
申
請
書
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
等
以
外
の
書
類
の
提
出
を
求

め
、
又
は
認
可
申
請
書
等
の
一
部
の
提
出
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
文
部
省
令
第
四
十
六
号
）
は
、

廃
止
す
る
。 

３ 

令
和
七
年
度
に
令
和
十
二
年
度
ま
で
の
期
間
を
付
し
て
私
立
の
大
学
の
学
部
の
収
容
定
員
（
医

学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
増
加
す
る
学
則
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
学
則
を
変
更

す
る
年
度
（
以
下
「
学
則
変
更
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
度
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま

で
又
は
前
年
度
の
六
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
文
部
科
学
大
臣
が
定

め
る
期
間
内
」
と
す
る
。 

４ 

令
和
七
年
度
に
令
和
十
二
年
度
ま
で
の
期
間
を
付
し
て
私
立
の
大
学
の
学
部
の
収
容
定
員
（
医

学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
七
百
二
十
人
を
超
え
て
増
加
す
る
学
則
の
変

更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
加
え
、
基
幹
教
員
の

氏
名
等
を
記
載
し
た
書
類
（
附
則
別
記
様
式
）
を
添
え
て
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則
（
平
一
九
・
三
・
三
〇
文
科
令
一
〇
） 

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
第
三
条
の
改
正
規
定
は
、

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
年
三
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
〇
・
九
・
三
〇
文
科
令
三
〇
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
一
・
二
・
二
七
文
科
令
一
抄
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
一
・
一
一
・
一
一
文
科
令
三
五
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
二
・
一
一
・
一
〇
文
科
令
二
〇
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
三
・
一
一
・
一
四
文
科
令
三
八
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
四
・
一
一
・
一
九
文
科
令
三
七
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
五
・
一
一
・
一
一
文
科
令
二
九
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
六
・
一
・
一
〇
文
科
令
一
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
六
・
二
・
三
文
科
令
四
） 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二

十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
六
・
一
〇
・
七
文
科
令
三
三
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
七
・
二
・
一
〇
文
科
令
二
） 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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附 

則
（
平
二
九
・
五
・
三
十
一
文
科
令
二
八
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
〇
・
二
・
二
十
八
文
科
令
四
） 

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 
則
（
令
元
・
八
・
一
三
文
科
令
一
一
抄
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
十
・
二
文
科
令
一
七
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
一
〇
・
三
一
文
科
令
一
九
） 

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
大
学
の
設
置
等
に
係
る

認
可
の
申
請
及
び
届
出
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
令
三
・
一
・
一
五
文
科
令
二
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。 

３ 

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

附 

則
（
令
三
・
九
・
一
文
科
令
四
二
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
四
・
八
・
三
文
科
令
二
六
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
四
・
九
・
三
〇
文
科
令
三
三
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号
）
附
則

第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
認
可
の
申
請
又
は
届
出
を
行
う
場
合

は
、
改
正
前
の
様
式
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則
（
令
五
・
九
・
一
文
科
令
二
九
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 
(

令
和
六
年
九
月
二
日
文
部
科
学
省
令
第
百
二
十
九
号)

 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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附 

則
（
平
二
九
・
五
・
三
十
一
文
科
令
二
八
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
〇
・
二
・
二
十
八
文
科
令
四
） 

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
八
・
一
三
文
科
令
一
一
抄
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
十
・
二
文
科
令
一
七
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
一
〇
・
三
一
文
科
令
一
九
） 

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
大
学
の
設
置
等
に
係
る

認
可
の
申
請
及
び
届
出
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
令
三
・
一
・
一
五
文
科
令
二
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。 

３ 

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

附 

則
（
令
三
・
九
・
一
文
科
令
四
二
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
四
・
八
・
三
文
科
令
二
六
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
四
・
九
・
三
〇
文
科
令
三
三
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号
）
附
則

第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
認
可
の
申
請
又
は
届
出
を
行
う
場
合

は
、
改
正
前
の
様
式
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則
（
令
五
・
九
・
一
文
科
令
二
九
） 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 
(

令
和
六
年
九
月
二
日
文
部
科
学
省
令
第
百
二
十
九
号)

 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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529 
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530 
 

   
 



 

531 
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532 
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533 
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537 
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538 
 

   
 

 

538 
 

   
 



 

539 
 

  
 

 

539 
 

  
 



 

540 
 

    
 

 

540 
 

    
 



 

541 
 

   
 

 

541 
 

   
 



 

542 
 

     
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 

 

542 
 

     
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 



 

543 
 

     
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 

 

543 
 

     
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 



 

544 
 

    
 

 

544 
 

    
 



 

545 
 

 

 

545 
 

 



 

546 
 

   
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 

 

546 
 

   
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 



 

547 
 

    
 

（
用
紙

 
日
本
産

業
規
格

A4
横
型

） 

 

547 
 

    
 

（
用
紙

 
日
本
産

業
規
格

A4
横
型

） 



 

548 
 

   
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 

 

548 
 

   
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 



 

549 
 

 

 

549 
 

 



 

550 
 

 

 

550 
 

 



 

551 
 

   
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 

 

551 
 

   
 

（用紙 日本産業規格 A4 縦型） 



 

552 
 

   
 

 

552 
 

   
 



 

553 
 

       
 

 

553 
 

       
 



 

554 
 

   
 

 

554 
 

   
 



 

555 
 

   
 

 

555 
 

   
 



 

556 
 

 
 

 

556 
 

 
 



 

557 
 

     

 

557 
 

     



 

558 
 

〇 

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
附
則
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
七
年
度
の
私
立
の
大
学
の
学
部
の
収
容
定
員
（
医
学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に

係
る
も
の
に
限
る
。）
を
増
加
す
る
学
則
の
変
更
の
認
可
の
申
請
に
係
る
文
部
科
学
大

臣
が
定
め
る
期
間 

令

和

六

年

九

月

二

日 

文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
九
号 

 

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
附
則
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
令
第
七
条
第
一
項
の
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
令
和
六
年

九
月
六
日
か
ら
九
月
十
三
日
ま
で
と
す
る
。 

 

  

 

〇 

高
等
専
門
学
校
の
教
員
資
格
の
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
定
め
る
件 

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
六
号 

最
終
改
正 

令
二
・
十
二
・
二
十
八 

 

高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
六
年
文
部
省
令
二
十
三
号
）
第
十
一
条
第
六
号
、
第
十
二
条

第
五
号
、
第
十
三
条
第
三
号
及
び
第
十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
立
及
び
私
立
の
高
等
専
門

学
校
の
教
員
資
格
の
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

な
お
、
平
成
六
年
文
部
省
告
示
第
百
十
八
号
（
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
認
可
及
び
教
員
資
格
の
認

定
の
申
請
手
続
）
は
、
廃
止
す
る
。 

１ 

高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
第
十
一
条
第
六
号
、
第
十
二
条
第
五
号
、
第
十
三
条
第
三
号
及
び
第
十

四
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
公
立
及
び
私
立
の
高
等
専
門
学
校
の
教
員
資
格
の
認
定
の
申
請
は
、

高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
教
育
長
又
は
公
立
大

学
法
人
若
し
く
は
学
校
法
人
の
理
事
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
申
請
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
教
員
資
格
認
定
申
請
書
に
第
二
号
様
式
に
よ
る
教
員
資

格
認
定
個
人
調
査
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（ 

次
項
に
お
い
て
「
旧
様

式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も

の
と
み
な
す
。 

３ 

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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〇 

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
附
則
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
七
年
度
の
私
立
の
大
学
の
学
部
の
収
容
定
員
（
医
学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に

係
る
も
の
に
限
る
。）
を
増
加
す
る
学
則
の
変
更
の
認
可
の
申
請
に
係
る
文
部
科
学
大

臣
が
定
め
る
期
間 

令

和

六

年

九

月

二

日 

文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
九
号 

 

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
附
則
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
令
第
七
条
第
一
項
の
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
令
和
六
年

九
月
六
日
か
ら
九
月
十
三
日
ま
で
と
す
る
。 

 

  

 

〇 

高
等
専
門
学
校
の
教
員
資
格
の
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
定
め
る
件 

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
六
号 

最
終
改
正 

令
二
・
十
二
・
二
十
八 

 

高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
六
年
文
部
省
令
二
十
三
号
）
第
十
一
条
第
六
号
、
第
十
二
条

第
五
号
、
第
十
三
条
第
三
号
及
び
第
十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
立
及
び
私
立
の
高
等
専
門

学
校
の
教
員
資
格
の
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

な
お
、
平
成
六
年
文
部
省
告
示
第
百
十
八
号
（
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
認
可
及
び
教
員
資
格
の
認

定
の
申
請
手
続
）
は
、
廃
止
す
る
。 

１ 

高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
第
十
一
条
第
六
号
、
第
十
二
条
第
五
号
、
第
十
三
条
第
三
号
及
び
第
十

四
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
公
立
及
び
私
立
の
高
等
専
門
学
校
の
教
員
資
格
の
認
定
の
申
請
は
、

高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
教
育
長
又
は
公
立
大

学
法
人
若
し
く
は
学
校
法
人
の
理
事
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
申
請
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
教
員
資
格
認
定
申
請
書
に
第
二
号
様
式
に
よ
る
教
員
資

格
認
定
個
人
調
査
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（ 

次
項
に
お
い
て
「
旧
様

式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も

の
と
み
な
す
。 

３ 

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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〇 

臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
薬
学
を
履
修
す
る

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
手
続
等
に
つ
い
て 

令
和
六
年
十
一
月
五
日
六
文
科
高
第
一
一
九
六
号 

文

部

科

学

省

高

等

教

育

局

長

か

ら 

各

公

私

立

大

学

長 

大

学

を

設

置

す

る

各

地

方

公

共

団

体

の

長 

各

公

立

大

学

法

人

の

理

事

長 

大

学

を

設

置

す

る

各

学

校

法

人

の

理

事

長 

大
学
を
設
置
す
る
各
学
校
設
置
会
社
の
代
表
取
締
役 

放

送

大

学

学

園

理

事

長

あ

て

通

知 

 

「
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
文

部
科
学
省
令
第
十
二
号
）
」
（
以
下
「
手
続
省
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
、
第
三
条
第
三
項
及

び
同
条
第
十
項
に
基
づ
き
、
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
日
的
と
す
る
薬

学
を
履
修
す
る
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
の
際
は
、
「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施

設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
実
務
実
習
施
設
の
確
保
、
実
務
の
経
験
を
有
す
る
基
幹
教
員
、
適
切
な
学
科
名
称
に

関
す
る
判
断
の
観
点
等
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
下
記
第
三
別
添
一
に
関
し
て
、
実
務
実
習
実
施

時
に
は
、
令
和
五
年
十
二
月
に
改
訂
さ
れ
た
「
臨
床
に
お
け
る
実
務
実
習
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
沿
っ
た
実
施 

体
制
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
十
分
御
留
意
願
い
ま
す
。 

 

な
お
、
本
通
知
に
伴
い
、「
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
薬

学
を
履
修
す
る
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
手
続
等
に
つ
い
て
（
五
文
科
高
第
九
二
〇
号
、
令
和

五
年
九
月
二
十
一
日
付
け
高
等
教
育
局
長
通
知
）
」
は
廃
止
し
ま
す
。 

 

記 

 

第
一 

手
続
省
令
第
二
条
第
三
項
、
第
三
条
第
三
項
及
び
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
「
薬
学
実
務
実

習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
に
つ
い
て 

１
．
各
大
学
が
独
自
に
薬
学
実
務
実
習
施
設
を
確
保
す
る
場
合 

⑴ 

「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類

を
提
出
す
る
こ
と
。 

① 

実
習
施
設
に
関
す
る
総
括
表
（
別
紙
様
式
１
） 

② 

実
習
施
設
の
概
要
（
病
院
）
（
別
紙
様
式
２―

１
、
２―

２
） 

③ 

実
習
施
設
の
概
要
（
薬
局
）
（
別
紙
様
式
３―

１
、
３―

２
） 

④ 

大
学
と
実
習
施
設
と
の
連
携
体
制 

 

大
学
と
個
別
の
実
習
施
設
と
の
間
に
お
け
る
指
導
方
法
、
評
価
方
法
に
係
る
具
体
的
な
連

携
方
策
を
説
明
す
る
こ
と
（
様
式
自
由
）
。 

⑤ 

実
習
施
設
の
使
用
承
諾
書
（
別
添
作
成
例
１
） 

 

実
習
施
設
の
開
設
者
又
は
管
理
者
か
ら
、
当
該
申
請
に
係
る
申
請
者
又
は
当
該
届
出
に
係

る
届
出
者
宛
て
に
作
成
す
る
こ
と
。 

２
．
大
学
と
実
習
施
設
と
の
間
の
調
整
を
行
う
機
関
（
以
下
「
調
整
機
関
」
と
い
う
。
）
が
薬
学
実
務

実
習
に
必
要
な
施
設
の
確
保
に
係
る
調
整
を
実
施
す
る
場
合 

⑴ 

「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類

を
提
出
す
る
こ
と
。 

① 

調
整
機
関
か
ら
の
調
整
実
施
に
係
る
承
諾
書
（
別
添
作
成
例
２
） 

 

調
整
機
関
の
責
任
者
か
ら
、
当
該
申
請
に
係
る
申
請
者
又
は
当
該
届
出
に
係
る
届
出
者
宛

て
に
作
成
す
る
こ
と
。 

② 

大
学
と
実
習
施
設
と
の
連
携
体
制
の
整
備
計
画 

 

大
学
と
実
習
施
設
と
の
間
の
指
導
方
法
、
評
価
方
法
に
係
る
連
携
に
つ
い
て
の
計
画
を
記

載
す
る
こ
と
（
様
式
自
由
）
。 

⑵ 

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
実
務
実
習
を
開
始
す
る
年
の
前
年
の
６
月
30
日
ま
で
に
、
次
に
掲

げ
る
書
類
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
各
１
式
を
、
高
等
教
育
局
大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室
へ
提

出
す
る
こ
と
。
（
提
出
方
法
は
⑶
参
照
） 

① 

実
習
施
設
に
関
す
る
総
括
表
（
別
紙
様
式
１
） 

② 

実
習
施
設
の
概
要
（
病
院
）
（
別
紙
様
式
２―

１
、
２―

２
） 

③ 

実
習
施
設
の
概
要
（
薬
局
）
（
別
紙
様
式
３―

１
、
３―

２
） 

④ 

大
学
と
実
習
施
設
と
の
連
携
体
制 

 

大
学
と
個
別
の
実
習
施
設
と
の
間
に
お
け
る
指
導
方
法
、
評
価
方
法
に
係
る
具
体
的
な
連

携
方
策
を
説
明
す
る
こ
と
（
様
式
自
由
）
。 

⑤ 

実
習
施
設
の
使
用
承
諾
書
（
別
添
作
成
例
１
） 

 

実
習
施
設
の
開
設
者
又
は
管
理
者
か
ら
、
当
該
申
請
に
係
る
申
請
者
又
は
当
該
届
出
に
係

る
届
出
者
宛
て
に
作
成
す
る
こ
と
。 

⑶ 
原
則
と
し
て
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
大
学
設
置
室
（d

-
s
e
c
c
h
i
@
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p

）
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
が1

0
M
B
 

を
超
え
る
な
ど
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
提
出
が
困
難
な
場

合
は
、
提
出
方
法
を
指
定
し
ま
す
の
で
、
大
学
設
置
室
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

電
子
フ
ァ
イ
ル
は
、P

D
F

形
式
に
て
上
記
（
２
）
①
～
⑤
ご
と
に
作
成
し
、W

o
rd

，E
x
c
e
l

，

一
太
郎
等
で
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
をP

D
F

に
変
換
の
上
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
手
書
き
等
に
よ

り
作
成
さ
れ
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
が
存
在
し
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
等
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〇 

臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
薬
学
を
履
修
す
る

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
手
続
等
に
つ
い
て 

令
和
六
年
十
一
月
五
日
六
文
科
高
第
一
一
九
六
号 

文

部

科

学

省

高

等

教

育

局

長

か

ら 

各

公

私

立

大

学

長 

大

学

を

設

置

す

る

各

地

方

公

共

団

体

の

長 

各

公

立

大

学

法

人

の

理

事

長 

大

学

を

設

置

す

る

各

学

校

法

人

の

理

事

長 

大
学
を
設
置
す
る
各
学
校
設
置
会
社
の
代
表
取
締
役 

放

送

大

学

学

園

理

事

長

あ

て

通

知 

 

「
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
文

部
科
学
省
令
第
十
二
号
）
」
（
以
下
「
手
続
省
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
、
第
三
条
第
三
項
及

び
同
条
第
十
項
に
基
づ
き
、
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
日
的
と
す
る
薬

学
を
履
修
す
る
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
の
際
は
、
「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施

設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
実
務
実
習
施
設
の
確
保
、
実
務
の
経
験
を
有
す
る
基
幹
教
員
、
適
切
な
学
科
名
称
に

関
す
る
判
断
の
観
点
等
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
下
記
第
三
別
添
一
に
関
し
て
、
実
務
実
習
実
施

時
に
は
、
令
和
五
年
十
二
月
に
改
訂
さ
れ
た
「
臨
床
に
お
け
る
実
務
実
習
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
沿
っ
た
実
施 

体
制
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
十
分
御
留
意
願
い
ま
す
。 

 

な
お
、
本
通
知
に
伴
い
、「
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
薬

学
を
履
修
す
る
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
手
続
等
に
つ
い
て
（
五
文
科
高
第
九
二
〇
号
、
令
和

五
年
九
月
二
十
一
日
付
け
高
等
教
育
局
長
通
知
）
」
は
廃
止
し
ま
す
。 

 

記 

 

第
一 

手
続
省
令
第
二
条
第
三
項
、
第
三
条
第
三
項
及
び
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
「
薬
学
実
務
実

習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
に
つ
い
て 

１
．
各
大
学
が
独
自
に
薬
学
実
務
実
習
施
設
を
確
保
す
る
場
合 

⑴ 

「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類

を
提
出
す
る
こ
と
。 

① 

実
習
施
設
に
関
す
る
総
括
表
（
別
紙
様
式
１
） 

② 

実
習
施
設
の
概
要
（
病
院
）
（
別
紙
様
式
２―

１
、
２―

２
） 

③ 

実
習
施
設
の
概
要
（
薬
局
）
（
別
紙
様
式
３―

１
、
３―

２
） 

④ 

大
学
と
実
習
施
設
と
の
連
携
体
制 

 

大
学
と
個
別
の
実
習
施
設
と
の
間
に
お
け
る
指
導
方
法
、
評
価
方
法
に
係
る
具
体
的
な
連

携
方
策
を
説
明
す
る
こ
と
（
様
式
自
由
）
。 

⑤ 

実
習
施
設
の
使
用
承
諾
書
（
別
添
作
成
例
１
） 

 

実
習
施
設
の
開
設
者
又
は
管
理
者
か
ら
、
当
該
申
請
に
係
る
申
請
者
又
は
当
該
届
出
に
係

る
届
出
者
宛
て
に
作
成
す
る
こ
と
。 

２
．
大
学
と
実
習
施
設
と
の
間
の
調
整
を
行
う
機
関
（
以
下
「
調
整
機
関
」
と
い
う
。
）
が
薬
学
実
務

実
習
に
必
要
な
施
設
の
確
保
に
係
る
調
整
を
実
施
す
る
場
合 

⑴ 

「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類

を
提
出
す
る
こ
と
。 

① 

調
整
機
関
か
ら
の
調
整
実
施
に
係
る
承
諾
書
（
別
添
作
成
例
２
） 

 

調
整
機
関
の
責
任
者
か
ら
、
当
該
申
請
に
係
る
申
請
者
又
は
当
該
届
出
に
係
る
届
出
者
宛

て
に
作
成
す
る
こ
と
。 

② 

大
学
と
実
習
施
設
と
の
連
携
体
制
の
整
備
計
画 

 

大
学
と
実
習
施
設
と
の
間
の
指
導
方
法
、
評
価
方
法
に
係
る
連
携
に
つ
い
て
の
計
画
を
記

載
す
る
こ
と
（
様
式
自
由
）
。 

⑵ 

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
実
務
実
習
を
開
始
す
る
年
の
前
年
の
６
月
30
日
ま
で
に
、
次
に
掲

げ
る
書
類
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
各
１
式
を
、
高
等
教
育
局
大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室
へ
提

出
す
る
こ
と
。
（
提
出
方
法
は
⑶
参
照
） 

① 

実
習
施
設
に
関
す
る
総
括
表
（
別
紙
様
式
１
） 

② 

実
習
施
設
の
概
要
（
病
院
）
（
別
紙
様
式
２―

１
、
２―

２
） 

③ 

実
習
施
設
の
概
要
（
薬
局
）
（
別
紙
様
式
３―

１
、
３―

２
） 

④ 

大
学
と
実
習
施
設
と
の
連
携
体
制 

 

大
学
と
個
別
の
実
習
施
設
と
の
間
に
お
け
る
指
導
方
法
、
評
価
方
法
に
係
る
具
体
的
な
連

携
方
策
を
説
明
す
る
こ
と
（
様
式
自
由
）
。 

⑤ 

実
習
施
設
の
使
用
承
諾
書
（
別
添
作
成
例
１
） 

 

実
習
施
設
の
開
設
者
又
は
管
理
者
か
ら
、
当
該
申
請
に
係
る
申
請
者
又
は
当
該
届
出
に
係

る
届
出
者
宛
て
に
作
成
す
る
こ
と
。 

⑶ 

原
則
と
し
て
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
大
学
設
置
室
（d

-
s
e
c
c
h
i
@
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p

）
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
が1

0
M
B
 

を
超
え
る
な
ど
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
提
出
が
困
難
な
場

合
は
、
提
出
方
法
を
指
定
し
ま
す
の
で
、
大
学
設
置
室
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

電
子
フ
ァ
イ
ル
は
、P

D
F

形
式
に
て
上
記
（
２
）
①
～
⑤
ご
と
に
作
成
し
、W

o
rd

，E
x
c
e
l

，

一
太
郎
等
で
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
をP

D
F

に
変
換
の
上
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
手
書
き
等
に
よ

り
作
成
さ
れ
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
が
存
在
し
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
等
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の
方
法
に
よ
り
作
成
し
て
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
過
ぎ

な
い
よ
う
御
留
意
く
だ
さ
い
。 

電
子
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
は
、
以
下
の
と
お
り
大
学
名
、
提
出
時
期
（2

0
2
6
 

年6
 

月
の
場
合
、

「2
6
0
6

」
）
、
各
提
出
書
類
名
（
名
称
の
前
に
番
号
を
付
す
）
を
半
角
ア
ン
ダ
ー
バ
ー
（ 

_
 

）
で

つ
な
い
だ
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

例
） 
文
部
薬
科
大
学
、
実
習
施
設
に
関
す
る
総
括
表
の
場
合 

文
部
薬
科
大
学_

2
6
0
6
_
0
1
_

実
習
施
設
に
関
す
る
総
括
表.

p
d
f
 

３
．
大
学
の
統
合
等
に
係
る
「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
の
取
扱

い 大
学
の
統
合
や
学
部
等
の
移
管
に
よ
る
薬
学
部
又
は
薬
学
科
の
設
置
に
当
た
っ
て
、
大
学
設
置
分

科
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
研
究
上
の
目
的
、
授
与
す
る
学
位
の
種
類
及
び
分
野
、
教
育
研
究

実
施
組
織
の
編
制
並
び
に
教
育
課
程
の
編
成
等
が
既
設
大
学
等
と
同
等
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
上
記
１
．
及
び
２
．
の
書
類
の
提
出
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

第
二 

臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
薬
学
を
履
修
す
る
大
学
の

設
置
等
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
の
際
に
提
出
し
た
、
「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要

等
を
記
載
し
た
書
類
」
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て 

⑴ 

提
出
書
類 

 

本
通
知
第
一
１
．
⑴
又
は
第
一
２
．
⑴
の
書
類
に
つ
い
て
、
設
置
認
可
申
請
又
は
届
出
時
か
ら

変
更
し
た
部
分
を
朱
書
き
で
見
え
消
し
修
正
し
、
変
更
理
由
書
（
様
式
自
由
）
を
添
え
て
提
出
す

る
こ
と
。
な
お
、
書
類
の
う
ち
、
変
更
が
生
じ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
、
設
置
認

可
申
請
又
は
届
出
時
に
提
出
し
た
書
類
と
同
内
容
の
も
の
を
提
出
す
る
こ
と
。 

⑵ 

提
出
部
数 

 

電
子
フ
ァ
イ
ル 

各
１
式 

⑶ 

提
出
時
期 

 

実
務
実
習
を
開
始
す
る
年
の
前
年
の
６
月
30
日
ま
で 

⑷ 

提
出
方
法 

 

第
一 

２
．
⑶
参
照 

⑸ 

提
出
先 

 

高
等
教
育
局
大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

 

第
三 

薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
確
保
、
薬
剤
師
と
し
て
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
基
幹
教

員
、
薬
学
分
野
に
お
け
る
学
部
及
び
学
科
の
名
称
並
び
に
学
位
の
名
称
に
つ
い
て 

 

薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
確
保
、
薬
剤
師
と
し
て
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
基
幹
教

員
に
つ
い
て
は
、
大
学
設
置
基
準
等
に
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
判
断
の
観
点
に
つ
い
て
別
添
の

と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
（
別
添
１
及
び
別
添
２
）
。 

 

ま
た
、
薬
学
分
野
に
お
け
る
適
切
な
学
部
及
び
学
科
の
名
称
並
び
に
学
位
の
名
称
に
つ
い
て

は
、
大
学
設
置
基
準
及
び
学
位
規
則
を
踏
ま
え
、
別
添
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と

（
別
添
３
）
。 
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の
方
法
に
よ
り
作
成
し
て
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
過
ぎ

な
い
よ
う
御
留
意
く
だ
さ
い
。 

電
子
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
は
、
以
下
の
と
お
り
大
学
名
、
提
出
時
期
（2

0
2
6
 

年6
 

月
の
場
合
、

「2
6
0
6

」
）
、
各
提
出
書
類
名
（
名
称
の
前
に
番
号
を
付
す
）
を
半
角
ア
ン
ダ
ー
バ
ー
（ 

_
 

）
で

つ
な
い
だ
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

例
） 

文
部
薬
科
大
学
、
実
習
施
設
に
関
す
る
総
括
表
の
場
合 

文
部
薬
科
大
学_

2
6
0
6
_
0
1
_

実
習
施
設
に
関
す
る
総
括
表.

p
d
f
 

３
．
大
学
の
統
合
等
に
係
る
「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要
等
を
記
載
し
た
書
類
」
の
取
扱

い 大
学
の
統
合
や
学
部
等
の
移
管
に
よ
る
薬
学
部
又
は
薬
学
科
の
設
置
に
当
た
っ
て
、
大
学
設
置
分

科
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
研
究
上
の
目
的
、
授
与
す
る
学
位
の
種
類
及
び
分
野
、
教
育
研
究

実
施
組
織
の
編
制
並
び
に
教
育
課
程
の
編
成
等
が
既
設
大
学
等
と
同
等
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
上
記
１
．
及
び
２
．
の
書
類
の
提
出
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

第
二 

臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
薬
学
を
履
修
す
る
大
学
の

設
置
等
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
の
際
に
提
出
し
た
、
「
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
概
要

等
を
記
載
し
た
書
類
」
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て 

⑴ 

提
出
書
類 

 

本
通
知
第
一
１
．
⑴
又
は
第
一
２
．
⑴
の
書
類
に
つ
い
て
、
設
置
認
可
申
請
又
は
届
出
時
か
ら

変
更
し
た
部
分
を
朱
書
き
で
見
え
消
し
修
正
し
、
変
更
理
由
書
（
様
式
自
由
）
を
添
え
て
提
出
す

る
こ
と
。
な
お
、
書
類
の
う
ち
、
変
更
が
生
じ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
、
設
置
認

可
申
請
又
は
届
出
時
に
提
出
し
た
書
類
と
同
内
容
の
も
の
を
提
出
す
る
こ
と
。 

⑵ 

提
出
部
数 

 

電
子
フ
ァ
イ
ル 

各
１
式 

⑶ 

提
出
時
期 

 

実
務
実
習
を
開
始
す
る
年
の
前
年
の
６
月
30
日
ま
で 

⑷ 

提
出
方
法 

 

第
一 

２
．
⑶
参
照 

⑸ 

提
出
先 

 

高
等
教
育
局
大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

 

第
三 

薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
確
保
、
薬
剤
師
と
し
て
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
基
幹
教

員
、
薬
学
分
野
に
お
け
る
学
部
及
び
学
科
の
名
称
並
び
に
学
位
の
名
称
に
つ
い
て 

 

薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
の
確
保
、
薬
剤
師
と
し
て
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
基
幹
教

員
に
つ
い
て
は
、
大
学
設
置
基
準
等
に
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
判
断
の
観
点
に
つ
い
て
別
添
の

と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
（
別
添
１
及
び
別
添
２
）
。 

 

ま
た
、
薬
学
分
野
に
お
け
る
適
切
な
学
部
及
び
学
科
の
名
称
並
び
に
学
位
の
名
称
に
つ
い
て

は
、
大
学
設
置
基
準
及
び
学
位
規
則
を
踏
ま
え
、
別
添
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と

（
別
添
３
）
。 
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別
紙
様
式
１

 
（
学
科

名
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
括

表
（

病
院

・
薬

局
）

 

  
 

番
号
 

 

 
実
習
施
設
の
名

称
 

 
実
習
科
目
 

 
位
 

置
（
所
在
地
）
 

 

実
習
施
設
に
お

け
る
実

習
指

導
者
 

 
（

所
属

・
職

名
）

（
実

務
経

験
年

数
）
 

年
間
受
入
れ
 

 
延
べ
人
数
 

 
備
 

 
考
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
年
間
受
入
れ
延

べ
人
数
 

合
 

計
 

 
 

  
（
注
）
 

１
．
こ
の
総
括

表
は
、

６
年

制
の

薬
学

の
課

程
を

置
く

各
大

学
が
、

当
該

課
程

の
全

学
生

が
薬

学
実

務
実

習
を

履
修

す
る

こ
と

が
可
能

な
実

習
施

設
を

確
保

し
て

い
る

こ

と
を
確
認
す
る

こ
と
を

目
的

と
し

て
い

る
。
 

２
．
病
院
、
薬

局
の
別

に
作

成
し

、
双

方
を

提
出

す
る

こ
と

。
 

 

３
．
使
用
す
る

全
て
の

実
習

施
設

に
つ

い
て

記
入

す
る

こ
と

。
 

４
．
「
番
号
」

の
欄
に

は
、

通
し

番
号

を
記

入
す

る
こ

と
。
 

５
．
「
実
習
科

目
」
の

欄
は

、
当

該
施

設
で

行
う

薬
学

実
務

実
習
の

科
目

名
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

６
．
「

実
習

施
設

に
お

け
る

実
習

指
導

者
」

の
欄

は
、

当
該

実
習
施

設
の

実
習

指
導

者
を

全
て

記
入

し
、

本
務

の
所

属
先

、
実

務
経

験
（

業
務

従
事

）
年

数
を

記
入

す
る

こ
と
。
 

７
．
「
年
間
受

入
れ
延

べ
人

数
」

の
欄

は
、

当
該

施
設

で
年

間
に
受

け
入

れ
る

こ
と

と
な

る
学

生
数

を
記

入
す

る
こ

と
。
 

８
．
学
科
を
複

数
置
く

大
学

に
お

い
て

は
、

学
科

ご
と

に
作

成
す
る

こ
と

。
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別
紙
様
式
１

 
（
学
科

名
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
括

表
（

病
院

・
薬

局
）

 

  
 

番
号
 

 

 
実
習
施
設
の
名

称
 

 
実
習
科
目
 

 
位
 

置
（
所
在
地
）
 

 

実
習
施
設
に
お

け
る
実

習
指

導
者
 

 
（

所
属

・
職

名
）

（
実

務
経

験
年

数
）
 

年
間
受
入
れ
 

 
延
べ
人
数
 

 
備
 

 
考
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
年
間
受
入
れ
延

べ
人
数
 

合
 

計
 

 
 

  
（
注
）
 

１
．
こ
の
総
括

表
は
、

６
年

制
の

薬
学

の
課

程
を

置
く

各
大

学
が
、

当
該

課
程

の
全

学
生

が
薬

学
実

務
実

習
を

履
修

す
る

こ
と

が
可
能

な
実

習
施

設
を

確
保

し
て

い
る

こ

と
を
確
認
す
る

こ
と
を

目
的

と
し

て
い

る
。
 

２
．
病
院
、
薬

局
の
別

に
作

成
し

、
双

方
を

提
出

す
る

こ
と

。
 

 

３
．
使
用
す
る

全
て
の

実
習

施
設

に
つ

い
て

記
入

す
る

こ
と

。
 

４
．
「
番
号
」

の
欄
に

は
、

通
し

番
号

を
記

入
す

る
こ

と
。
 

５
．
「
実
習
科

目
」
の

欄
は

、
当

該
施

設
で

行
う

薬
学

実
務

実
習
の

科
目

名
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

６
．
「

実
習

施
設

に
お

け
る

実
習

指
導

者
」

の
欄

は
、

当
該

実
習
施

設
の

実
習

指
導

者
を

全
て

記
入

し
、

本
務

の
所

属
先

、
実

務
経

験
（

業
務

従
事

）
年

数
を

記
入

す
る

こ
と
。
 

７
．
「
年
間
受

入
れ
延

べ
人

数
」

の
欄

は
、

当
該

施
設

で
年

間
に
受

け
入

れ
る

こ
と

と
な

る
学

生
数

を
記

入
す

る
こ

と
。
 

８
．
学
科
を
複

数
置
く

大
学

に
お

い
て

は
、

学
科

ご
と

に
作

成
す
る

こ
と

。
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別紙様式２－１ 
 

実習施設の概要（病院） 
 
病院の名称  

位置（所在地）  

開設者  

管理者  

保険医療機関指定の有無 
（有の場合の指定年月日） 

 

（指定年月日：         ）  

診療科名  

病床数  

実習生受入れ状況 

（          年度） 

学校数 年間受入れ延べ人数 

             
実習生受入れ予定 

（          年度） 

 （ 年   月   日時点） 

学校数 年間受入れ延べ人数 

 

 

 

 

薬剤師数  

 

実習指導者（指導薬剤師） 

 

氏 名 実務経験年数 実習指導に係る研修歴 

   

   

処方せん枚数／月 入院   枚 外来  枚（うち院外   枚） 

注射薬処方せん枚数／月 入院   枚 外来  枚（うち院外   枚） 

薬剤管理指導請求件数／月  

病棟薬剤業務実施加算の算定

状況 
 

 
（注） 
 １．実習を行う施設ごとに作成すること。 
 ２．「診療科名」の欄には、当該施設において標榜する診療科名を全て記入すること。 
 ３．「実習受入れ状況」及び「実習受入れ予定」の欄は６年制薬学部の実習生を対象とする

こと。 
  ４．「実習生受入れ状況」の「学校数」の欄は、当該実習施設が実習生の受入れを承諾して

いる学校の数（本書類を提出する大学も含めた数）を記入すること。また、「年間受入れ
延べ人数」の欄は、最近１年間（本書類提出の前年度）における当該実習施設の年間の受
入れ延べ人数（他大学からの受入れ学生数も含む。）を記入すること。 

 ５．「実習生受入れ予定」の「学校数」の欄は、本書類を提出する大学が実務実習を行う年
度に、他大学実習生の受入れが行われる場合、他大学も含めた学校数を記入すること。ま
た、「年間受入れ延べ人数」の欄は、本書類を提出する大学が実務実習を行う年度に、他
大学からの受入れも含め、当該実習施設が年間に受け入れる延べ人数（予定）を記入する
こと。 

 ６．「薬剤師数」の欄は、常勤換算（週 32 時間以上）した非常勤薬剤師の数も含むこと。 
 ７．「実務指導者（指導薬剤師）」の欄は、次のとおり記入すること。  

①実習指導者の実務経験年数については、常勤に換算した場合の年数を記入すること。 
②実習指導者の研修歴については、主催団体名、研修年度、研修（例 認定実務実習

指導薬剤師養成研修等）の名称を記入すること。 
③実習指導者が複数になる場合には、実習指導者ごとに欄を設けること。 
④申請又は届出を行う年度に受講予定の研修がある場合には、「実習指導に係る研修

歴」の欄に研修予定時期（ 年 月）を併せて記入すること。 
 ８．「処方せん枚数」「注射薬処方せん枚数」「薬剤管理指導請求件数」の欄は、過去１年

間の処方せん受け取り実績を元に、１か月の平均を記入すること。  
  ９．「病棟薬剤業務実施加算の算定状況」の欄には、算定している場合は「有」を、算定し

ていない場合は「無」を記入すること。 
  10．別紙様式２－２についても作成の上、本様式に添付すること。 
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別紙様式２－１ 
 

実習施設の概要（病院） 
 
病院の名称  

位置（所在地）  

開設者  

管理者  

保険医療機関指定の有無 
（有の場合の指定年月日） 

 

（指定年月日：         ）  

診療科名  

病床数  

実習生受入れ状況 

（          年度） 

学校数 年間受入れ延べ人数 

             
実習生受入れ予定 

（          年度） 

 （ 年   月   日時点） 

学校数 年間受入れ延べ人数 

 

 

 

 

薬剤師数  

 

実習指導者（指導薬剤師） 

 

氏 名 実務経験年数 実習指導に係る研修歴 

   

   

処方せん枚数／月 入院   枚 外来  枚（うち院外   枚） 

注射薬処方せん枚数／月 入院   枚 外来  枚（うち院外   枚） 

薬剤管理指導請求件数／月  

病棟薬剤業務実施加算の算定

状況 
 

 
（注） 
 １．実習を行う施設ごとに作成すること。 
 ２．「診療科名」の欄には、当該施設において標榜する診療科名を全て記入すること。 
 ３．「実習受入れ状況」及び「実習受入れ予定」の欄は６年制薬学部の実習生を対象とする

こと。 
  ４．「実習生受入れ状況」の「学校数」の欄は、当該実習施設が実習生の受入れを承諾して

いる学校の数（本書類を提出する大学も含めた数）を記入すること。また、「年間受入れ
延べ人数」の欄は、最近１年間（本書類提出の前年度）における当該実習施設の年間の受
入れ延べ人数（他大学からの受入れ学生数も含む。）を記入すること。 

 ５．「実習生受入れ予定」の「学校数」の欄は、本書類を提出する大学が実務実習を行う年
度に、他大学実習生の受入れが行われる場合、他大学も含めた学校数を記入すること。ま
た、「年間受入れ延べ人数」の欄は、本書類を提出する大学が実務実習を行う年度に、他
大学からの受入れも含め、当該実習施設が年間に受け入れる延べ人数（予定）を記入する
こと。 

 ６．「薬剤師数」の欄は、常勤換算（週 32 時間以上）した非常勤薬剤師の数も含むこと。 
 ７．「実務指導者（指導薬剤師）」の欄は、次のとおり記入すること。  

①実習指導者の実務経験年数については、常勤に換算した場合の年数を記入すること。 
②実習指導者の研修歴については、主催団体名、研修年度、研修（例 認定実務実習

指導薬剤師養成研修等）の名称を記入すること。 
③実習指導者が複数になる場合には、実習指導者ごとに欄を設けること。 
④申請又は届出を行う年度に受講予定の研修がある場合には、「実習指導に係る研修

歴」の欄に研修予定時期（ 年 月）を併せて記入すること。 
 ８．「処方せん枚数」「注射薬処方せん枚数」「薬剤管理指導請求件数」の欄は、過去１年

間の処方せん受け取り実績を元に、１か月の平均を記入すること。  
  ９．「病棟薬剤業務実施加算の算定状況」の欄には、算定している場合は「有」を、算定し

ていない場合は「無」を記入すること。 
  10．別紙様式２－２についても作成の上、本様式に添付すること。 
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別紙様式２－２ （実習施設名：　　　　　　　　　　　　　　）

Ｆ 臨床薬学

学修目標
実施の
可否

1) 医薬品適正使用の概念を説明する。
2) 患者情報を適切に収集し、評価することにより、患者の状態を正確に把握する。
3) 薬物治療の評価等に必要な情報について、最も適切な情報源を効果的に利用し、情報を収集

する。また、得られた情報及び情報源を批判的に評価し、効果的に活用する。
4) 薬物治療の問題点の抽出を行い、その評価に基づき、問題解決策を検討し、薬物治療を個別

最適化するための計画を立案する。
5) 様々なモニタリング項目から患者状態を的確に把握し、薬物治療の有効性と安全性を確認・

評価して適切に記録する。
6) 医薬品の適正使用の観点から、処方監査・解析を行い、疑義照会・処方提案を実践し、調

剤、服薬指導、患者教育等を行う。
7) 個々の患者背景を踏まえ患者の最善のアウトカムを考慮し、科学的根拠に基づく薬物治療の

計画を立案する。
8) 薬物治療開始時からその必要性と安全性を評価し、医薬品の不適正使用等によるリスクを回

避 するとともに、薬物治療開始後の患者の状態を継続的に把握し、適切に評価し、医薬品
の有効性と安全性を確保する。

9) 疾患の病期(急性期、回復期、慢性期、終末期)や患者や家族の希望、年齢(小児から高齢者
まで)、生理学的変動、療養の環境や生活状況を踏まえ、その状況に適した薬物治療を計画
立案し、関係者間の情報共有により、シームレスな薬物治療を実践する。

10) 複数の疾患、複数の医薬品が複雑に関連して治療を受けている患者の薬物治療について、そ
の安全性、有効性を評価し、生活の質(QOL)の維持・改善、副作用の予防・早期発見等を実
践する。

11) 多職種の専門性や思考、意識等の違いを理解し、連携する多職種とどのように関われば最も
患者・生活者にとって有益かを模索する。多職種からの評価を受け入れ、連携による患者・
生活者のより効果的な薬物治療と継続的な薬学的管理を実現する。

1) 多様な医療チームにおける薬剤師及び多職種の役割を説明し、薬剤師に求められる役割と責
任を自覚する。

2) 地域に応じた施設間連携等の医療制度、保健福祉制度等を説明する。
3) 機能が異なる病院間、病院と薬局間、薬局と薬局との間等の施設間の連携、地域包括ケアシ

ステムにおける医療、保健、介護、福祉に関する連携に参画して、入退院時等における療養
環境の変化にシームレスな患者支援を実践する。

4) 連携する多職種とともに、患者・生活者にとって何が重要な課題かを明確にし、共通の目標
を設定し、チームの活動方針を共有し課題解決を図るとともに、薬学的観点からチームの活
動に有益な情報を提供する。

5) 患者や家族が議論や意思決定に積極的に参加できるように多職種・患者や家族に働きかけ
る。

6) 各専門職の背景が異なることに配慮し、双方向に互いの専門職としての役割、知識、意見、
価値観を共有する。また、相互理解を深め、対立や葛藤を回避せず、お互いの考えを確認し
ながら連携する職種間の合意を形成し、患者・生活者の問題解決を図る。

7) 積極的にコミュニケーションを図り、連携する多職種と信頼関係を構築し、その維持、向上
に努める。

8) 連携する多職種との関わりを通して、薬剤師としての専門性や思考、意識、感情、価値観な
どを振り返り、その経験をより深く理解して連携に活かすとともに、薬剤師としての専門性
向上に努める。

1) 流通状況を踏まえ、医薬品の供給及び管理を適切に実施する。
2) 市販されている医薬品では対応できない場合の医薬品の調製、使用、品質管理等について説

明する。

1) 医療環境に応じて医薬品の情報源や情報媒体を把握し、利用して網羅的かつ最新の医薬品情
報を収集し、医療機関や患者集団への情報の適合性や必要性を考慮する。また、根拠に基づ
いた適切な評価及び目的に応じた加工を行い、医薬品情報の提供、発信(伝達)を行う。

2) 医療における安全性情報の収集に努めるとともに、安全性情報や回収情報等に対して医療環
境に応じて迅速に対応する。

3) 報告されている種々の医薬品に関する情報を整理、統合して、臨床で有益な知見を新たに構
築して提供する。

4) 適切な医薬品情報及び有害事象情報等に基づき、医療環境に応じた医薬品適正使用の推進と
安全対策を立案する。

5) 医療環境に応じた医薬品使用基準について理解し、有効かつ安全で経済的な医薬品の採用、
使用等について説明する。

F-3-1 医薬品の供給と管理

F-3-2 医薬品情報の管理と活用

F-1 薬物治療の実践　　　　　　　　　
F-1-1 薬物治療の個別最適化

F-2 多職種連携における薬剤師の貢献
F-2-1 多職種連携への参画・薬剤師の職能発揮

F-3 医療マネジメント・医療安全の実践　　　
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別紙様式２－２ （実習施設名：　　　　　　　　　　　　　　）

Ｆ 臨床薬学

学修目標
実施の
可否

1) 医薬品適正使用の概念を説明する。
2) 患者情報を適切に収集し、評価することにより、患者の状態を正確に把握する。
3) 薬物治療の評価等に必要な情報について、最も適切な情報源を効果的に利用し、情報を収集

する。また、得られた情報及び情報源を批判的に評価し、効果的に活用する。
4) 薬物治療の問題点の抽出を行い、その評価に基づき、問題解決策を検討し、薬物治療を個別

最適化するための計画を立案する。
5) 様々なモニタリング項目から患者状態を的確に把握し、薬物治療の有効性と安全性を確認・

評価して適切に記録する。
6) 医薬品の適正使用の観点から、処方監査・解析を行い、疑義照会・処方提案を実践し、調

剤、服薬指導、患者教育等を行う。
7) 個々の患者背景を踏まえ患者の最善のアウトカムを考慮し、科学的根拠に基づく薬物治療の

計画を立案する。
8) 薬物治療開始時からその必要性と安全性を評価し、医薬品の不適正使用等によるリスクを回

避 するとともに、薬物治療開始後の患者の状態を継続的に把握し、適切に評価し、医薬品
の有効性と安全性を確保する。

9) 疾患の病期(急性期、回復期、慢性期、終末期)や患者や家族の希望、年齢(小児から高齢者
まで)、生理学的変動、療養の環境や生活状況を踏まえ、その状況に適した薬物治療を計画
立案し、関係者間の情報共有により、シームレスな薬物治療を実践する。

10) 複数の疾患、複数の医薬品が複雑に関連して治療を受けている患者の薬物治療について、そ
の安全性、有効性を評価し、生活の質(QOL)の維持・改善、副作用の予防・早期発見等を実
践する。

11) 多職種の専門性や思考、意識等の違いを理解し、連携する多職種とどのように関われば最も
患者・生活者にとって有益かを模索する。多職種からの評価を受け入れ、連携による患者・
生活者のより効果的な薬物治療と継続的な薬学的管理を実現する。

1) 多様な医療チームにおける薬剤師及び多職種の役割を説明し、薬剤師に求められる役割と責
任を自覚する。

2) 地域に応じた施設間連携等の医療制度、保健福祉制度等を説明する。
3) 機能が異なる病院間、病院と薬局間、薬局と薬局との間等の施設間の連携、地域包括ケアシ

ステムにおける医療、保健、介護、福祉に関する連携に参画して、入退院時等における療養
環境の変化にシームレスな患者支援を実践する。

4) 連携する多職種とともに、患者・生活者にとって何が重要な課題かを明確にし、共通の目標
を設定し、チームの活動方針を共有し課題解決を図るとともに、薬学的観点からチームの活
動に有益な情報を提供する。

5) 患者や家族が議論や意思決定に積極的に参加できるように多職種・患者や家族に働きかけ
る。

6) 各専門職の背景が異なることに配慮し、双方向に互いの専門職としての役割、知識、意見、
価値観を共有する。また、相互理解を深め、対立や葛藤を回避せず、お互いの考えを確認し
ながら連携する職種間の合意を形成し、患者・生活者の問題解決を図る。

7) 積極的にコミュニケーションを図り、連携する多職種と信頼関係を構築し、その維持、向上
に努める。

8) 連携する多職種との関わりを通して、薬剤師としての専門性や思考、意識、感情、価値観な
どを振り返り、その経験をより深く理解して連携に活かすとともに、薬剤師としての専門性
向上に努める。

1) 流通状況を踏まえ、医薬品の供給及び管理を適切に実施する。
2) 市販されている医薬品では対応できない場合の医薬品の調製、使用、品質管理等について説

明する。

1) 医療環境に応じて医薬品の情報源や情報媒体を把握し、利用して網羅的かつ最新の医薬品情
報を収集し、医療機関や患者集団への情報の適合性や必要性を考慮する。また、根拠に基づ
いた適切な評価及び目的に応じた加工を行い、医薬品情報の提供、発信(伝達)を行う。

2) 医療における安全性情報の収集に努めるとともに、安全性情報や回収情報等に対して医療環
境に応じて迅速に対応する。

3) 報告されている種々の医薬品に関する情報を整理、統合して、臨床で有益な知見を新たに構
築して提供する。

4) 適切な医薬品情報及び有害事象情報等に基づき、医療環境に応じた医薬品適正使用の推進と
安全対策を立案する。

5) 医療環境に応じた医薬品使用基準について理解し、有効かつ安全で経済的な医薬品の採用、
使用等について説明する。

F-3-1 医薬品の供給と管理

F-3-2 医薬品情報の管理と活用

F-1 薬物治療の実践　　　　　　　　　
F-1-1 薬物治療の個別最適化

F-2 多職種連携における薬剤師の貢献
F-2-1 多職種連携への参画・薬剤師の職能発揮

F-3 医療マネジメント・医療安全の実践　　　
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学修目標
実施の
可否

1) 自らのヒヤリハット事例などを振り返り、医療現場の安全の向上に努める。
2) 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を把握し、医療現場での患者

安全の原則と概念、安全を確保する体制や具体的な方策を説明する。
3) 医療過誤やインシデント・アクシデント事例を収集し、要因を解析した上で、発生時や対応

時における法的措置(刑事責任・民事責任)を理解し、医療環境に合わせた適切な対応と予防
策を検討する。

1) 感染症を発生させない環境整備等に努め、感染源や媒介者にならない等、感染予防や健康管
理に留意して行動する。

2) 標準予防策を理解、実践し、感染経路別の予防策を実施する。
3) 感染症が発生したときの対応を理解し、感染拡大しないよう感染制御に努める。
4) 新興・再興感染症に対して、最新の知見や行政の対応に基づき、医療提供体制の役割等を把

握した上で、感染制御を理解する。

1) 地域住民が自らの健康生活を維持するための健康の相談窓口として、有益な知識・情報を積
極的に提供し、適切なアドバイスを気軽に受けられる環境を整備して、地域住民の健康維
持・管理を支援する。

2) 地域包括ケアシステムにおけるかかりつけ薬剤師の役割を理解し、地域住民の介護・福祉を
向上させるために地域連携を推進し、生活環境、生活の質(QOL)の維持・改善に尽力する。

3) 地域における医療、保健、介護、福祉等の疫学データを活用して、地域住民の健康状態及び
地域独自の医療、保健、介護、福祉環境等の課題を把握するとともに、それらの課題改善へ
の取り組みを科学的エビデンスに基づき検討し提案する。

1) 薬剤師として求められる地域住民の生活・衛生環境の保全、疾病予防や感染拡大防止による
医療環境の維持・整備を実際の地域の中で実践し、地域住民の健康的な環境を確保する。

2) 住民・児童生徒に向けた保健知識の普及指導・啓発活動を実践して、住民・児童生徒の公衆
衛生意識を向上し、生活環境の向上に積極的に寄与する。

3) 災害時に薬剤師が果たすべき役割や備え等を理解し、行動(シミュレーション)する。

1) 個々の患者・生活者に寄り添い、身体的、心理的、社会的特徴の把握に努め、その想いを受
け止めて患者・生活者を全人的・総合的に深く理解する。

2) 薬剤師として医療の中で求められる責任を自覚し、自らを律して行動するとともに、薬剤師
としての義務及び法令を遵守する。医療の担い手として、豊かな人間性と生命の尊厳につい
て深い認識を持ち、薬剤師の社会的使命を果たす。

3) 関係者と相互理解を図り、信頼関係を構築した上で、他者の意見又は記述された文章を正し
く理解し、それに対する自分の意見を効果的な説明方法や手段を用いて明確に表現する。

4) 専門職がチームとして連携して活動を推進するため、チームの活動の活性化に積極的に貢献
するとともに、チームの中での個人の責任を果たす。

5) 自己研鑽を続けることは医療・保健に携わる薬剤師の基本であることを理解し、薬学・医療
の進歩に対応するために、医療・保健・介護・福祉・情報・科学技術など薬剤師を巡る社会
的動向を把握する。

6) 医療の質的向上に貢献するため、再現性・信頼性・具体性のあるエビデンスの構築に努め
る。

（注）

１

２

３

F-4-2 地域での公衆衛生、災害対応への貢献

　本様式は、実習施設の概要を提出した全ての実習施設ごとに作成し、実習施設の概要に添付して提出すること。

　「薬学教育モデル・コア・カリキュラム　（Ｆ 臨床薬学）」における全ての到達目標について記載すること。

　「実施の可否」の欄については、当該実習施設において実施できる到達目標には「○」を、実施しないものには「×」を
記入すること。

F-5 臨床で求められる基本的な能力
F-5-1 医療・福祉・公衆衛生の現場で活動するための基本姿勢

F-3-3 医療安全の実践

F-3-4 医療現場での感染制御

F-4 地域医療・公衆衛生への貢献　
F-4-1 地域住民の疾病予防・健康維持・増進の推進、介護・福祉への貢献
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学修目標
実施の
可否

1) 自らのヒヤリハット事例などを振り返り、医療現場の安全の向上に努める。
2) 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を把握し、医療現場での患者

安全の原則と概念、安全を確保する体制や具体的な方策を説明する。
3) 医療過誤やインシデント・アクシデント事例を収集し、要因を解析した上で、発生時や対応

時における法的措置(刑事責任・民事責任)を理解し、医療環境に合わせた適切な対応と予防
策を検討する。

1) 感染症を発生させない環境整備等に努め、感染源や媒介者にならない等、感染予防や健康管
理に留意して行動する。

2) 標準予防策を理解、実践し、感染経路別の予防策を実施する。
3) 感染症が発生したときの対応を理解し、感染拡大しないよう感染制御に努める。
4) 新興・再興感染症に対して、最新の知見や行政の対応に基づき、医療提供体制の役割等を把

握した上で、感染制御を理解する。

1) 地域住民が自らの健康生活を維持するための健康の相談窓口として、有益な知識・情報を積
極的に提供し、適切なアドバイスを気軽に受けられる環境を整備して、地域住民の健康維
持・管理を支援する。

2) 地域包括ケアシステムにおけるかかりつけ薬剤師の役割を理解し、地域住民の介護・福祉を
向上させるために地域連携を推進し、生活環境、生活の質(QOL)の維持・改善に尽力する。

3) 地域における医療、保健、介護、福祉等の疫学データを活用して、地域住民の健康状態及び
地域独自の医療、保健、介護、福祉環境等の課題を把握するとともに、それらの課題改善へ
の取り組みを科学的エビデンスに基づき検討し提案する。

1) 薬剤師として求められる地域住民の生活・衛生環境の保全、疾病予防や感染拡大防止による
医療環境の維持・整備を実際の地域の中で実践し、地域住民の健康的な環境を確保する。

2) 住民・児童生徒に向けた保健知識の普及指導・啓発活動を実践して、住民・児童生徒の公衆
衛生意識を向上し、生活環境の向上に積極的に寄与する。

3) 災害時に薬剤師が果たすべき役割や備え等を理解し、行動(シミュレーション)する。

1) 個々の患者・生活者に寄り添い、身体的、心理的、社会的特徴の把握に努め、その想いを受
け止めて患者・生活者を全人的・総合的に深く理解する。

2) 薬剤師として医療の中で求められる責任を自覚し、自らを律して行動するとともに、薬剤師
としての義務及び法令を遵守する。医療の担い手として、豊かな人間性と生命の尊厳につい
て深い認識を持ち、薬剤師の社会的使命を果たす。

3) 関係者と相互理解を図り、信頼関係を構築した上で、他者の意見又は記述された文章を正し
く理解し、それに対する自分の意見を効果的な説明方法や手段を用いて明確に表現する。

4) 専門職がチームとして連携して活動を推進するため、チームの活動の活性化に積極的に貢献
するとともに、チームの中での個人の責任を果たす。

5) 自己研鑽を続けることは医療・保健に携わる薬剤師の基本であることを理解し、薬学・医療
の進歩に対応するために、医療・保健・介護・福祉・情報・科学技術など薬剤師を巡る社会
的動向を把握する。

6) 医療の質的向上に貢献するため、再現性・信頼性・具体性のあるエビデンスの構築に努め
る。

（注）

１

２

３

F-4-2 地域での公衆衛生、災害対応への貢献

　本様式は、実習施設の概要を提出した全ての実習施設ごとに作成し、実習施設の概要に添付して提出すること。

　「薬学教育モデル・コア・カリキュラム　（Ｆ 臨床薬学）」における全ての到達目標について記載すること。

　「実施の可否」の欄については、当該実習施設において実施できる到達目標には「○」を、実施しないものには「×」を
記入すること。

F-5 臨床で求められる基本的な能力
F-5-1 医療・福祉・公衆衛生の現場で活動するための基本姿勢

F-3-3 医療安全の実践

F-3-4 医療現場での感染制御

F-4 地域医療・公衆衛生への貢献　
F-4-1 地域住民の疾病予防・健康維持・増進の推進、介護・福祉への貢献
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別紙様式３－１ 

実習施設の概要（薬局） 
 
薬局の名称  
位置（所在地）  
開設者  
管理者  
保険薬局指定の有無 
（有の場合の指定年月日） 

 
（指定年月日：       ） 

健康サポート薬局である旨
の表示の有無 

 

実習生受入れ状況 
（          年度） 

学校数 年間受入れ延べ人数 
                                         

実習生受入れ予定 
（          年度） 
  （ 年   月   日時点） 

学校数 年間受入れ延べ人数 
 
 

 
 

薬剤師数  
 
 
実習指導者（指導薬剤師） 
 
 

氏 名 実務経験年数 実習指導に係る研修歴 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

取扱い処方せん数／月  
取扱い診療科名  
一般用医薬品取扱い状況         （品目数：   ） 
居宅療養管理指導又は在宅
患者訪問薬剤管理指導の算
定件数／月 

居宅療養管理指導： 
在宅患者訪問薬剤管理指導： 

   
（注） 
 １．実習を行う施設ごとに作成すること。 
 ２．「実習受入れ状況」及び「実習受入れ予定」の欄は６年制薬学部の実習生を対象とするこ

と。 
  ３．「実習生受入れ状況」の「学校数」の欄は、当該実習施設が実習生の受入れを承諾してい

る学校の数（本書類を提出する大学も含めた数）を記入すること。また、「年間受入れ延べ
人数」の欄は、最近１年間（本書類提出の前年度）における当該実習施設の年間の受入れ延
べ人数（他大学からの受入れ学生数も含む。）を記入すること。 

 ４．「実習生受入れ予定」の「学校数」の欄は、本書類を提出する大学が実務実習を行う年度
に、他大学実習生の受入れが行われる場合、他大学も含めた学校数を記入すること。また、
「年間受入れ延べ人数」の欄は、本書類を提出する大学が実務実習を行う年度に、他大学か
らの受入れも含め、当該実習施設が年間に受け入れる延べ人数（予定）を記入すること。 

 ５．「薬剤師数」の欄は、常勤換算（週 32 時間以上）した非常勤薬剤師の数も含むこと。 
 ６．「実務指導者（指導薬剤師）」の欄は、次のとおり記入すること。 

①実習指導者の実務経験年数については、常勤に換算した場合の年数を記入すること。 
②実習指導者の研修歴については、主催団体名、研修年度、研修（例 認定実務実習指

導薬剤師養成研修等）の名称を記入すること。 
③実習指導者が複数になる場合には、実習指導者ごとに欄を設けること。 
④申請又は届出を行う年度に受講予定の研修がある場合には、「実習指導に係る研修歴」

の欄に研修予定時期（ 年 月）を併せて記入すること。 
 ７．「取扱い処方せん数」の欄は、過去１年間の処方せん取扱い数実績を元に、１か月の平均

を記入すること。 
 ８．「取扱い診療科名」の欄は、当該薬局で受け付けている処方せんの主な診療科名を記載す

ることとし、実習生が実習中に体験できる診療科を記載すること。 
  ９．「一般用医薬品取扱い状況」の欄は、当該薬局で一般用医薬品を取り扱っている場合には、

「有」を、そうでない場合には「無」を記入すること。また、「有」とした場合は、取り扱
っている品目数も併せて記入すること。 

10．「居宅療養管理指導又は在宅患者訪問薬剤管理指導の算定状況」の欄には、それ
ぞれの算定件数の実績を元に、１か月の平均を記入すること。 

11. 別紙様式３－２についても作成の上、本様式に添付すること。  
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別紙様式３－１ 

実習施設の概要（薬局） 
 
薬局の名称  
位置（所在地）  
開設者  
管理者  
保険薬局指定の有無 
（有の場合の指定年月日） 

 
（指定年月日：       ） 

健康サポート薬局である旨
の表示の有無 

 

実習生受入れ状況 
（          年度） 

学校数 年間受入れ延べ人数 
                                         

実習生受入れ予定 
（          年度） 
  （ 年   月   日時点） 

学校数 年間受入れ延べ人数 
 
 

 
 

薬剤師数  
 
 
実習指導者（指導薬剤師） 
 
 

氏 名 実務経験年数 実習指導に係る研修歴 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

取扱い処方せん数／月  
取扱い診療科名  
一般用医薬品取扱い状況         （品目数：   ） 
居宅療養管理指導又は在宅
患者訪問薬剤管理指導の算
定件数／月 

居宅療養管理指導： 
在宅患者訪問薬剤管理指導： 

   
（注） 
 １．実習を行う施設ごとに作成すること。 
 ２．「実習受入れ状況」及び「実習受入れ予定」の欄は６年制薬学部の実習生を対象とするこ

と。 
  ３．「実習生受入れ状況」の「学校数」の欄は、当該実習施設が実習生の受入れを承諾してい

る学校の数（本書類を提出する大学も含めた数）を記入すること。また、「年間受入れ延べ
人数」の欄は、最近１年間（本書類提出の前年度）における当該実習施設の年間の受入れ延
べ人数（他大学からの受入れ学生数も含む。）を記入すること。 

 ４．「実習生受入れ予定」の「学校数」の欄は、本書類を提出する大学が実務実習を行う年度
に、他大学実習生の受入れが行われる場合、他大学も含めた学校数を記入すること。また、
「年間受入れ延べ人数」の欄は、本書類を提出する大学が実務実習を行う年度に、他大学か
らの受入れも含め、当該実習施設が年間に受け入れる延べ人数（予定）を記入すること。 

 ５．「薬剤師数」の欄は、常勤換算（週 32 時間以上）した非常勤薬剤師の数も含むこと。 
 ６．「実務指導者（指導薬剤師）」の欄は、次のとおり記入すること。 

①実習指導者の実務経験年数については、常勤に換算した場合の年数を記入すること。 
②実習指導者の研修歴については、主催団体名、研修年度、研修（例 認定実務実習指

導薬剤師養成研修等）の名称を記入すること。 
③実習指導者が複数になる場合には、実習指導者ごとに欄を設けること。 
④申請又は届出を行う年度に受講予定の研修がある場合には、「実習指導に係る研修歴」

の欄に研修予定時期（ 年 月）を併せて記入すること。 
 ７．「取扱い処方せん数」の欄は、過去１年間の処方せん取扱い数実績を元に、１か月の平均

を記入すること。 
 ８．「取扱い診療科名」の欄は、当該薬局で受け付けている処方せんの主な診療科名を記載す

ることとし、実習生が実習中に体験できる診療科を記載すること。 
  ９．「一般用医薬品取扱い状況」の欄は、当該薬局で一般用医薬品を取り扱っている場合には、

「有」を、そうでない場合には「無」を記入すること。また、「有」とした場合は、取り扱
っている品目数も併せて記入すること。 

10．「居宅療養管理指導又は在宅患者訪問薬剤管理指導の算定状況」の欄には、それ
ぞれの算定件数の実績を元に、１か月の平均を記入すること。 

11. 別紙様式３－２についても作成の上、本様式に添付すること。  



 

568 
 

   
 

別紙様式３－２ （実習施設名：　　　　　　　　　　　　　　）

Ｆ 臨床薬学

学修目標
実施の
可否

1) 医薬品適正使用の概念を説明する。
2) 患者情報を適切に収集し、評価することにより、患者の状態を正確に把握する。
3) 薬物治療の評価等に必要な情報について、最も適切な情報源を効果的に利用し、情報を収集

する。また、得られた情報及び情報源を批判的に評価し、効果的に活用する。
4) 薬物治療の問題点の抽出を行い、その評価に基づき、問題解決策を検討し、薬物治療を個別

最適化するための計画を立案する。
5) 様々なモニタリング項目から患者状態を的確に把握し、薬物治療の有効性と安全性を確認・

評価して適切に記録する。
6) 医薬品の適正使用の観点から、処方監査・解析を行い、疑義照会・処方提案を実践し、調

剤、服薬指導、患者教育等を行う。
7) 個々の患者背景を踏まえ患者の最善のアウトカムを考慮し、科学的根拠に基づく薬物治療の

計画を立案する。
8) 薬物治療開始時からその必要性と安全性を評価し、医薬品の不適正使用等によるリスクを回

避 するとともに、薬物治療開始後の患者の状態を継続的に把握し、適切に評価し、医薬品
の有効性と安全性を確保する。

9) 疾患の病期(急性期、回復期、慢性期、終末期)や患者や家族の希望、年齢(小児から高齢者
まで)、生理学的変動、療養の環境や生活状況を踏まえ、その状況に適した薬物治療を計画
立案し、関係者間の情報共有により、シームレスな薬物治療を実践する。

10) 複数の疾患、複数の医薬品が複雑に関連して治療を受けている患者の薬物治療について、そ
の安全性、有効性を評価し、生活の質(QOL)の維持・改善、副作用の予防・早期発見等を実
践する。

11) 多職種の専門性や思考、意識等の違いを理解し、連携する多職種とどのように関われば最も
患者・生活者にとって有益かを模索する。多職種からの評価を受け入れ、連携による患者・
生活者のより効果的な薬物治療と継続的な薬学的管理を実現する。

1) 多様な医療チームにおける薬剤師及び多職種の役割を説明し、薬剤師に求められる役割と責
任を自覚する。

2) 地域に応じた施設間連携等の医療制度、保健福祉制度等を説明する。
3) 機能が異なる病院間、病院と薬局間、薬局と薬局との間等の施設間の連携、地域包括ケアシ

ステムにおける医療、保健、介護、福祉に関する連携に参画して、入退院時等における療養
環境の変化にシームレスな患者支援を実践する。

4) 連携する多職種とともに、患者・生活者にとって何が重要な課題かを明確にし、共通の目標
を設定し、チームの活動方針を共有し課題解決を図るとともに、薬学的観点からチームの活
動に有益な情報を提供する。

5) 患者や家族が議論や意思決定に積極的に参加できるように多職種・患者や家族に働きかけ
る。

6) 各専門職の背景が異なることに配慮し、双方向に互いの専門職としての役割、知識、意見、
価値観を共有する。また、相互理解を深め、対立や葛藤を回避せず、お互いの考えを確認し
ながら連携する職種間の合意を形成し、患者・生活者の問題解決を図る。

7) 積極的にコミュニケーションを図り、連携する多職種と信頼関係を構築し、その維持、向上
に努める。

8) 連携する多職種との関わりを通して、薬剤師としての専門性や思考、意識、感情、価値観な
どを振り返り、その経験をより深く理解して連携に活かすとともに、薬剤師としての専門性
向上に努める。

1) 流通状況を踏まえ、医薬品の供給及び管理を適切に実施する。
2) 市販されている医薬品では対応できない場合の医薬品の調製、使用、品質管理等について説

明する。

1) 医療環境に応じて医薬品の情報源や情報媒体を把握し、利用して網羅的かつ最新の医薬品情
報を収集し、医療機関や患者集団への情報の適合性や必要性を考慮する。また、根拠に基づ
いた適切な評価及び目的に応じた加工を行い、医薬品情報の提供、発信(伝達)を行う。

2) 医療における安全性情報の収集に努めるとともに、安全性情報や回収情報等に対して医療環
境に応じて迅速に対応する。

3) 報告されている種々の医薬品に関する情報を整理、統合して、臨床で有益な知見を新たに構
築して提供する。

4) 適切な医薬品情報及び有害事象情報等に基づき、医療環境に応じた医薬品適正使用の推進と
安全対策を立案する。

5) 医療環境に応じた医薬品使用基準について理解し、有効かつ安全で経済的な医薬品の採用、
使用等について説明する。

F-1 薬物治療の実践　　　　　　　　　
F-1-1 薬物治療の個別最適化

F-2 多職種連携における薬剤師の貢献
F-2-1 多職種連携への参画・薬剤師の職能発揮

F-3 医療マネジメント・医療安全の実践　　　
F-3-1 医薬品の供給と管理

F-3-2 医薬品情報の管理と活用
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別紙様式３－２ （実習施設名：　　　　　　　　　　　　　　）

Ｆ 臨床薬学

学修目標
実施の
可否

1) 医薬品適正使用の概念を説明する。
2) 患者情報を適切に収集し、評価することにより、患者の状態を正確に把握する。
3) 薬物治療の評価等に必要な情報について、最も適切な情報源を効果的に利用し、情報を収集

する。また、得られた情報及び情報源を批判的に評価し、効果的に活用する。
4) 薬物治療の問題点の抽出を行い、その評価に基づき、問題解決策を検討し、薬物治療を個別

最適化するための計画を立案する。
5) 様々なモニタリング項目から患者状態を的確に把握し、薬物治療の有効性と安全性を確認・

評価して適切に記録する。
6) 医薬品の適正使用の観点から、処方監査・解析を行い、疑義照会・処方提案を実践し、調

剤、服薬指導、患者教育等を行う。
7) 個々の患者背景を踏まえ患者の最善のアウトカムを考慮し、科学的根拠に基づく薬物治療の

計画を立案する。
8) 薬物治療開始時からその必要性と安全性を評価し、医薬品の不適正使用等によるリスクを回

避 するとともに、薬物治療開始後の患者の状態を継続的に把握し、適切に評価し、医薬品
の有効性と安全性を確保する。

9) 疾患の病期(急性期、回復期、慢性期、終末期)や患者や家族の希望、年齢(小児から高齢者
まで)、生理学的変動、療養の環境や生活状況を踏まえ、その状況に適した薬物治療を計画
立案し、関係者間の情報共有により、シームレスな薬物治療を実践する。

10) 複数の疾患、複数の医薬品が複雑に関連して治療を受けている患者の薬物治療について、そ
の安全性、有効性を評価し、生活の質(QOL)の維持・改善、副作用の予防・早期発見等を実
践する。

11) 多職種の専門性や思考、意識等の違いを理解し、連携する多職種とどのように関われば最も
患者・生活者にとって有益かを模索する。多職種からの評価を受け入れ、連携による患者・
生活者のより効果的な薬物治療と継続的な薬学的管理を実現する。

1) 多様な医療チームにおける薬剤師及び多職種の役割を説明し、薬剤師に求められる役割と責
任を自覚する。

2) 地域に応じた施設間連携等の医療制度、保健福祉制度等を説明する。
3) 機能が異なる病院間、病院と薬局間、薬局と薬局との間等の施設間の連携、地域包括ケアシ

ステムにおける医療、保健、介護、福祉に関する連携に参画して、入退院時等における療養
環境の変化にシームレスな患者支援を実践する。

4) 連携する多職種とともに、患者・生活者にとって何が重要な課題かを明確にし、共通の目標
を設定し、チームの活動方針を共有し課題解決を図るとともに、薬学的観点からチームの活
動に有益な情報を提供する。

5) 患者や家族が議論や意思決定に積極的に参加できるように多職種・患者や家族に働きかけ
る。

6) 各専門職の背景が異なることに配慮し、双方向に互いの専門職としての役割、知識、意見、
価値観を共有する。また、相互理解を深め、対立や葛藤を回避せず、お互いの考えを確認し
ながら連携する職種間の合意を形成し、患者・生活者の問題解決を図る。

7) 積極的にコミュニケーションを図り、連携する多職種と信頼関係を構築し、その維持、向上
に努める。

8) 連携する多職種との関わりを通して、薬剤師としての専門性や思考、意識、感情、価値観な
どを振り返り、その経験をより深く理解して連携に活かすとともに、薬剤師としての専門性
向上に努める。

1) 流通状況を踏まえ、医薬品の供給及び管理を適切に実施する。
2) 市販されている医薬品では対応できない場合の医薬品の調製、使用、品質管理等について説

明する。

1) 医療環境に応じて医薬品の情報源や情報媒体を把握し、利用して網羅的かつ最新の医薬品情
報を収集し、医療機関や患者集団への情報の適合性や必要性を考慮する。また、根拠に基づ
いた適切な評価及び目的に応じた加工を行い、医薬品情報の提供、発信(伝達)を行う。

2) 医療における安全性情報の収集に努めるとともに、安全性情報や回収情報等に対して医療環
境に応じて迅速に対応する。

3) 報告されている種々の医薬品に関する情報を整理、統合して、臨床で有益な知見を新たに構
築して提供する。

4) 適切な医薬品情報及び有害事象情報等に基づき、医療環境に応じた医薬品適正使用の推進と
安全対策を立案する。

5) 医療環境に応じた医薬品使用基準について理解し、有効かつ安全で経済的な医薬品の採用、
使用等について説明する。

F-1 薬物治療の実践　　　　　　　　　
F-1-1 薬物治療の個別最適化

F-2 多職種連携における薬剤師の貢献
F-2-1 多職種連携への参画・薬剤師の職能発揮

F-3 医療マネジメント・医療安全の実践　　　
F-3-1 医薬品の供給と管理

F-3-2 医薬品情報の管理と活用
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学修目標
実施の
可否

1) 自らのヒヤリハット事例などを振り返り、医療現場の安全の向上に努める。
2) 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を把握し、医療現場での患者

安全の原則と概念、安全を確保する体制や具体的な方策を説明する。
3) 医療過誤やインシデント・アクシデント事例を収集し、要因を解析した上で、発生時や対応

時における法的措置(刑事責任・民事責任)を理解し、医療環境に合わせた適切な対応と予防
策を検討する。

1) 感染症を発生させない環境整備等に努め、感染源や媒介者にならない等、感染予防や健康管
理に留意して行動する。

2) 標準予防策を理解、実践し、感染経路別の予防策を実施する。
3) 感染症が発生したときの対応を理解し、感染拡大しないよう感染制御に努める。
4) 新興・再興感染症に対して、最新の知見や行政の対応に基づき、医療提供体制の役割等を把

握した上で、感染制御を理解する。

1) 地域住民が自らの健康生活を維持するための健康の相談窓口として、有益な知識・情報を積
極的に提供し、適切なアドバイスを気軽に受けられる環境を整備して、地域住民の健康維
持・管理を支援する。

2) 地域包括ケアシステムにおけるかかりつけ薬剤師の役割を理解し、地域住民の介護・福祉を
向上させるために地域連携を推進し、生活環境、生活の質(QOL)の維持・改善に尽力する。

3) 地域における医療、保健、介護、福祉等の疫学データを活用して、地域住民の健康状態及び
地域独自の医療、保健、介護、福祉環境等の課題を把握するとともに、それらの課題改善へ
の取り組みを科学的エビデンスに基づき検討し提案する。

1) 薬剤師として求められる地域住民の生活・衛生環境の保全、疾病予防や感染拡大防止による
医療環境の維持・整備を実際の地域の中で実践し、地域住民の健康的な環境を確保する。

2) 住民・児童生徒に向けた保健知識の普及指導・啓発活動を実践して、住民・児童生徒の公衆
衛生意識を向上し、生活環境の向上に積極的に寄与する。

3) 災害時に薬剤師が果たすべき役割や備え等を理解し、行動(シミュレーション)する。

1) 個々の患者・生活者に寄り添い、身体的、心理的、社会的特徴の把握に努め、その想いを受
け止めて患者・生活者を全人的・総合的に深く理解する。

2) 薬剤師として医療の中で求められる責任を自覚し、自らを律して行動するとともに、薬剤師
としての義務及び法令を遵守する。医療の担い手として、豊かな人間性と生命の尊厳につい
て深い認識を持ち、薬剤師の社会的使命を果たす。

3) 関係者と相互理解を図り、信頼関係を構築した上で、他者の意見又は記述された文章を正し
く理解し、それに対する自分の意見を効果的な説明方法や手段を用いて明確に表現する。

4) 専門職がチームとして連携して活動を推進するため、チームの活動の活性化に積極的に貢献
するとともに、チームの中での個人の責任を果たす。

5) 自己研鑽を続けることは医療・保健に携わる薬剤師の基本であることを理解し、薬学・医療
の進歩に対応するために、医療・保健・介護・福祉・情報・科学技術など薬剤師を巡る社会
的動向を把握する。

6) 医療の質的向上に貢献するため、再現性・信頼性・具体性のあるエビデンスの構築に努め
る。

（注）

１

２

３

F-4-2 地域での公衆衛生、災害対応への貢献

F-3-3 医療安全の実践

F-3-4 医療現場での感染制御

F-4 地域医療・公衆衛生への貢献　
F-4-1 地域住民の疾病予防・健康維持・増進の推進、介護・福祉への貢献

F-5 臨床で求められる基本的な能力
F-5-1 医療・福祉・公衆衛生の現場で活動するための基本姿勢

　本様式は、実習施設の概要を提出した全ての実習施設ごとに作成し、実習施設の概要に添付して提出すること。

　「実施の可否」の欄については、当該実習施設において実施できる到達目標には「○」を、実施しないものには「×」を
記入すること。

　「薬学教育モデル・コア・カリキュラム　（Ｆ 臨床薬学）」における全ての到達目標について記載すること。
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実施の
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く理解し、それに対する自分の意見を効果的な説明方法や手段を用いて明確に表現する。

4) 専門職がチームとして連携して活動を推進するため、チームの活動の活性化に積極的に貢献
するとともに、チームの中での個人の責任を果たす。

5) 自己研鑽を続けることは医療・保健に携わる薬剤師の基本であることを理解し、薬学・医療
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6) 医療の質的向上に貢献するため、再現性・信頼性・具体性のあるエビデンスの構築に努め
る。

（注）

１

２

３

F-4-2 地域での公衆衛生、災害対応への貢献

F-3-3 医療安全の実践

F-3-4 医療現場での感染制御

F-4 地域医療・公衆衛生への貢献　
F-4-1 地域住民の疾病予防・健康維持・増進の推進、介護・福祉への貢献

F-5 臨床で求められる基本的な能力
F-5-1 医療・福祉・公衆衛生の現場で活動するための基本姿勢

　本様式は、実習施設の概要を提出した全ての実習施設ごとに作成し、実習施設の概要に添付して提出すること。

　「実施の可否」の欄については、当該実習施設において実施できる到達目標には「○」を、実施しないものには「×」を
記入すること。

　「薬学教育モデル・コア・カリキュラム　（Ｆ 臨床薬学）」における全ての到達目標について記載すること。
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 作成例１ 
（用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

承諾書 

 

 （学校名）（学部、学科名）の薬学実務実習施設として、（使用開始時期）より（当該実

習施設名）を使用することを承諾します。 

 

     年  月  日 

                       開設者又は長の職名及び氏名               

 

      （申請者名）       殿 

 

 （注） 

１．使用する学部、学科等ごとの実習施設全てについて記入するものとする。ただし、２以上

の施設で開設者等が同一の場合には、「当該実習施設名」を併記しても差し支えない。 

２．「開設者又は長の職名及び氏名」の欄は、管理者と開設者が異なる場合は、管理者として 

差し支えない。 

３．「（使用開始時期）」の欄は、実際に実習を開始する年を記入すること。 

４．「（申請者名）」については、届出を行う場合には、「届出者名」とすること。 
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 作成例１ 
（用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

承諾書 

 

 （学校名）（学部、学科名）の薬学実務実習施設として、（使用開始時期）より（当該実

習施設名）を使用することを承諾します。 

 

     年  月  日 

                       開設者又は長の職名及び氏名               

 

      （申請者名）       殿 

 

 （注） 

１．使用する学部、学科等ごとの実習施設全てについて記入するものとする。ただし、２以上

の施設で開設者等が同一の場合には、「当該実習施設名」を併記しても差し支えない。 

２．「開設者又は長の職名及び氏名」の欄は、管理者と開設者が異なる場合は、管理者として 

差し支えない。 

３．「（使用開始時期）」の欄は、実際に実習を開始する年を記入すること。 

４．「（申請者名）」については、届出を行う場合には、「届出者名」とすること。 
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作成例２ 
（用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

薬学実務実習施設の調整実施承諾書 

 

 （学校名）（学部、学科名）の薬学実務実習に必要な施設の確保については、本（薬学実

務実習施設調整機関名）が，貴大学における長期実務実習の開始前年までに，貴大学学生○

○人（入学定員○○人）の受入れが可能となるよう，調整を行うことを承諾します。 

 

     年  月  日 

                        当該機関の責任者の職名及び氏名                

 

      （申請者名）       殿 

 

 （注） 

「（申請者名）」については，届出を行う場合には，「（届出者名）」とすること。 
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作成例２ 
（用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

薬学実務実習施設の調整実施承諾書 

 

 （学校名）（学部、学科名）の薬学実務実習に必要な施設の確保については、本（薬学実

務実習施設調整機関名）が，貴大学における長期実務実習の開始前年までに，貴大学学生○

○人（入学定員○○人）の受入れが可能となるよう，調整を行うことを承諾します。 

 

     年  月  日 

                        当該機関の責任者の職名及び氏名                

 

      （申請者名）       殿 

 

 （注） 

「（申請者名）」については，届出を行う場合には，「（届出者名）」とすること。 
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【別添１】 

 

薬学実務実習に必要な施設の確保について 

 

 

大学設置基準第３９条の２は，「薬学に関する学部又は学科のうち臨床に係る実践的な能力を培

うことを主たる目的とするものを置き，又は設ける大学は，薬学実務実習に必要な施設を確保する

ものとする。」と規定している。 

ここにいう「薬学実務実習に必要な施設を確保する」という規定の解釈については，以下の観

点を参考として取り扱うこととする。 

 

 

１．全学生を受け入れるのに十分な実習施設が確保されているか 

（１）大学と実習施設との間の調整を行う機関が実習施設の確保に係る調整を行うこととなって

いる場合 

① 当該機関による調整可能な施設数及びそれらの施設において受入れ可能な学生の総数に基

づき，当該大学からの学生の受け入れが可能であること。 

② この場合，各大学は，長期実務実習が開始される前年に，調整の結果確保された個別の病

院・薬局に関する諸情報を文部科学省に提出することとする。 

③ 各大学は，実習施設の確保に係る諸情報を随時ホームページ等で公表することが望ましい

（どのような情報をどの段階で公表するかについては，各大学の判断に委ねることとす

る）。 

 

（２）各大学が独自に実習施設を確保することとしている場合 

① 大学が確保した実習施設における年間の受入れ学生数が当該大学の１学年定員を上回って

いること。 

② 大学が，受入れ施設の使用承諾書や長期実務実習の実施計画を記載した資料により，当該

大学の１学年定員全員が実習を行うことができることを証明していること。 

③ 各大学は，実習施設の確保に係る諸情報を随時ホームページ等で公表することが望ましい

（どのような情報をどの段階で公表するかについては，各大学の判断に委ねることとす

る。）。 

 

（３）調整を行う機関及び大学独自の取り組みを併用し，実習施設の確保を図る場合，上記

（１）及び（２）の要件が満たされることが必要であること。 

 

 

２．実習施設の質が確保されているか 

（１）大学と実習施設との間の調整を行う機関が実習施設の確保に係る調整を行うこととなって

いる場合には，実習施設の質の確保は行われているものと見なす。 

※この場合，上記１．（１）②に基づき，実習開始前年に提出する資料において，（２）

に記す諸情報の提出が必要となる。 

 

（２）各大学が個別に実習施設を確保することとしている場合 

以下の諸情報の提出に基づき，実習施設において病院業務・薬局業務が適切に行われてい

ると判断されることが必要 

① 病院 

病床数，常勤薬剤師数（常勤換算薬剤師数），指導薬剤師数，保険医療機関指定日，

院内調剤件数，院外処方せん発行枚数，薬剤管理指導請求件数 等 
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② 薬局 

常勤薬剤師数（常勤換算薬剤師数），指導薬剤師数，保険薬局指定日，取扱い処方せ

ん数，一般用医薬品取扱い状況（品目数） 等 

 

（３）上記（１）（２）においては，薬学教育モデル・コア・カリキュラムの内容が実施可能で

あることが証明されることが必要。（証明する方法については，調整を行う機関又は各大学

に委ねることとする。） 

 

 

３．指導体制が整備されているか 

（１）大学が指導に責任を持てるような体制が整備されていること 
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習施設における指導担当者と大学教員との会議の開催等，実習生指導に係る計画の策定，教

員及び助手による実習生の巡回指導計画の策定，その他の方策が考えられる） 

 

（２）実習について適当な実習指導者の指導が行われること 

実習実施時には，「臨床における実務実習に関するガイドライン」に沿った実施体制が求

められる。なお，実習指導者は，日本薬剤師研修センター，日本薬学会，薬学教育協議会，

病院薬剤師会，薬剤師会等が主催する研修会に参加することが望ましい。 
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【別添２】 

 

薬剤師としての実務の経験を有する基幹教員について 

（大学設置基準別表第１イ備考第１０号及び平成１６年文部科学省告示第１７５号関係） 

 

 

大学設置基準別表第１イ備考第１０号は，「薬学関係（臨床に係る実践的な能力を培うことを

主たる目的とするもの）の学部に係る基幹教員のうちには，文部科学大臣が別に定めるところに

より，薬剤師としての実務の経験を有する者を含むものとする。」と規定しており，本規定を受

けて平成１６年文部科学省告示第１７５号が定められている。 

「薬剤師としての実務の経験を有する基幹教員」に係るこれらの諸規定の解釈については，以

下の観点を参考として取り扱うこととする。 

 

 

１．実務家教員の授業科目担当能力については，薬学部での非常勤講師経験（卒前実習指導，薬

学概論等の講義実績），指導用教材の作成実績，医療薬学系大学院生の実務研修の指導実績，

研修生（薬剤部独自採用及び（公財）日本薬剤師研修センターからの依頼）に対する指導実

績，生涯学習・卒後学習や薬剤師対象の研修会での講師経験，各種指導者対象の講習会・ワー

クショップ等への参加実績等を考慮する。 

 

２．「おおむね５年程度の実務の経験」については，原則として，病院又は薬局において常勤薬

剤師として勤務した経験を求めることとする。なお，非常動や研修の場合であっても，常勤薬

剤師と同様，週に５日，１日８時間程度の勤務経験があれば，足りることとし，このことを証

明する書類の提出を求めることとする。 

 

３．いわゆる「みなし基幹教員」（平成１６年文部科学省告示第１７５号第２項に定める教員）

については，１年につき６単位以上の授業科目を担当し，かつ，教育課程の編成その他の臨床

に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とする薬学の課程を置く組織の運営について責任

を担う者であることが求められている。 

この場合，授業科目としては，実務実習科目を含むこととする。また，教育課程の編成につ

いては，当該授業科目の教育内容，単位認定に係る責任を有していることや，構成するユニッ

トの責任者としてコースの合否判定に責任を有していることなど，教育課程の編成に当たって

の責任者であることが求められる。さらに，組織の運営に関しては，教授会等への出席など，

当該薬学の課程（学部・学科）の運営に責任をもって関与していることが求められる。 

 

４．元実務家を実務家教員として認定するためには，実務経験の期間と実務から離れてからの期

間とを勘案して判定を行うこととする。なお，おおよその目安として，実務をやめてから５～

１０年以内であることが望ましく，実務をやめる前の実務経験の長さも考慮することとする。 

 

５．実務家教員の教授，准教授、講師又は助教の区分については，当該教員の教育上の能力，実

務の実績，研究上の業績，学位，教授・准教授・講師・助教としての経歴，指導を行う分野に

おける知識・経験等を総合的に勘案し，決定することとする。 
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【別添２】 
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学概論等の講義実績），指導用教材の作成実績，医療薬学系大学院生の実務研修の指導実績，

研修生（薬剤部独自採用及び（公財）日本薬剤師研修センターからの依頼）に対する指導実

績，生涯学習・卒後学習や薬剤師対象の研修会での講師経験，各種指導者対象の講習会・ワー

クショップ等への参加実績等を考慮する。 

 

２．「おおむね５年程度の実務の経験」については，原則として，病院又は薬局において常勤薬

剤師として勤務した経験を求めることとする。なお，非常動や研修の場合であっても，常勤薬
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については，１年につき６単位以上の授業科目を担当し，かつ，教育課程の編成その他の臨床

に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とする薬学の課程を置く組織の運営について責任

を担う者であることが求められている。 

この場合，授業科目としては，実務実習科目を含むこととする。また，教育課程の編成につ

いては，当該授業科目の教育内容，単位認定に係る責任を有していることや，構成するユニッ
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【別添３】 
 

 

薬学分野における学部及び学科の名称並びに学位の名称について 

（大学設置基準第４０条の４及び学位規則第１０条関係） 

 

学部及び学科の名称については，大学設置基準第４０条の４において，「大学，学部及び学科

（以下「大学等」という。）の名称は，大学等として適当であるとともに，当該大学等の教育研

究上の目的にふさわしいものとする。」と規定されている。また，学位の名称については，学位

規則第１０条において「大学（中略）は，学位を授与するに当たつては，適切な専攻分野の名称

を付記するものとする。」と規定されている。 

薬学分野においては学部段階の課程において２通りの修業年限が設けられ，博士課程の標準修

業年限も異なったものとされている。 

各大学においては，学部，学科の名称をその教育研究上の目的にふさわしいものとして適切に

選択することが必要であり，学位の名称についても適切な専攻分野の名称を選択することが必要

である。その際，両課程の相違が社会的に認知されやすいような名称とすることが必要不可欠で

ある。 

そこで，薬学分野の学部及び学科の名称並びに学位の名称については，以下の観点を参考とし

て取り扱うこととする。 

 

 

【学部及び学科の名称について】 

１．６年制の学部の名称は「薬学部」とする。また，６年制の学科の名称は「薬学科」とする

ことを基本とする。 

２．４年制の学部の名称は「薬科学部」とし，４年制の学科の名称は「薬科学科」とすること

を基本とする。 

３．１学部の中に６年制学科と４年制学科が併存する場合，学部名称は「薬学部」とすること

ができる。 

４．４年制課程のみの学部を「薬学部」とすることは，社会的な混乱を招くおそれがあること

からこれを認めない。同様に４年制学科を「薬学科」とすることも認めない。 

 

 

【学位の名称について】 

１．学位の名称に関し，平成１６年２月１８日の中央教育審議会答申を踏まえ，６年制課程卒

業者に付与する学位は「学士（薬学）」とする。また，６年制課程を基礎とする博士課程の修

了者に付与する学位は「博士（薬学）」とする。 

２．４年制課程卒業者に付与する学位は「学士（薬科学）」を基本とし，４年制課程を基礎と

する博士課程の修了者に付与する学位は「博士（薬科学）」を基本とする。 
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【別添３】 
 

 

薬学分野における学部及び学科の名称並びに学位の名称について 

（大学設置基準第４０条の４及び学位規則第１０条関係） 

 

学部及び学科の名称については，大学設置基準第４０条の４において，「大学，学部及び学科

（以下「大学等」という。）の名称は，大学等として適当であるとともに，当該大学等の教育研

究上の目的にふさわしいものとする。」と規定されている。また，学位の名称については，学位

規則第１０条において「大学（中略）は，学位を授与するに当たつては，適切な専攻分野の名称

を付記するものとする。」と規定されている。 

薬学分野においては学部段階の課程において２通りの修業年限が設けられ，博士課程の標準修

業年限も異なったものとされている。 

各大学においては，学部，学科の名称をその教育研究上の目的にふさわしいものとして適切に

選択することが必要であり，学位の名称についても適切な専攻分野の名称を選択することが必要

である。その際，両課程の相違が社会的に認知されやすいような名称とすることが必要不可欠で

ある。 

そこで，薬学分野の学部及び学科の名称並びに学位の名称については，以下の観点を参考とし

て取り扱うこととする。 

 

 

【学部及び学科の名称について】 

１．６年制の学部の名称は「薬学部」とする。また，６年制の学科の名称は「薬学科」とする

ことを基本とする。 

２．４年制の学部の名称は「薬科学部」とし，４年制の学科の名称は「薬科学科」とすること

を基本とする。 

３．１学部の中に６年制学科と４年制学科が併存する場合，学部名称は「薬学部」とすること

ができる。 

４．４年制課程のみの学部を「薬学部」とすることは，社会的な混乱を招くおそれがあること

からこれを認めない。同様に４年制学科を「薬学科」とすることも認めない。 

 

 

【学位の名称について】 

１．学位の名称に関し，平成１６年２月１８日の中央教育審議会答申を踏まえ，６年制課程卒

業者に付与する学位は「学士（薬学）」とする。また，６年制課程を基礎とする博士課程の修

了者に付与する学位は「博士（薬学）」とする。 

２．４年制課程卒業者に付与する学位は「学士（薬科学）」を基本とし，４年制課程を基礎と

する博士課程の修了者に付与する学位は「博士（薬科学）」を基本とする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

576 
 

 

 

576 
 

 



 

577 
 

第
二
章 

寄
附
行
為
（
変
更
）
認
可
・
届
出
関
係 

〇 
私
立
学
校
法
施
行
規
則
（
抄
） 

昭
和
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

文

部

省

令

第

十

二

号 

最
終
改
正 

令
六
・
九
・
三
〇
文
科
令
二
八 

第
一
章 

総
則 

(

収
益
事
業
の
種
類)

 

第
一
条 

私
立
学
校
法(

以
下
「
法
」
と
い
う
。)
第
十
九
条
第
二
項
の
事
業
の
種
類
は
、
文
部
科
学
大

臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
告
示
で
定
め
る
。 

(

法
人
が
事
業
活
動
を
支
配
す
る
法
人
等)

 

第
二
条 

私
立
学
校
法
施
行
令(

昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
一
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。)

第
一
条

第
五
号
の
法
人
が
事
業
活
動
を
支
配
す
る
法
人
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
学
校

法
人
の
設
立
者
で
あ
る
法
人
が
他
の
法
人
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し

て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人(

第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
設
立
法
人
子
法
人
」
と
い

う
。)

と
す
る
。 

２ 

令
第
一
条
第
五
号
の
法
人
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
一
の
者
が
当
該
法
人
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に

お
け
る
当
該
一
の
者
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
に
規
定
す
る
「
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
」
と
は
、

次
に
掲
げ
る
場
合
を
い
う
。 

一 

学
校
法
人
の
設
立
者
で
あ
る
法
人(

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。)

又
は
前
項
に
規
定

す
る
当
該
一
の
者(

そ
の
者
が
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
す
る
一
又
は

二
以
上
の
法
人
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
「
支
配
法
人
等
」
と
い
う
。)

が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
法
人

子
法
人
又
は
学
校
法
人
の
設
立
者
で
あ
る
法
人(

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。)(

次
号
に
お

い
て
「
被
支
配
法
人
」
と
い
う
。)

の
意
思
決
定
機
関(

社
員
総
会
そ
の
他
の
団
体
の
財
務
及
び
営

業
又
は
事
業
の
方
針
を
決
定
す
る
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
お
け
る
議
決
権
の
過
半
数
を

有
す
る
場
合 

二 

被
支
配
法
人
の
意
思
決
定
機
関
の
構
成
員
の
総
数
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
者
の
数
の
割
合
が

百
分
の
五
十
を
超
え
る
場
合 

イ 

支
配
法
人
等
役
員(

支
配
法
人
等
の
理
事
、
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、

監
事
若
し
く
は
監
査
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。)

若
し
く
は
評
議
員
又
は
職
員 

ロ 

支
配
法
人
等
に
よ
つ
て
当
該
構
成
員
に
選
任
さ
れ
た
者 

ハ 

当
該
構
成
員
に
就
任
し
た
日
前
五
年
以
内
に
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者 

第
二
章 

寄
附
行
為
の
認
可 

(

寄
附
行
為
認
可
申
請
手
続)

 

第
三
条 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
の
設

立
を
目
的
と
す
る
寄
附
行
為
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
及
び
寄
附
行
為

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
当
該
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
大
学
又
は
私
立
高
等
専
門

学
校(

以
下
「
私
立
大
学
等
」
と
い
う
。)

の
開
設
す
る
年
度(

以
下
「
開
設
年
度
」
と
い
う
。)

の
前
々

年
度
の
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

設
立
趣
意
書 

二 

設
立
決
議
録 

三 

設
置
に
係
る
基
本
計
画
及
び
当
該
学
校
法
人
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

四 

設
立
代
表
者
の
履
歴
書 

五 

理
事
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

理
事
の
就
任
承
諾
書
及
び
履
歴
書 

ロ 

理
事
が
法
第
三
十
一
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ハ 

理
事
が
監
事
又
は
評
議
員
を
兼
ね
る
者
で
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ニ 

理
事
の
う
ち
に
、
法
第
三
十
一
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
書
類 

ホ 

理
事
の
う
ち
に
、
他
の
二
人
以
上
の
理
事
、
一
人
以
上
の
監
事
又
は
二
人
以
上
の
評
議
員

と
特
別
利
害
関
係(

法
第
三
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
利
害
関
係
を
い
う
。
以
下
同

じ
。)

を
有
す
る
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ヘ 

他
の
理
事
の
い
ず
れ
か
と
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
理
事
の
数
が
、
理
事
の
総
数
の
三
分

の
一
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

六 

監
事
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

監
事
の
就
任
承
諾
書
及
び
履
歴
書 

ロ 
監
事
が
法
第
四
十
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ハ 
監
事
が
評
議
員
若
し
く
は
職
員
又
は
子
法
人
役
員(

監
事
若
し
く
は
監
査
役
又
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
者
を
除
く
。)

若
し
く
は
子
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者
を
兼
ね
る
者
で
な
い
こ
と
を
証

す
る
書
類 

ニ 

監
事
の
う
ち
に
、
他
の
監
事
又
は
二
人
以
上
の
評
議
員
と
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 
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第
二
章 

寄
附
行
為
（
変
更
）
認
可
・
届
出
関
係 

〇 

私
立
学
校
法
施
行
規
則
（
抄
） 

昭
和
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

文

部

省

令

第

十

二

号 

最
終
改
正 

令
六
・
九
・
三
〇
文
科
令
二
八 

第
一
章 

総
則 

(

収
益
事
業
の
種
類)

 

第
一
条 

私
立
学
校
法(

以
下
「
法
」
と
い
う
。)

第
十
九
条
第
二
項
の
事
業
の
種
類
は
、
文
部
科
学
大

臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
告
示
で
定
め
る
。 

(

法
人
が
事
業
活
動
を
支
配
す
る
法
人
等)

 

第
二
条 

私
立
学
校
法
施
行
令(

昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
一
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。)

第
一
条

第
五
号
の
法
人
が
事
業
活
動
を
支
配
す
る
法
人
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
学
校

法
人
の
設
立
者
で
あ
る
法
人
が
他
の
法
人
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し

て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人(

第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
設
立
法
人
子
法
人
」
と
い

う
。)

と
す
る
。 

２ 

令
第
一
条
第
五
号
の
法
人
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
一
の
者
が
当
該
法
人
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に

お
け
る
当
該
一
の
者
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
に
規
定
す
る
「
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
」
と
は
、

次
に
掲
げ
る
場
合
を
い
う
。 

一 

学
校
法
人
の
設
立
者
で
あ
る
法
人(

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。)

又
は
前
項
に
規
定

す
る
当
該
一
の
者(

そ
の
者
が
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
す
る
一
又
は

二
以
上
の
法
人
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
「
支
配
法
人
等
」
と
い
う
。)

が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
法
人

子
法
人
又
は
学
校
法
人
の
設
立
者
で
あ
る
法
人(

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。)(

次
号
に
お

い
て
「
被
支
配
法
人
」
と
い
う
。)

の
意
思
決
定
機
関(

社
員
総
会
そ
の
他
の
団
体
の
財
務
及
び
営

業
又
は
事
業
の
方
針
を
決
定
す
る
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
お
け
る
議
決
権
の
過
半
数
を

有
す
る
場
合 

二 

被
支
配
法
人
の
意
思
決
定
機
関
の
構
成
員
の
総
数
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
者
の
数
の
割
合
が

百
分
の
五
十
を
超
え
る
場
合 

イ 

支
配
法
人
等
役
員(

支
配
法
人
等
の
理
事
、
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、

監
事
若
し
く
は
監
査
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。)

若
し
く
は
評
議
員
又
は
職
員 

ロ 

支
配
法
人
等
に
よ
つ
て
当
該
構
成
員
に
選
任
さ
れ
た
者 

ハ 

当
該
構
成
員
に
就
任
し
た
日
前
五
年
以
内
に
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者 

第
二
章 

寄
附
行
為
の
認
可 

(

寄
附
行
為
認
可
申
請
手
続)

 

第
三
条 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
の
設

立
を
目
的
と
す
る
寄
附
行
為
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
及
び
寄
附
行
為

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
当
該
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
大
学
又
は
私
立
高
等
専
門

学
校(

以
下
「
私
立
大
学
等
」
と
い
う
。)

の
開
設
す
る
年
度(

以
下
「
開
設
年
度
」
と
い
う
。)

の
前
々

年
度
の
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

設
立
趣
意
書 

二 

設
立
決
議
録 

三 

設
置
に
係
る
基
本
計
画
及
び
当
該
学
校
法
人
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

四 

設
立
代
表
者
の
履
歴
書 

五 

理
事
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

理
事
の
就
任
承
諾
書
及
び
履
歴
書 

ロ 

理
事
が
法
第
三
十
一
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ハ 

理
事
が
監
事
又
は
評
議
員
を
兼
ね
る
者
で
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ニ 

理
事
の
う
ち
に
、
法
第
三
十
一
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
書
類 

ホ 

理
事
の
う
ち
に
、
他
の
二
人
以
上
の
理
事
、
一
人
以
上
の
監
事
又
は
二
人
以
上
の
評
議
員

と
特
別
利
害
関
係(

法
第
三
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
利
害
関
係
を
い
う
。
以
下
同

じ
。)

を
有
す
る
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ヘ 

他
の
理
事
の
い
ず
れ
か
と
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
理
事
の
数
が
、
理
事
の
総
数
の
三
分

の
一
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

六 

監
事
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

監
事
の
就
任
承
諾
書
及
び
履
歴
書 

ロ 

監
事
が
法
第
四
十
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ハ 

監
事
が
評
議
員
若
し
く
は
職
員
又
は
子
法
人
役
員(

監
事
若
し
く
は
監
査
役
又
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
者
を
除
く
。)

若
し
く
は
子
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者
を
兼
ね
る
者
で
な
い
こ
と
を
証

す
る
書
類 

ニ 

監
事
の
う
ち
に
、
他
の
監
事
又
は
二
人
以
上
の
評
議
員
と
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 
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七 

評
議
員
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

評
議
員
の
就
任
承
諾
書
及
び
履
歴
書 

ロ 
評
議
員
が
法
第
三
十
一
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ハ 
評
議
員
の
う
ち
に
、
法
第
六
十
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
者(

同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

に
あ
つ
て
は
、
当
該
者
が
あ
る
場
合
に
限
る
。)

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ニ 

評
議
員
の
う
ち
に
、
他
の
二
人
以
上
の
評
議
員
と
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ホ 

法
第
六
十
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
評
議
員
の
数
が
評
議
員
の
総
数
の
三

分
の
一
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ヘ 

役
員
又
は
他
の
評
議
員
の
い
ず
れ
か
と
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
者
並
び
に
子
法
人
役
員

及
び
子
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
評
議
員
の
数
の
合
計
が
評
議
員
の
総
数
の
六
分
の
一

を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

八 

会
計
監
査
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

会
計
監
査
人
の
就
任
承
諾
書 

ロ 

会
計
監
査
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書 

ハ 

会
計
監
査
人
が
法
人
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
が
公
認
会
計
士(

公
認
会
計
士
法(

昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
三
号)

第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。)

で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ニ 

会
計
監
査
人
が
法
第
八
十
一
条
第
三
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類 

九 

経
費
の
見
積
り
及
び
資
金
計
画
を
記
載
し
た
書
類 

十 

当
該
学
校
法
人
の
事
務
組
織
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

十
一 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
項
の
申
請
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
年
度
の

六
月
三
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

財
産
の
一
覧
そ
の
他
の
最
近
に
お
け
る
財
産
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
類 

二 

寄
附
申
込
書 

三 

不
動
産(

当
該
申
請
に
係
る
学
校
そ
の
他
の
事
業
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
権

利
の
所
属
に
つ
い
て
の
登
記
所
の
証
明
書
類
等 

四 

不
動
産
そ
の
他
の
主
な
る
財
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
評
価
を
す
る
十
分
な
資
格
を
有
す
る
者

の
作
成
し
た
価
格
評
価
書 

五 

校
地
校
舎
等
の
整
備
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
図
面 

六 

開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
の
事

業
計
画
及
び
こ
れ
に
伴
う
予
算
書 

七 

負
債
が
あ
る
場
合
又
は
借
入
れ
を
予
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
償
還
計
画
書 

八 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

３ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
が
、
他
の
学
校
法
人
が
設
置
し
て
い
る
私
立
大
学
等
の
目
的
、
位
置
、
職
員

組
織
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
私
立
大
学
等
の
設
置
を
目
的

と
す
る
新
た
な
学
校
法
人
を
設
立
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
中
「
前
々
年
度
の

十
月
一
日
か
ら
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
」
と
す
る
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
を
し
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
の
設
立
を

目
的
と
す
る
寄
附
行
為
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
及
び
寄
附
行
為
に
次

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
が
定
め
る
日
ま
で
に
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類(

同
号
に
掲
げ
る
書

類
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
校
法
人
が
会
計
監
査
人
を
置
く
場
合
に
限
る
。)

 

二 

第
二
項
各
号(

第
八
号
を
除
く
。)

に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
六
号
中
「
開

設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と
あ
る

の
は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

三 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

６ 

第
二
項
第
一
号
の
財
産
の
一
覧
は
、
基
本
財
産(

学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
に
必
要
な
施

設
及
び
設
備
又
は
こ
れ
ら
に
要
す
る
資
金
を
い
う
。)

と
運
用
財
産(

学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立

学
校
の
経
営
に
必
要
な
財
産
を
い
う
。)

と
を
区
分
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
学
校

法
人
が
収
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
収
益
事
業
用
財
産(

収
益
を
目
的
と
す
る
事

業
に
必
要
な
財
産
を
い
う
。)

を
、
更
に
区
分
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
認
可
申
請
書
及
び
寄
附
行
為
並
び
に
第
二
項
第
一
号
の
財
産

の
一
覧
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
。 

(

文
部
科
学
大
臣
の
認
可
の
手
続)

 

第
四
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
私
立
大

学
等
の
開
設
年
度
の
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
申
請
に
つ
い
て
認
可
す
る
か
ど
う
か

を
決
定
し
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
章 

電
磁
的
記
録
等 

(

電
磁
的
記
録)

 

第
五
条 

法
第
二
十
三
条
第
四
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒

体(

電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報

を
記
録
し
た
も
の
と
す
る
。 

(

電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則)
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七 

評
議
員
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

評
議
員
の
就
任
承
諾
書
及
び
履
歴
書 

ロ 

評
議
員
が
法
第
三
十
一
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ハ 

評
議
員
の
う
ち
に
、
法
第
六
十
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
者(

同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

に
あ
つ
て
は
、
当
該
者
が
あ
る
場
合
に
限
る
。)

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ニ 

評
議
員
の
う
ち
に
、
他
の
二
人
以
上
の
評
議
員
と
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ホ 

法
第
六
十
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
評
議
員
の
数
が
評
議
員
の
総
数
の
三

分
の
一
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ヘ 

役
員
又
は
他
の
評
議
員
の
い
ず
れ
か
と
特
別
利
害
関
係
を
有
す
る
者
並
び
に
子
法
人
役
員

及
び
子
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
評
議
員
の
数
の
合
計
が
評
議
員
の
総
数
の
六
分
の
一

を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

八 

会
計
監
査
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

会
計
監
査
人
の
就
任
承
諾
書 

ロ 

会
計
監
査
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書 

ハ 

会
計
監
査
人
が
法
人
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
が
公
認
会
計
士(

公
認
会
計
士
法(

昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
三
号)

第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。)

で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

ニ 

会
計
監
査
人
が
法
第
八
十
一
条
第
三
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類 

九 

経
費
の
見
積
り
及
び
資
金
計
画
を
記
載
し
た
書
類 

十 

当
該
学
校
法
人
の
事
務
組
織
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

十
一 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
項
の
申
請
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
年
度
の

六
月
三
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

財
産
の
一
覧
そ
の
他
の
最
近
に
お
け
る
財
産
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
類 

二 

寄
附
申
込
書 

三 

不
動
産(

当
該
申
請
に
係
る
学
校
そ
の
他
の
事
業
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
権

利
の
所
属
に
つ
い
て
の
登
記
所
の
証
明
書
類
等 

四 

不
動
産
そ
の
他
の
主
な
る
財
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
評
価
を
す
る
十
分
な
資
格
を
有
す
る
者

の
作
成
し
た
価
格
評
価
書 

五 

校
地
校
舎
等
の
整
備
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
図
面 

六 

開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
の
事

業
計
画
及
び
こ
れ
に
伴
う
予
算
書 

七 

負
債
が
あ
る
場
合
又
は
借
入
れ
を
予
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
償
還
計
画
書 

八 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

３ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
が
、
他
の
学
校
法
人
が
設
置
し
て
い
る
私
立
大
学
等
の
目
的
、
位
置
、
職
員

組
織
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
私
立
大
学
等
の
設
置
を
目
的

と
す
る
新
た
な
学
校
法
人
を
設
立
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
中
「
前
々
年
度
の

十
月
一
日
か
ら
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
」
と
す
る
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
を
し
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
の
設
立
を

目
的
と
す
る
寄
附
行
為
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
及
び
寄
附
行
為
に
次

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
が
定
め
る
日
ま
で
に
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類(

同
号
に
掲
げ
る
書

類
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
校
法
人
が
会
計
監
査
人
を
置
く
場
合
に
限
る
。)

 

二 

第
二
項
各
号(

第
八
号
を
除
く
。)

に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
六
号
中
「
開

設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と
あ
る

の
は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

三 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

６ 

第
二
項
第
一
号
の
財
産
の
一
覧
は
、
基
本
財
産(

学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
に
必
要
な
施

設
及
び
設
備
又
は
こ
れ
ら
に
要
す
る
資
金
を
い
う
。)

と
運
用
財
産(

学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立

学
校
の
経
営
に
必
要
な
財
産
を
い
う
。)

と
を
区
分
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
学
校

法
人
が
収
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
収
益
事
業
用
財
産(

収
益
を
目
的
と
す
る
事

業
に
必
要
な
財
産
を
い
う
。)

を
、
更
に
区
分
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
認
可
申
請
書
及
び
寄
附
行
為
並
び
に
第
二
項
第
一
号
の
財
産

の
一
覧
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
。 

(

文
部
科
学
大
臣
の
認
可
の
手
続)

 

第
四
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
私
立
大

学
等
の
開
設
年
度
の
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
申
請
に
つ
い
て
認
可
す
る
か
ど
う
か

を
決
定
し
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
章 

電
磁
的
記
録
等 

(

電
磁
的
記
録)

 

第
五
条 

法
第
二
十
三
条
第
四
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒

体(

電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報

を
記
録
し
た
も
の
と
す
る
。 

(

電
磁
的
記
録
の
備
置
き
に
関
す
る
特
則)
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第
六
条 

次
に
掲
げ
る
規
定(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
学
校
法
人(

同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
同
条
第
五
項
の
法
人(

以
下
「
準
学
校
法
人
」
と
い
う
。)

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
で
あ
つ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気

通
信
回
線
を
通
じ
て
学
校
法
人
の
従
た
る
事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら

れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。 

一 

法
第
二
十
七
条
第
二
項 

二 

法
第
百
六
条
第
二
項 

三 

法
第
百
七
条
第
四
項 

(

電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法)

 

第
七
条 

次
に
掲
げ
る
規
定(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ

た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。 

一 

法
第
二
十
七
条
第
三
項
第
三
号 

二 

法
第
四
十
三
条
第
六
項
第
三
号 

三 

法
第
六
十
八
条
第
三
号(

法
第
百
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。)

 

四 

法
第
七
十
八
条
第
三
項
第
三
号 

五 

法
第
八
十
六
条
第
三
項
第
三
号 

六 

法
第
百
六
条
第
三
項
第
三
号(

法
第
百
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。)

 

七 

法
第
百
七
条
第
五
項
第
二
号(

法
第
百
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。)

 

(

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法)
 

第
八
条 

法
第
二
十
七
条
第
三
項
第
四
号
、
第
四
十
二
条
第
四
項
、
第
七
十
条
第
五
項
及
び
第
七
十
二

条
第
四
項(

法
第
七
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
法
第
百
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。 

一 

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の 

イ 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続
す

る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た

フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法 

ロ 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内

容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
情
報
の
提

供
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録

す
る
方
法 

二 

電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方

法 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
四
章 

機
関 

第
一
節 

理
事
会
及
び
理
事 

(

補
欠
の
理
事
の
選
任)

 

第
九
条 

法
第
三
十
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。)

の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。 

２ 

法
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
補
欠
の
理
事
を
選
任
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

も
併
せ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
候
補
者
が
補
欠
の
理
事
で
あ
る
旨 

二 

当
該
候
補
者
を
一
人
又
は
二
人
以
上
の
特
定
の
理
事
の
補
欠
の
理
事
と
し
て
選
任
す
る
と
き

は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
特
定
の
理
事
の
氏
名 

三 

同
一
の
理
事(

二
人
以
上
の
理
事
の
補
欠
と
し
て
選
任
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
二
人
以

上
の
理
事)

に
つ
き
二
人
以
上
の
補
欠
の
理
事
を
選
任
す
る
と
き
は
、
当
該
補
欠
の
理
事
相
互
間

の
優
先
順
位 

四 

補
欠
の
理
事
に
つ
い
て
、
就
任
前
に
そ
の
選
任
の
取
消
し
を
行
う
場
合
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
旨
及
び
取
消
し
を
行
う
た
め
の
手
続 

五 

補
欠
の
理
事
の
選
任
に
係
る
決
議
が
効
力
を
有
す
る
期
間 

(

職
務
の
適
正
な
執
行
が
で
き
な
い
者)

 
第
十
条 

法
第
三
十
一
条
第
一
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
職
務
を
適
正
に
執
行
す

る
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。 

(

子
法
人)

 

第
十
一
条 

法
第
三
十
一
条
第
四
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

の
学
校
法
人
が
そ
の
経
営
を
支
配
し
て
い
る
法
人
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
法
人

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
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第
六
条 

次
に
掲
げ
る
規
定(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
学
校
法
人(

同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
同
条
第
五
項
の
法
人(

以
下
「
準
学
校
法
人
」
と
い
う
。)

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
で
あ
つ
て
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気

通
信
回
線
を
通
じ
て
学
校
法
人
の
従
た
る
事
務
所
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら

れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。 

一 

法
第
二
十
七
条
第
二
項 

二 

法
第
百
六
条
第
二
項 

三 

法
第
百
七
条
第
四
項 

(

電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法)

 

第
七
条 

次
に
掲
げ
る
規
定(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
規
定
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ

た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。 

一 

法
第
二
十
七
条
第
三
項
第
三
号 

二 

法
第
四
十
三
条
第
六
項
第
三
号 

三 

法
第
六
十
八
条
第
三
号(

法
第
百
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。)

 

四 

法
第
七
十
八
条
第
三
項
第
三
号 

五 

法
第
八
十
六
条
第
三
項
第
三
号 

六 

法
第
百
六
条
第
三
項
第
三
号(

法
第
百
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。)

 

七 

法
第
百
七
条
第
五
項
第
二
号(

法
第
百
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。)

 

(

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法)

 

第
八
条 

法
第
二
十
七
条
第
三
項
第
四
号
、
第
四
十
二
条
第
四
項
、
第
七
十
条
第
五
項
及
び
第
七
十
二

条
第
四
項(

法
第
七
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
法
第
百
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。 

一 

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の 

イ 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続
す

る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た

フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法 

ロ 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内

容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
情
報
の
提

供
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録

す
る
方
法 

二 

電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方

法 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
四
章 

機
関 

第
一
節 

理
事
会
及
び
理
事 

(

補
欠
の
理
事
の
選
任)

 

第
九
条 

法
第
三
十
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。)

の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。 

２ 

法
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
補
欠
の
理
事
を
選
任
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

も
併
せ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
候
補
者
が
補
欠
の
理
事
で
あ
る
旨 

二 

当
該
候
補
者
を
一
人
又
は
二
人
以
上
の
特
定
の
理
事
の
補
欠
の
理
事
と
し
て
選
任
す
る
と
き

は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
特
定
の
理
事
の
氏
名 

三 

同
一
の
理
事(

二
人
以
上
の
理
事
の
補
欠
と
し
て
選
任
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
二
人
以

上
の
理
事)

に
つ
き
二
人
以
上
の
補
欠
の
理
事
を
選
任
す
る
と
き
は
、
当
該
補
欠
の
理
事
相
互
間

の
優
先
順
位 

四 

補
欠
の
理
事
に
つ
い
て
、
就
任
前
に
そ
の
選
任
の
取
消
し
を
行
う
場
合
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
旨
及
び
取
消
し
を
行
う
た
め
の
手
続 

五 

補
欠
の
理
事
の
選
任
に
係
る
決
議
が
効
力
を
有
す
る
期
間 

(

職
務
の
適
正
な
執
行
が
で
き
な
い
者)

 

第
十
条 

法
第
三
十
一
条
第
一
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
職
務
を
適
正
に
執
行
す

る
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。 

(

子
法
人)

 

第
十
一
条 

法
第
三
十
一
条
第
四
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

の
学
校
法
人
が
そ
の
経
営
を
支
配
し
て
い
る
法
人
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
法
人

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
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法
人
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
が
意
思
決
定
機
関
に

お
け
る
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
他
の
法
人 

二 
意
思
決
定
機
関
の
構
成
員
の
総
数
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
者
の
数
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を

超
え
る
他
の
法
人 

イ 

当
該
学
校
法
人
の
役
員
、
評
議
員
又
は
職
員 

ロ 

当
該
学
校
法
人
の
一
又
は
二
以
上
の
子
法
人
に
係
る
子
法
人
役
員
又
は
子
法
人
に
使
用
さ

れ
る
者 

ハ 

当
該
学
校
法
人
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
に
よ
つ
て
当
該
構
成
員
に
選
任

さ
れ
た
者 

ニ 

当
該
構
成
員
に
就
任
し
た
日
前
五
年
以
内
に
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者 

(

特
別
利
害
関
係)

 

第
十
二
条 

法
第
三
十
一
条
第
六
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
特
別
な
利
害
関
係
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
関
係 

二 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
の
使
用
人
で
あ
る
関
係 

三 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
か
ら
受
け
る
金
銭
そ
の
他
の
財
産
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る

関
係 

四 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
の
前
二
号
に
掲
げ
る
関
係
の
者
の
配
偶
者
で
あ
る
関
係 

五 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
の
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
関
係
の
者
の
三
親
等
以
内
の

親
族
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
者
と
生
計
を
一
に
す
る
関
係 

(

学
校
法
人
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制)

 

第
十
三
条 

法
第
三
十
六
条
第
三
項
第
五
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。 

一 

理
事
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情
報
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
体
制 

二 

損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制 

三 

理
事
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制 

四 

職
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
寄
附
行
為
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制 

五 

監
事
が
そ
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
職
員
を
置
く
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
に

関
す
る
事
項 

六 

前
号
の
職
員
の
理
事
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項 

七 

監
事
の
第
五
号
の
職
員
に
対
す
る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項 

八 

理
事
及
び
職
員
が
監
事
に
報
告
を
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
の
監
事
へ
の
報
告
に
関
す
る
体

制 

九 

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な
取
扱
い
を
受
け
な

い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制 

十 

監
事
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は
償
還
の
手
続
そ
の
他
の
当
該
職
務

の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又
は
債
務
の
処
理
に
係
る
方
針
に
関
す
る
事
項 

十
一 

そ
の
他
監
事
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制 

(

理
事
等
の
説
明
義
務)

 

第
十
四
条 

法
第
三
十
九
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。 

一 

評
議
員
が
説
明
を
求
め
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
た
め
に
調
査
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
場
合(

次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。)

 

イ 

当
該
評
議
員
が
評
議
員
会
の
日
よ
り
相
当
の
期
間
前
に
当
該
事
項
を
学
校
法
人(

法
第
百

五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。)

に
対
し
て
通
知
し
た
場
合 

ロ 

当
該
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
が
著
し
く
容
易
で
あ
る
場
合 

二 

評
議
員
が
説
明
を
求
め
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
こ
と
に
よ
り
学
校
法
人
そ
の
他
の
者

(

当
該
評
議
員
を
除
く
。)

の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
と
な
る
場
合 

三 

評
議
員
が
当
該
評
議
員
会
に
お
い
て
実
質
的
に
同
一
の
事
項
に
つ
い
て
繰
り
返
し
て
説
明
を

求
め
る
場
合 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
評
議
員
が
説
明
を
求
め
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
し
な
い

こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合 

(

理
事
会
の
議
事
録)

 

第
十
五
条 

法
第
四
十
三
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
理
事
会
の
議
事
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

理
事
会
の
議
事
録
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

理
事
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所(

当
該
場
所
に
存
し
な
い
理
事
、
監
事
又
は
会
計
監
査

人
が
理
事
会
に
出
席
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。)

 

二 

理
事
会
が
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨 

イ 

法
第
四
十
一
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
理
事
の
請
求
を
受
け
て
招
集
さ
れ
た
も
の 

ロ 
法
第
四
十
一
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
理
事
が
招
集
し
た
も
の 

ハ 

法
第
五
十
七
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
監
事
の
請
求
を
受
け
て
招
集
さ
れ
た
も
の 

ニ 

法
第
五
十
七
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
監
事
が
招
集
し
た
も
の 
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法
人
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
が
意
思
決
定
機
関
に

お
け
る
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
他
の
法
人 

二 

意
思
決
定
機
関
の
構
成
員
の
総
数
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
者
の
数
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を

超
え
る
他
の
法
人 

イ 

当
該
学
校
法
人
の
役
員
、
評
議
員
又
は
職
員 

ロ 

当
該
学
校
法
人
の
一
又
は
二
以
上
の
子
法
人
に
係
る
子
法
人
役
員
又
は
子
法
人
に
使
用
さ

れ
る
者 

ハ 

当
該
学
校
法
人
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
に
よ
つ
て
当
該
構
成
員
に
選
任

さ
れ
た
者 

ニ 

当
該
構
成
員
に
就
任
し
た
日
前
五
年
以
内
に
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者 

(

特
別
利
害
関
係)

 

第
十
二
条 

法
第
三
十
一
条
第
六
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
特
別
な
利
害
関
係
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
関
係 

二 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
の
使
用
人
で
あ
る
関
係 

三 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
か
ら
受
け
る
金
銭
そ
の
他
の
財
産
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る

関
係 

四 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
の
前
二
号
に
掲
げ
る
関
係
の
者
の
配
偶
者
で
あ
る
関
係 

五 

一
方
の
者
が
他
方
の
者
の
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
関
係
の
者
の
三
親
等
以
内
の

親
族
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
者
と
生
計
を
一
に
す
る
関
係 

(

学
校
法
人
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制)

 

第
十
三
条 

法
第
三
十
六
条
第
三
項
第
五
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
体
制
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
と
す
る
。 

一 

理
事
の
職
務
の
執
行
に
係
る
情
報
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
体
制 

二 

損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制 

三 

理
事
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制 

四 

職
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
寄
附
行
為
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制 

五 

監
事
が
そ
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
職
員
を
置
く
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
に

関
す
る
事
項 

六 

前
号
の
職
員
の
理
事
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項 

七 

監
事
の
第
五
号
の
職
員
に
対
す
る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項 

八 

理
事
及
び
職
員
が
監
事
に
報
告
を
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
の
監
事
へ
の
報
告
に
関
す
る
体

制 

九 

前
号
の
報
告
を
し
た
者
が
当
該
報
告
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
な
取
扱
い
を
受
け
な

い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制 

十 

監
事
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
の
前
払
又
は
償
還
の
手
続
そ
の
他
の
当
該
職
務

の
執
行
に
つ
い
て
生
ず
る
費
用
又
は
債
務
の
処
理
に
係
る
方
針
に
関
す
る
事
項 

十
一 

そ
の
他
監
事
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制 

(

理
事
等
の
説
明
義
務)

 

第
十
四
条 

法
第
三
十
九
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。 

一 

評
議
員
が
説
明
を
求
め
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
た
め
に
調
査
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
場
合(

次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。)

 

イ 

当
該
評
議
員
が
評
議
員
会
の
日
よ
り
相
当
の
期
間
前
に
当
該
事
項
を
学
校
法
人(

法
第
百

五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。)

に
対
し
て
通
知
し
た
場
合 

ロ 

当
該
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
が
著
し
く
容
易
で
あ
る
場
合 

二 

評
議
員
が
説
明
を
求
め
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
こ
と
に
よ
り
学
校
法
人
そ
の
他
の
者

(

当
該
評
議
員
を
除
く
。)

の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
と
な
る
場
合 

三 

評
議
員
が
当
該
評
議
員
会
に
お
い
て
実
質
的
に
同
一
の
事
項
に
つ
い
て
繰
り
返
し
て
説
明
を

求
め
る
場
合 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
評
議
員
が
説
明
を
求
め
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
し
な
い

こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合 

(

理
事
会
の
議
事
録)

 

第
十
五
条 

法
第
四
十
三
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
理
事
会
の
議
事
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

理
事
会
の
議
事
録
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

理
事
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所(

当
該
場
所
に
存
し
な
い
理
事
、
監
事
又
は
会
計
監
査

人
が
理
事
会
に
出
席
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。)

 

二 

理
事
会
が
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨 

イ 

法
第
四
十
一
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
理
事
の
請
求
を
受
け
て
招
集
さ
れ
た
も
の 

ロ 

法
第
四
十
一
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
理
事
が
招
集
し
た
も
の 

ハ 

法
第
五
十
七
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
監
事
の
請
求
を
受
け
て
招
集
さ
れ
た
も
の 

ニ 

法
第
五
十
七
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
監
事
が
招
集
し
た
も
の 
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三 

理
事
会
の
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果 

四 

決
議
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
理
事
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
理

事
の
氏
名 

五 

次
に
掲
げ
る
規
定(

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
よ
り
理
事
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発
言
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要 

イ 

法
第
四
十
条(
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
お
い
て

準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
八
年
法
律
第
四
十

八
号)

第
九
十
二
条
第
二
項 

ロ 

法
第
五
十
五
条
第
一
項 

ハ 

法
第
五
十
六
条
第
二
項 

ニ 

法
第
九
十
六
条
第
四
項 

六 

理
事
会
に
出
席
し
た
理
事
、
監
事
及
び
会
計
監
査
人
の
氏
名
又
は
名
称 

七 

理
事
会
の
議
長
が
存
す
る
と
き
は
、
議
長
の
氏
名 

４ 

法
第
四
十
四
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
お

い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
理
事
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
理
事
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

理
事
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
事
項
の
内
容 

二 

理
事
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
日 

三 

議
事
録
の
作
成
に
係
る
職
務
を
行
つ
た
理
事
の
氏
名 

(

理
事
会
の
議
事
録
に
係
る
電
子
署
名)

 

第
十
六
条 

法
第
四
十
三
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
署
名
又
は
記
名
押
印
に
代
わ
る
措
置
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
る
情
報
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
措
置
で
あ
つ
て
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
情
報
が
当
該
措
置
を
行
つ
た
者
の
作
成
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

二 

当
該
情
報
に
つ
い
て
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

第
二
節 

監
事 

(

補
欠
の
監
事
の
選
任)

 

第
十
七
条 

第
九
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

(

監
事
の
調
査
の
対
象)

 

第
十
八
条 

法
第
五
十
四
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部

科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
資
料
と
す
る
。 

(

監
査
報
告
の
作
成)
 

第
十
九
条 

法
第
五
十
六
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

監
事
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報

の
収
集
及
び
監
査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
及
び

理
事
会
は
、
監
事
の
職
務
の
執
行
の
た
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校

法
人
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
理
事
及
び
職
員 

二 

当
該
学
校
法
人
の
子
法
人
の
理
事
、
取
締
役
、
会
計
参
与
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員

そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
子
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者 

三 

そ
の
他
監
事
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者 

３ 

前
項
の
規
定
は
、
監
事
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。 

４ 

監
事
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
学
校
法
人
の
他
の
監
事
、
当
該
学

校
法
人
の
子
法
人
の
監
事
、
監
査
役
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
と
の
意
思
疎
通
及
び
情

報
の
交
換
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
節 

評
議
員
会
及
び
評
議
員 

(

評
議
員
会
を
招
集
す
る
場
合
に
定
め
る
事
項)

 

第
二
十
条 

法
第
七
十
条
第
二
項
第
四
号(

法
第
七
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
法
第
百
四

十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十

二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。 

一 

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
る
場
所
に
存
し
な
い
評
議
員
が
書
面
に
よ
つ
て
議
決
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨 

二 

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
る
場
所
に
存
し
な
い
評
議
員
が
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法

に
よ
つ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨 

(
評
議
員
会
の
招
集
に
係
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
の
種
類
及
び
内
容)

 

第
二
十
一
条 

令
第
二
条
第
一
項(

同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。 

一 

次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
送
信
者
が
使
用
す
る
も
の 

イ 

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の 

(

１)
 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
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三 

理
事
会
の
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果 

四 

決
議
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
理
事
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
理

事
の
氏
名 

五 

次
に
掲
げ
る
規
定(

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
よ
り
理
事
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又
は
発
言
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要 

イ 

法
第
四
十
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
お
い
て

準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
八
年
法
律
第
四
十

八
号)

第
九
十
二
条
第
二
項 

ロ 

法
第
五
十
五
条
第
一
項 

ハ 

法
第
五
十
六
条
第
二
項 

ニ 

法
第
九
十
六
条
第
四
項 

六 

理
事
会
に
出
席
し
た
理
事
、
監
事
及
び
会
計
監
査
人
の
氏
名
又
は
名
称 

七 

理
事
会
の
議
長
が
存
す
る
と
き
は
、
議
長
の
氏
名 

４ 

法
第
四
十
四
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
お

い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
理
事
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
理
事
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

理
事
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
事
項
の
内
容 

二 

理
事
会
へ
の
報
告
を
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
日 

三 

議
事
録
の
作
成
に
係
る
職
務
を
行
つ
た
理
事
の
氏
名 

(

理
事
会
の
議
事
録
に
係
る
電
子
署
名)

 

第
十
六
条 

法
第
四
十
三
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
署
名
又
は
記
名
押
印
に
代
わ
る
措
置
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
る
情
報
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
措
置
で
あ
つ
て
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
情
報
が
当
該
措
置
を
行
つ
た
者
の
作
成
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

二 

当
該
情
報
に
つ
い
て
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

第
二
節 

監
事 

(

補
欠
の
監
事
の
選
任)

 

第
十
七
条 

第
九
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
補
欠
の
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

(

監
事
の
調
査
の
対
象)

 

第
十
八
条 

法
第
五
十
四
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部

科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
資
料
と
す
る
。 

(

監
査
報
告
の
作
成)

 

第
十
九
条 

法
第
五
十
六
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

監
事
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報

の
収
集
及
び
監
査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
及
び

理
事
会
は
、
監
事
の
職
務
の
執
行
の
た
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校

法
人
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
理
事
及
び
職
員 

二 

当
該
学
校
法
人
の
子
法
人
の
理
事
、
取
締
役
、
会
計
参
与
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員

そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
子
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者 

三 

そ
の
他
監
事
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者 

３ 

前
項
の
規
定
は
、
監
事
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。 

４ 

監
事
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
学
校
法
人
の
他
の
監
事
、
当
該
学

校
法
人
の
子
法
人
の
監
事
、
監
査
役
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
と
の
意
思
疎
通
及
び
情

報
の
交
換
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
節 

評
議
員
会
及
び
評
議
員 

(

評
議
員
会
を
招
集
す
る
場
合
に
定
め
る
事
項)

 

第
二
十
条 

法
第
七
十
条
第
二
項
第
四
号(

法
第
七
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
法
第
百
四

十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十

二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。 

一 

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
る
場
所
に
存
し
な
い
評
議
員
が
書
面
に
よ
つ
て
議
決
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨 

二 

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
る
場
所
に
存
し
な
い
評
議
員
が
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法

に
よ
つ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨 

(

評
議
員
会
の
招
集
に
係
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
の
種
類
及
び
内
容)

 

第
二
十
一
条 

令
第
二
条
第
一
項(

同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。 

一 

次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
送
信
者
が
使
用
す
る
も
の 

イ 

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の 

(

１)
 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
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続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法 

(
２)

 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報

の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
情

報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情

報
を
記
録
す
る
方
法 

ロ 

電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る

方
法 

二 

フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式 

(

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
た
承
諾
の
取
得)

 

第
二
十
二
条 

令
第
二
条
第
一
項(

同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
、
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の 

イ 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
受
信
者
の
使
用
に
係

る
電
子
計
算
機
に
令
第
二
条
第
一
項
の
承
諾
又
は
同
条
第
二
項
の
申
出(

以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
承
諾
等
」
と
い
う
。)

を
す
る
旨
を
送
信
し
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

イ
ル
に
記
録
す
る
方
法 

ロ 

受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
前
条
に
規

定
す
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
の
種
類
及
び
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て

送
信
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
承
諾
等
を
す
る
旨

を
記
録
す
る
方
法 

二 

電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
承
諾
等
を
す
る
旨
を
記
録
し
た
も
の
を

交
付
す
る
方
法 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(

評
議
員
会
の
議
事
録)

 

第
二
十
三
条 

法
第
七
十
八
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
る
評
議
員
会
の
議
事
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。 

２ 

評
議
員
会
の
議
事
録
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

評
議
員
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所(

当
該
場
所
に
存
し
な
い
理
事
、
監
事
、
会
計
監
査

人
又
は
評
議
員
が
評
議
員
会
に
出
席
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。)

 

二 

評
議
員
会
が
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨 

イ 

法
第
五
十
七
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
監
事
の
請
求
を
受
け
て
招
集
さ
れ
た
も
の 

ロ 

法
第
五
十
七
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
監
事
が
招
集
し
た
も
の 

ハ 

法
第
七
十
一
条
第
一
項(

法
第
百
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
る
評
議
員
の
請
求
を
受
け
て
招
集
さ
れ
た
も
の 

ニ 

法
第
七
十
二
条
第
一
項(

法
第
百
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
り
評
議
員
が
招
集
し
た
も
の 

三 

評
議
員
会
の
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果 

四 

決
議
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
評
議
員
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

評
議
員
の
氏
名 

五 

次
に
掲
げ
る
規
定(

リ
及
び
ヌ
に
掲
げ
る
規
定
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条

第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
よ
り
評
議
員
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又

は
発
言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要 

イ 

法
第
四
十
九
条
第
三
項 

ロ 

法
第
四
十
九
条
第
四
項 

ハ 

法
第
五
十
四
条 

ニ 

法
第
五
十
五
条
第
一
項 

ホ 

法
第
五
十
六
条
第
二
項 

ヘ 

法
第
八
十
三
条
第
三
項 

ト 

法
第
八
十
四
条
第
三
項 

チ 

法
第
八
十
四
条
第
四
項 

リ 

法
第
八
十
七
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
ヌ
に
お
い

て
同
じ
。)

に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
九

条
第
一
項 

ヌ 

法
第
八
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

第
百
九
条
第
二
項 

ル 

法
第
百
五
条
第
三
項 

六 
評
議
員
会
に
出
席
し
た
評
議
員
、
理
事
、
監
事
及
び
会
計
監
査
人
の
氏
名
又
は
名
称 

七 

評
議
員
会
の
議
長
が
存
す
る
と
き
は
、
議
長
の
氏
名 

八 

議
事
録
の
作
成
に
係
る
職
務
を
行
つ
た
者
の
氏
名 

４ 

法
第
七
十
九
条(
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
お
い
て
準

用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
評
議

員
会
へ
の
報
告
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
評
議
員
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る

 

582 
 

続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法 

(

２)
 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報

の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
情

報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情

報
を
記
録
す
る
方
法 

ロ 

電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る

方
法 

二 

フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式 

(

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
た
承
諾
の
取
得)

 

第
二
十
二
条 

令
第
二
条
第
一
項(

同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
、
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の 

イ 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
受
信
者
の
使
用
に
係

る
電
子
計
算
機
に
令
第
二
条
第
一
項
の
承
諾
又
は
同
条
第
二
項
の
申
出(

以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
承
諾
等
」
と
い
う
。)

を
す
る
旨
を
送
信
し
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

イ
ル
に
記
録
す
る
方
法 

ロ 

受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
前
条
に
規

定
す
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
の
種
類
及
び
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て

送
信
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
承
諾
等
を
す
る
旨

を
記
録
す
る
方
法 

二 

電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
承
諾
等
を
す
る
旨
を
記
録
し
た
も
の
を

交
付
す
る
方
法 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(

評
議
員
会
の
議
事
録)

 

第
二
十
三
条 

法
第
七
十
八
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
る
評
議
員
会
の
議
事
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。 

２ 

評
議
員
会
の
議
事
録
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

評
議
員
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所(

当
該
場
所
に
存
し
な
い
理
事
、
監
事
、
会
計
監
査

人
又
は
評
議
員
が
評
議
員
会
に
出
席
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含
む
。)

 

二 

評
議
員
会
が
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨 

イ 

法
第
五
十
七
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
監
事
の
請
求
を
受
け
て
招
集
さ
れ
た
も
の 

ロ 

法
第
五
十
七
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
監
事
が
招
集
し
た
も
の 

ハ 

法
第
七
十
一
条
第
一
項(

法
第
百
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
る
評
議
員
の
請
求
を
受
け
て
招
集
さ
れ
た
も
の 

ニ 

法
第
七
十
二
条
第
一
項(

法
第
百
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
り
評
議
員
が
招
集
し
た
も
の 

三 

評
議
員
会
の
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果 

四 

決
議
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
評
議
員
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

評
議
員
の
氏
名 

五 

次
に
掲
げ
る
規
定(

リ
及
び
ヌ
に
掲
げ
る
規
定
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条

第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
よ
り
評
議
員
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
意
見
又

は
発
言
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
又
は
発
言
の
内
容
の
概
要 

イ 

法
第
四
十
九
条
第
三
項 

ロ 

法
第
四
十
九
条
第
四
項 

ハ 

法
第
五
十
四
条 

ニ 

法
第
五
十
五
条
第
一
項 

ホ 

法
第
五
十
六
条
第
二
項 

ヘ 

法
第
八
十
三
条
第
三
項 

ト 

法
第
八
十
四
条
第
三
項 

チ 

法
第
八
十
四
条
第
四
項 

リ 

法
第
八
十
七
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
ヌ
に
お
い

て
同
じ
。)

に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
九

条
第
一
項 

ヌ 

法
第
八
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

第
百
九
条
第
二
項 

ル 

法
第
百
五
条
第
三
項 

六 

評
議
員
会
に
出
席
し
た
評
議
員
、
理
事
、
監
事
及
び
会
計
監
査
人
の
氏
名
又
は
名
称 

七 

評
議
員
会
の
議
長
が
存
す
る
と
き
は
、
議
長
の
氏
名 

八 

議
事
録
の
作
成
に
係
る
職
務
を
行
つ
た
者
の
氏
名 

４ 

法
第
七
十
九
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
お
い
て
準

用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
評
議

員
会
へ
の
報
告
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
評
議
員
会
の
議
事
録
は
、
次
に
掲
げ
る
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事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

評
議
員
会
へ
の
報
告
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
項
の
内
容 

二 
評
議
員
会
へ
の
報
告
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日 

三 

議
事
録
の
作
成
に
係
る
職
務
を
行
つ
た
者
の
氏
名 

第
四
節 
会
計
監
査
人 

(

会
計
監
査
人
が
監
査
す
る
書
類)

 

第
二
十
四
条 

法
第
八
十
六
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
財
産
目
録(

貸
借
対
照
表
に
対
応
す
る
項
目
に
限
る
。)

と
す
る
。 

(

会
計
監
査
報
告
の
作
成)

 

第
二
十
五
条 

法
第
八
十
六
条
第
二
項(
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

会
計
監
査
人
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、

情
報
の
収
集
及
び
監
査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
会
計
監
査
人
が
公

正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
関
係
の
創

設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校

法
人
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の
理
事
及
び
職
員 

二 

当
該
学
校
法
人
の
子
法
人
の
理
事
、
取
締
役
、
会
計
参
与
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員

そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
子
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者 

三 

そ
の
他
会
計
監
査
人
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者 

第
五
節 

役
員
、
評
議
員
又
は
会
計
監
査
人
の
損
害
賠
償
責
任
等 

(

責
任
の
一
部
免
除
に
係
る
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法)

 

第
二
十
六
条 

法
第
九
十
二
条
第
一
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計

額
と
す
る
。 

一 

役
員
又
は
会
計
監
査
人
が
そ
の
在
職
中
に
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価(

当
該
役

員
が
当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学

校
法
人
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
職
員
を
兼
ね
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の

報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
を
含
む
。)

と
し
て
学
校
法
人
か
ら
受
け
、
又
は
受
け

る
べ
き
財
産
上
の
利
益(

次
号
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。)

の
額
の
会
計
年
度(

次
の
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
日
を
含
む
会
計
年
度
及
び

そ
の
前
の
各
会
計
年
度
に
限
る
。)

ご
と
の
合
計
額(

当
該
会
計
年
度
の
期
間
が
一
年
で
な
い
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
額
を
一
年
当
た
り
の
額
に
換
算
し
た
額)

の
う
ち
最
も
高
い
額 

イ 

法
第
九
十
二
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
評
議
員
会
の
決
議
を
行
つ
た
場
合 

当
該
評
議
員
会
の
決
議
の
日 

ロ 

法
第
九
十
三
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
定
め
に
基
づ
い
て
責
任
を
免
除
す
る
旨
の
理
事
会
の
決
議
を
行

つ
た
場
合 

当
該
決
議
の
あ
つ
た
日 

ハ 

法
第
九
十
四
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
契
約
を
締
結
し
た
場
合 

責
任
の
原
因
と
な
る
事
実
が
生
じ
た
日(

二
以
上
の
日
が
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
最
も
遅
い
日)

 

二 

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額 

イ 

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額 

(

１)
 

当
該
役
員
又
は
会
計
監
査
人
が
当
該
学
校
法
人
か
ら
受
け
た
退
職
慰
労
金
の
額 

(

２)
 

当
該
役
員
が
当
該
学
校
法
人
の
職
員
を
兼
ね
て
い
た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
と
し

て
の
退
職
手
当
の
う
ち
当
該
役
員
を
兼
ね
て
い
た
期
間
の
職
務
執
行
の
対
価
で
あ
る
部
分

の
額 

(

３)
 
(

１)

又
は(

２)

に
掲
げ
る
も
の
の
性
質
を
有
す
る
財
産
上
の
利
益
の
額 

ロ 

当
該
役
員
又
は
会
計
監
査
人
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数(

当
該
役
員
又
は
会
計
監
査

人
が
次
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超
え
て

い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数)

 

(

１)
 

理
事
長 

六 

(

２)
 

理
事
長
以
外
の
理
事
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

四 

(
i
)
 

代
表
業
務
執
行
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事 

(
i
i
)
 

当
該
学
校
法
人
の
業
務
を
執
行
し
た
理
事(

(
i
)

に
掲
げ
る
理
事
を
除
く
。)

 

(
i
i
i
)
 

当
該
学
校
法
人
の
職
員
で
あ
る
理
事 

(

３)
 

理
事(

(

１)

及
び(

２)

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。)

、
監
事
又
は
会
計
監
査
人 

二 

(

責
任
の
免
除
の
決
議
後
に
受
け
る
退
職
慰
労
金
等)

 

第
二
十
七
条 

法
第
九
十
二
条
第
四
項(

法
第
九
十
三
条
第
五
項
及
び
第
九
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
財
産
上
の
利
益
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

退
職
慰
労
金 

二 
当
該
役
員
が
当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
準
学
校
法
人)

の
職
員
を
兼
ね
て
い
た
と
き
は
、
当
該
職
員
と
し
て
の
退
職
手
当
の
う
ち

当
該
役
員
を
兼
ね
て
い
た
期
間
の
職
務
執
行
の
対
価
で
あ
る
部
分 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
性
質
を
有
す
る
財
産
上
の
利
益 

第
五
章 

計
算 
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事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

評
議
員
会
へ
の
報
告
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
項
の
内
容 

二 

評
議
員
会
へ
の
報
告
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日 

三 

議
事
録
の
作
成
に
係
る
職
務
を
行
つ
た
者
の
氏
名 

第
四
節 

会
計
監
査
人 

(

会
計
監
査
人
が
監
査
す
る
書
類)

 

第
二
十
四
条 

法
第
八
十
六
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
財
産
目
録(

貸
借
対
照
表
に
対
応
す
る
項
目
に
限
る
。)

と
す
る
。 

(

会
計
監
査
報
告
の
作
成)

 

第
二
十
五
条 

法
第
八
十
六
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

会
計
監
査
人
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、

情
報
の
収
集
及
び
監
査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
会
計
監
査
人
が
公

正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
関
係
の
創

設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校

法
人
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の
理
事
及
び
職
員 

二 

当
該
学
校
法
人
の
子
法
人
の
理
事
、
取
締
役
、
会
計
参
与
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員

そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
子
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者 

三 

そ
の
他
会
計
監
査
人
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者 

第
五
節 

役
員
、
評
議
員
又
は
会
計
監
査
人
の
損
害
賠
償
責
任
等 

(

責
任
の
一
部
免
除
に
係
る
報
酬
等
の
額
の
算
定
方
法)

 

第
二
十
六
条 

法
第
九
十
二
条
第
一
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計

額
と
す
る
。 

一 

役
員
又
は
会
計
監
査
人
が
そ
の
在
職
中
に
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価(

当
該
役

員
が
当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学

校
法
人
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
職
員
を
兼
ね
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の

報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
を
含
む
。)

と
し
て
学
校
法
人
か
ら
受
け
、
又
は
受
け

る
べ
き
財
産
上
の
利
益(

次
号
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。)

の
額
の
会
計
年
度(

次
の
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
日
を
含
む
会
計
年
度
及
び

そ
の
前
の
各
会
計
年
度
に
限
る
。)

ご
と
の
合
計
額(

当
該
会
計
年
度
の
期
間
が
一
年
で
な
い
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
額
を
一
年
当
た
り
の
額
に
換
算
し
た
額)

の
う
ち
最
も
高
い
額 

イ 

法
第
九
十
二
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
評
議
員
会
の
決
議
を
行
つ
た
場
合 

当
該
評
議
員
会
の
決
議
の
日 

ロ 

法
第
九
十
三
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
定
め
に
基
づ
い
て
責
任
を
免
除
す
る
旨
の
理
事
会
の
決
議
を
行

つ
た
場
合 

当
該
決
議
の
あ
つ
た
日 

ハ 

法
第
九
十
四
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
契
約
を
締
結
し
た
場
合 

責
任
の
原
因
と
な
る
事
実
が
生
じ
た
日(

二
以
上
の
日
が
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
最
も
遅
い
日)

 

二 

イ
に
掲
げ
る
額
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
額 

イ 

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額 

(

１)
 

当
該
役
員
又
は
会
計
監
査
人
が
当
該
学
校
法
人
か
ら
受
け
た
退
職
慰
労
金
の
額 

(

２)
 

当
該
役
員
が
当
該
学
校
法
人
の
職
員
を
兼
ね
て
い
た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
と
し

て
の
退
職
手
当
の
う
ち
当
該
役
員
を
兼
ね
て
い
た
期
間
の
職
務
執
行
の
対
価
で
あ
る
部
分

の
額 

(

３)
 
(

１)

又
は(

２)

に
掲
げ
る
も
の
の
性
質
を
有
す
る
財
産
上
の
利
益
の
額 

ロ 

当
該
役
員
又
は
会
計
監
査
人
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た
年
数(

当
該
役
員
又
は
会
計
監
査

人
が
次
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
定
め
る
数
が
当
該
年
数
を
超
え
て

い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数)

 

(

１)
 

理
事
長 

六 

(

２)
 

理
事
長
以
外
の
理
事
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

四 

(
i
)
 

代
表
業
務
執
行
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事 

(
i
i
)
 

当
該
学
校
法
人
の
業
務
を
執
行
し
た
理
事(

(
i
)

に
掲
げ
る
理
事
を
除
く
。)

 

(
i
i
i
)
 

当
該
学
校
法
人
の
職
員
で
あ
る
理
事 

(

３)
 

理
事(

(

１)

及
び(

２)

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。)

、
監
事
又
は
会
計
監
査
人 

二 

(

責
任
の
免
除
の
決
議
後
に
受
け
る
退
職
慰
労
金
等)

 

第
二
十
七
条 

法
第
九
十
二
条
第
四
項(

法
第
九
十
三
条
第
五
項
及
び
第
九
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

(

こ
れ
ら
の
規
定
を
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
財
産
上
の
利
益
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

退
職
慰
労
金 

二 

当
該
役
員
が
当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
準
学
校
法
人)

の
職
員
を
兼
ね
て
い
た
と
き
は
、
当
該
職
員
と
し
て
の
退
職
手
当
の
う
ち

当
該
役
員
を
兼
ね
て
い
た
期
間
の
職
務
執
行
の
対
価
で
あ
る
部
分 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
性
質
を
有
す
る
財
産
上
の
利
益 

第
五
章 

計
算 
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第
一
節 

報
酬
等
の
支
給
の
基
準
に
定
め
る
事
項 

第
二
十
八
条 

法
第
百
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

役
員
及
び
評
議
員
に
対
す
る
報
酬
等
の
支
給
の
基
準
に
お
い
て
は
、
役
員
及
び
評
議
員
の
勤
務
形

態
に
応
じ
た
報
酬
等
の
区
分
及
び
そ
の
額
の
算
定
方
法
並
び
に
支
給
の
方
法
及
び
形
態
に
関
す
る

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
節 
事
業
報
告
書 

第
二
十
九
条 

法
第
百
三
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

事
業
報
告
書
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校

法
人)

の
状
況
に
関
す
る
重
要
な
事
項(
計
算
関
係
書
類(

計
算
書
類
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
を

い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
内
容
と
な
る
事
項
を
除
く
。)

 

二 

法
第
三
十
六
条
第
三
項
第
五
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
決
議
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
決
議
の
内
容
の
概
要
及
び
当
該

体
制
の
運
用
状
況
の
概
要 

３ 

事
業
報
告
書
の
附
属
明
細
書
は
、
事
業
報
告
書
の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
節 

計
算
関
係
書
類
の
監
査 

(

計
算
関
係
書
類
の
監
査)

 

第
三
十
条 

法
第
百
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
監
査(

計
算
関
係
書
類(

各
会
計
年
度
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。)

に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。)

に
つ
い
て
は
、

こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
監
査
に
は
、
公
認
会
計
士
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
監
査
の
ほ
か
、
計
算

関
係
書
類
に
表
示
さ
れ
た
情
報
と
計
算
関
係
書
類
に
表
示
す
べ
き
情
報
と
の
合
致
の
程
度
を
確
か

め
、
か
つ
、
そ
の
結
果
を
利
害
関
係
者
に
伝
達
す
る
た
め
の
手
続
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

(

監
査
報
告
の
内
容)

 

第
三
十
一
条 

監
事(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。)

の
監
事
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
計
算
関
係
書
類
を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

二 

計
算
関
係
書
類
が
当
該
学
校
法
人
の
財
産
及
び
収
支
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て

適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見 

三 

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

四 

追
記
情
報 

五 

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

２ 

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、
監

事
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ
る
事
項
又
は
計
算
関
係
書
類
の
内
容
の
う
ち
強
調
す

る
必
要
が
あ
る
事
項
を
い
う
。 

一 

会
計
方
針
の
変
更 

二 

重
要
な
偶
発
事
象 

三 

重
要
な
後
発
事
象 

(

監
査
報
告
の
通
知
期
限
等)

 

第
三
十
二
条 

特
定
監
事
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に
、
特
定
理
事
に
対
し
、
計

算
関
係
書
類
に
つ
い
て
の
監
査
報
告
の
内
容
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
計
算
関
係
書
類
の
う
ち
計
算
書
類
の
全
部
を
受
領
し
た
日
か
ら
四
週
間
を
経
過
し
た
日 

二 

当
該
計
算
関
係
書
類
の
う
ち
計
算
書
類
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
一
週
間
を
経
過

し
た
日 

三 

特
定
理
事
及
び
特
定
監
事
が
合
意
に
よ
り
定
め
た
日
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日 

２ 

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
特
定
理
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を

受
け
た
日
に
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
事
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
べ
き
日
ま
で
に

同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
理
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
理
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通
知
を
受
け
る
理
事
と

し
て
定
め
ら
れ
た
理
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

監
査
を
受
け
る
べ
き
計
算
関
係
書
類
の
作
成
に
関
す
る

職
務
を
行
つ
た
理
事 

５ 

第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。 

一 
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
す
べ
き
監
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通

知
を
す
べ
き
監
事
と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

全
て
の
監
事 

(

計
算
関
係
書
類
の
提
供)

 

第
三
十
三
条 

計
算
関
係
書
類
を
作
成
し
た
理
事
は
、
会
計
監
査
人
に
対
し
て
計
算
関
係
書
類
を
提
供

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
監
事
に
対
し
て
も
計
算
関
係
書
類
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

584 
 

第
一
節 

報
酬
等
の
支
給
の
基
準
に
定
め
る
事
項 

第
二
十
八
条 

法
第
百
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

役
員
及
び
評
議
員
に
対
す
る
報
酬
等
の
支
給
の
基
準
に
お
い
て
は
、
役
員
及
び
評
議
員
の
勤
務
形

態
に
応
じ
た
報
酬
等
の
区
分
及
び
そ
の
額
の
算
定
方
法
並
び
に
支
給
の
方
法
及
び
形
態
に
関
す
る

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
節 

事
業
報
告
書 

第
二
十
九
条 

法
第
百
三
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

事
業
報
告
書
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校

法
人)

の
状
況
に
関
す
る
重
要
な
事
項(

計
算
関
係
書
類(

計
算
書
類
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
を

い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
内
容
と
な
る
事
項
を
除
く
。)

 

二 

法
第
三
十
六
条
第
三
項
第
五
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
決
議
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
決
議
の
内
容
の
概
要
及
び
当
該

体
制
の
運
用
状
況
の
概
要 

３ 

事
業
報
告
書
の
附
属
明
細
書
は
、
事
業
報
告
書
の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
そ
の
内
容

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
節 

計
算
関
係
書
類
の
監
査 

(

計
算
関
係
書
類
の
監
査)

 

第
三
十
条 

法
第
百
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
監
査(

計
算
関
係
書
類(

各
会
計
年
度
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。)

に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。)

に
つ
い
て
は
、

こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
監
査
に
は
、
公
認
会
計
士
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
監
査
の
ほ
か
、
計
算

関
係
書
類
に
表
示
さ
れ
た
情
報
と
計
算
関
係
書
類
に
表
示
す
べ
き
情
報
と
の
合
致
の
程
度
を
確
か

め
、
か
つ
、
そ
の
結
果
を
利
害
関
係
者
に
伝
達
す
る
た
め
の
手
続
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

(

監
査
報
告
の
内
容)

 

第
三
十
一
条 

監
事(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。)

の
監
事
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
計
算
関
係
書
類
を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

二 

計
算
関
係
書
類
が
当
該
学
校
法
人
の
財
産
及
び
収
支
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て

適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見 

三 

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

四 

追
記
情
報 

五 

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

２ 

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、
監

事
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ
る
事
項
又
は
計
算
関
係
書
類
の
内
容
の
う
ち
強
調
す

る
必
要
が
あ
る
事
項
を
い
う
。 

一 

会
計
方
針
の
変
更 

二 

重
要
な
偶
発
事
象 

三 

重
要
な
後
発
事
象 

(

監
査
報
告
の
通
知
期
限
等)

 

第
三
十
二
条 

特
定
監
事
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に
、
特
定
理
事
に
対
し
、
計

算
関
係
書
類
に
つ
い
て
の
監
査
報
告
の
内
容
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
計
算
関
係
書
類
の
う
ち
計
算
書
類
の
全
部
を
受
領
し
た
日
か
ら
四
週
間
を
経
過
し
た
日 

二 

当
該
計
算
関
係
書
類
の
う
ち
計
算
書
類
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
一
週
間
を
経
過

し
た
日 

三 

特
定
理
事
及
び
特
定
監
事
が
合
意
に
よ
り
定
め
た
日
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日 

２ 

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
特
定
理
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を

受
け
た
日
に
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
事
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
べ
き
日
ま
で
に

同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
理
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
理
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通
知
を
受
け
る
理
事
と

し
て
定
め
ら
れ
た
理
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

監
査
を
受
け
る
べ
き
計
算
関
係
書
類
の
作
成
に
関
す
る

職
務
を
行
つ
た
理
事 

５ 

第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
す
べ
き
監
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通

知
を
す
べ
き
監
事
と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

全
て
の
監
事 

(

計
算
関
係
書
類
の
提
供)

 

第
三
十
三
条 

計
算
関
係
書
類
を
作
成
し
た
理
事
は
、
会
計
監
査
人
に
対
し
て
計
算
関
係
書
類
を
提
供

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
監
事
に
対
し
て
も
計
算
関
係
書
類
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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(

会
計
監
査
報
告
の
内
容)

 
第
三
十
四
条 

会
計
監
査
人
は
、
計
算
関
係
書
類
を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と

す
る
会
計
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

会
計
監
査
人
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

二 

計
算
関
係
書
類
が
当
該
学
校
法
人
の
財
産
及
び
収
支
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て

適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
意
見
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
事
項 

イ 

無
限
定
適
正
意
見 

監
査
の
対
象
と
な
つ
た
計
算
関
係
書
類
が
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め

ら
れ
る
学
校
法
人
会
計
の
慣
行
に
準
拠
し
て
、
当
該
計
算
関
係
書
類
に
係
る
期
間
の
財
産
及

び
収
支
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
旨 

ロ 

除
外
事
項
を
付
し
た
限
定
付
適
正
意
見 

監
査
の
対
象
と
な
つ
た
計
算
関
係
書
類
が
除
外

事
項
を
除
き
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
学
校
法
人
会
計
の
慣
行
に
準
拠
し
て
、
当
該

計
算
関
係
書
類
に
係
る
期
間
の
財
産
及
び
収
支
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正

に
表
示
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
、
除
外
事
項
並
び
に
除
外
事
項
を
付
し
た
限
定
付
適
正

意
見
と
し
た
理
由 

ハ 

不
適
正
意
見 

監
査
の
対
象
と
な
つ
た
計
算
関
係
書
類
が
不
適
正
で
あ
る
旨
及
び
そ
の
理

由 

三 

前
号
の
意
見
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

四 

第
二
号
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録(

第

二
十
四
条
に
規
定
す
る
貸
借
対
照
表
に
対
応
す
る
項
目
を
除
く
。)

の
内
容
と
計
算
関
係
書
類
の

内
容
又
は
会
計
監
査
人
が
監
査
の
過
程
で
得
た
知
識
と
の
間
の
重
要
な
相
違
等
に
つ
い
て
、
報

告
す
べ
き
事
項
の
有
無
及
び
報
告
す
べ
き
事
項
が
あ
る
と
き
は
そ
の
内
容 

五 

追
記
情
報 

六 

会
計
監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

２ 

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、
会

計
監
査
人
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ
る
事
項
又
は
計
算
関
係
書
類
の
内
容
の
う
ち

強
調
す
る
必
要
が
あ
る
事
項
と
す
る
。 

一 

会
計
方
針
の
変
更 

二 

重
要
な
偶
発
事
象 

三 

重
要
な
後
発
事
象 

(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
の
監
事
の
監
査
報
告
の
内
容)

 

第
三
十
五
条 

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
の
監
事
は
、
計
算
関
係
書
類
及
び
会
計
監
査
報
告(

次

条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
計
算
関
係
書
類)

を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

二 

会
計
監
査
人
の
監
査
の
方
法
又
は
結
果
を
相
当
で
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由(

次
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
会
計
監
査
報
告
を
受
領
し
て
い
な
い

旨)
 

三 

重
要
な
後
発
事
象(

会
計
監
査
報
告
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。)

 

四 

会
計
監
査
人
の
職
務
の
遂
行
が
適
正
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す

る
事
項 

五 

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

六 

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

(

会
計
監
査
報
告
の
通
知
期
限
等)

 

第
三
十
六
条 

会
計
監
査
人
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に
、
特
定
監
事
及
び
特
定

理
事
に
対
し
、
計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
の
会
計
監
査
報
告
の
内
容
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

一 

当
該
計
算
関
係
書
類
の
う
ち
計
算
書
類
の
全
部
を
受
領
し
た
日
か
ら
四
週
間
を
経
過
し
た
日 

二 

当
該
計
算
関
係
書
類
の
う
ち
計
算
書
類
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
一
週
間
を
経
過

し
た
日 

三 

特
定
理
事
、
特
定
監
事
及
び
会
計
監
査
人
の
間
で
合
意
に
よ
り
定
め
た
日
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
日 

２ 

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
特
定
監
事
及
び
特
定
理
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
会
計
監
査
報

告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
監
査
人
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
べ
き
日
ま
で

に
同
項
の
規
定
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ

き
日
に
、
計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
理
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う(

第
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。)

。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
理
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通
知
を
受
け
る
理
事
と

し
て
定
め
ら
れ
た
理
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

監
査
を
受
け
る
べ
き
計
算
関
係
書
類
の
作
成
に
関
す
る

職
務
を
行
つ
た
理
事 

５ 
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う(

次
条
及
び
第
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。)

。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
る
監
事
を
定
め
た
と
き 

当

該
通
知
を
受
け
る
監
事
と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

全
て
の
監
事 

(

会
計
監
査
人
の
職
務
の
遂
行
に
関
す
る
事
項)

 

第
三
十
七
条 

会
計
監
査
人
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
監
事
に
対
す
る
会
計
監
査
報
告
の
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(

会
計
監
査
報
告
の
内
容)

 

第
三
十
四
条 

会
計
監
査
人
は
、
計
算
関
係
書
類
を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と

す
る
会
計
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

会
計
監
査
人
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

二 

計
算
関
係
書
類
が
当
該
学
校
法
人
の
財
産
及
び
収
支
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て

適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
意
見
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
事
項 

イ 

無
限
定
適
正
意
見 

監
査
の
対
象
と
な
つ
た
計
算
関
係
書
類
が
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め

ら
れ
る
学
校
法
人
会
計
の
慣
行
に
準
拠
し
て
、
当
該
計
算
関
係
書
類
に
係
る
期
間
の
財
産
及

び
収
支
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
旨 

ロ 

除
外
事
項
を
付
し
た
限
定
付
適
正
意
見 

監
査
の
対
象
と
な
つ
た
計
算
関
係
書
類
が
除
外

事
項
を
除
き
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
学
校
法
人
会
計
の
慣
行
に
準
拠
し
て
、
当
該

計
算
関
係
書
類
に
係
る
期
間
の
財
産
及
び
収
支
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正

に
表
示
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
、
除
外
事
項
並
び
に
除
外
事
項
を
付
し
た
限
定
付
適
正

意
見
と
し
た
理
由 

ハ 

不
適
正
意
見 

監
査
の
対
象
と
な
つ
た
計
算
関
係
書
類
が
不
適
正
で
あ
る
旨
及
び
そ
の
理

由 

三 

前
号
の
意
見
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

四 

第
二
号
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録(

第

二
十
四
条
に
規
定
す
る
貸
借
対
照
表
に
対
応
す
る
項
目
を
除
く
。)

の
内
容
と
計
算
関
係
書
類
の

内
容
又
は
会
計
監
査
人
が
監
査
の
過
程
で
得
た
知
識
と
の
間
の
重
要
な
相
違
等
に
つ
い
て
、
報

告
す
べ
き
事
項
の
有
無
及
び
報
告
す
べ
き
事
項
が
あ
る
と
き
は
そ
の
内
容 

五 

追
記
情
報 

六 

会
計
監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

２ 

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、
会

計
監
査
人
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ
る
事
項
又
は
計
算
関
係
書
類
の
内
容
の
う
ち

強
調
す
る
必
要
が
あ
る
事
項
と
す
る
。 

一 

会
計
方
針
の
変
更 

二 

重
要
な
偶
発
事
象 

三 

重
要
な
後
発
事
象 

(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
の
監
事
の
監
査
報
告
の
内
容)

 

第
三
十
五
条 

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
の
監
事
は
、
計
算
関
係
書
類
及
び
会
計
監
査
報
告(

次

条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
計
算
関
係
書
類)

を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

二 

会
計
監
査
人
の
監
査
の
方
法
又
は
結
果
を
相
当
で
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由(

次
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
会
計
監
査
報
告
を
受
領
し
て
い
な
い

旨)
 

三 

重
要
な
後
発
事
象(

会
計
監
査
報
告
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。)

 

四 

会
計
監
査
人
の
職
務
の
遂
行
が
適
正
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す

る
事
項 

五 

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

六 

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

(

会
計
監
査
報
告
の
通
知
期
限
等)

 

第
三
十
六
条 

会
計
監
査
人
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に
、
特
定
監
事
及
び
特
定

理
事
に
対
し
、
計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
の
会
計
監
査
報
告
の
内
容
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

一 

当
該
計
算
関
係
書
類
の
う
ち
計
算
書
類
の
全
部
を
受
領
し
た
日
か
ら
四
週
間
を
経
過
し
た
日 

二 

当
該
計
算
関
係
書
類
の
う
ち
計
算
書
類
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
一
週
間
を
経
過

し
た
日 

三 

特
定
理
事
、
特
定
監
事
及
び
会
計
監
査
人
の
間
で
合
意
に
よ
り
定
め
た
日
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
日 

２ 

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
特
定
監
事
及
び
特
定
理
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
会
計
監
査
報

告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
監
査
人
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
べ
き
日
ま
で

に
同
項
の
規
定
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ

き
日
に
、
計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
理
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う(

第
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。)

。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
理
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通
知
を
受
け
る
理
事
と

し
て
定
め
ら
れ
た
理
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

監
査
を
受
け
る
べ
き
計
算
関
係
書
類
の
作
成
に
関
す
る

職
務
を
行
つ
た
理
事 

５ 

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う(

次
条
及
び
第
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。)

。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
る
監
事
を
定
め
た
と
き 

当

該
通
知
を
受
け
る
監
事
と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

全
て
の
監
事 

(

会
計
監
査
人
の
職
務
の
遂
行
に
関
す
る
事
項)

 

第
三
十
七
条 

会
計
監
査
人
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
監
事
に
対
す
る
会
計
監
査
報
告
の
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内
容
の
通
知
に
際
し
て
、
当
該
会
計
監
査
人
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項(

当
該
事
項
に
係
る
定

め
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
項
を
定
め
て
い
な
い
旨)

を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
全
て
の
監
事
が
既
に
当
該
事
項
を
知
つ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

独
立
性
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
監
査
に
関
す
る
法
令
及
び
規
程
の
遵
守
に
関
す
る
事
項 

二 

監
査
、
監
査
に
準
ず
る
業
務
及
び
こ
れ
ら
に
関
す
る
業
務
の
契
約
の
受
任
及
び
継
続
の
方
針

に
関
す
る
事
項 

三 

会
計
監
査
人
の
職
務
の
遂
行
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る

そ
の
他
の
事
項 

(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
の
監
事
の
監
査
報
告
の
通
知
期
限)

 

第
三
十
八
条 

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
の
特
定
監
事
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

ま
で
に
、
特
定
理
事
及
び
会
計
監
査
人
に
対
し
、
計
算
関
係
書
類
に
係
る
監
査
報
告
の
内
容
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

会
計
監
査
報
告
を
受
領
し
た
日(

第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日)

か
ら
一
週
間
を
経
過
し
た
日 

二 

特
定
理
事
及
び
特
定
監
事
の
間
で
合
意
に
よ
り
定
め
た
日
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日 

２ 

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
特
定
理
事
及
び
会
計
監
査
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告

の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
事
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
べ
き
日
ま
で
に

同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

第
四
節 

事
業
報
告
書
等
の
監
査 

(

事
業
報
告
書
等
の
監
査)

 

第
三
十
九
条 

法
第
百
四
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
監
査(

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同

じ
。)

に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

(

監
査
報
告
の
内
容)

 

第
四
十
条 

監
事
は
、
事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

二 

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
が
法
令
又
は
寄
附
行
為
に
従
い
当
該
学
校
法
人(

法
第

百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人
。
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
同
じ
。)

の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見 

三 

当
該
学
校
法
人
の
理
事
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行

為
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実 

四 

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

五 

第
二
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項(

監
査
の
範
囲
に
属
さ
な
い
も
の
を
除
く
。)

が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
項
の
内
容
が
相
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由 

六 

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

(

監
査
報
告
の
通
知
期
限
等)

 

第
四
十
一
条 

特
定
監
事
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に
、
特
定
理
事
に
対
し
、
事

業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
の
監
査
報
告
の
内
容
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
事
業
報
告
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
四
週
間
を
経
過
し
た
日 

二 

当
該
事
業
報
告
書
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
一
週
間
を
経
過
し
た
日 

三 

特
定
理
事
及
び
特
定
監
事
の
間
で
合
意
に
よ
り
定
め
た
日
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日 

２ 

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
は
、
特
定
理
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報

告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
事
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
べ
き
日
ま
で
に

同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
理
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
理
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通
知
を
受
け
る
理
事
と

し
て
定
め
ら
れ
た
理
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
の
作
成
に
関
す
る

職
務
を
行
つ
た
理
事 

５ 

第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
す
べ
き
監
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通

知
を
す
べ
き
監
事
と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

全
て
の
監
事 

第
五
節 

提
供
書
類
等
の
評
議
員
へ
の
提
供 

第
四
十
二
条 

法
第
百
五
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
計
算
書
類
及
び
事
業
報
告
書
並
び
に
監
査
報
告(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人

に
あ
つ
て
は
、
会
計
監
査
報
告
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
提
供
書
類
等
」
と
い
う
。)

の

提
供
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

定
時
評
議
員
会
の
招
集
通
知(

法
第
七
十
条
第
四
項
又
は
第
五
項(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五

十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
通
知
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

を

次
の
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
提
供
書
類
等
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

方
法
に
よ
り
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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内
容
の
通
知
に
際
し
て
、
当
該
会
計
監
査
人
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項(

当
該
事
項
に
係
る
定

め
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
項
を
定
め
て
い
な
い
旨)

を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
全
て
の
監
事
が
既
に
当
該
事
項
を
知
つ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

独
立
性
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
監
査
に
関
す
る
法
令
及
び
規
程
の
遵
守
に
関
す
る
事
項 

二 

監
査
、
監
査
に
準
ず
る
業
務
及
び
こ
れ
ら
に
関
す
る
業
務
の
契
約
の
受
任
及
び
継
続
の
方
針

に
関
す
る
事
項 

三 

会
計
監
査
人
の
職
務
の
遂
行
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る

そ
の
他
の
事
項 

(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
の
監
事
の
監
査
報
告
の
通
知
期
限)

 

第
三
十
八
条 

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
の
特
定
監
事
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

ま
で
に
、
特
定
理
事
及
び
会
計
監
査
人
に
対
し
、
計
算
関
係
書
類
に
係
る
監
査
報
告
の
内
容
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

会
計
監
査
報
告
を
受
領
し
た
日(

第
三
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日)

か
ら
一
週
間
を
経
過
し
た
日 

二 

特
定
理
事
及
び
特
定
監
事
の
間
で
合
意
に
よ
り
定
め
た
日
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日 

２ 

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
特
定
理
事
及
び
会
計
監
査
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告

の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
事
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
べ
き
日
ま
で
に

同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、

計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

第
四
節 

事
業
報
告
書
等
の
監
査 

(

事
業
報
告
書
等
の
監
査)

 

第
三
十
九
条 

法
第
百
四
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
監
査(

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同

じ
。)

に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

(

監
査
報
告
の
内
容)

 

第
四
十
条 

監
事
は
、
事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
内
容
と
す
る
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

二 

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
が
法
令
又
は
寄
附
行
為
に
従
い
当
該
学
校
法
人(

法
第

百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人
。
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
同
じ
。)

の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見 

三 

当
該
学
校
法
人
の
理
事
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行

為
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実 

四 

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

五 

第
二
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項(

監
査
の
範
囲
に
属
さ
な
い
も
の
を
除
く
。)

が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
項
の
内
容
が
相
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由 

六 

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

(

監
査
報
告
の
通
知
期
限
等)

 

第
四
十
一
条 

特
定
監
事
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に
、
特
定
理
事
に
対
し
、
事

業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
の
監
査
報
告
の
内
容
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
事
業
報
告
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
四
週
間
を
経
過
し
た
日 

二 

当
該
事
業
報
告
書
の
附
属
明
細
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
一
週
間
を
経
過
し
た
日 

三 

特
定
理
事
及
び
特
定
監
事
の
間
で
合
意
に
よ
り
定
め
た
日
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日 

２ 

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
は
、
特
定
理
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報

告
の
内
容
の
通
知
を
受
け
た
日
に
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
監
事
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
べ
き
日
ま
で
に

同
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
通
知
を
す
べ
き
日
に
、

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
監
査
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
「
特
定
理
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
理
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通
知
を
受
け
る
理
事
と

し
て
定
め
ら
れ
た
理
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
の
作
成
に
関
す
る

職
務
を
行
つ
た
理
事 

５ 

第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
「
特
定
監
事
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
を
い
う
。 

一 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
内
容
の
通
知
を
す
べ
き
監
事
を
定
め
た
場
合 

当
該
通

知
を
す
べ
き
監
事
と
し
て
定
め
ら
れ
た
監
事 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

全
て
の
監
事 

第
五
節 

提
供
書
類
等
の
評
議
員
へ
の
提
供 

第
四
十
二
条 

法
第
百
五
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
計
算
書
類
及
び
事
業
報
告
書
並
び
に
監
査
報
告(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人

に
あ
つ
て
は
、
会
計
監
査
報
告
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
提
供
書
類
等
」
と
い
う
。)

の

提
供
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

定
時
評
議
員
会
の
招
集
通
知(

法
第
七
十
条
第
四
項
又
は
第
五
項(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五

十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
通
知
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

を

次
の
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
提
供
書
類
等
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

方
法
に
よ
り
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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一 

書
面
の
提
供 

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る

方
法 

イ 
提
供
書
類
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合 

当
該
書
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項

を
記
載
し
た
書
面
の
提
供 

ロ 

提
供
書
類
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合 

当
該
電
磁
的
記
録
に
記

録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
供 

二 

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
提
供 

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
方
法 

イ 

提
供
書
類
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合 

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る

方
法
に
よ
る
当
該
書
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
提
供 

ロ 

提
供
書
類
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合 

情
報
通
信
の
技
術
を
利

用
す
る
方
法
に
よ
る
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
の
提
供 

３ 

理
事
は
、
計
算
書
類
又
は
事
業
報
告
書
の
内
容
と
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
定
時
評
議
員
会
の
招

集
通
知
を
発
出
し
た
日
か
ら
定
時
評
議
員
会
の
前
日
ま
で
の
間
に
修
正
を
す
べ
き
事
情
が
生
じ
た

場
合
に
お
け
る
修
正
後
の
事
項
を
評
議
員
に
周
知
さ
せ
る
方
法
を
当
該
招
集
通
知
と
併
せ
て
通
知

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
六
節 

財
産
目
録 

第
四
十
三
条 

法
第
百
七
条
第
一
項
第
一
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

に
掲
げ
る
財
産
目
録
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
る
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

法
第
百
四
条
及
び
第
百
五
条(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)

並
び
に
第
三
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人)

が
前
項
の
財
産
目
録
に
係
る
同
項
の
承

認
を
受
け
る
た
め
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

第
六
章 

寄
附
行
為
の
変
更 

(

寄
附
行
為
変
更
認
可
申
請
手
続
等)

 

第
四
十
四
条 

法
第
百
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項(

当
該
条
項
に
係
る
新
旧
の
比
較
対
照
表
を

含
む
。
以
下
同
じ
。)

及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に

申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

寄
附
行
為
所
定
の
手
続(

法
第
百
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
手
続(

同
項
に
規
定

す
る
手
続
に
代
え
て
評
議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人

及
び
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等(

法
第
百
五
十
条
の
軽
微
な
変
更
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
も
の
以
外
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
限
る
。)

に
あ
つ
て
は
、

評
議
員
会
の
決
議)

を
含
む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

二 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

当
該
学
校
法
人
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

ロ 

第
三
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
学
校
法
人
が
私
立
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由

を
記
載
し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
々
年

度
の
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

二 

第
三
条
第
一
項
第
三
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

３ 

前
項
の
申
請
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
年
度
の

六
月
三
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
財
産
の
一
覧
そ
の
他
の
最
近
に
お
け
る
財
産
の
状
況
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
書
類
、
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
決
算
書
並
び
に
開
設
年
度
の
前
年
度
の
予
算
書 

二 

第
三
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

４ 

前
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
私
立
大
学
の
学
部
若
し
く
は
学
科
、
大
学

院
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
私
立
高
等
専
門
学
校
の
学
科(

以
下
「
私
立
大
学
の
学
部
等
」

と
総
称
す
る
。)

を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

  

５ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
大
学
設
置
基
準(

昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号)

第

五
十
条
第
一
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準(

昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号)

第
四
十
三
条
第
一

項
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準(

平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
三
号)

第
六
十
二
条
第
一
項

     

前
項 

  

第
二
項 第

一
欄 

当
該
私
立
大
学
等 

当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度

の
前
々
年
度
の
十
月
一
日
か
ら

同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間 

第
二
欄 

当
該
私
立
大
学
の
学
部
等 

当
該
私
立
大
学
の
学
部
等
の
開
設
年

度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同

月
三
十
一
日
ま
で
の
間 

第
三
欄 
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一 

書
面
の
提
供 

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る

方
法 

イ 

提
供
書
類
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合 

当
該
書
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項

を
記
載
し
た
書
面
の
提
供 

ロ 

提
供
書
類
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合 

当
該
電
磁
的
記
録
に
記

録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
供 

二 

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
提
供 

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
方
法 

イ 

提
供
書
類
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合 

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る

方
法
に
よ
る
当
該
書
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
提
供 

ロ 

提
供
書
類
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合 

情
報
通
信
の
技
術
を
利

用
す
る
方
法
に
よ
る
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
の
提
供 

３ 

理
事
は
、
計
算
書
類
又
は
事
業
報
告
書
の
内
容
と
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
定
時
評
議
員
会
の
招

集
通
知
を
発
出
し
た
日
か
ら
定
時
評
議
員
会
の
前
日
ま
で
の
間
に
修
正
を
す
べ
き
事
情
が
生
じ
た

場
合
に
お
け
る
修
正
後
の
事
項
を
評
議
員
に
周
知
さ
せ
る
方
法
を
当
該
招
集
通
知
と
併
せ
て
通
知

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
六
節 

財
産
目
録 

第
四
十
三
条 

法
第
百
七
条
第
一
項
第
一
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

に
掲
げ
る
財
産
目
録
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
る
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

法
第
百
四
条
及
び
第
百
五
条(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)

並
び
に
第
三
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人)

が
前
項
の
財
産
目
録
に
係
る
同
項
の
承

認
を
受
け
る
た
め
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

第
六
章 

寄
附
行
為
の
変
更 

(

寄
附
行
為
変
更
認
可
申
請
手
続
等)

 

第
四
十
四
条 

法
第
百
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項(

当
該
条
項
に
係
る
新
旧
の
比
較
対
照
表
を

含
む
。
以
下
同
じ
。)

及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に

申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

寄
附
行
為
所
定
の
手
続(

法
第
百
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
手
続(

同
項
に
規
定

す
る
手
続
に
代
え
て
評
議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人

及
び
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等(

法
第
百
五
十
条
の
軽
微
な
変
更
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
も
の
以
外
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
限
る
。)

に
あ
つ
て
は
、

評
議
員
会
の
決
議)

を
含
む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

二 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

当
該
学
校
法
人
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

ロ 

第
三
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
学
校
法
人
が
私
立
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由

を
記
載
し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
々
年

度
の
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

二 

第
三
条
第
一
項
第
三
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

３ 

前
項
の
申
請
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
年
度
の

六
月
三
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
財
産
の
一
覧
そ
の
他
の
最
近
に
お
け
る
財
産
の
状
況
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
書
類
、
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
決
算
書
並
び
に
開
設
年
度
の
前
年
度
の
予
算
書 

二 

第
三
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

４ 

前
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
私
立
大
学
の
学
部
若
し
く
は
学
科
、
大
学

院
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
私
立
高
等
専
門
学
校
の
学
科(

以
下
「
私
立
大
学
の
学
部
等
」

と
総
称
す
る
。)

を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

  

５ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
大
学
設
置
基
準(

昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号)

第

五
十
条
第
一
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準(

昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号)

第
四
十
三
条
第
一

項
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準(

平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
三
号)

第
六
十
二
条
第
一
項

     

前
項 

  

第
二
項 第

一
欄 

当
該
私
立
大
学
等 

当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度

の
前
々
年
度
の
十
月
一
日
か
ら

同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間 

第
二
欄 

当
該
私
立
大
学
の
学
部
等 

当
該
私
立
大
学
の
学
部
等
の
開
設
年

度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同

月
三
十
一
日
ま
で
の
間 

第
三
欄 
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又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準(

平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号)

第
五
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
国
際
連
携
学
科
の
設
置
に
係
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
の
表
中
「
当
該
私
立
大
学
の
学
部
等
の
開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三

十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
学
科
の
開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一

日
ま
で
又
は
当
該
学
科
の
開
設
年
度
の
前
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
若
し
く
は

三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
の
開
設
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一

日
ま
で
」
と
、
同
表
前
項
の
項
中
「
当
該
私
立
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設

年
度
の
前
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
、
「
当
該
私
立
大
学
の
学
部
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

学
科
の
設
置
の
認
可
に
係
る
申
請
時
に
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
二
項
第
六
号

中
「
開
設
年
度
の
前
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
年
度
の
前
年
度(

開
設
年
度
に
申
請
す
る
場
合
に

あ
つ
て
は
開
設
年
度)

」
と
、
第
三
項
第
一
号
中
「
開
設
年
度
の
前
々
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
申
請

年
度
の
前
年
度
」
と
、
「
開
設
年
度
の
前
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
年
度
」
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
都
道
府
県
知

事
又
は
地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指

定
都
市
若
し
く
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市(

次
項
及
び
第
十
項
に
お
い

て
「
指
定
都
市
等
」
と
い
う
。)

の
長
の
所
轄
に
属
す
る
私
立
学
校
を
設
置
し
、
又
は
設
置
し
て
い

る
私
立
学
校
に
課
程
、
学
科
若
し
く
は
部(

以
下
「
課
程
等
」
と
い
う
。)

を
設
置
す
る
場
合(

広
域

の
通
信
制
の
課
程
以
外
の
通
信
制
の
課
程
を
広
域
の
通
信
制
の
課
程
と
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

同
じ
。)

に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
て
、
所
轄
庁
が
定
め
る
日
ま
で
に
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
二
項
各
号(

第
一
号
及
び
第
八
号
を
除
く
。)

に
掲
げ
る
書
類(
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
第
六
号
中
「
開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る

年
度
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

二 

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

７ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
都
道
府
県
知

事
又
は
指
定
都
市
等
の
長
の
所
轄
に
属
す
る
私
立
学
校
を
設
置
し
、
又
は
都
道
府
県
知
事
の
所
轄

に
属
す
る
私
立
学
校
に
課
程
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る

書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
書
類 

二 

第
三
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

三 

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

四 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

８ 

第
四
条
の
規
定
は
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
私
立
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
私
立
大
学
の
学
部
等
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
私
立
学
校
を
廃
止
し
、
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属

す
る
私
立
学
校
に
置
い
て
い
た
課
程
等
を
廃
止
す
る
場
合(

広
域
の
通
信
制
の
課
程
を
広
域
の
通
信

制
の
課
程
以
外
の
課
程
と
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

又
は
従
来
行
つ
て

い
た
収
益
事
業
を
廃
止
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
廃
止
す
る
私
立
学
校
若
し
く
は
課
程
等
又
は
収
益
事
業
に
係
る
財
産
の
処
分
に
関
す
る

事
項
を
記
載
し
た
書
類 

二 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
開
設

年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の

は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

１
０ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
等
の
長
の
所
轄
に
属
す
る

私
立
学
校
又
は
課
程
等
を
廃
止
し
、
そ
の
職
員
組
織
等
を
基
に
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都

市
等
の
長
の
所
轄
に
属
す
る
私
立
学
校
又
は
他
の
課
程
等
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
係
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
第
六
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
が
定
め
る
日
ま
で
に

所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

１
１ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
当
該
学
校
法
人
が
新
た
に
収
益
事
業
を
行
う
場
合
に
係
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に

申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
六

号
中
「
開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」

と
あ
る
の
は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

二 

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

１
２ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
登
記
事
項
の
変
更
に
係
る
場
合
に
は
、
同
項
の
認
可
申
請
書

並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要

す
る
。 

第
四
十
五
条 

前
条
第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号)
第
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
私
立
大
学
等
又
は
私
立
大
学
の
学
部
等(

私
立
大
学
の
学
部
の
学
科

及
び
私
立
高
等
専
門
学
校
の
学
科
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
設
置
者
の
変
更
に

よ
り
当
該
私
立
大
学
等
又
は
私
立
大
学
の
学
部
等
の
設
置
者
と
な
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事

由
を
記
載
し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す

る
。 

一 

前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
書
類 
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又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準(

平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号)

第
五
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
国
際
連
携
学
科
の
設
置
に
係
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
の
表
中
「
当
該
私
立
大
学
の
学
部
等
の
開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三

十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
学
科
の
開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一

日
ま
で
又
は
当
該
学
科
の
開
設
年
度
の
前
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
若
し
く
は

三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
の
開
設
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一

日
ま
で
」
と
、
同
表
前
項
の
項
中
「
当
該
私
立
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設

年
度
の
前
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
、
「
当
該
私
立
大
学
の
学
部
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

学
科
の
設
置
の
認
可
に
係
る
申
請
時
に
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
二
項
第
六
号

中
「
開
設
年
度
の
前
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
年
度
の
前
年
度(

開
設
年
度
に
申
請
す
る
場
合
に

あ
つ
て
は
開
設
年
度)

」
と
、
第
三
項
第
一
号
中
「
開
設
年
度
の
前
々
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
申
請

年
度
の
前
年
度
」
と
、
「
開
設
年
度
の
前
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
年
度
」
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
都
道
府
県
知

事
又
は
地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指

定
都
市
若
し
く
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市(

次
項
及
び
第
十
項
に
お
い

て
「
指
定
都
市
等
」
と
い
う
。)

の
長
の
所
轄
に
属
す
る
私
立
学
校
を
設
置
し
、
又
は
設
置
し
て
い

る
私
立
学
校
に
課
程
、
学
科
若
し
く
は
部(

以
下
「
課
程
等
」
と
い
う
。)

を
設
置
す
る
場
合(

広
域

の
通
信
制
の
課
程
以
外
の
通
信
制
の
課
程
を
広
域
の
通
信
制
の
課
程
と
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

同
じ
。)

に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
て
、
所
轄
庁
が
定
め
る
日
ま
で
に
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
二
項
各
号(

第
一
号
及
び
第
八
号
を
除
く
。)

に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
第
六
号
中
「
開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る

年
度
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

二 

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

７ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
都
道
府
県
知

事
又
は
指
定
都
市
等
の
長
の
所
轄
に
属
す
る
私
立
学
校
を
設
置
し
、
又
は
都
道
府
県
知
事
の
所
轄

に
属
す
る
私
立
学
校
に
課
程
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る

書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
書
類 

二 

第
三
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

三 

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

四 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

８ 

第
四
条
の
規
定
は
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
私
立
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
私
立
大
学
の
学
部
等
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
私
立
学
校
を
廃
止
し
、
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属

す
る
私
立
学
校
に
置
い
て
い
た
課
程
等
を
廃
止
す
る
場
合(

広
域
の
通
信
制
の
課
程
を
広
域
の
通
信

制
の
課
程
以
外
の
課
程
と
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

又
は
従
来
行
つ
て

い
た
収
益
事
業
を
廃
止
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
廃
止
す
る
私
立
学
校
若
し
く
は
課
程
等
又
は
収
益
事
業
に
係
る
財
産
の
処
分
に
関
す
る

事
項
を
記
載
し
た
書
類 

二 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
開
設

年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の

は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

１
０ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
等
の
長
の
所
轄
に
属
す
る

私
立
学
校
又
は
課
程
等
を
廃
止
し
、
そ
の
職
員
組
織
等
を
基
に
、
他
の
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都

市
等
の
長
の
所
轄
に
属
す
る
私
立
学
校
又
は
他
の
課
程
等
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
係
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
第
六
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
が
定
め
る
日
ま
で
に

所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

１
１ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
当
該
学
校
法
人
が
新
た
に
収
益
事
業
を
行
う
場
合
に
係
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に

申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
六

号
中
「
開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」

と
あ
る
の
は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

二 

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

１
２ 

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
登
記
事
項
の
変
更
に
係
る
場
合
に
は
、
同
項
の
認
可
申
請
書

並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要

す
る
。 

第
四
十
五
条 

前
条
第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号)

第
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
私
立
大
学
等
又
は
私
立
大
学
の
学
部
等(

私
立
大
学
の
学
部
の
学
科

及
び
私
立
高
等
専
門
学
校
の
学
科
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
設
置
者
の
変
更
に

よ
り
当
該
私
立
大
学
等
又
は
私
立
大
学
の
学
部
等
の
設
置
者
と
な
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事

由
を
記
載
し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す

る
。 

一 

前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
書
類 
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二 

前
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類 

四 
第
三
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

五 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
条
第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
学
校
教
育
法
第
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
私
立
大
学
等
又

は
私
立
大
学
の
学
部
等
の
設
置
者
の
変
更
に
よ
り
当
該
私
立
大
学
等
又
は
私
立
大
学
の
学
部
等
の

設
置
者
で
な
く
な
る
場
合(

当
該
変
更
後
も
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
で
あ
る
場

合
に
限
る
。)

に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
可
申
請
書

並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、

文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
設
置
者
の
変
更
に
よ
る
財
産
の
処
分
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類 

二 

前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
開
設

年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の

は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

四 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

(

寄
附
行
為
変
更
の
届
出
手
続
等)

 

第
四
十
六
条 

法
第
百
八
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
軽
微
な
変
更
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
寄
附
行
為

の
変
更
と
す
る
。 

一 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
学
校
教
育
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
可
を
受
け

る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
、
同
条
第
一
項(

同
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

及
び
同
法
第
百
三
十
条
第
一
項
の
設
置
廃
止
を
伴
わ
な
い
名
称
の

変
更
に
係
る
事
項
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律(

平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
附
則
第
十
二
項
に
お
い
て
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」

と
い
う
。)

第
十
七
条
第
一
項
の
設
置
廃
止
を
伴
わ
な
い
名
称
の
変
更
に
係
る
事
項
並
び
に
大
学

の
学
部
の
学
科
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
及
び
大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
の
廃
止
に
係
る
事
項 

二 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

に
掲
げ
る
事
項(

所
轄
庁
の
変
更
を
伴
わ
な
い
場
合
に
限
る
。)

 

三 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
六
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

に
掲
げ
る
事
項 

２ 

法
第
百
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
届

出
書
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
、
変
更
後
の
寄
附
行
為
並
び
に
第
四

十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
七
章 

解
散
及
び
合
併 

(

解
散
認
可
申
請
手
続)

 

第
四
十
七
条 

法
第
百
九
条
第
三
項
の
解
散
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
解
散
の
事
由
を
記

載
し
た
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

理
由
書 

二 

法
第
百
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
寄
附
行
為
所
定
の
手
続(

同
号

に
規
定
す
る
手
続
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
手
続(

同
項
に
規
定
す
る
手
続
に
代
え
て
評

議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人
及
び
大
臣
所
轄
学
校
法

人
等
に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議)

を
含
む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

三 

残
余
財
産
の
処
分
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類 

四 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

五 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
あ
つ
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
十
号
及
び
第

四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
書
類 

六 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
項
の
認
可
申
請
書
及
び
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
す

る
。 

(

合
併
認
可
申
請
手
続)

 

第
四
十
八
条 

法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
合
併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

理
由
書 

二 

法
第
百
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
手
続(

同
項
に
規
定
す
る
手
続
に
代
え

て
評
議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人
及
び
大
臣
所
轄
学

校
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議)

(

そ
の
他
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
る
手
続
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
手
続
を
含
む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

三 

法
第
百
二
十
九
条
の
場
合
に
お
い
て
は
、
申
請
者
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者
で

あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

四 

合
併
契
約
書 

五 
合
併
後
存
続
す
る
学
校
法
人(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
存
続
学
校
法
人
」
と
い
う
。)

又
は
合

併
に
よ
つ
て
設
立
す
る
学
校
法
人(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
設
立
学
校
法
人
」
と
い
う
。)

に
つ

い
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

寄
附
行
為 

ロ 

第
三
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類(

存
続
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
の
書
類
の

う
ち
引
き
続
き
役
員
と
な
る
者
に
係
る
就
任
承
諾
書
を
除
く
。)

 

ハ 

第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類(

存
続
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
の
書
類
の
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二 

前
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類 

四 

第
三
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

五 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
条
第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
学
校
教
育
法
第
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
私
立
大
学
等
又

は
私
立
大
学
の
学
部
等
の
設
置
者
の
変
更
に
よ
り
当
該
私
立
大
学
等
又
は
私
立
大
学
の
学
部
等
の

設
置
者
で
な
く
な
る
場
合(

当
該
変
更
後
も
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
で
あ
る
場

合
に
限
る
。)

に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
可
申
請
書

並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、

文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
設
置
者
の
変
更
に
よ
る
財
産
の
処
分
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類 

二 

前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
開
設

年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の

は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

四 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

(

寄
附
行
為
変
更
の
届
出
手
続
等)

 

第
四
十
六
条 

法
第
百
八
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
軽
微
な
変
更
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
寄
附
行
為

の
変
更
と
す
る
。 

一 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
学
校
教
育
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
可
を
受
け

る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
、
同
条
第
一
項(

同
法
第
百
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

及
び
同
法
第
百
三
十
条
第
一
項
の
設
置
廃
止
を
伴
わ
な
い
名
称
の

変
更
に
係
る
事
項
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律(

平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
附
則
第
十
二
項
に
お
い
て
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」

と
い
う
。)

第
十
七
条
第
一
項
の
設
置
廃
止
を
伴
わ
な
い
名
称
の
変
更
に
係
る
事
項
並
び
に
大
学

の
学
部
の
学
科
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
及
び
大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
の
廃
止
に
係
る
事
項 

二 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

に
掲
げ
る
事
項(

所
轄
庁
の
変
更
を
伴
わ
な
い
場
合
に
限
る
。)

 

三 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
六
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

に
掲
げ
る
事
項 

２ 

法
第
百
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
届

出
書
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
、
変
更
後
の
寄
附
行
為
並
び
に
第
四

十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
七
章 

解
散
及
び
合
併 

(

解
散
認
可
申
請
手
続)

 

第
四
十
七
条 

法
第
百
九
条
第
三
項
の
解
散
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
解
散
の
事
由
を
記

載
し
た
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

理
由
書 

二 

法
第
百
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
寄
附
行
為
所
定
の
手
続(

同
号

に
規
定
す
る
手
続
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
手
続(

同
項
に
規
定
す
る
手
続
に
代
え
て
評

議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人
及
び
大
臣
所
轄
学
校
法

人
等
に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議)

を
含
む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

三 

残
余
財
産
の
処
分
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類 

四 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

五 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
あ
つ
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
十
号
及
び
第

四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
書
類 

六 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
項
の
認
可
申
請
書
及
び
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
す

る
。 

(

合
併
認
可
申
請
手
続)

 

第
四
十
八
条 

法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
合
併
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

理
由
書 

二 

法
第
百
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
手
続(

同
項
に
規
定
す
る
手
続
に
代
え

て
評
議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人
及
び
大
臣
所
轄
学

校
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議)

(

そ
の
他
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
る
手
続
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
手
続
を
含
む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

三 

法
第
百
二
十
九
条
の
場
合
に
お
い
て
は
、
申
請
者
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者
で

あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

四 

合
併
契
約
書 

五 

合
併
後
存
続
す
る
学
校
法
人(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
存
続
学
校
法
人
」
と
い
う
。)

又
は
合

併
に
よ
つ
て
設
立
す
る
学
校
法
人(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
設
立
学
校
法
人
」
と
い
う
。)

に
つ

い
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

寄
附
行
為 

ロ 

第
三
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類(

存
続
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
の
書
類
の

う
ち
引
き
続
き
役
員
と
な
る
者
に
係
る
就
任
承
諾
書
を
除
く
。)

 

ハ 

第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類(

存
続
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
の
書
類
の
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う
ち
引
き
続
き
監
事
と
な
る
者
に
係
る
就
任
承
諾
書
を
除
く
。)

 

ニ 

第
三
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
書
類(

存
続
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
の
書
類
の

う
ち
引
き
続
き
評
議
員
と
な
る
者
に
係
る
就
任
承
諾
書
を
除
く
。)

 
ホ 
会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
に
あ
つ
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類(

存

続
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
の
書
類
の
う
ち
引
き
続
き
会
計
監
査
人
と
な
る
者
に
係

る
就
任
承
諾
書
を
除
く
。)

 

ヘ 

第
三
条
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
開
設
年
度
の
前

年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、「
二

年
間
」
と
す
る
。)

 

六 

合
併
前
の
学
校
法
人
又
は
準
学
校
法
人
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

寄
附
行
為 

ロ 

貸
借
対
照
表 

ハ 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で(

第
二
号
を
除
く
。)

に
掲
げ
る
書
類 

七 

合
併
前
の
学
校
法
人
又
は
準
学
校
法
人
に
つ
い
て
、
存
続
学
校
法
人
又
は
設
立
学
校
法
人
が

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
学
校
法
人
の
概

要
を
記
載
し
た
書
類
及
び
第
三
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類 

八 

存
続
学
校
法
人
又
は
設
立
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
学
則 

九 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
合
併
後
当
事
者
で
あ
る
学
校
法
人
の
一
部
が
存
続
す
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
合
併
の
当
事
者
で
あ
る
学
校
法
人
又
は
準
学
校
法
人
の
全
部
が
共
同
し
て
行
う
も
の

と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
認
可
申
請
書
、
同
項
第
一
号
及
び
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
同
項
第
六
号
ハ

に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
財
産
の
一
覧
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
。 

第
八
章 

情
報
の
公
表 

第
四
十
九
条 

法
第
百
三
十
七
条
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

一 

計
算
書
類
等 

二 

監
査
報
告(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
に
あ
つ
て
は
、
会
計
監
査
報
告
を
含
む
。)

 

三 

財
産
目
録
等(

法
第
百
七
条
第
一
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)

の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
事
項
中
、
個
人
の
住
所
に
係
る
記
載

又
は
記
録
の
部
分
を
除
く
。)

 

第
九
章 

訴
訟
等 

(

責
任
追
及
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法)

 

第
五
十
条 

法
第
百
四
十
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
第
八
条

に
規
定
す
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
当
該
事
項
の
提
供
と
す
る
。 

一 

被
告
と
な
る
べ
き
者 

二 

請
求
の
趣
旨
及
び
請
求
を
特
定
す
る
の
に
必
要
な
事
実 

(

訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法)

 

第
五
十
一
条 

法
第
百
四
十
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
第

八
条
に
規
定
す
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
当
該
事
項
の
提
供
と
す
る
。 

一 

学
校
法
人
が
行
つ
た
調
査
の
内
容(

次
号
の
判
断
の
基
礎
と
し
た
資
料
を
含
む
。)

 

二 

請
求
対
象
者(

役
員
、
会
計
監
査
人
又
は
清
算
人
で
あ
つ
て
、
法
第
百
四
十
条
第
一
項(

法
第

百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
前
条
第

一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の

判
断
及
び
そ
の
理
由 

三 

請
求
対
象
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責
任
追
及
の
訴
え
を

提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由 

第
十
章 

大
臣
所
轄
学
校
法
人
等
の
特
例 

(

最
終
会
計
年
度
に
お
け
る
事
業
活
動
に
係
る
収
益
の
額
の
算
定
方
法)

 

第
五
十
二
条 

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
収
益
の
額
は
、
学
校
法
人

会
計
基
準(

昭
和
四
十
六
年
文
部
省
令
第
十
八
号)

第
十
六
条
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
活
動
収
支

計
算
書
の
決
算
の
項
事
業
活
動
収
入
計
欄
に
計
上
し
た
額(

同
項
中
収
益
事
業
収
入
欄
及
び
特
別

収
入
計
欄
に
計
上
し
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
額
を
控
除
し
た
額)

と
学
校
法
人
会
計
基
準

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
収
益
事
業
会
計
に
経
常
的
な
収
益
の
額
と
し
て
計
上
し
た
額
の
合
計

額
と
す
る
。 

(
令
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項)

 
第
五
十
三
条 

令
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
の
規
模
に
関

す
る
基
準
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
区
域
に
関
す
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
場
合
に
限
り
、
法
第
百
四
十
三
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
(

寄
附
行
為
の
軽
微
な
変
更)

 

第
五
十
四
条 

法
第
百
五
十
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
軽

微
な
変
更
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
寄
附
行
為
の
変
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う
ち
引
き
続
き
監
事
と
な
る
者
に
係
る
就
任
承
諾
書
を
除
く
。)

 

ニ 

第
三
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
書
類(

存
続
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
の
書
類
の

う
ち
引
き
続
き
評
議
員
と
な
る
者
に
係
る
就
任
承
諾
書
を
除
く
。)

 

ホ 

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
に
あ
つ
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類(

存

続
学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
の
書
類
の
う
ち
引
き
続
き
会
計
監
査
人
と
な
る
者
に
係

る
就
任
承
諾
書
を
除
く
。)

 

ヘ 

第
三
条
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
開
設
年
度
の
前

年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、「
二

年
間
」
と
す
る
。)

 

六 

合
併
前
の
学
校
法
人
又
は
準
学
校
法
人
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

寄
附
行
為 

ロ 

貸
借
対
照
表 

ハ 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で(

第
二
号
を
除
く
。)

に
掲
げ
る
書
類 

七 

合
併
前
の
学
校
法
人
又
は
準
学
校
法
人
に
つ
い
て
、
存
続
学
校
法
人
又
は
設
立
学
校
法
人
が

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
学
校
法
人
の
概

要
を
記
載
し
た
書
類
及
び
第
三
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類 

八 

存
続
学
校
法
人
又
は
設
立
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
学
則 

九 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
合
併
後
当
事
者
で
あ
る
学
校
法
人
の
一
部
が
存
続
す
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
合
併
の
当
事
者
で
あ
る
学
校
法
人
又
は
準
学
校
法
人
の
全
部
が
共
同
し
て
行
う
も
の

と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
認
可
申
請
書
、
同
項
第
一
号
及
び
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
同
項
第
六
号
ハ

に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
財
産
の
一
覧
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
。 

第
八
章 

情
報
の
公
表 

第
四
十
九
条 

法
第
百
三
十
七
条
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

一 

計
算
書
類
等 

二 

監
査
報
告(

会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
に
あ
つ
て
は
、
会
計
監
査
報
告
を
含
む
。)

 

三 

財
産
目
録
等(

法
第
百
七
条
第
一
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)

の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
事
項
中
、
個
人
の
住
所
に
係
る
記
載

又
は
記
録
の
部
分
を
除
く
。)

 

第
九
章 

訴
訟
等 

(

責
任
追
及
の
訴
え
の
提
起
の
請
求
方
法)

 

第
五
十
条 

法
第
百
四
十
条
第
一
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
第
八
条

に
規
定
す
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
当
該
事
項
の
提
供
と
す
る
。 

一 

被
告
と
な
る
べ
き
者 

二 

請
求
の
趣
旨
及
び
請
求
を
特
定
す
る
の
に
必
要
な
事
実 

(

訴
え
を
提
起
し
な
い
理
由
の
通
知
方
法)

 

第
五
十
一
条 

法
第
百
四
十
条
第
三
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
又
は
第

八
条
に
規
定
す
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
当
該
事
項
の
提
供
と
す
る
。 

一 

学
校
法
人
が
行
つ
た
調
査
の
内
容(

次
号
の
判
断
の
基
礎
と
し
た
資
料
を
含
む
。)

 

二 

請
求
対
象
者(

役
員
、
会
計
監
査
人
又
は
清
算
人
で
あ
つ
て
、
法
第
百
四
十
条
第
一
項(

法
第

百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
前
条
第

一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の
責
任
又
は
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
の

判
断
及
び
そ
の
理
由 

三 

請
求
対
象
者
に
責
任
又
は
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
お
い
て
、
責
任
追
及
の
訴
え
を

提
起
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由 

第
十
章 

大
臣
所
轄
学
校
法
人
等
の
特
例 

(

最
終
会
計
年
度
に
お
け
る
事
業
活
動
に
係
る
収
益
の
額
の
算
定
方
法)

 

第
五
十
二
条 

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
収
益
の
額
は
、
学
校
法
人

会
計
基
準(

昭
和
四
十
六
年
文
部
省
令
第
十
八
号)

第
十
六
条
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
活
動
収
支

計
算
書
の
決
算
の
項
事
業
活
動
収
入
計
欄
に
計
上
し
た
額(

同
項
中
収
益
事
業
収
入
欄
及
び
特
別

収
入
計
欄
に
計
上
し
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
額
を
控
除
し
た
額)

と
学
校
法
人
会
計
基
準

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
収
益
事
業
会
計
に
経
常
的
な
収
益
の
額
と
し
て
計
上
し
た
額
の
合
計

額
と
す
る
。 

(

令
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項)

 

第
五
十
三
条 

令
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
の
規
模
に
関

す
る
基
準
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
区
域
に
関
す
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
場
合
に
限
り
、
法
第
百
四
十
三
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
(

寄
附
行
為
の
軽
微
な
変
更)

 

第
五
十
四
条 

法
第
百
五
十
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
軽

微
な
変
更
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
寄
附
行
為
の
変
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更
と
す
る
。 

一 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
、
第
六
号(

理
事
会
の
決
議
に
係
る
事
項
を
除
く
。)

、
第
九
号

(
評
議
員
会
の
決
議
に
係
る
事
項
を
除
く
。)

、
第
十
一
号
、
第
十
二
号
及
び
第
十
六
号(

こ
れ
ら

の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
掲
げ
る
事
項 

二 

第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項 

三 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
各
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項 

(

大
臣
所
轄
学
校
法
人
等
に
お
け
る
情
報
の
公
表)

 

第
五
十
五
条 

法
第
百
五
十
一
条(
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

法
第
百
五
十
一
条
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
四
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
十
一
章 

雑
則 

第
五
十
六
条 

（
略
） 

(

学
校
法
人
及
び
準
学
校
法
人
の
組
織
変
更
認
可
申
請
手
続
等)

 

第
五
十
七
条 

法
第
百
五
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
法
人
及
び
準
学
校
法
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

準
学
校
法
人
及
び
学
校
法
人
と
な
る
こ
と(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
組
織
変
更
」
と
い
う
。)

の
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載

し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
認
可
を
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

理
由
書 

二 

寄
附
行
為
所
定
の
手
続(

法
第
百
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十

二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規
定
す
る
手
続(

法
第
百
八
条
第
二
項(

法

第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規
定
す
る
手
続
に
代
え
て
評
議

員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人)

及
び
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等(

法
第

百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

百
四
十
二
条
に
規
定
す
る
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等)

に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議)

を
含

む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

２ 

前
項
の
組
織
変
更
が
、
当
該
準
学
校
法
人
が
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
な

ろ
う
と
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類

を
添
付
し
て
、
開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学

大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類(

第
八
号
に
掲
げ
る

書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
校
法
人
が
会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合

に
限
る
。)

 

二 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

３ 

前
項
の
申
請
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
設
置
す
る
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
年

度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

二 

第
四
十
四
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

４ 

第
四
条
の
規
定
は
、
第
二
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 

第
一
項
の
組
織
変
更
が
、
他
の
学
校
法
人
が
設
置
し
て
い
る
私
立
大
学
等
の
目
的
、
位
置
、
職
員

組
織
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
私
立
大
学
等
を
設
置
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
二
項
中
「
前
々
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
」

と
あ
る
の
は
、
「
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
」
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
組
織
変
更
が
、
当
該
学
校
法
人
が
準
学
校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合(

新
た
に
私
立

専
修
学
校
又
は
私
立
各
種
学
校
を
設
置
す
る
場
合
に
限
る
。)

又
は
準
学
校
法
人
が
都
道
府
県
知
事

の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ

る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
が
定
め
る
日
ま
で
に
所
轄
庁
に
申
請
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
当
該
学
校
法
人
が
準
学

校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
学
校
法
人
を
都
道
府
県
知
事

の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
と
み
な
す
。 

一 

第
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類(

同
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て

は
、
当
該
学
校
法
人
が
会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
又
は
準
学
校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場

合
に
限
る
。)

 

二 

第
三
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
六
号
中

「
開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と

あ
る
の
は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

三 

第
四
十
四
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

四 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

７ 
第
一
項
の
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
同

項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
。 

(

寄
附
行
為
の
内
容
の
公
表)

 

第
五
十
八
条 
法
第
百
五
十
二
条
第
十
一
項
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。 

(

認
可
申
請
書
の
様
式
等)

 

第
五
十
九
条 

第
三
条
、
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
八
条
ま
で
及
び
第
五
十
七
条
の
認
可
申
請
書
そ
の
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更
と
す
る
。 

一 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
、
第
六
号(

理
事
会
の
決
議
に
係
る
事
項
を
除
く
。)

、
第
九
号

(

評
議
員
会
の
決
議
に
係
る
事
項
を
除
く
。)

、
第
十
一
号
、
第
十
二
号
及
び
第
十
六
号(

こ
れ
ら

の
規
定
を
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
掲
げ
る
事
項 

二 

第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項 

三 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
各
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項 

(

大
臣
所
轄
学
校
法
人
等
に
お
け
る
情
報
の
公
表)

 

第
五
十
五
条 

法
第
百
五
十
一
条(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

法
第
百
五
十
一
条
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
四
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
十
一
章 

雑
則 

第
五
十
六
条 

（
略
） 

(

学
校
法
人
及
び
準
学
校
法
人
の
組
織
変
更
認
可
申
請
手
続
等)

 

第
五
十
七
条 

法
第
百
五
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
法
人
及
び
準
学
校
法
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

準
学
校
法
人
及
び
学
校
法
人
と
な
る
こ
と(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
組
織
変
更
」
と
い
う
。)

の
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載

し
た
書
類
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
に
認
可
を
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

理
由
書 

二 

寄
附
行
為
所
定
の
手
続(

法
第
百
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項(

こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
五
十

二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規
定
す
る
手
続(

法
第
百
八
条
第
二
項(

法

第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規
定
す
る
手
続
に
代
え
て
評
議

員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
準
学
校
法
人)

及
び
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等(

法
第

百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

百
四
十
二
条
に
規
定
す
る
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等)

に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議)

を
含

む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

２ 

前
項
の
組
織
変
更
が
、
当
該
準
学
校
法
人
が
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
な

ろ
う
と
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類

を
添
付
し
て
、
開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
文
部
科
学

大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類(

第
八
号
に
掲
げ
る

書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
校
法
人
が
会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合

に
限
る
。)

 

二 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

３ 

前
項
の
申
請
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
設
置
す
る
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
年

度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

二 

第
四
十
四
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

三 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
書
類 

４ 

第
四
条
の
規
定
は
、
第
二
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 

第
一
項
の
組
織
変
更
が
、
他
の
学
校
法
人
が
設
置
し
て
い
る
私
立
大
学
等
の
目
的
、
位
置
、
職
員

組
織
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
私
立
大
学
等
を
設
置
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
二
項
中
「
前
々
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
」

と
あ
る
の
は
、
「
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
」
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
組
織
変
更
が
、
当
該
学
校
法
人
が
準
学
校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合(

新
た
に
私
立

専
修
学
校
又
は
私
立
各
種
学
校
を
設
置
す
る
場
合
に
限
る
。)

又
は
準
学
校
法
人
が
都
道
府
県
知
事

の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
掲
げ

る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
所
轄
庁
が
定
め
る
日
ま
で
に
所
轄
庁
に
申
請
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
当
該
学
校
法
人
が
準
学

校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
学
校
法
人
を
都
道
府
県
知
事

の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
と
み
な
す
。 

一 

第
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類(

同
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て

は
、
当
該
学
校
法
人
が
会
計
監
査
人
を
置
く
学
校
法
人
又
は
準
学
校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場

合
に
限
る
。)

 

二 

第
三
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
に
掲
げ
る
書
類(

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
六
号
中

「
開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
開
設
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
が
経
過
す
る
年
度
ま
で
」
と

あ
る
の
は
、
「
二
年
間
」
と
す
る
。)

 

三 

第
四
十
四
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類 

四 

そ
の
他
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類 

７ 

第
一
項
の
認
可
申
請
書
並
び
に
寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
同

項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
に
は
、
副
本
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
。 

(

寄
附
行
為
の
内
容
の
公
表)

 

第
五
十
八
条 

法
第
百
五
十
二
条
第
十
一
項
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。 

(

認
可
申
請
書
の
様
式
等)

 

第
五
十
九
条 

第
三
条
、
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
八
条
ま
で
及
び
第
五
十
七
条
の
認
可
申
請
書
そ
の
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他
の
書
類(

次
項
に
お
い
て
「
認
可
申
請
書
等
」
と
い
う
。)

の
う
ち
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も

の
の
様
式
等
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
等
以
外
の
書
類
の
提
出
を
求

め
、
又
は
認
可
申
請
書
等
の
一
部
の
提
出
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
に
対
し
て
こ
の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
場

合)
 

第
六
十
条 

法
第
百
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
を
設
置
す
る
学
校

法
人
に
対
し
て
こ
の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
中
私
立
学
校
の
う

ち
に
は
、
私
立
専
修
学
校
又
は
私
立
各
種
学
校
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

(

登
記
の
届
出
等)

 

第
六
十
一
条 

令
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
は
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
又
は
会
計
監
査
人
が
就
任
し
た
と
き
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は

そ
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
年
月
日
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
又
は
会
計
監
査
人
が
退
任
し
た

と
き
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
氏
名
及
び
そ
の
年
月
日
と
す
る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
は
、
組
合
等
登
記
令(

昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十

九
号)

の
規
定
に
よ
り
登
記
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
登
記
事
項
証
明
書
を
添
え
て
、
そ
の
旨

を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
を
要
す
る
。 

３ 

文
部
科
学
大
臣
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
は
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
又
は
会
計
監
査
人
が
就

任
し
た
と
き
は
そ
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
年
月
日
を
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
又
は
会
計
監

査
人
が
退
任
し
た
と
き
は
そ
の
氏
名
及
び
そ
の
年
月
日
を
、
遅
滞
な
く
、
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出

る
こ
と
を
要
す
る
。 

４ 

令
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
、
理
事
、
監
事
、
評
議

員
又
は
会
計
監
査
人
の
就
任
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

二 

理
事
が
法
第
三
十
一
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

三 

理
事
の
う
ち
に
、
法
第
三
十
一
条
第
四
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。)

に
掲
げ
る
者
が
一
人
以
上(

大
臣
所
轄
学
校
法
人
等(

法
第
百
五
十
二
条
第

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
十
三
条
に

規
定
す
る
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等)

に
あ
つ
て
は
、
二
人
以
上)

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る

書
類 

四 

評
議
員
が
法
第
六
十
二
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

五 

理
事
又
は
理
事
会
が
選
任
し
た
評
議
員
の
数
が
評
議
員
の
総
数
の
二
分
の
一
を
超
え
て
い
な

い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

六 

理
事
、
監
事
又
は
評
議
員
の
就
任
に
係
る
届
出
に
あ
つ
て
は
、
寄
附
行
為
所
定
の
手
続(

法
第

三
十
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規
定
す
る

手
続(

法
第
三
十
条
第
二
項
の
手
続
に
代
え
て
評
議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を

も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

準
学
校
法
人)

に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議)

を
含
む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

七 

会
計
監
査
人
の
就
任
に
係
る
届
出
に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議
を
経
た
こ
と
を
証
す
る

書
類 附 

則 

（
略
） 

附 

則 

（
平
一
八
・
三
・
三
一
文
科
令
一
七
） 

 

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
一
九
・
八
・
九
文
科
令
二
三
） 

 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
一
九
・
一
〇
・
三
一
文
科
令
三
五
抄
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
令
四
〇
抄
） 

 

こ
の
省
令
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
二
六
・
二
・
三
文
科
令
三
） 

 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
二
七
・
二
・
二
七
文
科
令
三
） 

 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
二
七
・
三
・
三
〇
文
科
令
一
三
抄
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
二
九
・
九
・
二
九
文
科
令
三
八
号
） 

 

１ 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

平
成
三
十
一
年
度
に
開
設
す
る
専
門
職
大
学
又
は
専
門
職
短
期
大
学
の
設
置
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
二
条
第
一
項
、
第
四
条
第
二
項
及
び
第
九
条
第
二
項
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
十
一
月
一
日
か

ら
同
月
三
十
日
ま
で
」
と
す
る
。 

附 
則 
（
令
元
・
五
・
一
〇
文
科
令
一
号
） 

 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
令
元
・
九
・
二
九
文
科
令
十
五
号
） 

 

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
私
立
学
校
法
施
行
規
則
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他
の
書
類(

次
項
に
お
い
て
「
認
可
申
請
書
等
」
と
い
う
。)

の
う
ち
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も

の
の
様
式
等
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
等
以
外
の
書
類
の
提
出
を
求

め
、
又
は
認
可
申
請
書
等
の
一
部
の
提
出
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
に
対
し
て
こ
の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
場

合)
 

第
六
十
条 

法
第
百
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
を
設
置
す
る
学
校

法
人
に
対
し
て
こ
の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
中
私
立
学
校
の
う

ち
に
は
、
私
立
専
修
学
校
又
は
私
立
各
種
学
校
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

(

登
記
の
届
出
等)

 

第
六
十
一
条 

令
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
は
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
又
は
会
計
監
査
人
が
就
任
し
た
と
き
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は

そ
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
年
月
日
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
又
は
会
計
監
査
人
が
退
任
し
た

と
き
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
氏
名
及
び
そ
の
年
月
日
と
す
る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
は
、
組
合
等
登
記
令(

昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十

九
号)

の
規
定
に
よ
り
登
記
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
登
記
事
項
証
明
書
を
添
え
て
、
そ
の
旨

を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
を
要
す
る
。 

３ 

文
部
科
学
大
臣
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
は
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
又
は
会
計
監
査
人
が
就

任
し
た
と
き
は
そ
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
年
月
日
を
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
又
は
会
計
監

査
人
が
退
任
し
た
と
き
は
そ
の
氏
名
及
び
そ
の
年
月
日
を
、
遅
滞
な
く
、
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出

る
こ
と
を
要
す
る
。 

４ 

令
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
、
理
事
、
監
事
、
評
議

員
又
は
会
計
監
査
人
の
就
任
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類 

二 

理
事
が
法
第
三
十
一
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

三 

理
事
の
う
ち
に
、
法
第
三
十
一
条
第
四
項
第
二
号(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。)

に
掲
げ
る
者
が
一
人
以
上(

大
臣
所
轄
学
校
法
人
等(

法
第
百
五
十
二
条
第

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
十
三
条
に

規
定
す
る
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等)

に
あ
つ
て
は
、
二
人
以
上)

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る

書
類 

四 

評
議
員
が
法
第
六
十
二
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)

に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

五 

理
事
又
は
理
事
会
が
選
任
し
た
評
議
員
の
数
が
評
議
員
の
総
数
の
二
分
の
一
を
超
え
て
い
な

い
こ
と
を
証
す
る
書
類 

六 

理
事
、
監
事
又
は
評
議
員
の
就
任
に
係
る
届
出
に
あ
つ
て
は
、
寄
附
行
為
所
定
の
手
続(

法
第

三
十
条
第
二
項(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規
定
す
る

手
続(

法
第
三
十
条
第
二
項
の
手
続
に
代
え
て
評
議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
を

も
つ
て
定
め
た
学
校
法
人(

法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

準
学
校
法
人)

に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議)

を
含
む
。)

を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類 

七 

会
計
監
査
人
の
就
任
に
係
る
届
出
に
あ
つ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議
を
経
た
こ
と
を
証
す
る

書
類 附 

則 

（
略
） 

附 

則 

（
平
一
八
・
三
・
三
一
文
科
令
一
七
） 

 

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
一
九
・
八
・
九
文
科
令
二
三
） 

 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
一
九
・
一
〇
・
三
一
文
科
令
三
五
抄
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
令
四
〇
抄
） 

 

こ
の
省
令
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
二
六
・
二
・
三
文
科
令
三
） 

 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
二
七
・
二
・
二
七
文
科
令
三
） 

 

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
二
七
・
三
・
三
〇
文
科
令
一
三
抄
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
二
九
・
九
・
二
九
文
科
令
三
八
号
） 

 

１ 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

平
成
三
十
一
年
度
に
開
設
す
る
専
門
職
大
学
又
は
専
門
職
短
期
大
学
の
設
置
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
二
条
第
一
項
、
第
四
条
第
二
項
及
び
第
九
条
第
二
項
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
十
一
月
一
日
か

ら
同
月
三
十
日
ま
で
」
と
す
る
。 

附 

則 

（
令
元
・
五
・
一
〇
文
科
令
一
号
） 

 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
令
元
・
九
・
二
九
文
科
令
十
五
号
） 

 

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
私
立
学
校
法
施
行
規
則
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第
二
条
第
五
号
ハ
及
び
第
三
条
の
二
の
改
正
規
定
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措

置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 
則 

（
令
三
・
二
・
三
文
科
令
四
号
） 

 

こ
の
省
令
は
、
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
十
号
）
の
施
行
の
日
（
令

和
三
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
令
六
・
六
・
一
四
文
科
令
二
一
号
） 

 

(

施
行
期
日)

 

第
一
条 

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。 

(

経
過
措
置)

 

第
二
条 

こ
の
省
令
の
施
行
の
日(

以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。)

以
後
に
学
校
法
人
又
は
私
立
学
校
法

第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
寄
附
行
為
、
合
併
又
は
組
織
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
前
に
当
該
認
可
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
私

立
学
校
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
五
項
第
一
号
並
び
に
第
六
条
第
一
項
第
五
号

ロ(

こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

並
び
に
第
九
条
第
二
項
第
一

号
及
び
第
六
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
私
立
学
校
法
施
行

規
則
第
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
五
項
第
一
号
、
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五

号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
並
び
に
第
五
十
七
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
項
第
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
、

書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 
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第
二
条
第
五
号
ハ
及
び
第
三
条
の
二
の
改
正
規
定
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措

置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
令
三
・
二
・
三
文
科
令
四
号
） 

 

こ
の
省
令
は
、
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
十
号
）
の
施
行
の
日
（
令

和
三
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
令
六
・
六
・
一
四
文
科
令
二
一
号
） 

 

(

施
行
期
日)

 

第
一
条 

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。 

(

経
過
措
置)

 

第
二
条 

こ
の
省
令
の
施
行
の
日(

以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。)

以
後
に
学
校
法
人
又
は
私
立
学
校
法

第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
寄
附
行
為
、
合
併
又
は
組
織
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
前
に
当
該
認
可
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
私

立
学
校
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
五
項
第
一
号
並
び
に
第
六
条
第
一
項
第
五
号

ロ(

こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

並
び
に
第
九
条
第
二
項
第
一

号
及
び
第
六
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
私
立
学
校
法
施
行

規
則
第
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
五
項
第
一
号
、
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五

号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
並
び
に
第
五
十
七
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
項
第
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
、

書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 
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〇 

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
関
す
る
審
査
基
準 

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
一
号 

最
終
改
正 

令
六
・
九
・
二
十
文
科
告
百
三
十 

私
立
学
校
法(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号)

の
規
定
に
基
づ
く
審
査
を
実
施
す
る
た
め
、

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
関
す
る
審
査
基
準(

平
成
十
五
年
文
部

科
学
省
告
示
第
四
十
一
号)
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。 文

部
科
学
大
臣
が
私
立
学
校
法
に
基
づ
き
認
可
す
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の

変
更
の
申
請
に
係
る
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
私
立
学
校
法
そ
の
他
の
法
令
の
ほ
か
、
こ
の
審
査
基

準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

 

第
一 

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
を
認
可
す
る
場
合 

 

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校(

以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。)

を
設
置
す
る
学
校
法
人
の

設
立
に
係
る
寄
附
行
為
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

一 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
等
の
校
地
並
び
に
校
舎
そ
の
他
の
必
要
な
施
設(
以
下
「
施
設
」
と
い
う
。)

及
び

図
書
、
機
械
、
器
具
等
の
設
備(

以
下
「
設
備
」
と
い
う
。)

は
、
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
よ

う
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
学
設
置
基
準(

昭

和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号)

、
高
等
専
門
学
校
設
置
基
準(

昭
和
三
十
六
年
文
部
省

令
第
二
十
三
号)

、
大
学
院
設
置
基
準(

昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号)
、
短
期
大
学

設
置
基
準(

昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号)

、
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準(
昭
和
五
十
六

年
文
部
省
令
第
三
十
三
号)

、
短
期
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準(

昭
和
五
十
七
年
文
部
省
令
第

三
号)

、
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準(

平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号)

、
専
門
職
大
学

設
置
基
準(

平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
三
号)

、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準(
平

成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号)

そ
の
他
の
法
令(

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
お

い
て
総
称
し
て
「
大
学
設
置
基
準
等
」
と
い
う
。)

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

(

二)
 

校
地
は
、
申
請
時
ま
で
に
申
請
者
名
義
の
所
有
権
の
登
記(

以
下
「
自
己
所
有
」
と
い
う
。)

が
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
負
担
附
き
の
土
地
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

ア 

現
物
に
よ
り
負
担
附
き
の
寄
附
を
受
け
た
校
地
で
、
当
該
負
担
が
申
請
者
の
資
産
状
況

等
か
ら
み
て
長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
上
で
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

イ 

開
設
時
以
降
二
十
年(

独
立
大
学
院
大
学(

学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号)

第
百
三
条
に
定
め
る
大
学
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
校
地
に
あ
っ
て
は
、
開
設
時

以
降
十
年
。
ウ
及
び(

四)

に
お
い
て
同
じ
。)

以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
校

地
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

(

ア)
 

地
方
公
共
団
体
、
国
、
独
立
行
政
法
人
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者(

以
下
「
地
方
公

共
団
体
等
」
と
い
う
。)

の
所
有
す
る
土
地
で
、
申
請
時
ま
で
に
貸
付
け
に
つ
い
て
の
議

会
の
議
決
等
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の 

(

イ)
 

地
方
公
共
団
体
等
以
外
の
者
の
所
有
す
る
土
地
で
、
申
請
時
ま
で
に
賃
貸
借
の
契

約
等
が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の 

ウ 

開
設
時
以
降
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な

事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
大
学
等
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
学
校
教
育
法
に
定
め
る
当
該
大
学
等
の
修

業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
校
地
で
あ
っ
て
、
イ

の(

ア)

及
び(

イ)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

(

三)
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
土
地
を
校
地
と
す
る
と
き
の(

二)

の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
校
地
は
、
申
請
時
ま
で
に
自
己
所
有
が
さ
れ
て
い
る
土
地
と
み
な
す
。 

ア 

法
令
の
規
定
に
よ
る
制
限
に
よ
り
、
申
請
時
ま
で
に
所
有
権
の
移
転
登
記
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
土
地
で
、
開
設
時
以
降
確
実
に
登
記
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
も
の 

イ 

地
方
公
共
団
体
等
の
所
有
す
る
土
地
で
、
申
請
時
ま
で
に
譲
渡
に
つ
い
て
の
議
会
の
議

決
等
が
な
さ
れ
、
寄
附
行
為
の
認
可
が
あ
れ
ば
開
設
時
ま
で
に
そ
の
所
有
権
を
取
得
で
き

る
保
証
の
あ
る
も
の 

ウ 

ア
及
び
イ
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
所
有
権
の
移
転
登
記
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別

の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
時
ま
で
に
仮
登
記
さ
れ
、
か
つ
、

開
設
時
以
降
確
実
に
登
記
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
土
地 

(

四)
 

施
設
は
、
自
己
所
有
が
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
負
担
附
き
の
建
物
等
で
な
い
こ
と
。
た

だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

ア 

現
物
に
よ
り
負
担
附
き
の
寄
附
を
受
け
た
施
設
で
、
当
該
負
担
が
申
請
者
の
資
産
状
況

等
か
ら
み
て
長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
上
で
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

イ 

開
設
時
以
降
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

(

ア)
 

地
方
公
共
団
体
等
の
所
有
す
る
建
物
等
で
、
申
請
時
ま
で
に
貸
付
け
に
つ
い
て
の

議
会
の
議
決
等
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の 

(

イ)
 

地
方
公
共
団
体
等
以
外
の
者
の
所
有
す
る
建
物
等
で
、
申
請
時
ま
で
に
賃
貸
借
の

契
約
等
が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の 

ウ 

開
設
時
以
降
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な

事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
大
学
等
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
や
む
を
得
な
い
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〇 

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
関
す
る
審
査
基
準 

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
一
号 

最
終
改
正 

令
六
・
九
・
二
十
文
科
告
百
三
十 

私
立
学
校
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号)

の
規
定
に
基
づ
く
審
査
を
実
施
す
る
た
め
、

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
関
す
る
審
査
基
準(

平
成
十
五
年
文
部

科
学
省
告
示
第
四
十
一
号)

の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。 文

部
科
学
大
臣
が
私
立
学
校
法
に
基
づ
き
認
可
す
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の

変
更
の
申
請
に
係
る
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
私
立
学
校
法
そ
の
他
の
法
令
の
ほ
か
、
こ
の
審
査
基

準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

 

第
一 

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
を
認
可
す
る
場
合 

 

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校(

以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。)

を
設
置
す
る
学
校
法
人
の

設
立
に
係
る
寄
附
行
為
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

一 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
等
の
校
地
並
び
に
校
舎
そ
の
他
の
必
要
な
施
設(

以
下
「
施
設
」
と
い
う
。)

及
び

図
書
、
機
械
、
器
具
等
の
設
備(

以
下
「
設
備
」
と
い
う
。)

は
、
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
よ

う
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
学
設
置
基
準(

昭

和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号)

、
高
等
専
門
学
校
設
置
基
準(

昭
和
三
十
六
年
文
部
省

令
第
二
十
三
号)

、
大
学
院
設
置
基
準(

昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号)

、
短
期
大
学

設
置
基
準(

昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号)

、
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準(

昭
和
五
十
六

年
文
部
省
令
第
三
十
三
号)

、
短
期
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準(

昭
和
五
十
七
年
文
部
省
令
第

三
号)

、
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準(

平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号)

、
専
門
職
大
学

設
置
基
準(

平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
三
号)

、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準(

平

成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号)

そ
の
他
の
法
令(

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
お

い
て
総
称
し
て
「
大
学
設
置
基
準
等
」
と
い
う
。)

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

(

二)
 

校
地
は
、
申
請
時
ま
で
に
申
請
者
名
義
の
所
有
権
の
登
記(

以
下
「
自
己
所
有
」
と
い
う
。)

が
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
負
担
附
き
の
土
地
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

ア 

現
物
に
よ
り
負
担
附
き
の
寄
附
を
受
け
た
校
地
で
、
当
該
負
担
が
申
請
者
の
資
産
状
況

等
か
ら
み
て
長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
上
で
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

イ 

開
設
時
以
降
二
十
年(

独
立
大
学
院
大
学(

学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号)

第
百
三
条
に
定
め
る
大
学
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
校
地
に
あ
っ
て
は
、
開
設
時

以
降
十
年
。
ウ
及
び(

四)

に
お
い
て
同
じ
。)

以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
校

地
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

(

ア)
 

地
方
公
共
団
体
、
国
、
独
立
行
政
法
人
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者(

以
下
「
地
方
公

共
団
体
等
」
と
い
う
。)

の
所
有
す
る
土
地
で
、
申
請
時
ま
で
に
貸
付
け
に
つ
い
て
の
議

会
の
議
決
等
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の 

(

イ)
 

地
方
公
共
団
体
等
以
外
の
者
の
所
有
す
る
土
地
で
、
申
請
時
ま
で
に
賃
貸
借
の
契

約
等
が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の 

ウ 

開
設
時
以
降
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な

事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
大
学
等
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
学
校
教
育
法
に
定
め
る
当
該
大
学
等
の
修

業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
校
地
で
あ
っ
て
、
イ

の(

ア)

及
び(

イ)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

(

三)
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
土
地
を
校
地
と
す
る
と
き
の(

二)

の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
校
地
は
、
申
請
時
ま
で
に
自
己
所
有
が
さ
れ
て
い
る
土
地
と
み
な
す
。 

ア 

法
令
の
規
定
に
よ
る
制
限
に
よ
り
、
申
請
時
ま
で
に
所
有
権
の
移
転
登
記
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
土
地
で
、
開
設
時
以
降
確
実
に
登
記
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
も
の 

イ 

地
方
公
共
団
体
等
の
所
有
す
る
土
地
で
、
申
請
時
ま
で
に
譲
渡
に
つ
い
て
の
議
会
の
議

決
等
が
な
さ
れ
、
寄
附
行
為
の
認
可
が
あ
れ
ば
開
設
時
ま
で
に
そ
の
所
有
権
を
取
得
で
き

る
保
証
の
あ
る
も
の 

ウ 

ア
及
び
イ
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
所
有
権
の
移
転
登
記
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別

の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
時
ま
で
に
仮
登
記
さ
れ
、
か
つ
、

開
設
時
以
降
確
実
に
登
記
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
土
地 

(

四)
 

施
設
は
、
自
己
所
有
が
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
負
担
附
き
の
建
物
等
で
な
い
こ
と
。
た

だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

ア 

現
物
に
よ
り
負
担
附
き
の
寄
附
を
受
け
た
施
設
で
、
当
該
負
担
が
申
請
者
の
資
産
状
況

等
か
ら
み
て
長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
上
で
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

イ 

開
設
時
以
降
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

(

ア)
 

地
方
公
共
団
体
等
の
所
有
す
る
建
物
等
で
、
申
請
時
ま
で
に
貸
付
け
に
つ
い
て
の

議
会
の
議
決
等
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の 

(

イ)
 

地
方
公
共
団
体
等
以
外
の
者
の
所
有
す
る
建
物
等
で
、
申
請
時
ま
で
に
賃
貸
借
の

契
約
等
が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の 

ウ 

開
設
時
以
降
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な

事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
大
学
等
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
や
む
を
得
な
い
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理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
学
校
教
育
法
に
定
め
る
当
該
大
学
等
の
修

業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
イ

の(

ア)

及
び(

イ)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

エ 
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
等
を
対
象
と
し
た
授
業
を
行
う
施
設(

附
属
施
設
を
除
く
。)

で
あ
っ
て
、
学
校
教
育
法
に
定
め
る
当
該
大
学
等
の
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
以
上
に

わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
も
の 

(

五)
 

地
方
公
共
団
体
等
の
所
有
す
る
建
物
等
を
施
設
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
時
ま
で

に
譲
渡
に
つ
い
て
の
議
会
の
議
決
等
が
な
さ
れ
、
寄
附
行
為
の
認
可
が
あ
れ
ば
開
設
時
ま
で

に
そ
の
所
有
権
を
取
得
で
き
る
保
証
が
あ
る
と
き
の(

四)

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

該
施
設
は
、
自
己
所
有
が
さ
れ
て
い
る
建
物
等
と
み
な
す
。 

(

六)
 

設
備
は
、
申
請
者
が
所
有
し
、
か
つ
、
負
担
附
き
の
も
の
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
教

育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

(

七)
 

校
地
は
、
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
よ
う
開
設
時
ま
で
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
。 

(

八)
 

大
学
等(

独
立
大
学
院
大
学
を
除
く
。)
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
、
当
該
整

備
の
計
画
に
照
ら
し
て
二
の(

五)

に
規
定
す
る
設
置
経
費
の
支
払
計
画
が
適
切
に
策
定
さ
れ

て
お
り
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
各

年
次
に
お
い
て
、
整
備
を
し
た
施
設
及
び
設
備
の
全
体
に
対
す
る
割
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
大
学
等
の
種
類
に
応
じ
た
割
合
以
上
と
な
る
よ
う
段
階
的
に
整
備
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

(

九)
 

独
立
大
学
院
大
学
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
、
当
該
整
備
の
計
画
に
照
ら
し

て
二
の(

五)

に
規
定
す
る
設
置
経
費
の
支
払
計
画
が
適
切
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、
教
育
研
究

に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
段
階
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
等(

独
立
大
学
院
大
学
を
除
く
。)

の
校
舎
及
び
設
備(

図
書
等
を
除
く
。(

二)

、
第

二
の
二
の(

三)

及
び
六
の
ア
、
第
四
の
六
の(

二)

の
ア
及
び(

三)

の
イ
並
び
に
別
表
第
一
に

お
い
て
同
じ
。)

の
整
備
に
要
す
る
経
費(

以
下
「
校
舎
等
経
費
」
と
い
う
。)

(

通
信
教
育
に

係
る
も
の
を
除
く
。)

は
、
別
表
第
一
の
一
か
ら
三
ま
で
の
各
表
に
定
め
る
標
準
設
置
経
費
額

以
上
の
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

二)
 

現
物
に
よ
る
寄
附
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
寄
附
に
係
る
校
舎
及
び
設
備
の
価
額

等
、
校
舎
及
び
設
備
が
借
用
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
借
用
に
係
る
校
舎
及
び
設
備
の

評
価
額
等
か
ら
み
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
当
該
校
舎
及
び
設
備
の
価
額
等
又
は
評
価

額
等
の
範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

三)
 

大
学
等
の
図
書
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費
は
、
学
部(

短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に

あ
っ
て
は
、
学
科)

の
種
類
、
規
模
等
に
応
じ
た
必
要
な
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

四)
 

独
立
大
学
院
大
学
の
校
舎
等
経
費
及
び
通
信
教
育
に
係
る
校
舎
等
経
費
は
、
教
育
研
究

上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

五)
 

大
学
等
の
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費(

以
下
「
設
置
経
費
」
と

い
う
。)

の
財
源
は
、
寄
附
金
収
入
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た
資
産
を
充
て
る
も
の
と
し
、
申

請
時
ま
で
に
当
該
設
置
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄
附
金
が
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

六)
 

大
学
等
の
設
置
経
費
の
財
源
と
な
る
寄
附
金
は
、
寄
附
申
込
書
の
ほ
か
、
株
式
会
社
そ

の
他
の
法
人
に
あ
っ
て
は
役
員
会
の
決
議
録
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
、
個
人
に
あ
っ
て
は
寄

附
者
の
収
入
又
は
資
産
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
納
税
証
明
書
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
、
当

該
寄
附
の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

ア 

設
置
し
よ
う
と
す
る
学
校
又
は
専
修
学
校
若
し
く
は
各
種
学
校(

以
下
「
学
校
等
」
と
い

う
。)

へ
の
入
学
又
は
入
園
を
条
件
と
す
る
も
の 

イ 

寄
附
者
が
借
入
金
に
よ
り
調
達
し
た
も
の 

ウ 

寄
附
能
力
が
な
い
者
か
ら
の
も
の 

エ 

施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
係
る
契
約
当
事
者
か
ら
の
も
の 

オ 

そ
の
他
大
学
等
の
設
置
経
費
の
財
源
と
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の 

(

七)
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
寄
附
金
等
は
、(

五)

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
申
請
時
ま
で

に
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
と
み
な
す
。 

ア 

地
方
公
共
団
体
等
の
寄
附
金
又
は
補
助
金
で
あ
っ
て
、
申
請
時
ま
で
に
予
算
に
つ
い
て

の
議
会
の
議
決
等
が
な
さ
れ
、
当
該
寄
附
又
は
補
助
の
事
実
を
確
認
で
き
る
も
の 

イ 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
よ
る
寄
附
金
で
あ
っ
て
、
申
請
時
ま
で

に
寄
附
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
申
請
時
ま
で
に
当
該
寄

附
及
び
そ
の
時
期
に
つ
い
て
の
理
事
会
の
議
決
が
な
さ
れ
、
か
つ
、
申
請
者
の
大
学
等
の

設
置
経
費
の
財
源
の
保
有
状
況
に
照
ら
し
て
資
金
計
画
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も

の 

(

八)
 

大
学
等
の
設
置
経
費
の
財
源
は
、
現
金
、
預
金
又
は
国
債
等
の
有
価
証
券(

設
置
経
費
の

       

第
四
年
次
中 

第
三
年
次
中 

第
二
年
次
中 

第
一
年
次
中 

開
設
時
ま
で 

年 
 

次 

―
 

―
 十

分
の
十 

十
分
の
七 

十
分
の
四 

大
学 

大
学
等
の
種
類
に
応
じ
た
割
合 

―
 

―
 

―
 五

分
の
五 

五
分
の
三 

短
期
大
学 

五
分
の
五 

五
分
の
四 

五
分
の
三 

五
分
の
二 

五
分
の
一 

高
等
専
門
学
校 
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理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
学
校
教
育
法
に
定
め
る
当
該
大
学
等
の
修

業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
イ

の(

ア)

及
び(

イ)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

エ 

実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
等
を
対
象
と
し
た
授
業
を
行
う
施
設(

附
属
施
設
を
除
く
。)

で
あ
っ
て
、
学
校
教
育
法
に
定
め
る
当
該
大
学
等
の
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
以
上
に

わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
も
の 

(

五)
 

地
方
公
共
団
体
等
の
所
有
す
る
建
物
等
を
施
設
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
時
ま
で

に
譲
渡
に
つ
い
て
の
議
会
の
議
決
等
が
な
さ
れ
、
寄
附
行
為
の
認
可
が
あ
れ
ば
開
設
時
ま
で

に
そ
の
所
有
権
を
取
得
で
き
る
保
証
が
あ
る
と
き
の(

四)

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

該
施
設
は
、
自
己
所
有
が
さ
れ
て
い
る
建
物
等
と
み
な
す
。 

(

六)
 

設
備
は
、
申
請
者
が
所
有
し
、
か
つ
、
負
担
附
き
の
も
の
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
教

育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

(

七)
 

校
地
は
、
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
よ
う
開
設
時
ま
で
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
。 

(

八)
 

大
学
等(

独
立
大
学
院
大
学
を
除
く
。)

の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
、
当
該
整

備
の
計
画
に
照
ら
し
て
二
の(

五)

に
規
定
す
る
設
置
経
費
の
支
払
計
画
が
適
切
に
策
定
さ
れ

て
お
り
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
各

年
次
に
お
い
て
、
整
備
を
し
た
施
設
及
び
設
備
の
全
体
に
対
す
る
割
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
大
学
等
の
種
類
に
応
じ
た
割
合
以
上
と
な
る
よ
う
段
階
的
に
整
備
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

(

九)
 

独
立
大
学
院
大
学
の
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
、
当
該
整
備
の
計
画
に
照
ら
し

て
二
の(

五)

に
規
定
す
る
設
置
経
費
の
支
払
計
画
が
適
切
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、
教
育
研
究

に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
段
階
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
等(

独
立
大
学
院
大
学
を
除
く
。)

の
校
舎
及
び
設
備(

図
書
等
を
除
く
。(

二)

、
第

二
の
二
の(

三)

及
び
六
の
ア
、
第
四
の
六
の(

二)

の
ア
及
び(

三)

の
イ
並
び
に
別
表
第
一
に

お
い
て
同
じ
。)

の
整
備
に
要
す
る
経
費(

以
下
「
校
舎
等
経
費
」
と
い
う
。)

(

通
信
教
育
に

係
る
も
の
を
除
く
。)

は
、
別
表
第
一
の
一
か
ら
三
ま
で
の
各
表
に
定
め
る
標
準
設
置
経
費
額

以
上
の
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

二)
 

現
物
に
よ
る
寄
附
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
寄
附
に
係
る
校
舎
及
び
設
備
の
価
額

等
、
校
舎
及
び
設
備
が
借
用
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
借
用
に
係
る
校
舎
及
び
設
備
の

評
価
額
等
か
ら
み
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
当
該
校
舎
及
び
設
備
の
価
額
等
又
は
評
価

額
等
の
範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

三)
 

大
学
等
の
図
書
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費
は
、
学
部(

短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に

あ
っ
て
は
、
学
科)

の
種
類
、
規
模
等
に
応
じ
た
必
要
な
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

四)
 

独
立
大
学
院
大
学
の
校
舎
等
経
費
及
び
通
信
教
育
に
係
る
校
舎
等
経
費
は
、
教
育
研
究

上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

五)
 

大
学
等
の
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費(

以
下
「
設
置
経
費
」
と

い
う
。)

の
財
源
は
、
寄
附
金
収
入
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た
資
産
を
充
て
る
も
の
と
し
、
申

請
時
ま
で
に
当
該
設
置
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄
附
金
が
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

六)
 

大
学
等
の
設
置
経
費
の
財
源
と
な
る
寄
附
金
は
、
寄
附
申
込
書
の
ほ
か
、
株
式
会
社
そ

の
他
の
法
人
に
あ
っ
て
は
役
員
会
の
決
議
録
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
、
個
人
に
あ
っ
て
は
寄

附
者
の
収
入
又
は
資
産
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
納
税
証
明
書
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
、
当

該
寄
附
の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

ア 

設
置
し
よ
う
と
す
る
学
校
又
は
専
修
学
校
若
し
く
は
各
種
学
校(

以
下
「
学
校
等
」
と
い

う
。)

へ
の
入
学
又
は
入
園
を
条
件
と
す
る
も
の 

イ 

寄
附
者
が
借
入
金
に
よ
り
調
達
し
た
も
の 

ウ 

寄
附
能
力
が
な
い
者
か
ら
の
も
の 

エ 

施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
係
る
契
約
当
事
者
か
ら
の
も
の 

オ 

そ
の
他
大
学
等
の
設
置
経
費
の
財
源
と
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の 

(

七)
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
寄
附
金
等
は
、(

五)

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
申
請
時
ま
で

に
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
と
み
な
す
。 

ア 

地
方
公
共
団
体
等
の
寄
附
金
又
は
補
助
金
で
あ
っ
て
、
申
請
時
ま
で
に
予
算
に
つ
い
て

の
議
会
の
議
決
等
が
な
さ
れ
、
当
該
寄
附
又
は
補
助
の
事
実
を
確
認
で
き
る
も
の 

イ 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
に
よ
る
寄
附
金
で
あ
っ
て
、
申
請
時
ま
で

に
寄
附
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
申
請
時
ま
で
に
当
該
寄

附
及
び
そ
の
時
期
に
つ
い
て
の
理
事
会
の
議
決
が
な
さ
れ
、
か
つ
、
申
請
者
の
大
学
等
の

設
置
経
費
の
財
源
の
保
有
状
況
に
照
ら
し
て
資
金
計
画
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も

の 

(

八)
 

大
学
等
の
設
置
経
費
の
財
源
は
、
現
金
、
預
金
又
は
国
債
等
の
有
価
証
券(

設
置
経
費
の

       

第
四
年
次
中 

第
三
年
次
中 

第
二
年
次
中 

第
一
年
次
中 

開
設
時
ま
で 

年 
 

次 

―
 

―
 十

分
の
十 

十
分
の
七 

十
分
の
四 

大
学 

大
学
等
の
種
類
に
応
じ
た
割
合 

―
 

―
 

―
 五

分
の
五 

五
分
の
三 

短
期
大
学 

五
分
の
五 

五
分
の
四 

五
分
の
三 

五
分
の
二 

五
分
の
一 

高
等
専
門
学
校 
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支
払
時
期
ま
で
に
満
期
日
が
到
来
し
、
額
面
金
額
が
償
還
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。)

に
よ
り
保

有
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三 
経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
等(

独
立
大
学
院
大
学
を
除
く
。)

の
開
設
年
度
の
経
常
経
費
は
、
別
表
第
二
に
定

め
る
標
準
経
常
経
費
額
以
上
の
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

二)
 

独
立
大
学
院
大
学
の
開
設
年
度
の
経
常
経
費
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

三)
 

大
学
等
の
開
設
年
度
の
経
常
経
費
の
財
源
は
、
寄
附
金
収
入
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た

資
産
を
充
て
る
も
の
と
し
、
申
請
時
ま
で
に
開
設
年
度
の
経
常
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄
附

金
が
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

四)
 

大
学
等
の
開
設
年
度
の
翌
年
度
か
ら
完
成
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
経
常
経
費
の

資
金
計
画
の
財
源
は
学
生
納
付
金
収
入
、
寄
附
金
収
入
、
資
産
運
用
収
入
そ
の
他
の
確
実
に

収
納
さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る
資
金
を
充
て
る
も
の
と
し
、
原
則
と
し
て
、
借
入
金
を
充
て
る

も
の
で
な
い
こ
と
。 

(

五)
 

経
常
経
費
の
資
金
計
画
の
財
源
と
な
る
学
生
納
付
金
収
入
は
、
そ
の
算
出
根
拠
と
な
る

単
価
及
び
学
生
数
が
、
次
に
定
め
る
事
項
に
関
す
る
妥
当
な
資
料
の
分
析
に
よ
り
合
理
的
に

算
定
さ
れ
て
お
り
、
確
実
に
収
納
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

ア 

大
学
等
に
入
学
を
希
望
す
る
者
の
数
に
関
す
る
長
期
的
な
動
向
及
び
設
置
す
る
大
学
等

に
お
い
て
育
成
し
よ
う
と
す
る
人
材
の
需
要
の
動
向 

イ 

設
置
す
る
大
学
等
と
競
合
す
る
大
学
等
に
お
け
る
収
容
定
員
の
充
足
の
状
況
及
び
そ
の

見
通
し
に
関
す
る
調
査
の
結
果 

ウ 

学
生
募
集
に
関
す
る
取
組
の
効
果 

(

六)
 

校
地
及
び
校
舎
が
借
用
の
場
合
に
は
、(

三)

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
、

申
請
時
ま
で
に
大
学
等
の
開
設
年
度
か
ら
完
成
年
度
ま
で
の
経
常
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄

附
金
が
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

七)
 

経
常
経
費
の
財
源
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
二
の(

六)

か
ら(

八)

ま
で
の
規
定
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
二
の(

七)

中
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
、「
三
の(

三)

」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 

四 

役
員
等
に
つ
い
て 

(

一)
 

理
事
及
び
監
事
は
、
他
の
学
校
法
人
の
理
事
又
は
監
事
を
四
以
上
兼
ね
て
い
な
い
者
で

あ
る
こ
と
。 

(

二)
 

理
事
長
は
、
学
校
法
人
の
業
務
の
全
般
に
つ
い
て
主
導
的
な
役
割
等
を
果
た
す
た
め
に

必
要
な
知
識
又
は
経
験
を
有
し
、
そ
の
職
務
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ

る
者
で
あ
る
こ
と
。 

(

三)
 

理
事
長
は
、
他
の
学
校
法
人
の
理
事
長
を
二
以
上
兼
ね
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。 

(

四)
 

役
員
の
構
成
は
、
教
育
研
究
実
施
組
織
と
の
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
可
能
な

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

(

五)
 

理
事
会
の
運
営
は
、
理
事
相
互
間
の
情
報
及
び
意
見
の
交
換
の
機
会
が
適
切
に
確
保
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

(

六)
 

監
事
の
業
務
に
対
す
る
支
援
体
制
は
、
適
切
に
構
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

(

七)
 

学
校
法
人
の
事
務
局
長
そ
の
他
の
幹
部
職
員
は
、
そ
の
職
務
に
専
念
で
き
る
者
で
あ
る

こ
と
。 

(

八)
 

学
校
法
人
の
事
務
局
長
そ
の
他
の
幹
部
職
員
の
構
成
は
、
役
員
の
配
偶
者
又
は
親
族
等

に
偏
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

(

九)
 

学
校
法
人
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
設
置
す
る
大
学
等
の
規
模
に
応
じ
た
専
任
の
職

員
を
置
く
適
切
な
事
務
組
織
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

十)
 

学
校
法
人
の
管
理
運
営
上
必
要
な
諸
規
程
の
整
備
そ
の
他
大
学
等
を
設
置
す
る
学
校
法

人
に
ふ
さ
わ
し
い
管
理
運
営
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

五 

そ
の
他 

(

一)
 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
が
、

私
立
学
校
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
申
請
に
お
い
て
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
の
あ
っ
た

者
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
が
判
明
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
以
内
で
相
当
と
認
め
る
期
間

(
(

二)

に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。)

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
認
可
を
し
な
い
こ
と
。 

(

二)
 
(

一)

の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
者
が
、
特
定
期
間
を
経
過
し
た
後
に
申
請
を
す
る
場
合

は
、
再
発
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

第
二 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為

の
変
更
を
認
可
す
る
場
合 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為
の

変
更
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

一 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て 

(

一)
 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
一
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
一
の
一
の(

八)

及
び(

九)

中
「
二
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
、「
第
一
の
二
の

(
五)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

二)
 

当
該
学
校
法
人
が
既
に
設
置
し
て
い
る
学
校
等(

以
下
「
既
設
の
学
校
等
」
と
い
う
。)

に
係
る
教
育
事
業
そ
の
他
の
事
業
に
お
い
て
使
用
す
る
施
設
及
び
設
備
で
あ
っ
て
、
教
育
又

は
研
究
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
施
設
及
び
設
備
の
転
用
又
は

共
用(

以
下
「
転
共
用
」
と
い
う
。)

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 
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支
払
時
期
ま
で
に
満
期
日
が
到
来
し
、
額
面
金
額
が
償
還
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。)

に
よ
り
保

有
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
等(

独
立
大
学
院
大
学
を
除
く
。)

の
開
設
年
度
の
経
常
経
費
は
、
別
表
第
二
に
定

め
る
標
準
経
常
経
費
額
以
上
の
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

二)
 

独
立
大
学
院
大
学
の
開
設
年
度
の
経
常
経
費
は
、
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
。 

(

三)
 

大
学
等
の
開
設
年
度
の
経
常
経
費
の
財
源
は
、
寄
附
金
収
入
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た

資
産
を
充
て
る
も
の
と
し
、
申
請
時
ま
で
に
開
設
年
度
の
経
常
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄
附

金
が
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

四)
 

大
学
等
の
開
設
年
度
の
翌
年
度
か
ら
完
成
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
経
常
経
費
の

資
金
計
画
の
財
源
は
学
生
納
付
金
収
入
、
寄
附
金
収
入
、
資
産
運
用
収
入
そ
の
他
の
確
実
に

収
納
さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る
資
金
を
充
て
る
も
の
と
し
、
原
則
と
し
て
、
借
入
金
を
充
て
る

も
の
で
な
い
こ
と
。 

(

五)
 

経
常
経
費
の
資
金
計
画
の
財
源
と
な
る
学
生
納
付
金
収
入
は
、
そ
の
算
出
根
拠
と
な
る

単
価
及
び
学
生
数
が
、
次
に
定
め
る
事
項
に
関
す
る
妥
当
な
資
料
の
分
析
に
よ
り
合
理
的
に

算
定
さ
れ
て
お
り
、
確
実
に
収
納
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

ア 

大
学
等
に
入
学
を
希
望
す
る
者
の
数
に
関
す
る
長
期
的
な
動
向
及
び
設
置
す
る
大
学
等

に
お
い
て
育
成
し
よ
う
と
す
る
人
材
の
需
要
の
動
向 

イ 

設
置
す
る
大
学
等
と
競
合
す
る
大
学
等
に
お
け
る
収
容
定
員
の
充
足
の
状
況
及
び
そ
の

見
通
し
に
関
す
る
調
査
の
結
果 

ウ 

学
生
募
集
に
関
す
る
取
組
の
効
果 

(

六)
 

校
地
及
び
校
舎
が
借
用
の
場
合
に
は
、(

三)

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
、

申
請
時
ま
で
に
大
学
等
の
開
設
年
度
か
ら
完
成
年
度
ま
で
の
経
常
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄

附
金
が
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

七)
 

経
常
経
費
の
財
源
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
二
の(

六)

か
ら(

八)

ま
で
の
規
定
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
二
の(

七)

中
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
、「
三
の(

三)

」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 

四 

役
員
等
に
つ
い
て 

(

一)
 

理
事
及
び
監
事
は
、
他
の
学
校
法
人
の
理
事
又
は
監
事
を
四
以
上
兼
ね
て
い
な
い
者
で

あ
る
こ
と
。 

(

二)
 

理
事
長
は
、
学
校
法
人
の
業
務
の
全
般
に
つ
い
て
主
導
的
な
役
割
等
を
果
た
す
た
め
に

必
要
な
知
識
又
は
経
験
を
有
し
、
そ
の
職
務
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ

る
者
で
あ
る
こ
と
。 

(

三)
 

理
事
長
は
、
他
の
学
校
法
人
の
理
事
長
を
二
以
上
兼
ね
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。 

(

四)
 

役
員
の
構
成
は
、
教
育
研
究
実
施
組
織
と
の
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
可
能
な

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

(

五)
 

理
事
会
の
運
営
は
、
理
事
相
互
間
の
情
報
及
び
意
見
の
交
換
の
機
会
が
適
切
に
確
保
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

(

六)
 

監
事
の
業
務
に
対
す
る
支
援
体
制
は
、
適
切
に
構
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

(

七)
 

学
校
法
人
の
事
務
局
長
そ
の
他
の
幹
部
職
員
は
、
そ
の
職
務
に
専
念
で
き
る
者
で
あ
る

こ
と
。 

(

八)
 

学
校
法
人
の
事
務
局
長
そ
の
他
の
幹
部
職
員
の
構
成
は
、
役
員
の
配
偶
者
又
は
親
族
等

に
偏
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

(

九)
 

学
校
法
人
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
設
置
す
る
大
学
等
の
規
模
に
応
じ
た
専
任
の
職

員
を
置
く
適
切
な
事
務
組
織
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

十)
 

学
校
法
人
の
管
理
運
営
上
必
要
な
諸
規
程
の
整
備
そ
の
他
大
学
等
を
設
置
す
る
学
校
法

人
に
ふ
さ
わ
し
い
管
理
運
営
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

五 

そ
の
他 

(

一)
 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
が
、

私
立
学
校
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
申
請
に
お
い
て
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
の
あ
っ
た

者
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
が
判
明
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
以
内
で
相
当
と
認
め
る
期
間

(
(

二)

に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。)

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
認
可
を
し
な
い
こ
と
。 

(

二)
 
(

一)

の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
者
が
、
特
定
期
間
を
経
過
し
た
後
に
申
請
を
す
る
場
合

は
、
再
発
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

第
二 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為

の
変
更
を
認
可
す
る
場
合 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為
の

変
更
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

一 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て 

(

一)
 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
一
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
一
の
一
の(

八)

及
び(

九)

中
「
二
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
、「
第
一
の
二
の

(

五)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

二)
 

当
該
学
校
法
人
が
既
に
設
置
し
て
い
る
学
校
等(

以
下
「
既
設
の
学
校
等
」
と
い
う
。)

に
係
る
教
育
事
業
そ
の
他
の
事
業
に
お
い
て
使
用
す
る
施
設
及
び
設
備
で
あ
っ
て
、
教
育
又

は
研
究
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
施
設
及
び
設
備
の
転
用
又
は

共
用(

以
下
「
転
共
用
」
と
い
う
。)

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 
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(

一)
 

大
学
等
の
設
置
経
費
の
財
源
は
、
寄
附
金
収
入
、
資
産
売
却
収
入
そ
の
他
学
校
法
人
の

負
債
と
な
ら
な
い
収
入
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た
資
産(

以
下
「
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
い

う
。)

を
充
て
る
も
の
と
し
、
申
請
時
ま
で
に
当
該
設
置
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄
附
金
等
の

資
産
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
。 

(

二)
 

大
学
等
の
設
置
経
費
及
び
開
設
年
度
の
経
常
経
費(

以
下
「
設
置
経
費
等
」
と
い
う
。)

に
相
当
す
る
額
の
寄
附
金
等
の
資
産
を
保
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
大
学
等
の
設
置
経
費
の

財
源
に
借
入
金
を
充
て
て
も
差
し
支
え
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
借
入
金
の
額
は
、
当
該
設
置

経
費
等
の
額
の
二
分
の
一
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

(

三)
 

既
設
の
学
校
等
の
施
設
及
び
設
備
の
転
共
用
を
す
る
場
合
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
と

き
は
、
当
該
施
設
及
び
設
備
の
帳
簿
価
額
等
の
範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

ア 

転
共
用
を
す
る
施
設
及
び
設
備
が
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

イ 

転
共
用
を
す
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
の
た
め
に
し
た
借
入
金(

転
共
用
を
す
る
施
設

の
整
備
の
た
め
に
し
た
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
の
自
己
資
金
率(

当
該
転
共
用

を
す
る
施
設
の
帳
簿
価
額
に
対
す
る
当
該
帳
簿
価
額
か
ら
当
該
借
入
金
の
残
額
を
減
じ
た

額
の
割
合
を
い
う
。)

が
大
学
等
に
お
け
る
当
該
施
設
の
使
用
割
合(

当
該
施
設
の
全
体
の

面
積
に
対
す
る
大
学
等
に
お
い
て
使
用
す
る
面
積
の
割
合(
当
該
施
設
を
他
の
大
学
等
と

共
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
大
学
等
に
お
い
て
使
用
す
る
面
積
に
よ
り
按
分
し
た
も
の

の
割
合)

を
い
う
。)

を
下
回
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。)

が
償
還
中
で
あ
る
場
合
に
は
、

次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。 

(

ア)
 

当
該
借
入
金
の
額
と
設
置
経
費
等
に
充
て
る
借
入
金
の
額
と
の
合
計
額
が
設
置

経
費
等
の
額
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

(

イ)
 

申
請
時
に
お
い
て
、
当
該
借
入
金
に
相
当
す
る
額
の
財
源
と
し
て
、
寄
附
金
等
の

資
産
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
。 

(

ウ)
 

申
請
者
の
資
産
状
況
等
か
ら
み
て
当
該
借
入
金
に
対
す
る
適
正
な
償
還
計
画
が

策
定
さ
れ
、
か
つ
、
転
共
用
を
す
る
施
設
及
び
設
備
の
帳
簿
価
額
が
当
該
借
入
金
の
残

額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
。 

(

四)
 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
係
る
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
二(

(

五)

を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
「
へ
の
」
と
あ
る

の
は
「
及
び
既
設
の
学
校
等
へ
の
」
と
、
第
一
の
二
の(

七)

中
「
寄
附
金
等
」
と
あ
る
の
は

「
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
、「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
二
の(

一)

」
と
、「
収
納
さ
れ
て

い
る
寄
附
金
」
と
あ
る
の
は
「
保
有
し
て
い
る
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

三 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
等
の
開
設
年
度
の
経
常
経
費
の
財
源
は
、
寄
附
金
等
の
資
産
を
充
て
る
も
の
と
し
、

申
請
時
ま
で
に
開
設
年
度
の
経
常
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄
附
金
等
の
資
産
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
。 

(

二)
 

二
の(

二)

の
規
定
は
、
大
学
等
の
経
常
経
費
の
財
源
に
借
入
金
を
充
て
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

(

三)
 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
係
る
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
三(

(

三)

を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
三
の(

五)

の
ウ
中
「
学
生
募
集
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
の
五
の(

一)

に
規
定
す
る
既
設
の
大
学
等
に
お
け
る
収
容
定
員
の
充
足
の

状
況
及
び
そ
の
見
通
し
並
び
に
学
生
募
集
」
と
、
第
一
の
三
の(

六)

中
「(

三)

」
と
あ
る
の

は
「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
、「
寄
附
金
が
収
納
さ
れ
て
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
金
等
の
資
産

を
保
有
し
て
」
と
、
第
一
の
三
の(

七)

中
「
二
の(

六)

」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

六)

」

と
、「
二
の(

七)

中
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
、「
三
の(

三)

」
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
「
へ
の
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
既
設
の
学
校
等
へ
の
」
と
、
第
一
の
二
の(

七)

中
「
寄

附
金
等
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
、「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
三
の(

一)

」

と
、
「
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
」
と
あ
る
の
は
「
保
有
し
て
い
る
寄
附
金
等
の
資
産
」
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

四 

役
員
等
に
つ
い
て 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

五 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て 

(

一)
 

当
該
学
校
法
人
が
既
に
設
置
し
て
い
る
大
学
等(

以
下
「
既
設
の
大
学
等
」
と
い
う
。)

の
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
一
の(

一)

の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

二)
 

既
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
又
は
学
科
（
大
学
設
置
基
準
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
学
部

等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
及
び
短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
学

科
連
係
課
程
実
施
学
科
を
除
く
。
第
五
の
一
の(

三)

、
二
の(

三)

及
び
三
の(

三)

に
お
い
て

同
じ
。
）
の
収
容
定
員
充
足
率
（
当
該
認
可
の
申
請
を
す
る
年
度
の
五
月
一
日
現
在
の
収
容
定

員
（
通
信
教
育
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
数
（
設
置
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
を
経
過

し
て
い
な
い
学
部
若
し
く
は
学
科
又
は
収
容
定
員
を
変
更
し
た
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年

数
（
編
入
学
定
員
を
変
更
し
た
学
部
又
は
学
科
に
あ
っ
て
は
、
当
該
学
部
又
は
学
科
の
修
業

年
限
に
相
当
す
る
年
数
と
編
入
学
定
員
を
設
け
て
い
る
年
次
の
年
数
と
の
差
に
相
当
す
る
年

数
に
一
年
を
加
え
た
年
数
）
を
経
過
し
て
い
な
い
学
部
若
し
く
は
学
科
に
つ
い
て
は
、
修
業

年
限
に
お
け
る
年
次
別
に
区
分
し
た
入
学
定
員
（
大
学
が
編
入
学
定
員
を
設
け
て
い
る
場
合

に
お
け
る
編
入
学
定
員
を
設
け
て
い
る
年
次
以
上
の
年
次
に
あ
っ
て
は
、
入
学
定
員
と
編
入

学
定
員
の
合
計
数
）
に
相
当
す
る
数
の
合
計
の
数
）
に
対
す
る
学
生
（
通
信
教
育
に
係
る
課

程
に
在
籍
す
る
者
を
除
く
。
）
の
数
の
割
合
（
当
該
割
合
の
小
数
点
以
下
二
位
未
満
の
端
数
を

生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
を
い
い
、
大
学
に
置
か
れ
る
学
部
の
学
科
ご
と
に
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(

一)
 

大
学
等
の
設
置
経
費
の
財
源
は
、
寄
附
金
収
入
、
資
産
売
却
収
入
そ
の
他
学
校
法
人
の

負
債
と
な
ら
な
い
収
入
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た
資
産(

以
下
「
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
い

う
。)

を
充
て
る
も
の
と
し
、
申
請
時
ま
で
に
当
該
設
置
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄
附
金
等
の

資
産
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
。 

(

二)
 

大
学
等
の
設
置
経
費
及
び
開
設
年
度
の
経
常
経
費(

以
下
「
設
置
経
費
等
」
と
い
う
。)

に
相
当
す
る
額
の
寄
附
金
等
の
資
産
を
保
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
大
学
等
の
設
置
経
費
の

財
源
に
借
入
金
を
充
て
て
も
差
し
支
え
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
借
入
金
の
額
は
、
当
該
設
置

経
費
等
の
額
の
二
分
の
一
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

(

三)
 

既
設
の
学
校
等
の
施
設
及
び
設
備
の
転
共
用
を
す
る
場
合
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
と

き
は
、
当
該
施
設
及
び
設
備
の
帳
簿
価
額
等
の
範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

ア 

転
共
用
を
す
る
施
設
及
び
設
備
が
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

イ 

転
共
用
を
す
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
の
た
め
に
し
た
借
入
金(

転
共
用
を
す
る
施
設

の
整
備
の
た
め
に
し
た
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
の
自
己
資
金
率(

当
該
転
共
用

を
す
る
施
設
の
帳
簿
価
額
に
対
す
る
当
該
帳
簿
価
額
か
ら
当
該
借
入
金
の
残
額
を
減
じ
た

額
の
割
合
を
い
う
。)

が
大
学
等
に
お
け
る
当
該
施
設
の
使
用
割
合(

当
該
施
設
の
全
体
の

面
積
に
対
す
る
大
学
等
に
お
い
て
使
用
す
る
面
積
の
割
合(

当
該
施
設
を
他
の
大
学
等
と

共
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
大
学
等
に
お
い
て
使
用
す
る
面
積
に
よ
り
按
分
し
た
も
の

の
割
合)

を
い
う
。)

を
下
回
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。)

が
償
還
中
で
あ
る
場
合
に
は
、

次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。 

(

ア)
 

当
該
借
入
金
の
額
と
設
置
経
費
等
に
充
て
る
借
入
金
の
額
と
の
合
計
額
が
設
置

経
費
等
の
額
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。 

(

イ)
 

申
請
時
に
お
い
て
、
当
該
借
入
金
に
相
当
す
る
額
の
財
源
と
し
て
、
寄
附
金
等
の

資
産
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
。 

(

ウ)
 

申
請
者
の
資
産
状
況
等
か
ら
み
て
当
該
借
入
金
に
対
す
る
適
正
な
償
還
計
画
が

策
定
さ
れ
、
か
つ
、
転
共
用
を
す
る
施
設
及
び
設
備
の
帳
簿
価
額
が
当
該
借
入
金
の
残

額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
。 

(

四)
 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
係
る
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
二(

(

五)

を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
「
へ
の
」
と
あ
る

の
は
「
及
び
既
設
の
学
校
等
へ
の
」
と
、
第
一
の
二
の(

七)

中
「
寄
附
金
等
」
と
あ
る
の
は

「
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
、「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
二
の(

一)

」
と
、「
収
納
さ
れ
て

い
る
寄
附
金
」
と
あ
る
の
は
「
保
有
し
て
い
る
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

三 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
等
の
開
設
年
度
の
経
常
経
費
の
財
源
は
、
寄
附
金
等
の
資
産
を
充
て
る
も
の
と
し
、

申
請
時
ま
で
に
開
設
年
度
の
経
常
経
費
に
相
当
す
る
額
の
寄
附
金
等
の
資
産
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
。 

(

二)
 

二
の(

二)

の
規
定
は
、
大
学
等
の
経
常
経
費
の
財
源
に
借
入
金
を
充
て
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

(

三)
 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
係
る
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
三(

(

三)

を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
三
の(

五)

の
ウ
中
「
学
生
募
集
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
の
五
の(

一)

に
規
定
す
る
既
設
の
大
学
等
に
お
け
る
収
容
定
員
の
充
足
の

状
況
及
び
そ
の
見
通
し
並
び
に
学
生
募
集
」
と
、
第
一
の
三
の(

六)

中
「(

三)

」
と
あ
る
の

は
「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
、「
寄
附
金
が
収
納
さ
れ
て
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
金
等
の
資
産

を
保
有
し
て
」
と
、
第
一
の
三
の(

七)

中
「
二
の(

六)

」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

六)

」

と
、「
二
の(

七)

中
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
、「
三
の(

三)

」
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
「
へ
の
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
既
設
の
学
校
等
へ
の
」
と
、
第
一
の
二
の(

七)

中
「
寄

附
金
等
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
、「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
三
の(

一)

」

と
、
「
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
」
と
あ
る
の
は
「
保
有
し
て
い
る
寄
附
金
等
の
資
産
」
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

四 

役
員
等
に
つ
い
て 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

五 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て 

(

一)
 

当
該
学
校
法
人
が
既
に
設
置
し
て
い
る
大
学
等(

以
下
「
既
設
の
大
学
等
」
と
い
う
。)

の
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
一
の(

一)

の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

二)
 

既
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
又
は
学
科
（
大
学
設
置
基
準
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
学
部

等
連
係
課
程
実
施
基
本
組
織
及
び
短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
学

科
連
係
課
程
実
施
学
科
を
除
く
。
第
五
の
一
の(

三)

、
二
の(

三)

及
び
三
の(

三)

に
お
い
て

同
じ
。
）
の
収
容
定
員
充
足
率
（
当
該
認
可
の
申
請
を
す
る
年
度
の
五
月
一
日
現
在
の
収
容
定

員
（
通
信
教
育
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
数
（
設
置
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
を
経
過

し
て
い
な
い
学
部
若
し
く
は
学
科
又
は
収
容
定
員
を
変
更
し
た
後
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年

数
（
編
入
学
定
員
を
変
更
し
た
学
部
又
は
学
科
に
あ
っ
て
は
、
当
該
学
部
又
は
学
科
の
修
業

年
限
に
相
当
す
る
年
数
と
編
入
学
定
員
を
設
け
て
い
る
年
次
の
年
数
と
の
差
に
相
当
す
る
年

数
に
一
年
を
加
え
た
年
数
）
を
経
過
し
て
い
な
い
学
部
若
し
く
は
学
科
に
つ
い
て
は
、
修
業

年
限
に
お
け
る
年
次
別
に
区
分
し
た
入
学
定
員
（
大
学
が
編
入
学
定
員
を
設
け
て
い
る
場
合

に
お
け
る
編
入
学
定
員
を
設
け
て
い
る
年
次
以
上
の
年
次
に
あ
っ
て
は
、
入
学
定
員
と
編
入

学
定
員
の
合
計
数
）
に
相
当
す
る
数
の
合
計
の
数
）
に
対
す
る
学
生
（
通
信
教
育
に
係
る
課

程
に
在
籍
す
る
者
を
除
く
。
）
の
数
の
割
合
（
当
該
割
合
の
小
数
点
以
下
二
位
未
満
の
端
数
を

生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
を
い
い
、
大
学
に
置
か
れ
る
学
部
の
学
科
ご
と
に
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修
業
年
限
が
異
な
る
場
合
は
学
科
に
つ
い
て
、
短
期
大
学
に
置
か
れ
る
学
科
の
専
攻
課
程
ご

と
に
修
業
年
限
が
異
な
る
場
合
は
専
攻
課
程
に
つ
い
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）

が
、
〇
・
五
を
上
回
る
こ
と
。 

 

(

三)
 

既
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
又
は
学
科
の
収
容
定
員
充
足
率
が
著
し
く
高
い
も
の
で
な
い

こ
と
。 

(

四)
 

既
設
の
大
学
等
又
は
既
設
の
大
学
等
に
既
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
等(

大
学
等
に
置
く

学
部
、
学
科
、
大
学
院
又
は
大
学
院
の
研
究
科
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

(

以
下
「
既
設
の
学

部
等
」
と
い
う
。)
に
、
第
一
か
ら
第
四
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
を
受
け
、
開
設
後
学
校

教
育
法
に
定
め
る
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
、
当

該
認
可
に
係
る
大
学
等
又
は
学
部
等
の
設
置
に
関
す
る
計
画
が
確
実
に
履
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
。 

(

五)
 

既
設
の
学
校
等
の
た
め
に
し
た
借
入
金
そ
の
他
の
負
債
は
、
適
正
な
償
還
計
画
が
策
定

さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
償
還
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

六)
 

学
校
法
人
の
負
債
の
状
況
に
つ
い
て
、
開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
末
日
に
お
け
る
負
債

率(

総
資
産
額
に
対
す
る
前
受
金
を
除
く
総
負
債
額(

設
置
経
費
等
に
借
入
金
を
充
て
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
借
入
金
を
含
む
。)

の
割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

は
、
〇
・
二
五
以
下

で
あ
る
こ
と
。 

(

七)
 

開
設
年
度
の
前
々
年
度
及
び
開
設
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
三
年
前
の
年
の
四
月
一

日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
が
零
を
上
回
っ
て
お
り
、
か

つ
、
開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
完
成
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
が
零
を
上
回
る
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、(
六)

の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
負
債
率
は
、
〇
・
三
三
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

(

八)
 

校
地
の
再
評
価(

校
地
に
つ
い
て
、
次
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
評
価
を
行
い
、

当
該
校
地
の
価
額
を
算
出
す
る
こ
と
を
い
う
。)

を
行
っ
た
後
の
総
資
産
額
に
よ
り
算
出
し
た

場
合
に
お
け
る
負
債
率
が
〇
・
二
五
以
下
で
あ
る
と
き
の(

六)

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

負
債
率
は
、
〇
・
二
五
以
下
で
あ
る
と
み
な
す
。 

ア 

不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
評
価
に
よ
る
も
の 

イ 

地
価
公
示
法(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号)

第
六
条
第
二
号
に
定
め
る
標
準
地
の

単
位
面
積
当
た
り
の
価
格
に
基
づ
き
算
出
す
る
も
の(

再
評
価
の
対
象
と
な
る
土
地
が
標

準
地
又
は
そ
の
隣
接
地
で
あ
る
場
合
に
限
る
。)

 

ウ 

国
土
利
用
計
画
法
施
行
令(

昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
七
号)

第
九
条
に
定
め
る

基
準
地
の
単
位
面
積
当
た
り
の
標
準
価
格
に
基
づ
き
算
出
す
る
も
の(

再
評
価
の
対
象
と

な
る
土
地
が
基
準
地
又
は
そ
の
隣
接
地
で
あ
る
場
合
に
限
る
。)

 

エ 

相
続
税
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号)

に
よ
る
路
線
価
及
び
そ
の
財
産
評
価
の

方
式
に
基
づ
き
算
出
す
る
も
の 

(

九)
 

既
設
の
学
校
等
の
た
め
の
負
債
に
係
る
償
還
計
画
に
お
い
て
、
開
設
年
度
の
初
日
の
属

す
る
年
の
三
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
か
ら
完
成
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け

る
負
債
償
還
率(

借
入
金
等
返
済
支
出
か
ら
短
期
借
入
金(

当
該
借
入
れ
を
行
う
年
度
内
に
償

還
期
限
が
到
来
す
る
も
の
に
限
る
。)

に
係
る
支
出
を
控
除
し
た
も
の
の
額
と
借
入
金
等
利
息

支
出
の
額
と
の
合
計
額
が
事
業
活
動
収
入
の
額
に
占
め
る
割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

が
〇
・

二
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

(

十)
 

余
裕
金
等
に
よ
り
借
入
金
の
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、

借
入
金
等
返
済
支
出
か
ら
当
該
借
入
金
の
元
本
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
額
に
よ
り
算

出
し
た
場
合
に
お
け
る
負
債
償
還
率
が
〇
・
二
以
下
で
あ
る
と
き
の(

九)

の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
負
債
償
還
率
は
、
〇
・
二
以
下
で
あ
る
と
み
な
す
。 

(

十
一)

 

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
私
立
学
校
振
興
助
成
法(

昭
和
五
十
年
法
律
第
六

十
一
号)

の
規
定
に
よ
る
補
助
金(

以
下(

十
一)

に
お
い
て
単
に
「
補
助
金
」
と
い
う
。)

の
交

付
を
受
け
、
又
は
補
助
金
の
他
の
用
途
へ
の
使
用
そ
の
他
補
助
金
の
交
付
条
件
に
違
反
し
た

こ
と
に
よ
り
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

昭
和
三
十
年
法
律

第
百
七
十
九
号)

第
十
八
条
又
は
第
十
九
条(

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法(

平
成
九

年
法
律
第
四
十
八
号)

第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
返

還
又
は
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
履
行
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
。 

(

十
二)

 
(

一)

か
ら(

十
一)

ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
者
及
び
既
設
の
学
校
等
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
、
著
し
く
適
正
を
欠
く
事
実
が
な
い
こ
と
。 

六 

改
組
転
換
に
つ
い
て 

大
学(

専
門
職
大
学
を
除
く
。
以
下
六
及
び
第
四
の
六
に
お
い
て
同
じ
。)

若
し
く
は
大
学
の

学
部
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
専
門
職
大

学
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
専
門
職
大
学
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
大
学
若

し
く
は
大
学
の
学
部
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で
あ
る
改
組
転
換
又
は
短
期
大
学(

専

門
職
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
六
及
び
第
四
の
六
に
お
い
て
同
じ
。)

若
し
く
は
短
期
大
学
の
学

科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
大
学
、
専
門

職
大
学
若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
大
学
、
専
門
職
大
学

若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
短
期
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学

の
学
科
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で
あ
る
改
組
転
換
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
。 

ア 
二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
校
舎
及
び
設

備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
校
舎
及
び
設
備
の
状
況
が
教
育
研
究
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

イ 

二
の(

三)
の
イ
の
規
定
は
、
当
該
転
共
用
に
係
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
の
た
め
に
し
た

借
入
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

ウ 

五
の(

六)

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
設
置
経
費
等
の
財
源
に
借
入
金
を
充
て
な
い
場
合
に
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修
業
年
限
が
異
な
る
場
合
は
学
科
に
つ
い
て
、
短
期
大
学
に
置
か
れ
る
学
科
の
専
攻
課
程
ご

と
に
修
業
年
限
が
異
な
る
場
合
は
専
攻
課
程
に
つ
い
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）

が
、
〇
・
五
を
上
回
る
こ
と
。 

 

(

三)
 

既
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
又
は
学
科
の
収
容
定
員
充
足
率
が
著
し
く
高
い
も
の
で
な
い

こ
と
。 

(

四)
 

既
設
の
大
学
等
又
は
既
設
の
大
学
等
に
既
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
等(

大
学
等
に
置
く

学
部
、
学
科
、
大
学
院
又
は
大
学
院
の
研
究
科
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

(

以
下
「
既
設
の
学

部
等
」
と
い
う
。)

に
、
第
一
か
ら
第
四
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
を
受
け
、
開
設
後
学
校

教
育
法
に
定
め
る
修
業
年
限
に
相
当
す
る
年
数
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
、
当

該
認
可
に
係
る
大
学
等
又
は
学
部
等
の
設
置
に
関
す
る
計
画
が
確
実
に
履
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
。 

(

五)
 

既
設
の
学
校
等
の
た
め
に
し
た
借
入
金
そ
の
他
の
負
債
は
、
適
正
な
償
還
計
画
が
策
定

さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
償
還
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

六)
 

学
校
法
人
の
負
債
の
状
況
に
つ
い
て
、
開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
末
日
に
お
け
る
負
債

率(

総
資
産
額
に
対
す
る
前
受
金
を
除
く
総
負
債
額(

設
置
経
費
等
に
借
入
金
を
充
て
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
借
入
金
を
含
む
。)

の
割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

は
、
〇
・
二
五
以
下

で
あ
る
こ
と
。 

(

七)
 

開
設
年
度
の
前
々
年
度
及
び
開
設
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
三
年
前
の
年
の
四
月
一

日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
が
零
を
上
回
っ
て
お
り
、
か

つ
、
開
設
年
度
の
前
年
度
か
ら
完
成
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
が
零
を
上
回
る
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、(

六)

の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
負
債
率
は
、
〇
・
三
三
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

(

八)
 

校
地
の
再
評
価(

校
地
に
つ
い
て
、
次
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
評
価
を
行
い
、

当
該
校
地
の
価
額
を
算
出
す
る
こ
と
を
い
う
。)

を
行
っ
た
後
の
総
資
産
額
に
よ
り
算
出
し
た

場
合
に
お
け
る
負
債
率
が
〇
・
二
五
以
下
で
あ
る
と
き
の(

六)

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

負
債
率
は
、
〇
・
二
五
以
下
で
あ
る
と
み
な
す
。 

ア 

不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
評
価
に
よ
る
も
の 

イ 

地
価
公
示
法(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号)

第
六
条
第
二
号
に
定
め
る
標
準
地
の

単
位
面
積
当
た
り
の
価
格
に
基
づ
き
算
出
す
る
も
の(

再
評
価
の
対
象
と
な
る
土
地
が
標

準
地
又
は
そ
の
隣
接
地
で
あ
る
場
合
に
限
る
。)

 

ウ 

国
土
利
用
計
画
法
施
行
令(

昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
七
号)

第
九
条
に
定
め
る

基
準
地
の
単
位
面
積
当
た
り
の
標
準
価
格
に
基
づ
き
算
出
す
る
も
の(

再
評
価
の
対
象
と

な
る
土
地
が
基
準
地
又
は
そ
の
隣
接
地
で
あ
る
場
合
に
限
る
。)

 

エ 

相
続
税
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号)

に
よ
る
路
線
価
及
び
そ
の
財
産
評
価
の

方
式
に
基
づ
き
算
出
す
る
も
の 

(

九)
 

既
設
の
学
校
等
の
た
め
の
負
債
に
係
る
償
還
計
画
に
お
い
て
、
開
設
年
度
の
初
日
の
属

す
る
年
の
三
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
か
ら
完
成
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け

る
負
債
償
還
率(

借
入
金
等
返
済
支
出
か
ら
短
期
借
入
金(

当
該
借
入
れ
を
行
う
年
度
内
に
償

還
期
限
が
到
来
す
る
も
の
に
限
る
。)

に
係
る
支
出
を
控
除
し
た
も
の
の
額
と
借
入
金
等
利
息

支
出
の
額
と
の
合
計
額
が
事
業
活
動
収
入
の
額
に
占
め
る
割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

が
〇
・

二
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

(

十)
 

余
裕
金
等
に
よ
り
借
入
金
の
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、

借
入
金
等
返
済
支
出
か
ら
当
該
借
入
金
の
元
本
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
額
に
よ
り
算

出
し
た
場
合
に
お
け
る
負
債
償
還
率
が
〇
・
二
以
下
で
あ
る
と
き
の(

九)

の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
負
債
償
還
率
は
、
〇
・
二
以
下
で
あ
る
と
み
な
す
。 

(

十
一)

 

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
私
立
学
校
振
興
助
成
法(

昭
和
五
十
年
法
律
第
六

十
一
号)

の
規
定
に
よ
る
補
助
金(

以
下(

十
一)

に
お
い
て
単
に
「
補
助
金
」
と
い
う
。)

の
交

付
を
受
け
、
又
は
補
助
金
の
他
の
用
途
へ
の
使
用
そ
の
他
補
助
金
の
交
付
条
件
に
違
反
し
た

こ
と
に
よ
り
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

昭
和
三
十
年
法
律

第
百
七
十
九
号)

第
十
八
条
又
は
第
十
九
条(

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
法(

平
成
九

年
法
律
第
四
十
八
号)

第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
返

還
又
は
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
履
行
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
。 

(

十
二)

 
(

一)

か
ら(

十
一)

ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
者
及
び
既
設
の
学
校
等
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
、
著
し
く
適
正
を
欠
く
事
実
が
な
い
こ
と
。 

六 

改
組
転
換
に
つ
い
て 

大
学(

専
門
職
大
学
を
除
く
。
以
下
六
及
び
第
四
の
六
に
お
い
て
同
じ
。)

若
し
く
は
大
学
の

学
部
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
専
門
職
大

学
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
専
門
職
大
学
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
大
学
若

し
く
は
大
学
の
学
部
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で
あ
る
改
組
転
換
又
は
短
期
大
学(

専

門
職
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
六
及
び
第
四
の
六
に
お
い
て
同
じ
。)

若
し
く
は
短
期
大
学
の
学

科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
大
学
、
専
門

職
大
学
若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
大
学
、
専
門
職
大
学

若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
短
期
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学

の
学
科
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で
あ
る
改
組
転
換
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
。 

ア 

二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
校
舎
及
び
設

備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
校
舎
及
び
設
備
の
状
況
が
教
育
研
究
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

イ 

二
の(

三)

の
イ
の
規
定
は
、
当
該
転
共
用
に
係
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
の
た
め
に
し
た

借
入
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

ウ 

五
の(

六)

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
設
置
経
費
等
の
財
源
に
借
入
金
を
充
て
な
い
場
合
に
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は
、
負
債
率
は
、
〇
・
三
三
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

七 

そ
の
他 

(
一)

 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
が
、

私
立
学
校
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
百
五
十
二
条
第
九
項
及
び
同
条
第
十
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申
請
又
は
同
法
第
百
八
条
第
三
項
の
認
可
の
申
請
（
文
部
科

学
大
臣
へ
の
申
請
に
限
る
。
）
若
し
く
は
文
部
科
学
大
臣
へ
の
届
出
（
私
立
学
校
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
五
年
文
部
省
令
第
十
二
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
事
項
に
関
す
る
届

出
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
の
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
が

判
明
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
以
内
で
相
当
と
認
め
る
期
間
（(

二)

に
お
い
て
「
特
定
期

間
」
と
い
う
。
）
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
認
可
を
し
な
い
こ
と
。  

(

二)
 
(

一)

の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
者
が
、
特
定
期
間
を
経
過
し
た
後
に
申
請
を
す
る
場
合

は
、
再
発
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

第
三 

都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
等
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行

為
の
変
更
等
を
認
可
す
る
場
合 

都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為
の

変
更
及
び
私
立
学
校
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
組
織

変
更
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

一 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
一
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

二 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
の
二
の(

四)

中
「
第
二
の
二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
の
二
の(

一)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

三 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
の
三
の(

二)

中
「
二
の(

二)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
二
の(

二)

」
と
、
第
二
の
三
の(

三)

中
「
第
一
の
三
の(

五)

の
ウ
中
「
学
生
募
集
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
五
の(

一)

に
規
定
す
る

既
設
の
大
学
等
に
お
け
る
収
容
定
員
の
充
足
の
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
並
び
に
学
生
募
集
」
と
、

第
一
の
三
の(

六)

中
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
三
の(

六)

中
」
と
、「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
あ

る
の
は
「
第
三
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
三
の(

一)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

四 

役
員
等
に
つ
い
て 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

五 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五
の(

五)

か
ら(

十
二)

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

六 

そ
の
他 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
七

の(

一)

中
「
第
二
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
四 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
学
部
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為

の
変
更
を
認
可
す
る
場
合 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
学
部
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為
の

変
更
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

一 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
一
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
二
の
一
の(

一)

中
「
第
一
の
一
の(

八)

及
び(

九)

中
「
二
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
、
」

と
あ
る
の
は
、「
第
一
の
一
の(

一)

、(

二)

、(

四)

及
び(

八)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学

部
等
」
と
、
第
一
の
一
の(

二)

中
「
独
立
大
学
院
大
学(

学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号)

第
百
三
条
に
定
め
る
大
学
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
及
び

大
学
院
の
研
究
科
」
と
、
第
一
の
一
の(

八)

及
び(

九)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
」
と
あ
る
の
は

「
大
学
院
及
び
大
学
院
の
研
究
科
」
と
、「
二
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

二 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
の
二
の(

一)

か
ら(

三)

ま
で
中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
二
の
二
の

(

四)

中
「
第
一
の
二
の(

六)

」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

一)

、(

三)

、(

六)

及
び(

八)

中

「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
二
の(

一)

及
び(

四)

中
「
独
立
大
学
院
大

学
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
及
び
大
学
院
の
研
究
科
」
と
、
第
一
の
二
の(

六)

」
と
、「
第
二
の

二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

一)

」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。 

三 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
の
三
の(

一)

及
び(

二)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
二
の
三
の(

一)

中
「
申
請
時
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
」
と
、「
保
有
し
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
保
有
す
る
見

込
み
が
あ
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

二)

中
「
二
の(

二)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
二
の(

二)

」

と
、
「
準
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
大
学
等
」
と
あ
る
の

は
、「
学
部
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

三)

中
「(

三)

を
除
く
」
と

あ
る
の
は
「(
一)
、(

三)

及
び(

六)

を
除
く
」
と
、「
第
一
の
三
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
一

の
三
の(

二)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
」
と
あ
り
、
第
一
の
三
の(

四)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の

は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
三
の(

五)

」
と
、「
第
一
の
三
の(

六)

中
「(

三)

」
と
あ
る
の
は
「
第
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は
、
負
債
率
は
、
〇
・
三
三
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

七 

そ
の
他 

(

一)
 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
が
、

私
立
学
校
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
百
五
十
二
条
第
九
項
及
び
同
条
第
十
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申
請
又
は
同
法
第
百
八
条
第
三
項
の
認
可
の
申
請
（
文
部
科

学
大
臣
へ
の
申
請
に
限
る
。
）
若
し
く
は
文
部
科
学
大
臣
へ
の
届
出
（
私
立
学
校
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
五
年
文
部
省
令
第
十
二
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
事
項
に
関
す
る
届

出
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
の
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
が

判
明
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
以
内
で
相
当
と
認
め
る
期
間
（(

二)

に
お
い
て
「
特
定
期

間
」
と
い
う
。
）
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
認
可
を
し
な
い
こ
と
。  

(

二)
 
(

一)

の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
者
が
、
特
定
期
間
を
経
過
し
た
後
に
申
請
を
す
る
場
合

は
、
再
発
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

第
三 

都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
等
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行

為
の
変
更
等
を
認
可
す
る
場
合 

都
道
府
県
知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為
の

変
更
及
び
私
立
学
校
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
組
織

変
更
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

一 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
一
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

二 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
の
二
の(

四)

中
「
第
二
の
二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
の
二
の(

一)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

三 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
の
三
の(

二)

中
「
二
の(

二)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
二
の(

二)

」
と
、
第
二
の
三
の(

三)

中
「
第
一
の
三
の(

五)

の
ウ
中
「
学
生
募
集
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
五
の(

一)

に
規
定
す
る

既
設
の
大
学
等
に
お
け
る
収
容
定
員
の
充
足
の
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
並
び
に
学
生
募
集
」
と
、

第
一
の
三
の(

六)

中
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
三
の(

六)

中
」
と
、「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
あ

る
の
は
「
第
三
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
三
の(

一)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

四 

役
員
等
に
つ
い
て 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

五 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五
の(

五)

か
ら(

十
二)

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

六 

そ
の
他 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
七

の(

一)

中
「
第
二
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
四 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
学
部
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為

の
変
更
を
認
可
す
る
場
合 

文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
学
部
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為
の

変
更
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。 

一 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
一
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
二
の
一
の(

一)

中
「
第
一
の
一
の(

八)

及
び(

九)

中
「
二
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
、
」

と
あ
る
の
は
、「
第
一
の
一
の(

一)

、(

二)

、(

四)

及
び(

八)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学

部
等
」
と
、
第
一
の
一
の(

二)

中
「
独
立
大
学
院
大
学(

学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号)

第
百
三
条
に
定
め
る
大
学
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
及
び

大
学
院
の
研
究
科
」
と
、
第
一
の
一
の(

八)

及
び(

九)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
」
と
あ
る
の
は

「
大
学
院
及
び
大
学
院
の
研
究
科
」
と
、「
二
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

二 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
の
二
の(

一)

か
ら(

三)

ま
で
中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
二
の
二
の

(

四)

中
「
第
一
の
二
の(

六)

」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

一)

、(

三)

、(

六)

及
び(

八)

中

「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
二
の(

一)

及
び(

四)

中
「
独
立
大
学
院
大

学
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
及
び
大
学
院
の
研
究
科
」
と
、
第
一
の
二
の(

六)

」
と
、「
第
二
の

二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

一)

」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。 

三 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
の
三
の(

一)

及
び(

二)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
二
の
三
の(

一)

中
「
申
請
時
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
」
と
、「
保
有
し
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
保
有
す
る
見

込
み
が
あ
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

二)

中
「
二
の(

二)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
二
の(

二)

」

と
、
「
準
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
大
学
等
」
と
あ
る
の

は
、「
学
部
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

三)

中
「(

三)

を
除
く
」
と

あ
る
の
は
「(

一)

、(

三)

及
び(

六)

を
除
く
」
と
、「
第
一
の
三
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
一

の
三
の(

二)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
」
と
あ
り
、
第
一
の
三
の(

四)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の

は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
三
の(

五)

」
と
、「
第
一
の
三
の(

六)

中
「(

三)

」
と
あ
る
の
は
「
第
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二
の
三
の(

一)

」
と
、「
寄
附
金
が
収
納
さ
れ
て
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
金
等
の
資
産
を
保
有
し

て
」
と
、
第
一
の
三
の(

七)

中
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
三
の(

七)

中
」
と
、「
第
一
の
二
の(

六)
の
ア
中
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

六)

か
ら(

八)

ま
で
中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学

部
等
」
と
、
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
」
と
、「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
三
の(

一)

」
と

あ
る
の
は
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
三
の(

一)

」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

四 

役
員
等
に
つ
い
て 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

五 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

六 

改
組
転
換
等
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
若
し
く
は
大
学
の
学
部
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設

備
を
基
に
、
新
た
に
専
門
職
学
部
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
専
門
職
学
部
の
入
学

定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
大
学
若
し
く
は
大
学
の
学
部
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で

あ
る
改
組
転
換
又
は
短
期
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究

実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
学
部
、
専
門
職
学
部
若
し
く
は
専
門
職
学
科

を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
学
部
、
専
門
職
学
部
若
し
く
は
専
門
職
学
科
の
入
学
定

員
が
当
該
廃
止
に
係
る
短
期
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十

以
下
で
あ
る
改
組
転
換
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
六
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
二
の
六
の
ア
中
「
二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は

「
第
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

」

と
、
第
二
の
六
の
イ
中
「
二
の(

三)

の
イ
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る

第
二
の
二
の(

三)

の
イ
」
と
、
第
二
の
六
の
ウ
中
「
五
の(

六)

」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
五
の(

六)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

二)
 

二
以
上
の
大
学
等
を
設
置
す
る
学
校
法
人
が
、
一
の
大
学
等(

高
等
専
門
学
校
を
除
く
。

以
下(

二)

に
お
い
て
同
じ
。)

若
し
く
は
そ
の
学
部
等(

高
等
専
門
学
校
の
学
科
を
除
く
。
以

下(

二)

に
お
い
て
同
じ
。)

を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基

に
、
当
該
学
校
法
人
が
設
置
す
る
他
の
大
学
等
に
学
部
等
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
学
部
等
に
つ
い
て
、
当
該
廃
止
に
係
る
学
部
等
か
ら
の
授
与
す
る
学
位
の
種
類
及
び
分
野

の
変
更
並
び
に
収
容
定
員
の
増
加
を
伴
わ
な
い
と
き
又
は
一
の
高
等
専
門
学
校
若
し
く
は
そ

の
学
科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
当
該
学
校
法

人
が
設
置
す
る
他
の
高
等
専
門
学
校
に
学
科
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
学
科
に
つ

い
て
、
当
該
廃
止
に
係
る
学
科
か
ら
の
分
野
の
変
更
及
び
収
容
定
員
の
増
加
を
伴
わ
な
い
と

き
は
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
。

た
だ
し
、(

三)

に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

ア 

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
校
舎
及
び
設
備
の
状
況
が
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

イ 

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

三)

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

ウ 

五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
五
の(

五)

か
ら(

十)

ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
既
設
の
大
学
等
又
は
既
設
の
学
部
等
の
た
め
に
し
た
借
入
金

そ
の
他
の
負
債
は
、
そ
の
償
還
が
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
正
な
償
還
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

三)
 

二
以
上
の
大
学
等
を
設
置
す
る
学
校
法
人
が
、
一
の
大
学
等(

高
等
専
門
学
校
を
除
く
。

以
下(

三)

に
お
い
て
同
じ
。)

若
し
く
は
そ
の
学
部
等(

高
等
専
門
学
校
の
学
科
を
除
く
。
以

下(

三)

に
お
い
て
同
じ
。)

を
廃
止
し
て
、
そ
の
組
織
並
び
に
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の

同
一
性
を
保
持
し
つ
つ
、
当
該
学
校
法
人
が
設
置
す
る
他
の
大
学
等
に
学
部
等
を
設
置
す
る

場
合
又
は
一
の
高
等
専
門
学
校
若
し
く
は
そ
の
学
科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
組
織
並
び
に
校
地

並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
同
一
性
を
保
持
し
つ
つ
、
当
該
学
校
法
人
が
設
置
す
る
他
の
高
等

専
門
学
校
に
学
科
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
。 

ア 

一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

七)

か
ら

(

九)

ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

イ 

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
校
舎
及
び
設
備
の
状
況
が
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

ウ 

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

三)

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

エ 

三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
三
の(

三)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
三
の(

四)

及
び

(

五)

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

オ 

五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
五
の(

五)

か
ら(

十)

ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
既
設
の
大
学
等
又
は
既
設
の
学
部
等
の
た
め
に
し
た
借
入
金

そ
の
他
の
負
債
は
、
そ
の
償
還
が
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
正
な
償
還
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

七 

そ
の
他 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
七

の(
一)

中
「
第
二
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
五 

設
置
者
の
変
更
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附

行
為
の
変
更
等
を
認
可
す
る
場
合 

設
置
者
の
変
更
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行

為
の
変
更
並
び
に
私
立
学
校
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
組
織
変
更
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
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二
の
三
の(

一)

」
と
、「
寄
附
金
が
収
納
さ
れ
て
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
金
等
の
資
産
を
保
有
し

て
」
と
、
第
一
の
三
の(

七)

中
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
三
の(

七)

中
」
と
、「
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

六)

か
ら(

八)

ま
で
中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学

部
等
」
と
、
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
」
と
、「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
三
の(

一)

」
と

あ
る
の
は
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
三
の(

一)

」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

四 

役
員
等
に
つ
い
て 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

五 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

六 

改
組
転
換
等
に
つ
い
て 

(

一)
 

大
学
若
し
く
は
大
学
の
学
部
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設

備
を
基
に
、
新
た
に
専
門
職
学
部
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
専
門
職
学
部
の
入
学

定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
大
学
若
し
く
は
大
学
の
学
部
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で

あ
る
改
組
転
換
又
は
短
期
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究

実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
学
部
、
専
門
職
学
部
若
し
く
は
専
門
職
学
科

を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
学
部
、
専
門
職
学
部
若
し
く
は
専
門
職
学
科
の
入
学
定

員
が
当
該
廃
止
に
係
る
短
期
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十

以
下
で
あ
る
改
組
転
換
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
六
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
二
の
六
の
ア
中
「
二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は

「
第
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

」

と
、
第
二
の
六
の
イ
中
「
二
の(

三)

の
イ
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る

第
二
の
二
の(

三)

の
イ
」
と
、
第
二
の
六
の
ウ
中
「
五
の(

六)

」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
五
の(

六)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

二)
 

二
以
上
の
大
学
等
を
設
置
す
る
学
校
法
人
が
、
一
の
大
学
等(

高
等
専
門
学
校
を
除
く
。

以
下(

二)

に
お
い
て
同
じ
。)

若
し
く
は
そ
の
学
部
等(

高
等
専
門
学
校
の
学
科
を
除
く
。
以

下(

二)

に
お
い
て
同
じ
。)

を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基

に
、
当
該
学
校
法
人
が
設
置
す
る
他
の
大
学
等
に
学
部
等
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
学
部
等
に
つ
い
て
、
当
該
廃
止
に
係
る
学
部
等
か
ら
の
授
与
す
る
学
位
の
種
類
及
び
分
野

の
変
更
並
び
に
収
容
定
員
の
増
加
を
伴
わ
な
い
と
き
又
は
一
の
高
等
専
門
学
校
若
し
く
は
そ

の
学
科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
育
研
究
実
施
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
当
該
学
校
法

人
が
設
置
す
る
他
の
高
等
専
門
学
校
に
学
科
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
学
科
に
つ

い
て
、
当
該
廃
止
に
係
る
学
科
か
ら
の
分
野
の
変
更
及
び
収
容
定
員
の
増
加
を
伴
わ
な
い
と

き
は
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
。

た
だ
し
、(

三)

に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

ア 

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
校
舎
及
び
設
備
の
状
況
が
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

イ 

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

三)

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

ウ 

五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
五
の(

五)

か
ら(

十)

ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
既
設
の
大
学
等
又
は
既
設
の
学
部
等
の
た
め
に
し
た
借
入
金

そ
の
他
の
負
債
は
、
そ
の
償
還
が
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
正
な
償
還
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

(

三)
 

二
以
上
の
大
学
等
を
設
置
す
る
学
校
法
人
が
、
一
の
大
学
等(

高
等
専
門
学
校
を
除
く
。

以
下(

三)

に
お
い
て
同
じ
。)

若
し
く
は
そ
の
学
部
等(

高
等
専
門
学
校
の
学
科
を
除
く
。
以

下(

三)

に
お
い
て
同
じ
。)

を
廃
止
し
て
、
そ
の
組
織
並
び
に
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の

同
一
性
を
保
持
し
つ
つ
、
当
該
学
校
法
人
が
設
置
す
る
他
の
大
学
等
に
学
部
等
を
設
置
す
る

場
合
又
は
一
の
高
等
専
門
学
校
若
し
く
は
そ
の
学
科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
組
織
並
び
に
校
地

並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
同
一
性
を
保
持
し
つ
つ
、
当
該
学
校
法
人
が
設
置
す
る
他
の
高
等

専
門
学
校
に
学
科
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
。 

ア 

一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

七)

か
ら

(

九)

ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

イ 

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

四)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
二
の(

一)

の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
校
舎
及
び
設
備
の
状
況
が
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

範
囲
で
、
標
準
設
置
経
費
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

ウ 

二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

三)

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

エ 

三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
三
の(

三)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
三
の(

四)

及
び

(

五)

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

オ 

五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
五
の(

五)

か
ら(

十)

ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
既
設
の
大
学
等
又
は
既
設
の
学
部
等
の
た
め
に
し
た
借
入
金

そ
の
他
の
負
債
は
、
そ
の
償
還
が
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
正
な
償
還
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

七 

そ
の
他 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
七

の(

一)

中
「
第
二
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
五 

設
置
者
の
変
更
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附

行
為
の
変
更
等
を
認
可
す
る
場
合 

設
置
者
の
変
更
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行

為
の
変
更
並
び
に
私
立
学
校
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
組
織
変
更
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
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次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。
た
だ
し
、
設
置
者
の
変
更
は
、
大
学
等
又
は
学
部
等
の
組
織
並
び

に
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
同
一
性
を
保
持
し
つ
つ
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る

も
の
と
し
、
当
該
変
更
後
の
財
務
状
況
等
を
勘
案
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
負
債
率
及
び

負
債
償
還
率
に
係
る
基
準
を
弾
力
的
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
大
学
等
の
設
置
者
と
な
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
認
可
に
つ
い
て 

(

一)
 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
一
の
規
定(

(

七)

か
ら(

九)

ま
で
を

除
く
。)

を
準
用
す
る
。 

(

二)
 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
二(

(

一)

か
ら(

三)

ま
で
を
除
く
。)

の
規

定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
二
の(

四)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
の
設
置

経
費
及
び
通
信
教
育
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
大
学
等
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

三)
 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
三
（(

一)

及
び(

五)

を
除
く
。
）
の
規
定
（
設

置
者
の
変
更
を
行
お
う
と
す
る
大
学
等
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
又
は
学
科
の
収
容
定
員
充
足

率
が
、
〇
・
七
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
の
三
（(

一)

を
除
く
。
）
の
規
定
）

を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
三
の(

二)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
」
と
あ
る

の
は
「
大
学
等
」
と
、
第
一
の
三
の(

三)

中
「
申
請
時
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
」
と
、「
収

納
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
収
納
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
」
と
、
第
一
の
三
の(

六)

中

「
開
設
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
年
度
の
翌
年
度
」
と
、
第
一
の
三
の(

七)

中
「
二
」
と
あ

る
の
は
「
第
一
の
二
」
と
、「
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
、「
三
の(
三)

」
」
と
あ
る
の
は
「
「(

五)

」

と
あ
る
の
は
「
第
五
の
一
の(

三)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
三
の(

三)

」
と
、「
申
請
時
ま

で
に
収
納
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま
で
に
収
納
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
」
」
と
、

第
一
の
二
の(

七)

の
イ
中
「
申
請
時
ま
で
に
寄
附
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま
で
に
寄
附
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

四)
 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

五)
 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
五
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

の
五
の(

一)

中
「
第
一
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

二 

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
大
学
等
の
設
置
者
と
な
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
及
び
私
立

学
校
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
組
織
変
更
の
認
可
に
つ
い
て 

(

一)
 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
一
の(

一)

前
段
及
び(

二)

の
規
定

を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
一
の(

一)

中
「
第
一
の
一
」
と
あ
る
の
は
、

「
第
一
の
一(

(

七)

か
ら(

九)

ま
で
を
除
く
。)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

二)
 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
二(

(

三)

を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
二
の(

四)

中
「(

五)

を
除
く
」
と
あ
る
の
は
「(

一)

か
ら(

三)

ま
で
及
び(

五)

を
除
く
」
と
、「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
の
二
の(

四)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
の
校
舎
等
経
費
及
び
通
信
教
育
に
係
る
」
と
あ
る

の
は
「
大
学
等
の
」
と
」
と
、「
第
二
の
二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
の
二
の(

二)

に
お

い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

一)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

三)
 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
二
の
三
の(

一)

中
「
申
請
時
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
」
と
、
「
保
有
し
て
い
る
」

と
あ
る
の
は
「
保
有
す
る
見
込
み
が
あ
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

二)

中
「
二
の(

二)

」
と
あ

る
の
は
「
第
二
の
二
の(

二)

」
と
、
第
二
の
三
の(

三)

中
「(

三)

を
除
く
。
）
の
規
定
」
と
あ

る
の
は
「(

一)

、(

三)

及
び(

五)

を
除
く
。
）
の
規
定
（
設
置
者
の
変
更
を
行
お
う
と
す
る
大

学
等
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
又
は
学
科
の
収
容
定
員
充
足
率
が
、
〇
・
七
を
下
回
っ
て
い
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
の
三
（(

一)

及
び(

三)

を
除
く
。
）
の
規
定
）
」
と
、「(

五)

の
ウ
中

「
学
生
募
集
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
五
の(

一)

に
規
定
す
る
既
設
の
大
学
等
に
お
け
る
収

容
定
員
の
充
足
の
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
並
び
に
学
生
募
集
」
と
あ
る
の
は
「(

二)

中
「
独

立
大
学
院
大
学
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
等
」
と
、「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「
第
五

の
二
の(

三)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
三
の(

一)

」
と
、「
「
寄
附
金
が
」
と
あ
る
の
は
「
「
開

設
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
年
度
の
翌
年
度
」
と
、「
寄
附
金
が
」
と
、「
収
納
さ
れ
て
い
る

寄
附
金
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
時
ま
で
に
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
」
と
、「
保
有
し
て
い
る

寄
附
金
等
の
資
産
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま
で
に
保
有
す
る
見
込
み
が
あ
る
寄
附
金
等
の

資
産
」
と
、
第
一
の
二
の(

七)

の
イ
中
「
申
請
時
ま
で
に
寄
附
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま

で
に
寄
附
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

四)
 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

五)
 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五
の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県

知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
設
置
者
の
変
更
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す

る
学
校
法
人
と
な
る
場
合
は
、
第
二
の
五
の(

一)

か
ら(

四)

ま
で
の
規
定
は
、
準
用
し
な
い
。 

(

六)
 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二

の
七
の(

一)

中
「
第
二
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

三 

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
学
部
等(

学
部
の
学
科
を
除
く
。
以
下
三
に
お
い
て
同
じ
。)

の
設
置

者
と
な
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
つ
い
て 

(

一)
 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
一
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
の
一
の(

一)

中
「
第
一
の
一
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
一(

(

七)
か
ら(

九)

ま
で
を
除
く
。)

の
規
定
」
と
、
「
第
一
の
一
の(

八)

及
び(

九)

中
「
二
の(

五)

」

と
あ
る
の
は
、「
第
一
の
二
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
一
の(

一)

、(

二)

及
び(

四)

に

お
い
て
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
一
の(

二)

に
お
い
て
「
独
立
大
学

院
大
学(

学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号)

第
百
三
条
に
定
め
る
大
学
を
い

う
。
以
下
同
じ
。)
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
及
び
大
学
院
の
研
究
科
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 
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次
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
。
た
だ
し
、
設
置
者
の
変
更
は
、
大
学
等
又
は
学
部
等
の
組
織
並
び

に
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
同
一
性
を
保
持
し
つ
つ
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る

も
の
と
し
、
当
該
変
更
後
の
財
務
状
況
等
を
勘
案
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
負
債
率
及
び

負
債
償
還
率
に
係
る
基
準
を
弾
力
的
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
大
学
等
の
設
置
者
と
な
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
認
可
に
つ
い
て 

(

一)
 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
一
の
規
定(

(

七)

か
ら(

九)

ま
で
を

除
く
。)

を
準
用
す
る
。 

(

二)
 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
二(

(

一)

か
ら(

三)

ま
で
を
除
く
。)

の
規

定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
二
の(

四)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
の
設
置

経
費
及
び
通
信
教
育
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
大
学
等
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

三)
 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
三
（(

一)

及
び(

五)

を
除
く
。
）
の
規
定
（
設

置
者
の
変
更
を
行
お
う
と
す
る
大
学
等
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
又
は
学
科
の
収
容
定
員
充
足

率
が
、
〇
・
七
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
の
三
（(

一)

を
除
く
。
）
の
規
定
）

を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
三
の(

二)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
」
と
あ
る

の
は
「
大
学
等
」
と
、
第
一
の
三
の(

三)

中
「
申
請
時
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
」
と
、「
収

納
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
収
納
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
」
と
、
第
一
の
三
の(

六)

中

「
開
設
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
年
度
の
翌
年
度
」
と
、
第
一
の
三
の(

七)

中
「
二
」
と
あ

る
の
は
「
第
一
の
二
」
と
、「
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
、「
三
の(

三)

」
」
と
あ
る
の
は
「
「(

五)

」

と
あ
る
の
は
「
第
五
の
一
の(

三)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
三
の(

三)

」
と
、「
申
請
時
ま

で
に
収
納
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま
で
に
収
納
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
」
」
と
、

第
一
の
二
の(

七)

の
イ
中
「
申
請
時
ま
で
に
寄
附
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま
で
に
寄
附
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

四)
 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

五)
 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
五
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

の
五
の(

一)

中
「
第
一
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

二 

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
大
学
等
の
設
置
者
と
な
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
及
び
私
立

学
校
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
組
織
変
更
の
認
可
に
つ
い
て 

(

一)
 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
一
の(

一)

前
段
及
び(

二)

の
規
定

を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
一
の(

一)

中
「
第
一
の
一
」
と
あ
る
の
は
、

「
第
一
の
一(

(

七)

か
ら(

九)

ま
で
を
除
く
。)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

二)
 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
二(

(

三)

を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
二
の(

四)

中
「(

五)

を
除
く
」
と
あ
る
の
は
「(

一)

か
ら(

三)

ま
で
及
び(

五)

を
除
く
」
と
、「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
の
二
の(

四)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
の
校
舎
等
経
費
及
び
通
信
教
育
に
係
る
」
と
あ
る

の
は
「
大
学
等
の
」
と
」
と
、「
第
二
の
二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
の
二
の(

二)

に
お

い
て
準
用
す
る
第
二
の
二
の(

一)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

三)
 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
二
の
三
の(

一)

中
「
申
請
時
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
」
と
、
「
保
有
し
て
い
る
」

と
あ
る
の
は
「
保
有
す
る
見
込
み
が
あ
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

二)

中
「
二
の(

二)

」
と
あ

る
の
は
「
第
二
の
二
の(

二)

」
と
、
第
二
の
三
の(

三)

中
「(

三)

を
除
く
。
）
の
規
定
」
と
あ

る
の
は
「(

一)

、(

三)

及
び(

五)

を
除
く
。
）
の
規
定
（
設
置
者
の
変
更
を
行
お
う
と
す
る
大

学
等
に
置
か
れ
て
い
る
学
部
又
は
学
科
の
収
容
定
員
充
足
率
が
、
〇
・
七
を
下
回
っ
て
い
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
の
三
（(

一)

及
び(

三)

を
除
く
。
）
の
規
定
）
」
と
、「(

五)

の
ウ
中

「
学
生
募
集
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
五
の(

一)

に
規
定
す
る
既
設
の
大
学
等
に
お
け
る
収

容
定
員
の
充
足
の
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
並
び
に
学
生
募
集
」
と
あ
る
の
は
「(

二)

中
「
独

立
大
学
院
大
学
」
と
あ
る
の
は
「
大
学
等
」
と
、「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「
第
五

の
二
の(

三)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
三
の(

一)

」
と
、「
「
寄
附
金
が
」
と
あ
る
の
は
「
「
開

設
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
年
度
の
翌
年
度
」
と
、「
寄
附
金
が
」
と
、「
収
納
さ
れ
て
い
る

寄
附
金
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
時
ま
で
に
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
」
と
、「
保
有
し
て
い
る

寄
附
金
等
の
資
産
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま
で
に
保
有
す
る
見
込
み
が
あ
る
寄
附
金
等
の

資
産
」
と
、
第
一
の
二
の(

七)

の
イ
中
「
申
請
時
ま
で
に
寄
附
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま

で
に
寄
附
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

四)
 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

五)
 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五
の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県

知
事
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
設
置
者
の
変
更
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す

る
学
校
法
人
と
な
る
場
合
は
、
第
二
の
五
の(

一)

か
ら(

四)

ま
で
の
規
定
は
、
準
用
し
な
い
。 

(

六)
 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二

の
七
の(

一)

中
「
第
二
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

三 

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
学
部
等(

学
部
の
学
科
を
除
く
。
以
下
三
に
お
い
て
同
じ
。)

の
設
置

者
と
な
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
つ
い
て 

(

一)
 

校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
一
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
の
一
の(

一)

中
「
第
一
の
一
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
一(
(

七)

か
ら(

九)

ま
で
を
除
く
。)

の
規
定
」
と
、
「
第
一
の
一
の(

八)

及
び(

九)

中
「
二
の(

五)

」

と
あ
る
の
は
、「
第
一
の
二
の(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
一
の(

一)

、(

二)

及
び(

四)

に

お
い
て
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
一
の(

二)

に
お
い
て
「
独
立
大
学

院
大
学(

学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号)

第
百
三
条
に
定
め
る
大
学
を
い

う
。
以
下
同
じ
。)

」
と
あ
る
の
は
「
大
学
院
及
び
大
学
院
の
研
究
科
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 
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(

二)
 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
二(

(

三)

を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
二
の(

一)

及
び(

二)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」

と
、
第
二
の
二
の(

四)

中
「(

五)

を
除
く
」
と
あ
る
の
は
「(

一)

か
ら(

三)

ま
で
及
び(

五)
を
除
く
」
と
、「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
二
の

(

四)
中
「
独
立
大
学
院
大
学
の
校
舎
等
経
費
及
び
通
信
教
育
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
学
部

等
の
」
と
、
第
一
の
二
の(

六)

か
ら(

八)

ま
で
中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
」

と
、「
第
二
の
二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
の
三
の(

二)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二

の(

一)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

三)
 
 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
二
の
三
の(

一)
及
び(

二)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
二
の
三

の(

一)

中
「
申
請
時
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
」
と
、「
保
有
し
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
保

有
す
る
見
込
み
が
あ
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

二)

中
「
二
の(

二)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の

二
の(

二)

」
と
、
「
準
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
大
学

等
」
と
あ
る
の
は
、「
学
部
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

三)

中
「(

三)

を
除
く
。
）
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「(

一)

、(
三)
、(

五)

及
び(

六)

を
除
く
。
）
の
規
定
（
設

置
者
の
変
更
を
行
お
う
と
す
る
学
部
等
の
収
容
定
員
充
足
率
が
、
〇
・
七
を
下
回
っ
て
い
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
の
三
（(

一)
 

、(

三)

及
び(
六)
を
除
く
。
）
の
規
定
）
」
と
、「(

五)

の
ウ
中
「
学
生
募
集
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
五
の(

一)
に
規
定
す
る
既
設
の
大
学
等
に
お

け
る
収
容
定
員
の
充
足
の
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
並
び
に
学
生
募
集
」
と
、
第
一
の
三
の(

六)

中
「(

三)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
、「
寄
附
金
が
収
納
さ
れ
て
」
と
あ
る
の

は
「
寄
附
金
等
の
資
産
を
保
有
し
て
」
と
あ
る
の
は
「(

二)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
」
と
あ

る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
三
の(

四)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、

「
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

六)

か
ら(

八)

ま
で
中
「
大
学

等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
」
と
、「(

五)

」
と
あ
る
の
は

「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
の
三
の(

三)

に
お
い
て

準
用
す
る
第
二
の
三
の(

一)

」
と
、「
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
時
ま

で
に
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
」
と
、「
保
有
し
て
い
る
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
あ
る
の
は
「
開

設
時
ま
で
に
保
有
す
る
見
込
み
が
あ
る
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
、
第
一
の
二
の(

七)

の
イ
中

「
申
請
時
ま
で
に
寄
附
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま
で
に
寄
附
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

(

四)
 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

五)
 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五(

(

六)

か
ら(

十)

ま
で
を
除
く
。)

の
規
定
を

準
用
す
る
。 

(

六)
 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二

の
七
の(

一)

中
「
第
二
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

四 

一
、
二
及
び
三
に
お
け
る
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
取
扱
の
特
例
に
つ
い
て 

(

一)
 

一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

二)

の
規
定
並
び
に
二
の(

一)

及
び
三
の

(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

二)

の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
校
地
が
、
申
請
時
ま
で
に
自
己
所
有
が
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
の
事

情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
相
手
方
の
学
校
法
人(

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
大

学
等
又
は
学
部
等
の
設
置
者
で
な
く
な
る
学
校
法
人
を
い
う
。(

二)

に
お
い
て
同
じ
。)

の
理

事
会
に
お
い
て
、
開
設
時
ま
で
に
当
該
校
地
の
所
有
権
を
移
転
さ
せ
る
議
決
等
が
申
請
時
ま

で
に
な
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
申
請
時
ま
で
に
自
己
所
有
が
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
。 

(

二)
 

一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

四)

及
び(

六)

並
び
に
二
の(

一)

及
び
三

の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

四)

及
び

(

六)

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
又
は
設
備
が
、
開
設
時
ま
で
に
自
己
所
有
又
は
所
有
が

さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
相
手
方
の
学

校
法
人
の
理
事
会
に
お
い
て
、
開
設
時
ま
で
に
当
該
施
設
又
は
設
備
の
所
有
権
を
移
転
さ
せ

る
議
決
等
が
申
請
時
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
自
己
所
有
又
は
所
有
が
さ
れ
て
い
る

と
み
な
す
。 

五 

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
大
学
等
又
は
学
部
等
の
設
置
者
で
な
く
な
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為

の
変
更(

所
轄
庁
が
都
道
府
県
知
事
に
変
更
と
な
る
場
合
を
除
く
。)

の
認
可
に
つ
い
て 

(

一)
 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

二)
 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五
の(

一)

の
規
定
を
準
用
す
る
。 

第
六 

そ
の
他 

一 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者

の
同
意
を
得
て
、
当
該
認
可
に
係
る
大
学
等
の
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
事
項
の

概
要
及
び
二
に
規
定
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切

な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

二 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
認

可
に
係
る
大
学
等
及
び
学
部
等
の
設
置
等
に
関
す
る
計
画(

三
に
お
い
て
単
に
「
計
画
」
と
い

う
。)

を
履
行
す
る
に
当
た
っ
て
遵
守
す
べ
き
事
項
及
び
充
実
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
事
項(

三

に
お
い
て
単
に
「
附
帯
事
項
」
と
い
う
。)

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
者
に
対
し
、
当
該

事
項
の
内
容
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

三 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
に
係
る
計
画
及
び
附
帯
事

項
の
履
行
の
状
況
及
び
学
校
法
人
の
経
営
の
実
態
を
確
認
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
書
類
、
実
地
等
に
よ
る
調
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

(

平
一
九
文
科
告
六
八
・
平
一
九
文
科
告
一
四
六
・
平
二
四
文
科
告
二
七
・
平
二
五
文
科
告
一
九
・

平
二
六
文
科
告
一
八
・
平
二
七
文
科
告
二
八
・
平
二
八
文
科
告
一
三
・
平
二
九
文
科
告
一
二
四
・
令
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(

二)
 

設
置
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
二(

(

三)

を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
の
二
の(

一)

及
び(

二)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」

と
、
第
二
の
二
の(

四)

中
「(

五)

を
除
く
」
と
あ
る
の
は
「(

一)

か
ら(

三)

ま
で
及
び(

五)

を
除
く
」
と
、「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
の
二
の

(

四)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
の
校
舎
等
経
費
及
び
通
信
教
育
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
学
部

等
の
」
と
、
第
一
の
二
の(

六)

か
ら(

八)

ま
で
中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
」

と
、「
第
二
の
二
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
の
三
の(

二)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
二

の(

一)

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

(

三)
 
 

経
営
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
二
の
三
の(

一)

及
び(

二)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
二
の
三

の(

一)

中
「
申
請
時
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
」
と
、「
保
有
し
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
保

有
す
る
見
込
み
が
あ
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

二)

中
「
二
の(

二)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の

二
の(

二)

」
と
、
「
準
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
大
学

等
」
と
あ
る
の
は
、「
学
部
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
と
、
第
二
の
三
の(

三)

中
「(

三)

を
除
く
。
）
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「(

一)

、(

三)

、(

五)

及
び(

六)

を
除
く
。
）
の
規
定
（
設

置
者
の
変
更
を
行
お
う
と
す
る
学
部
等
の
収
容
定
員
充
足
率
が
、
〇
・
七
を
下
回
っ
て
い
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
の
三
（(

一)
 

、(

三)

及
び(

六)

を
除
く
。
）
の
規
定
）
」
と
、「(

五)

の
ウ
中
「
学
生
募
集
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
五
の(

一)

に
規
定
す
る
既
設
の
大
学
等
に
お

け
る
収
容
定
員
の
充
足
の
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
並
び
に
学
生
募
集
」
と
、
第
一
の
三
の(

六)

中
「(

三)

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
、「
寄
附
金
が
収
納
さ
れ
て
」
と
あ
る
の

は
「
寄
附
金
等
の
資
産
を
保
有
し
て
」
と
あ
る
の
は
「(

二)

中
「
独
立
大
学
院
大
学
」
と
あ

る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
三
の(

四)

中
「
大
学
等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、

「
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
の
二
の(

六)

か
ら(

八)

ま
で
中
「
大
学

等
」
と
あ
る
の
は
「
学
部
等
」
と
、
第
一
の
二
の(

六)

の
ア
中
」
と
、「(

五)

」
と
あ
る
の
は

「
第
二
の
三
の(

一)

」
と
あ
る
の
は
「(

五)

」
と
あ
る
の
は
「
第
五
の
三
の(

三)

に
お
い
て

準
用
す
る
第
二
の
三
の(

一)

」
と
、「
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
時
ま

で
に
収
納
さ
れ
て
い
る
寄
附
金
」
と
、「
保
有
し
て
い
る
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
あ
る
の
は
「
開

設
時
ま
で
に
保
有
す
る
見
込
み
が
あ
る
寄
附
金
等
の
資
産
」
と
、
第
一
の
二
の(

七)

の
イ
中

「
申
請
時
ま
で
に
寄
附
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
時
ま
で
に
寄
附
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

(

四)
 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

五)
 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五(

(

六)

か
ら(

十)

ま
で
を
除
く
。)

の
規
定
を

準
用
す
る
。 

(

六)
 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二

の
七
の(

一)

中
「
第
二
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

四 

一
、
二
及
び
三
に
お
け
る
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
の
取
扱
の
特
例
に
つ
い
て 

(

一)
 

一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

二)

の
規
定
並
び
に
二
の(

一)

及
び
三
の

(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

二)

の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
校
地
が
、
申
請
時
ま
で
に
自
己
所
有
が
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
の
事

情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
相
手
方
の
学
校
法
人(

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
大

学
等
又
は
学
部
等
の
設
置
者
で
な
く
な
る
学
校
法
人
を
い
う
。(

二)

に
お
い
て
同
じ
。)

の
理

事
会
に
お
い
て
、
開
設
時
ま
で
に
当
該
校
地
の
所
有
権
を
移
転
さ
せ
る
議
決
等
が
申
請
時
ま

で
に
な
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
申
請
時
ま
で
に
自
己
所
有
が
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
。 

(

二)
 

一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

四)

及
び(

六)

並
び
に
二
の(

一)

及
び
三

の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
の
一
の(

一)

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
の
一
の(

四)

及
び

(

六)

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
又
は
設
備
が
、
開
設
時
ま
で
に
自
己
所
有
又
は
所
有
が

さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
相
手
方
の
学

校
法
人
の
理
事
会
に
お
い
て
、
開
設
時
ま
で
に
当
該
施
設
又
は
設
備
の
所
有
権
を
移
転
さ
せ

る
議
決
等
が
申
請
時
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
自
己
所
有
又
は
所
有
が
さ
れ
て
い
る

と
み
な
す
。 

五 

設
置
者
の
変
更
に
よ
り
大
学
等
又
は
学
部
等
の
設
置
者
で
な
く
な
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為

の
変
更(

所
轄
庁
が
都
道
府
県
知
事
に
変
更
と
な
る
場
合
を
除
く
。)

の
認
可
に
つ
い
て 

(

一)
 

役
員
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

(

二)
 

既
設
の
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
五
の(

一)

の
規
定
を
準
用
す
る
。 

第
六 

そ
の
他 

一 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者

の
同
意
を
得
て
、
当
該
認
可
に
係
る
大
学
等
の
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
事
項
の

概
要
及
び
二
に
規
定
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切

な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

二 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
認

可
に
係
る
大
学
等
及
び
学
部
等
の
設
置
等
に
関
す
る
計
画(

三
に
お
い
て
単
に
「
計
画
」
と
い

う
。)

を
履
行
す
る
に
当
た
っ
て
遵
守
す
べ
き
事
項
及
び
充
実
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
事
項(

三

に
お
い
て
単
に
「
附
帯
事
項
」
と
い
う
。)

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
者
に
対
し
、
当
該

事
項
の
内
容
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

三 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
認
可
に
係
る
計
画
及
び
附
帯
事

項
の
履
行
の
状
況
及
び
学
校
法
人
の
経
営
の
実
態
を
確
認
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
書
類
、
実
地
等
に
よ
る
調
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

(

平
一
九
文
科
告
六
八
・
平
一
九
文
科
告
一
四
六
・
平
二
四
文
科
告
二
七
・
平
二
五
文
科
告
一
九
・

平
二
六
文
科
告
一
八
・
平
二
七
文
科
告
二
八
・
平
二
八
文
科
告
一
三
・
平
二
九
文
科
告
一
二
四
・
令
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元
文
科
告
一
・
令
二
文
科
告
一
一
四
・
令
四
文
科
告
一
三
〇
・
令
五
文
科
告
一
〇
・
一
部
改
正)

 

附 

則 

 

本
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
の
四
の
㈣
の
ア
（
第
三
の
四
、
第
四
の
四
及
び
第
五
の
二
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
中
負
債
率
を
算
出
す
る
日
に
係
る
部
分
は
、
平
成
二
十
一
年
度
を

開
設
年
度
と
す
る
申
請
の
審
査
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
年
度
を
開
設
年
度
と
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
平
十
九
・
五
・
一
文
科
告
六
十
八
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
関
す

る
審
査
基
準
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
度
を
開
設
年
度
と
す
る
申
請
の
審
査
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
一
・
三
・
二
文
科
告
三
十
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
実
施
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
一
・
五
・
十
五
文
科
告
八
十
一
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
二
・
二
・
二
十
六
文
科
告
三
十
九
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
三
・
二
・
二
十
五
文
科
告
二
十
七
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
四
・
二
・
二
十
八
文
科
告
二
十
七
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
五
・
二
・
二
十
八
文
科
告
十
九
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
六
・
二
・
二
十
六
文
科
告
十
八
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
六
・
九
・
二
十
六
文
科
告
百
三
十
四
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
七
・
二
・
二
十
七
文
科
告
二
十
八
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
七
・
九
・
十
六
文
科
告
百
五
十
二
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
八
・
二
・
二
十
九
文
科
告
十
三
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
八
・
九
・
十
二
文
科
告
百
二
十
七
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 
 
 

附 

則
（
平
二
十
九
・
九
・
二
十
九
文
科
告
百
二
十
四
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
十
・
二
・
二
十
八
文
科
告
二
十
六
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
十
・
九
・
十
九
文
科
告
百
七
十
五
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
五
・
十
〇
文
科
告
一
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
九
・
二
〇
文
科
告
六
十
六
） 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
二
・
九
・
二
九
文
科
告
百
十
四
） 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
三
・
九
・
二
七
文
科
告
百
五
十
九
） 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 
(

令
和
四
年
九
月
二
二
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
二
三
号)

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
六
年
度
に
行
お
う
と
す
る
大
学
の
設
置
等(

大
学
の
設

置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二

号)

第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
の
設
置
等
を
い
う
。)

に
係
る
審
査
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則 
(

令
和
四
年
九
月
三
〇
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
三
〇
号)

 

抄 

(

施
行
期
日)

 

第
一
条 

こ
の
告
示
は
、
大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日(

令
和
四
年
十
月

一
日)

か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 
(

令
和
五
年
三
月
一
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
〇
号)

 

(

施
行
期
日)

 

第
一
条 

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

(

認
可
の
申
請
に
係
る
審
査
に
関
す
る
経
過
措
置)

 

第
二
条 

令
和
六
年
度
に
行
お
う
と
す
る
私
立
の
大
学
の
設
置
等(

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及

び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号)

第
一
条
に
規
定

す
る
大
学
の
設
置
等(

大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
及
び
専
攻
の
課
程
の
変
更
を
除
く
。)

を

い
う
。)

に
伴
う
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
認
可
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可(

以
下
「
私
立
大
学

等
の
寄
附
行
為
の
認
可
等
」
と
い
う
。)

の
申
請
に
係
る
審
査
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
一
に
係
る
も

の
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

第
三
条 

令
和
七
年
度
に
行
お
う
と
す
る
私
立
大
学
等
の
寄
附
行
為
認
可
等
の
申
請
に
係
る
審
査
に

お
け
る
改
正
後
の
第
二
の
五
の(

二)
(

こ
れ
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、「
既
に
置
か
れ
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
、「
学
部
等
を
置
こ
う
と
す
る
大
学
等
に
既
に
置
か
れ

て
い
る
」
と
読
み
替
え
る
。 
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元
文
科
告
一
・
令
二
文
科
告
一
一
四
・
令
四
文
科
告
一
三
〇
・
令
五
文
科
告
一
〇
・
一
部
改
正)

 

附 

則 

 

本
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
の
四
の
㈣
の
ア
（
第
三
の
四
、
第
四
の
四
及
び
第
五
の
二
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
中
負
債
率
を
算
出
す
る
日
に
係
る
部
分
は
、
平
成
二
十
一
年
度
を

開
設
年
度
と
す
る
申
請
の
審
査
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
年
度
を
開
設
年
度
と
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
平
十
九
・
五
・
一
文
科
告
六
十
八
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
関
す

る
審
査
基
準
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
度
を
開
設
年
度
と
す
る
申
請
の
審
査
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
一
・
三
・
二
文
科
告
三
十
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
実
施
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
一
・
五
・
十
五
文
科
告
八
十
一
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
二
・
二
・
二
十
六
文
科
告
三
十
九
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
三
・
二
・
二
十
五
文
科
告
二
十
七
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
四
・
二
・
二
十
八
文
科
告
二
十
七
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
五
・
二
・
二
十
八
文
科
告
十
九
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
六
・
二
・
二
十
六
文
科
告
十
八
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
六
・
九
・
二
十
六
文
科
告
百
三
十
四
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
七
・
二
・
二
十
七
文
科
告
二
十
八
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
七
・
九
・
十
六
文
科
告
百
五
十
二
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
八
・
二
・
二
十
九
文
科
告
十
三
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
十
八
・
九
・
十
二
文
科
告
百
二
十
七
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 
 
 

附 

則
（
平
二
十
九
・
九
・
二
十
九
文
科
告
百
二
十
四
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
十
・
二
・
二
十
八
文
科
告
二
十
六
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
十
・
九
・
十
九
文
科
告
百
七
十
五
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
五
・
十
〇
文
科
告
一
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
九
・
二
〇
文
科
告
六
十
六
） 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
二
・
九
・
二
九
文
科
告
百
十
四
） 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
三
・
九
・
二
七
文
科
告
百
五
十
九
） 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 
(

令
和
四
年
九
月
二
二
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
二
三
号)

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
六
年
度
に
行
お
う
と
す
る
大
学
の
設
置
等(

大
学
の
設

置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二

号)

第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
の
設
置
等
を
い
う
。)

に
係
る
審
査
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則 
(

令
和
四
年
九
月
三
〇
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
三
〇
号)

 

抄 

(

施
行
期
日)

 

第
一
条 

こ
の
告
示
は
、
大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日(

令
和
四
年
十
月

一
日)

か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 
(

令
和
五
年
三
月
一
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
〇
号)

 

(

施
行
期
日)

 

第
一
条 

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

(

認
可
の
申
請
に
係
る
審
査
に
関
す
る
経
過
措
置)

 

第
二
条 

令
和
六
年
度
に
行
お
う
と
す
る
私
立
の
大
学
の
設
置
等(

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及

び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号)

第
一
条
に
規
定

す
る
大
学
の
設
置
等(

大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
及
び
専
攻
の
課
程
の
変
更
を
除
く
。)

を

い
う
。)

に
伴
う
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
認
可
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可(

以
下
「
私
立
大
学

等
の
寄
附
行
為
の
認
可
等
」
と
い
う
。)

の
申
請
に
係
る
審
査
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
一
に
係
る
も

の
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

第
三
条 

令
和
七
年
度
に
行
お
う
と
す
る
私
立
大
学
等
の
寄
附
行
為
認
可
等
の
申
請
に
係
る
審
査
に

お
け
る
改
正
後
の
第
二
の
五
の(

二)
(

こ
れ
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、「
既
に
置
か
れ
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
、「
学
部
等
を
置
こ
う
と
す
る
大
学
等
に
既
に
置
か
れ

て
い
る
」
と
読
み
替
え
る
。 
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附 

則 
(

令
和
五
年
九
月
二
一
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
〇
五
号)

 
こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
七
年
度
に
行
お
う
と
す
る
大
学
の
設
置
等(

大
学
の

設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十

二
号)

第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
の
設
置
等
を
い
う
。)

に
係
る
審
査
か
ら
適
用
す
る
。 

附 
則 

(

令
和
六
年
六
月
二
一
日
文
部
科
学
省
告
示
第
六
四
号)

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
の
四
の
改
正
規
定
、
第
一
の
五

の(

一)

の
改
正
規
定
、
第
二
の
四
の
改
正
規
定
、
第
二
の
七
の(

一)

の
改
正
規
定
、
第
三
の
改
正
規

定
（
第
三
の
三
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
四
の
七
の
改
正
規
定
及
び
第
五
の
改
正
規
定
（
第
五
の

一
の(

三)

の
改
正
規
定
、
第
五
の
二
の(

三)

の
改
正
規
定
及
び
第
五
の
三
の(

三)

の
改
正
規
定
を

除
く
。
）
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

令
和
七
年
度
に
行
お
う
と
す
る
私
立
の
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及

び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定

す
る
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
の
設
置
及
び
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更

を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
に
伴
う
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
認
可
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
（
以

下
「
私
立
大
学
等
の
寄
附
行
為
の
認
可
等
」
と
い
う
。
）
の
申
請
に
係
る
審
査
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則 
(

令
和
六
年
九
月
二
〇
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
三
〇
号)

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
八
年
度
に
行
お
う
と
す
る
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の

設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
の
設
置
等
を
い
う
。
）
に
係
る
審
査
か
ら
適
用
す
る
。 
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附 

則 
(

令
和
五
年
九
月
二
一
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
〇
五
号)

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
七
年
度
に
行
お
う
と
す
る
大
学
の
設
置
等(

大
学
の

設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十

二
号)

第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
の
設
置
等
を
い
う
。)

に
係
る
審
査
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則 
(

令
和
六
年
六
月
二
一
日
文
部
科
学
省
告
示
第
六
四
号)

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
の
四
の
改
正
規
定
、
第
一
の
五

の(

一)

の
改
正
規
定
、
第
二
の
四
の
改
正
規
定
、
第
二
の
七
の(

一)

の
改
正
規
定
、
第
三
の
改
正
規

定
（
第
三
の
三
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
四
の
七
の
改
正
規
定
及
び
第
五
の
改
正
規
定
（
第
五
の

一
の(

三)

の
改
正
規
定
、
第
五
の
二
の(

三)

の
改
正
規
定
及
び
第
五
の
三
の(

三)

の
改
正
規
定
を

除
く
。
）
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

令
和
七
年
度
に
行
お
う
と
す
る
私
立
の
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及

び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定

す
る
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
の
設
置
及
び
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更

を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
に
伴
う
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
認
可
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
（
以

下
「
私
立
大
学
等
の
寄
附
行
為
の
認
可
等
」
と
い
う
。
）
の
申
請
に
係
る
審
査
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則 
(

令
和
六
年
九
月
二
〇
日
文
部
科
学
省
告
示
第
一
三
〇
号)

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
八
年
度
に
行
お
う
と
す
る
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の

設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
の
設
置
等
を
い
う
。
）
に
係
る
審
査
か
ら
適
用
す
る
。 
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別
表
第
一 

標
準
設
置
経
費
額(

第
一
の
二
の(

一)

、
第
二
の
二
の(

四)

、
第
三
の
二
、
第
四
の
二
、

第
五
の
一
の(

二)

、
第
五
の
二
の(

二)

及
び
第
五
の
三
の(

二)

関
係)

 

一 

大
学 

(

一)
 

収
容
定
員
が
八
〇
〇
人
未
満(

医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
七
二
〇
人
未
満)

の
場

合 

備
考 

一 

収
容
定
員
が
四
〇
〇
人
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
校
舎
の
整

備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を

要
す
る
。 

二 

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
は
、
建
築
工
事
費
の
ほ
か
、
給
排
水
、
衛
生
ガ
ス
、
冷
暖
房
、
電

気
通
信
そ
の
他
の
建
築
附
帯
工
事
費
を
含
む
。(

以
下
別
表
第
一
に
お
い
て
同
じ
。)

 

三 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
は
、
図
書
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
含
ま
な
い
。(

以
下
別
表

第
一
に
お
い
て
同
じ
。)

 

四 

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
は
、
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
三
又
は
専
門
職
大

学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
次
の
ア
か
ら
オ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当
該
ア
か
ら
オ
ま
で
に
定

め
る
学
部
の
種
類
を
含
む
も
の
と
す
る
。(

別
表
第
一
の
一
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

 

ア 

人
文
科
学
関
係
又
は
社
会
科
学
関
係 

文
学
関
係
、
法
学
関
係
、
経
済
学
関
係
及
び
社
会
学
・

社
会
福
祉
学
関
係 

イ 

自
然
科
学
関
係(

医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
を
除
く
。)

 

理
学
関
係
、
工
学
関
係
、
農
学
関

係
、
獣
医
学
関
係
及
び
薬
学
関
係 

ウ 

そ
の
他 

教
育
学
・
保
育
学
関
係
、
家
政
関
係
、
美
術
関
係
、
音
楽
関
係
、
体
育
関
係
及
び
保

健
衛
生
学
関
係 

エ 

医
学
関
係 

医
学
関
係 

オ 

歯
学
関
係 

歯
学
関
係 

五 

八
〇
〇
人
未
満
で
四
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の

ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ
に

定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
四
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

四
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

四
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
四
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
割

合 

六 

大
学
設
置
基
準
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
共
同
学
科(

以
下
「
大
学
の
共
同
学
科
」
と
い
う
。)

を
置
く
学
部
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額

は
、
第
一
号
及
び
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学
の
共
同
学
科
以
外
の
学

科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
た
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
に
、
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置

経
費
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。 

七 

第
五
号
に
お
い
て
、
基
準
面
積
と
は
、
第
四
号
の
ア
か
ら
オ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

ア
か
ら
オ
ま
で
に
含
ま
れ
る
学
部
の
種
類(

た
だ
し
、
同
号
の
ウ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
教
育

学
・
保
育
学
関
係
を
除
く
。)

の
大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
の
イ
若
し
く
は
ロ
の
表
又
は
専
門
職
大

学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積(

以
下
別
表
第
一
の
一
に
お
い
て
単
に

「
基
準
校
舎
面
積
」
と
い
う
。)

の
う
ち
、
そ
の
面
積
が
最
小
で
あ
る
当
該
面
積
を
い
う
。(

別
表
第

一
の
一
の(

二)

の
表
備
考
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。)

 
八 

既
設
の
学
部
に
学
科(

大
学
の
共
同
学
科
を
除
く
。)

を
設
置
す
る
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
は
、

当
該
学
部(

共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
あ
っ
て
は
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学
の
共
同
学
科
以
外
の

学
科
の
収
容
定
員
を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
と
み
な
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。)

に
当
該
学
科
を
設
置
し
た
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
に
当
該
学
部
に
当
該
学
科
を
設
置
し
た

場
合
の
当
該
学
部
の
収
容
定
員
に
対
す
る
当
該
学
科
の
収
容
定
員
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。(

別
表
第
一
の
一
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

 

九 

大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
共
同
学
科
の
収
容
定
員

を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
と
み
な
し
た
場
合
の
当
該
学
部
の
標
準
設
置
経
費
額(

以
下
こ
の
号
に
お
い

合
計 

設
備
の
整
備
に 

要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に

要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

（
単
位
：
百
万
円
） 

七
七
二 

三
九 

七
三
三 

人
文
科
学
関

係
又
は
社
会

科
学
関
係 

学 

部 

の 

種 

類 

二
、
二
七
九 

七
八
二 

一
、
四
九
七 

自
然
科
学
関

係
（
医
学
関

係
及
び
歯
学

関

係

を

除

く
。
） 

一
、
一
四
五 

一
五
三 

九
九
二 

そ
の
他 

二
五
、
七
九
〇

(

二
〇
、
一
九
〇) 

七
、
四
六
〇

(

五
、
五
五
六) 

一
八
、
三
三
〇

(
一
四
、
六
三
四) ) 

医
学
関
係 

（
う
ち
附
属

病
院
分
） 

七
、
一
八
二 

(
三
、
四
五
一) 

一
、
九
七
〇 

(

七
二
〇) 

五
、
二
一
二 

(

二
、
七
三
一) 

歯
学
関
係 

（
う
ち
附
属
病

院
分
） 
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別
表
第
一 

標
準
設
置
経
費
額(

第
一
の
二
の(

一)

、
第
二
の
二
の(

四)

、
第
三
の
二
、
第
四
の
二
、

第
五
の
一
の(

二)

、
第
五
の
二
の(

二)

及
び
第
五
の
三
の(

二)

関
係)

 

一 

大
学 

(

一)
 

収
容
定
員
が
八
〇
〇
人
未
満(

医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
七
二
〇
人
未
満)

の
場

合 

備
考 

一 

収
容
定
員
が
四
〇
〇
人
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
校
舎
の
整

備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を

要
す
る
。 

二 

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
は
、
建
築
工
事
費
の
ほ
か
、
給
排
水
、
衛
生
ガ
ス
、
冷
暖
房
、
電

気
通
信
そ
の
他
の
建
築
附
帯
工
事
費
を
含
む
。(

以
下
別
表
第
一
に
お
い
て
同
じ
。)

 

三 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
は
、
図
書
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
含
ま
な
い
。(

以
下
別
表

第
一
に
お
い
て
同
じ
。)

 

四 

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
は
、
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
三
又
は
専
門
職
大

学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
次
の
ア
か
ら
オ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当
該
ア
か
ら
オ
ま
で
に
定

め
る
学
部
の
種
類
を
含
む
も
の
と
す
る
。(

別
表
第
一
の
一
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

 

ア 

人
文
科
学
関
係
又
は
社
会
科
学
関
係 

文
学
関
係
、
法
学
関
係
、
経
済
学
関
係
及
び
社
会
学
・

社
会
福
祉
学
関
係 

イ 

自
然
科
学
関
係(

医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
を
除
く
。)

 

理
学
関
係
、
工
学
関
係
、
農
学
関

係
、
獣
医
学
関
係
及
び
薬
学
関
係 

ウ 

そ
の
他 

教
育
学
・
保
育
学
関
係
、
家
政
関
係
、
美
術
関
係
、
音
楽
関
係
、
体
育
関
係
及
び
保

健
衛
生
学
関
係 

エ 

医
学
関
係 

医
学
関
係 

オ 

歯
学
関
係 

歯
学
関
係 

五 

八
〇
〇
人
未
満
で
四
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の

ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ
に

定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
四
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

四
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

四
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
四
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
割

合 

六 

大
学
設
置
基
準
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
共
同
学
科(

以
下
「
大
学
の
共
同
学
科
」
と
い
う
。)

を
置
く
学
部
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額

は
、
第
一
号
及
び
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学
の
共
同
学
科
以
外
の
学

科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
た
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
に
、
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置

経
費
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。 

七 

第
五
号
に
お
い
て
、
基
準
面
積
と
は
、
第
四
号
の
ア
か
ら
オ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

ア
か
ら
オ
ま
で
に
含
ま
れ
る
学
部
の
種
類(

た
だ
し
、
同
号
の
ウ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
教
育

学
・
保
育
学
関
係
を
除
く
。)

の
大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
の
イ
若
し
く
は
ロ
の
表
又
は
専
門
職
大

学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積(

以
下
別
表
第
一
の
一
に
お
い
て
単
に

「
基
準
校
舎
面
積
」
と
い
う
。)

の
う
ち
、
そ
の
面
積
が
最
小
で
あ
る
当
該
面
積
を
い
う
。(

別
表
第

一
の
一
の(

二)

の
表
備
考
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。)

 

八 

既
設
の
学
部
に
学
科(

大
学
の
共
同
学
科
を
除
く
。)

を
設
置
す
る
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
は
、

当
該
学
部(

共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
あ
っ
て
は
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学
の
共
同
学
科
以
外
の

学
科
の
収
容
定
員
を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
と
み
な
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。)

に
当
該
学
科
を
設
置
し
た
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
に
当
該
学
部
に
当
該
学
科
を
設
置
し
た

場
合
の
当
該
学
部
の
収
容
定
員
に
対
す
る
当
該
学
科
の
収
容
定
員
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。(

別
表
第
一
の
一
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

 

九 

大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
共
同
学
科
の
収
容
定
員

を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
と
み
な
し
た
場
合
の
当
該
学
部
の
標
準
設
置
経
費
額(

以
下
こ
の
号
に
お
い

合
計 

設
備
の
整
備
に 

要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に

要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

（
単
位
：
百
万
円
） 

七
七
二 

三
九 

七
三
三 

人
文
科
学
関

係
又
は
社
会

科
学
関
係 

学 

部 

の 

種 

類 

二
、
二
七
九 

七
八
二 

一
、
四
九
七 

自
然
科
学
関

係
（
医
学
関

係
及
び
歯
学

関

係

を

除

く
。
） 

一
、
一
四
五 

一
五
三 

九
九
二 

そ
の
他 

二
五
、
七
九
〇

(

二
〇
、
一
九
〇) 

七
、
四
六
〇

(

五
、
五
五
六) 

一
八
、
三
三
〇

(

一
四
、
六
三
四) ) 

医
学
関
係 

（
う
ち
附
属

病
院
分
） 

七
、
一
八
二 

(

三
、
四
五
一) 

一
、
九
七
〇 

(

七
二
〇) 

五
、
二
一
二 

(

二
、
七
三
一) 

歯
学
関
係 

（
う
ち
附
属
病

院
分
） 
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て
「
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。)

を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て

按
分
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
校
舎
及
び
設
備
の
整
備
に

要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
つ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。(

別
表
第
一
の
一
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。) 

十 

大
学
設
置
基
準
等
の
定
め
に
よ
り
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
は
、
経

費
の
区
分
に
応
じ
、
第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
て
得
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
又

は
イ
に
定
め
る
割
合(
ア
及
び
イ
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
当
該
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
を
合
計
し
た
割

合)

を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。(

別
表
第
一
の
一
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

 

ア 

大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
の
イ(

2
)

の
表
備
考
第
二
号
又
は
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表
第

二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
基
準
校
舎
面
積
を
減
じ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
減

じ
る
前
の
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
減
じ
た
後
の
当
該
面
積
の
割
合(

「
専
門
職
大
学
等
特
例
割

合
」
と
い
う
。)

 

イ 

大
学
設
置
基
準
第
五
十
七
条
に
よ
り
同
令
第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部

に
よ
ら
な
い
場
合
及
び
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
四
十
七
条

の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
よ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
実
際
の
校
舎
面
積
の
割
合(

「
大
学
等
特
例
認
定
割
合
」
と

い
う
。)

 

 

 
(

二)
 

収
容
定
員
が
八
〇
〇
人
以
上(

医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
七
二
〇
人
以
上)

の
場

合 

 

備
考 

一 

収
容
定
員
が
八
〇
〇
人
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
校
舎
の
整

備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要

す
る
。 

二 

八
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の
ア
及
び
イ
に
掲

げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
八
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

八
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

八
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
八
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の

割
合 

三 

大
学
の
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
前
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学
の
共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
た
場
合
の
標
準

設
置
経
費
額
に
、
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。 

 

二 

短
期
大
学 

(

一)  

収
容
定
員
が
一
五
〇
人
以
下
の
場
合 

備
考 

一 

収
容
定
員
が
一
〇
〇
人
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
校
舎
の
整

備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ

合
計 

設
備
の
整
備
に 

要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に

要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

（
単
位
：
百
万
円
） 

一
、
一
六
七 

七
六 

一
、
一
〇
〇 

人
文
科
学
関

係
又
は
社
会

科
学
関
係 

学 

部 

の 

種 

類 

三
、
五
七
二 

一
、
五
六
四 

二
、
〇
〇
八 

自
然
科
学
関

係
（
医
学
関

係
及
び
歯
学

関

係

を

除

く
。
） 

一
、
七
五
三 

三
〇
五 

一
、
四
四
八 

そ
の
他 

三
一
、
二
三
〇

(

二
三
、
六
六
一) 

九
、
九
九
六

(

七
、
一
四
四) 

二
一
、
二
三
四

(

一
六
、
五
一
七) ) 

医
学
関
係 

（
う
ち
附
属

病
院
分
） 

八
、
三
九
四 

(

三
、
五
四
四) 

二
、
六
七
六 

(

七
二
〇) 

五
、
七
一
八 

(

二
、
八
二
四) 

歯
学
関
係 

（
う
ち
附
属
病

院
分
） 

合
計 

設
備
の
整
備
に 

要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に

要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

三
六
七 

一
一 

三
五
六 

人
文
科
学
関
係
又
は
社

会
科
学
関
係 

学 

科 

の 

種 

類 

（
単
位
：
百
万
円
） 

七
一
四 

二
三
五 

四
七
九 

自
然
科
学
関
係 

四
四
〇 

四
七 

三
九
三 

そ
の
他 
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て
「
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。)

を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て

按
分
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
校
舎
及
び
設
備
の
整
備
に

要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
つ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。(

別
表
第
一
の
一
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。) 

十 

大
学
設
置
基
準
等
の
定
め
に
よ
り
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
は
、
経

費
の
区
分
に
応
じ
、
第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
て
得
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
又

は
イ
に
定
め
る
割
合(

ア
及
び
イ
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
当
該
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
を
合
計
し
た
割

合)

を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。(

別
表
第
一
の
一
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

 

ア 

大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
の
イ(

2
)

の
表
備
考
第
二
号
又
は
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表
第

二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
基
準
校
舎
面
積
を
減
じ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
減

じ
る
前
の
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
減
じ
た
後
の
当
該
面
積
の
割
合(

「
専
門
職
大
学
等
特
例
割

合
」
と
い
う
。)

 

イ 

大
学
設
置
基
準
第
五
十
七
条
に
よ
り
同
令
第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部

に
よ
ら
な
い
場
合
及
び
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
四
十
七
条

の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
よ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
実
際
の
校
舎
面
積
の
割
合(

「
大
学
等
特
例
認
定
割
合
」
と

い
う
。)

 

 

 
(

二)
 

収
容
定
員
が
八
〇
〇
人
以
上(

医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
七
二
〇
人
以
上)

の
場

合 

 

備
考 

一 

収
容
定
員
が
八
〇
〇
人
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
校
舎
の
整

備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要

す
る
。 

二 

八
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の
ア
及
び
イ
に
掲

げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
八
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

八
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

八
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
八
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の

割
合 

三 

大
学
の
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
前
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学
の
共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
た
場
合
の
標
準

設
置
経
費
額
に
、
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。 

 

二 

短
期
大
学 

(

一)  

収
容
定
員
が
一
五
〇
人
以
下
の
場
合 

備
考 

一 

収
容
定
員
が
一
〇
〇
人
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
校
舎
の
整

備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ

合
計 

設
備
の
整
備
に 

要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に

要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

（
単
位
：
百
万
円
） 

一
、
一
六
七 

七
六 

一
、
一
〇
〇 

人
文
科
学
関

係
又
は
社
会

科
学
関
係 

学 

部 

の 

種 

類 

三
、
五
七
二 

一
、
五
六
四 

二
、
〇
〇
八 

自
然
科
学
関

係
（
医
学
関

係
及
び
歯
学

関

係

を

除

く
。
） 

一
、
七
五
三 

三
〇
五 

一
、
四
四
八 

そ
の
他 

三
一
、
二
三
〇

(

二
三
、
六
六
一) 

九
、
九
九
六

(

七
、
一
四
四) 

二
一
、
二
三
四

(

一
六
、
五
一
七) ) 

医
学
関
係 

（
う
ち
附
属

病
院
分
） 

八
、
三
九
四 

(

三
、
五
四
四) 

二
、
六
七
六 

(

七
二
〇) 

五
、
七
一
八 

(

二
、
八
二
四) 

歯
学
関
係 

（
う
ち
附
属
病

院
分
） 

合
計 

設
備
の
整
備
に 

要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に

要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

三
六
七 

一
一 

三
五
六 

人
文
科
学
関
係
又
は
社

会
科
学
関
係 

学 

科 

の 

種 

類 

（
単
位
：
百
万
円
） 

七
一
四 

二
三
五 

四
七
九 

自
然
科
学
関
係 

四
四
〇 

四
七 

三
九
三 

そ
の
他 
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の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を

要
す
る
。 

二 

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
科
の
種
類
は
、
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
又
は
専
門

職
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
に
掲
げ
る
学
科
の
種
類
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
次
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当
該
ア
か
ら
ウ

ま
で
に
定
め
る
学
科
の
種
類
を
含
む
も
の
と
す
る
。(

別
表
第
一
の
二
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同

じ
。)

 

ア 

人
文
科
学
関
係
又
は
社
会
科
学
関
係 

文
学
関
係
、
法
学
関
係
、
経
済
学
関
係
及
び
社
会
学
・

社
会
福
祉
学
関
係 

イ 

自
然
科
学
関
係 

理
学
関
係
、
工
学
関
係
及
び
農
学
関
係 

ウ 

そ
の
他 

教
育
学
・
保
育
学
関
係
、
家
政
関
係
、
美
術
関
係
、
音
楽
関
係
、
体
育
関
係
及
び
保

健
衛
生
学
関
係 

三 

一
五
〇
人
以
下
で
一
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の

ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ
に

定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
一
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

一
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

一
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
一
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
割

合 

四 

前
号
に
お
い
て
、
基
準
面
積
と
は
、
第
二
号
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
ア

か
ら
ウ
ま
で
に
含
ま
れ
る
学
科
の
種
類(

た
だ
し
、
同
号
の
ウ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
教
育
学
・

保
育
学
関
係
を
除
く
。)

の
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置

基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積(

以
下
別
表
第
一
の
二
に
お
い
て
単
に
「
基
準

校
舎
面
積
」
と
い
う
。)

の
う
ち
、
そ
の
面
積
が
最
小
で
あ
る
当
該
面
積
を
い
う
。(

別
表
第
一
の
二

の(

二)

の
表
備
考
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。)

 

五 

短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
五
十
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
共
同
学
科(

以
下
「
短
期
大
学
の
共
同
学
科
」
と
い
う
。)

に
係
る
標
準
設
置
経
費
額

は
、
第
一
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
の
共
同
学
科
の
収
容
定

員
を
合
わ
せ
て
一
の
学
科
と
み
な
し
た
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額(

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
短
期

大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。)

を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て

按
分
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
校
舎
及
び
設
備
の
整

備
に
要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
短
期
大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
つ
、
教
育
研

究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

六 

大
学
設
置
基
準
等
の
定
め
に
よ
り
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
は
、
経

費
の
区
分
に
応
じ
、
第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
て
得
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
又

は
イ
に
定
め
る
割
合(

ア
及
び
イ
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
当
該
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
を
合
計
し
た
割

合)

を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。(

別
表
第
一
の
二
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

 

ア 

短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
別

表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
基
準
校
舎
面
積
を
減
じ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
減
じ
た
後
の
当
該
面
積
の
割
合(

「
専
門
職
短
期
大
学
等
特
例
割
合
」

と
い
う
。)

 

イ 

短
期
大
学
設
置
基
準
第
五
十
条
に
よ
り
同
令
第
三
十
一
条
の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に

よ
ら
な
い
場
合
及
び
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
四
十
五

条
の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
よ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
実
際
の
校
舎
面
積
の
割
合(

「
短
期
大
学
等
特
例
認

定
割
合
」
と
い
う
。)

 

 

(

二)  

収
容
定
員
が
一
五
〇
人
を
超
え
る
場
合 

 
備
考 

一 

収
容
定
員
が
二
〇
〇
人
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
校
舎
の
整

備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を

要
す
る
。 

二 

一
五
〇
人
を
超
え
る
二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次

合
計 

設
備
の
整
備
に 

要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に

要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

四
四
六 

二
四 

四
二
二 

人
文
科
学
関
係
又
は
社

会
科
学
関
係 

学 

科 

の 

種 

類 

（
単
位
：
百
万
円
） 

一
、
〇
六
八 

四
七
〇 

五
九
八 

自
然
科
学
関
係 

五
六
五 

九
二 

四
七
三 

そ
の
他 
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の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を

要
す
る
。 

二 

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
科
の
種
類
は
、
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
又
は
専
門

職
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
に
掲
げ
る
学
科
の
種
類
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
次
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当
該
ア
か
ら
ウ

ま
で
に
定
め
る
学
科
の
種
類
を
含
む
も
の
と
す
る
。(

別
表
第
一
の
二
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同

じ
。)

 

ア 

人
文
科
学
関
係
又
は
社
会
科
学
関
係 

文
学
関
係
、
法
学
関
係
、
経
済
学
関
係
及
び
社
会
学
・

社
会
福
祉
学
関
係 

イ 

自
然
科
学
関
係 

理
学
関
係
、
工
学
関
係
及
び
農
学
関
係 

ウ 

そ
の
他 

教
育
学
・
保
育
学
関
係
、
家
政
関
係
、
美
術
関
係
、
音
楽
関
係
、
体
育
関
係
及
び
保

健
衛
生
学
関
係 

三 

一
五
〇
人
以
下
で
一
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の

ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ
に

定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
一
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

一
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

一
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
一
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
割

合 

四 

前
号
に
お
い
て
、
基
準
面
積
と
は
、
第
二
号
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
ア

か
ら
ウ
ま
で
に
含
ま
れ
る
学
科
の
種
類(

た
だ
し
、
同
号
の
ウ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
教
育
学
・

保
育
学
関
係
を
除
く
。)

の
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置

基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積(

以
下
別
表
第
一
の
二
に
お
い
て
単
に
「
基
準

校
舎
面
積
」
と
い
う
。)

の
う
ち
、
そ
の
面
積
が
最
小
で
あ
る
当
該
面
積
を
い
う
。(

別
表
第
一
の
二

の(

二)

の
表
備
考
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。)

 

五 

短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
五
十
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
共
同
学
科(

以
下
「
短
期
大
学
の
共
同
学
科
」
と
い
う
。)

に
係
る
標
準
設
置
経
費
額

は
、
第
一
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
の
共
同
学
科
の
収
容
定

員
を
合
わ
せ
て
一
の
学
科
と
み
な
し
た
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額(

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
短
期

大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。)

を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て

按
分
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
校
舎
及
び
設
備
の
整

備
に
要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
短
期
大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
つ
、
教
育
研

究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

六 

大
学
設
置
基
準
等
の
定
め
に
よ
り
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
は
、
経

費
の
区
分
に
応
じ
、
第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
て
得
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
又

は
イ
に
定
め
る
割
合(

ア
及
び
イ
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
当
該
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
を
合
計
し
た
割

合)

を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。(

別
表
第
一
の
二
の(

二)

の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

 

ア 

短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
別

表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
基
準
校
舎
面
積
を
減
じ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
減
じ
た
後
の
当
該
面
積
の
割
合(

「
専
門
職
短
期
大
学
等
特
例
割
合
」

と
い
う
。)

 

イ 

短
期
大
学
設
置
基
準
第
五
十
条
に
よ
り
同
令
第
三
十
一
条
の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に

よ
ら
な
い
場
合
及
び
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
四
十
五

条
の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
よ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
実
際
の
校
舎
面
積
の
割
合(

「
短
期
大
学
等
特
例
認

定
割
合
」
と
い
う
。)

 

 

(

二)  

収
容
定
員
が
一
五
〇
人
を
超
え
る
場
合 

 

備
考 

一 

収
容
定
員
が
二
〇
〇
人
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
校
舎
の
整

備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を

要
す
る
。 

二 

一
五
〇
人
を
超
え
る
二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次

合
計 

設
備
の
整
備
に 

要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に

要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

四
四
六 

二
四 

四
二
二 

人
文
科
学
関
係
又
は
社

会
科
学
関
係 

学 

科 

の 

種 

類 

（
単
位
：
百
万
円
） 

一
、
〇
六
八 

四
七
〇 

五
九
八 

自
然
科
学
関
係 

五
六
五 

九
二 

四
七
三 

そ
の
他 
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の
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ

に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 
校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
二
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

二
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
割

合 

 

三 

高
等
専
門
学
校 

備
考 

一 

標
準
設
置
経
費
額
は
、
校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額

と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の

表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。 

二 

こ
の
表
は
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
種
類
の
別
を
問
わ
ず
、
適
用
す
る
。 

三 

四
〇
〇
人
未
満
で
二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の

ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
の
二
〇
〇
人
の
場
合
の
欄
に
定
め
る
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
二
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積(

高
等
専
門
学

校
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
二
項
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積(

以
下
別
表
第
一
の
三
に
お
い
て

単
に
「
基
準
校
舎
面
積
」
と
い
う
。)

を
い
い
、
学
級
数
は
、
同
令
第
五
条
第
二
項
に
定
め
る
標

準
学
生
数
を
単
位
と
す
る
。
以
下
別
表
第
一
の
三
の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

に
対
す
る
当
該
二
〇

〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

二
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
割

合 

四 

四
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の
ア
及
び
イ
に
掲

げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
の
四
〇
〇
人
の
場
合
の
欄
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア

及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
四
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

四
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

四
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
四
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の

割
合 

五 

高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
二
十
五
条
の
規
定
の
全
部
若
し

く
は
一
部
に
よ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
は
、

第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
て
得
た
経
費
の
区
分
に
応
じ
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準

校
舎
面
積
に
対
す
る
実
際
の
校
舎
面
積
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
額
し
た
額
と
す
る
。 

  

別
表
第
二 

標
準
経
常
経
費
額(

第
一
の
三
の(

一)

、
第
二
の
三
の(

三)

、
第
三
の
三
、
第
四
の
三
、

第
五
の
一
の(

三)

、
第
五
の
二
の(

三)

及
び
第
五
の
三
の(

三)

関
係)

 

備
考 

一 

標
準
経
常
経
費
額
は
、
人
件
費
の
額
と
人
件
費
以
外
の
経
常
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額

と
す
る
。 

二 

教
員
数
は
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に
応
じ
て
大
学
設
置
基
準
等
の
定
め
る
基
幹
教
員
の
数
と
す

る
。
た
だ
し
、
大
学
（
独
立
大
学
院
大
学
を
除
く
。
）
、
修
業
年
限
が
三
年
で
あ
る
短
期
大
学
及
び
高

等
専
門
学
校
の
教
育
研
究
実
施
組
織
を
段
階
的
に
整
備
す
る
場
合
（
開
設
時
に
複
数
の
学
年
の
学

生
を
受
け
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
教
員
数
に
、
修
業
年
限
が
四
年
の
大
学
及
び
高
等
専

門
学
校
に
あ
っ
て
は
二
分
の
一
、
修
業
年
限
が
六
年
の
大
学
に
あ
っ
て
は
三
分
の
一
、
修
業
年
限
が

三
年
の
短
期
大
学
に
あ
っ
て
は
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
も
っ
て
教
員
数
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。 

三 
職
員
数
は
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に
応
じ
て
大
学
設
置
基
準
等
の
定
め
る
基
幹
教
員
の
数
に
、
次

の
ア
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
学
部
等(

大
学
院
又
は
大
学
院
の
研
究
科
を
除
く
。)

の
別
に
応
じ
、
当

該
ア
か
ら
エ
ま
で
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
と
す
る
。 

ア 

学
部(
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。)

 

五
分
の
四 

イ 

医
学
に
関
す
る
学
部 

三 

ウ 

歯
学
に
関
す
る
学
部 

五
分
の
六 

エ 

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科 

五
分
の
三 

合
計 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

（
単
位
：
百
万
円
） 

一
、
〇
二
四 

二
九
一 

七
三
三 

二
〇
〇
人
の
場
合 

収 

容 

定 

員 

一
、
五
三
二 

五
八
〇 

九
五
二 

四
〇
〇
人
の
場
合 

人
件
費
以
外
の
経
常
経
費 

人
件
費 

経
費
の
区
分 

（
単
位
：
千
円
） 

人
件
費×

〇
・
五(

医
学
関
係
に
あ
っ
て
は
、
人
件
費×

〇
・
七)

 

教
員
数×

九
、
〇
〇
〇
＋
職
員
数×

六
、
四
〇
〇 

額
の
計
算
方
法 
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の
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ

に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
二
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

二
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
割

合 

 

三 

高
等
専
門
学
校 

備
考 

一 

標
準
設
置
経
費
額
は
、
校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額

と
を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の

表
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。 

二 

こ
の
表
は
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
種
類
の
別
を
問
わ
ず
、
適
用
す
る
。 

三 

四
〇
〇
人
未
満
で
二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の

ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
の
二
〇
〇
人
の
場
合
の
欄
に
定
め
る
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
ア
及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
二
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積(

高
等
専
門
学

校
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
二
項
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積(

以
下
別
表
第
一
の
三
に
お
い
て

単
に
「
基
準
校
舎
面
積
」
と
い
う
。)

を
い
い
、
学
級
数
は
、
同
令
第
五
条
第
二
項
に
定
め
る
標

準
学
生
数
を
単
位
と
す
る
。
以
下
別
表
第
一
の
三
の
表
に
お
い
て
同
じ
。)

に
対
す
る
当
該
二
〇

〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

二
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
二
〇
〇
人
以
外
の
収
容
定
員
の
割

合 

四 

四
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の
ア
及
び
イ
に
掲

げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
の
四
〇
〇
人
の
場
合
の
欄
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ア

及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。 

ア 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

収
容
定
員
が
四
〇
〇
人
の
場
合
の
基
準
面
積
に
対
す
る
当
該

四
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の
場
合
の
基
準
面
積
の
割
合 

イ 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

四
〇
〇
人
に
対
す
る
当
該
四
〇
〇
人
を
超
え
る
収
容
定
員
の

割
合 

五 

高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
二
十
五
条
の
規
定
の
全
部
若
し

く
は
一
部
に
よ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
基
準
校
舎
面
積
を
下
回
る
場
合
の
標
準
設
置
経
費
額
は
、

第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
て
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た
経
費
の
区
分
に
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じ
た
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準

校
舎
面
積
に
対
す
る
実
際
の
校
舎
面
積
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
額
し
た
額
と
す
る
。 

  

別
表
第
二 

標
準
経
常
経
費
額(

第
一
の
三
の(

一)

、
第
二
の
三
の(

三)

、
第
三
の
三
、
第
四
の
三
、

第
五
の
一
の(

三)

、
第
五
の
二
の(

三)

及
び
第
五
の
三
の(

三)

関
係)

 

備
考 

一 

標
準
経
常
経
費
額
は
、
人
件
費
の
額
と
人
件
費
以
外
の
経
常
経
費
の
額
と
を
合
計
し
て
得
た
額

と
す
る
。 

二 

教
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数
は
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に
応
じ
て
大
学
設
置
基
準
等
の
定
め
る
基
幹
教
員
の
数
と
す

る
。
た
だ
し
、
大
学
（
独
立
大
学
院
大
学
を
除
く
。
）
、
修
業
年
限
が
三
年
で
あ
る
短
期
大
学
及
び
高

等
専
門
学
校
の
教
育
研
究
実
施
組
織
を
段
階
的
に
整
備
す
る
場
合
（
開
設
時
に
複
数
の
学
年
の
学

生
を
受
け
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
教
員
数
に
、
修
業
年
限
が
四
年
の
大
学
及
び
高
等
専

門
学
校
に
あ
っ
て
は
二
分
の
一
、
修
業
年
限
が
六
年
の
大
学
に
あ
っ
て
は
三
分
の
一
、
修
業
年
限
が

三
年
の
短
期
大
学
に
あ
っ
て
は
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
も
っ
て
教
員
数
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。 

三 

職
員
数
は
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に
応
じ
て
大
学
設
置
基
準
等
の
定
め
る
基
幹
教
員
の
数
に
、
次

の
ア
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
学
部
等(

大
学
院
又
は
大
学
院
の
研
究
科
を
除
く
。)

の
別
に
応
じ
、
当

該
ア
か
ら
エ
ま
で
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
と
す
る
。 

ア 

学
部(

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。)

 

五
分
の
四 

イ 

医
学
に
関
す
る
学
部 

三 

ウ 

歯
学
に
関
す
る
学
部 

五
分
の
六 

エ 

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科 

五
分
の
三 

合
計 

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

校
舎
の
整
備
に
要
す
る
経
費 

経
費
の
区
分 

（
単
位
：
百
万
円
） 

一
、
〇
二
四 

二
九
一 

七
三
三 

二
〇
〇
人
の
場
合 

収 

容 

定 

員 

一
、
五
三
二 

五
八
〇 

九
五
二 

四
〇
〇
人
の
場
合 

人
件
費
以
外
の
経
常
経
費 

人
件
費 

経
費
の
区
分 

（
単
位
：
千
円
） 

人
件
費×

〇
・
五(

医
学
関
係
に
あ
っ
て
は
、
人
件
費×

〇
・
七)

 

教
員
数×

九
、
〇
〇
〇
＋
職
員
数×

六
、
四
〇
〇 

額
の
計
算
方
法 
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四 

大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
経
常
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課

程
を
編
成
す
る
学
科
に
つ
い
て
大
学
設
置
基
準
第
四
十
六
条
又
は
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
五
十

八
条
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
大
学
別
基
幹
教
員
数
又
は
専
門
職
大
学
別
基
幹
教
員
数
を
こ
の
表
に
適

用
し
て
得
ら
れ
る
額(

以
下
「
大
学
別
標
準
経
常
経
費
額
」
と
い
う
。)

と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
経
常
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
と
み
な

し
て
大
学
設
置
基
準
第
四
十
六
条
又
は
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
五
十
八
条
に
よ
り
算
定
さ
れ
た

全
体
基
幹
教
員
数
を
こ
の
表
に
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
を
超
え
、
か
つ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

五 

短
期
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
経
常
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置
く
当
該
共

同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
つ
い
て
短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
十
九
条
又
は
専
門
職
短
期
大

学
設
置
基
準
第
五
十
五
条
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
短
期
大
学
別
基
幹
教
員
数
又
は
専
門
職
短
期
大
学

別
基
幹
教
員
数
を
こ
の
表
に
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額(

以
下
「
短
期
大
学
別
標
準
経
常
経
費
額
」
と

い
う
。)

と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学

科
に
係
る
経
常
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を

編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
科
と
み
な
し
て
短
期
大
学
設
置
基
準
第
三
十
九
条
又
は
専
門

職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
五
十
五
条
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
全
体
基
幹
教
員
数
を
こ
の
表
に
適
用
し

て
得
ら
れ
る
額
を
超
え
、
か
つ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 
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〇 

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
等
の
認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
等
（
抄
） 

平
成

六

年
七

月
二

十

日 

文
部
省
告
示
第
百
十
七
号 

最
終
改
正 

令
六
・
八
・
六
文
科
告
百
二 

  

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
等
の
認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
等 

 

第
一
条 

私
立
学
校
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
文
部
省
令
第
十
二
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）

第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
の
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

一 

理
事
が
私
立
学
校
を
経
営
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
又
は
経
験
及
び
学
校
法
人
の
適
正
な
運

営
に
必
要
な
識
見
並
び
に
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

二 

監
事
が
学
校
運
営
そ
の
他
の
学
校
法
人
の
業
務
又
は
財
務
管
理
に
つ
い
て
識
見
を
有
す
る
こ

と
を
証
す
る
書
類 

三 

評
議
員
が
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
教
育
又
は
研
究
の
特
性
を
理
解
し
、
学
校
法

人
の
適
正
な
運
営
に
必
要
な
識
見
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

第
二
条 

規
則
第
三
条
第
二
項
第
八
号
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
書
類

は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

一 

寄
附
の
収
納
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類 

二 

財
産
の
一
覧
に
つ
い
て
公
認
会
計
士
の
監
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類 

三 

予
算
書
の
内
容
を
補
足
す
る
書
類 

第
三
条 

規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
四
条 

規
則
第
四
十
四
条
第
二
項
第
三
号
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
五
条 

規
則
第
四
十
四
条
第
三
項
第
三
号
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

書
類
は
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
六
条 

規
則
第
四
十
四
条
第
七
項
第
四
号
の
書
類
は
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
七
条 

規
則
第
四
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
並
び
に
第
二
条
第
二
号
及

び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
八
条 

規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
第
四
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
九
条 

規
則
第
四
十
七
条
第
一
項
第
六
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
十
条 

規
則
第
五
十
七
条
第
二
項
第
二
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
十
一
条 

規
則
第
五
十
七
条
第
三
項
第
三
号
の
書
類
は
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
十
二
条 

規
則
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
も
の
の
様
式
は
、
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
第
十
三
条 

第
一
条
各
号
及
び
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
う
ち

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
様
式
は
、
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

                       

十
九 

規
則
第
四
十
四
条
第
三
項
第
一
号
の
書
類
の
う
ち
、
開
設
年
度

の
前
年
度
の
予
算
書 

十
八 

規
則
第
四
十
四
条
第
三
項
第
一
号
の
書
類
の
う
ち
、
開
設
年
度

の
前
々
年
度
の
財
産
の
一
覧
そ
の
他
の
最
近
に
お
け
る
財
産
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
類 

十
七 

規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
書
類 

十
六 

規
則
第
三
条
第
二
項
第
七
号
の
書
類 

十
五 

規
則
第
三
条
第
二
項
第
六
号
の
書
類 

 

十
四 

規
則
第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
書
類 

十
三 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
十
号
の
書
類 

十
二 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
九
号
の
書
類 

十
一 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
八
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
書
類 

十 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
七
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
の
書
類 

九 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
六
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
書
類 

八 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
の
書
類 

七 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
書
類 

六 

規
則
第
五
十
七
条
第
一
項
の
認
可
申
請
書 

五 

規
則
第
四
十
八
条
第
一
項
の
認
可
申
請
書 

四 

規
則
第
四
十
六
条
第
二
項
の
届
出
書 

三 

規
則
第
四
十
五
条
各
項
の
認
可
申
請
書 

二 

規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
認
可
申
請
書 

一 

規
則
第
三
条
第
一
項
の
認
可
申
請
書 

提 
 

出 
 

す 
 

べ 
 

き 
 

書 
 

類 

様
式
第
七
号
そ
の
二 

様
式
第
六
号 

様
式
第
二―

二
号 

様
式
第
八
号 

様
式
第
七
号 

様
式
第
六
号 

様
式
第
五
号 

様
式
第
四
号 

様
式
第
三―

四
号 

様
式
第
三―

三
号 

様
式
第
三―

二
号 

様
式
第
三―

一
号 

様
式
第
二―

一
号 

様
式
第
一―

五
号 

様
式
第
一―

四
号 

様
式
第
一―

三
号 

様
式
第
一―

二
号 

様
式
第
一―

二
号 

様
式
第
一―

一
号 

様 
 
 

式 

   

二 

第
二
条
第
三
号
の
書
類 

一 

第
一
条
各
号
の
書
類 

提 
 

出 
 

す 
 

べ 
 

き 
 

書 
 

類 

様
式
第
十
号 

様
式
第
九
号 

様 
 
 

式 
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〇 

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
等
の
認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
等
（
抄
） 

平
成

六

年
七

月
二

十

日 

文
部
省
告
示
第
百
十
七
号 

最
終
改
正 

令
六
・
八
・
六
文
科
告
百
二 

  

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
等
の
認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
等 

 

第
一
条 

私
立
学
校
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
文
部
省
令
第
十
二
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）

第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
の
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

一 

理
事
が
私
立
学
校
を
経
営
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
又
は
経
験
及
び
学
校
法
人
の
適
正
な
運

営
に
必
要
な
識
見
並
び
に
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

二 

監
事
が
学
校
運
営
そ
の
他
の
学
校
法
人
の
業
務
又
は
財
務
管
理
に
つ
い
て
識
見
を
有
す
る
こ

と
を
証
す
る
書
類 

三 

評
議
員
が
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
教
育
又
は
研
究
の
特
性
を
理
解
し
、
学
校
法

人
の
適
正
な
運
営
に
必
要
な
識
見
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

第
二
条 

規
則
第
三
条
第
二
項
第
八
号
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
書
類

は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

一 

寄
附
の
収
納
状
況
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類 

二 

財
産
の
一
覧
に
つ
い
て
公
認
会
計
士
の
監
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類 

三 

予
算
書
の
内
容
を
補
足
す
る
書
類 

第
三
条 

規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
四
条 

規
則
第
四
十
四
条
第
二
項
第
三
号
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
五
条 

規
則
第
四
十
四
条
第
三
項
第
三
号
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

書
類
は
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
六
条 

規
則
第
四
十
四
条
第
七
項
第
四
号
の
書
類
は
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
七
条 

規
則
第
四
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
並
び
に
第
二
条
第
二
号
及

び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
八
条 

規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
第
四
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
九
条 

規
則
第
四
十
七
条
第
一
項
第
六
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
十
条 

規
則
第
五
十
七
条
第
二
項
第
二
号
の
書
類
は
、
現
行
の
寄
附
行
為
と
す
る
。 

第
十
一
条 

規
則
第
五
十
七
条
第
三
項
第
三
号
の
書
類
は
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。 

第
十
二
条 

規
則
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
も
の
の
様
式
は
、
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

第
十
三
条 

第
一
条
各
号
及
び
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
う
ち

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
様
式
は
、
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

                       

十
九 

規
則
第
四
十
四
条
第
三
項
第
一
号
の
書
類
の
う
ち
、
開
設
年
度

の
前
年
度
の
予
算
書 

十
八 

規
則
第
四
十
四
条
第
三
項
第
一
号
の
書
類
の
う
ち
、
開
設
年
度

の
前
々
年
度
の
財
産
の
一
覧
そ
の
他
の
最
近
に
お
け
る
財
産
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
類 

十
七 

規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
書
類 

十
六 

規
則
第
三
条
第
二
項
第
七
号
の
書
類 

十
五 

規
則
第
三
条
第
二
項
第
六
号
の
書
類 

 

十
四 

規
則
第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
書
類 

十
三 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
十
号
の
書
類 

十
二 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
九
号
の
書
類 

十
一 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
八
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
書
類 

十 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
七
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
の
書
類 

九 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
六
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
書
類 

八 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
の
書
類 

七 

規
則
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
書
類 

六 

規
則
第
五
十
七
条
第
一
項
の
認
可
申
請
書 

五 

規
則
第
四
十
八
条
第
一
項
の
認
可
申
請
書 

四 

規
則
第
四
十
六
条
第
二
項
の
届
出
書 

三 

規
則
第
四
十
五
条
各
項
の
認
可
申
請
書 

二 

規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
認
可
申
請
書 

一 

規
則
第
三
条
第
一
項
の
認
可
申
請
書 

提 
 

出 
 

す 
 

べ 
 

き 
 

書 
 

類 

様
式
第
七
号
そ
の
二 

様
式
第
六
号 

様
式
第
二―

二
号 

様
式
第
八
号 

様
式
第
七
号 

様
式
第
六
号 

様
式
第
五
号 

様
式
第
四
号 

様
式
第
三―

四
号 

様
式
第
三―

三
号 

様
式
第
三―

二
号 

様
式
第
三―

一
号 

様
式
第
二―

一
号 

様
式
第
一―

五
号 

様
式
第
一―

四
号 

様
式
第
一―

三
号 

様
式
第
一―

二
号 

様
式
第
一―

二
号 

様
式
第
一―

一
号 

様 
 
 

式 

   

二 

第
二
条
第
三
号
の
書
類 

一 

第
一
条
各
号
の
書
類 

提 
 

出 
 

す 
 

べ 
 

き 
 

書 
 

類 

様
式
第
十
号 

様
式
第
九
号 

様 
 
 

式 
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附 

則
（
平
一
九
・
八
・
九
文
科
告
一
一
五
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 
則
（
平
二
六
・
二
・
三
文
科
告
一
六
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
七
・
二
・
二
七
文
科
告
二
九
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
五
・
一
〇
文
科
告
三
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
七
・
一
文
科
告
一
八
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
一
二
・
一
三
文
科
告
一
〇
八
） 

こ
の
告
示
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月

十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
二
・
一
二
・
二
八
文
科
告
一
四
七
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
六
・
八
・
六
文
科
告
一
〇
二
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

私
立
学
校
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
六
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
一
号
）

附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
学
校
法
人
又
は
私
立
学
校
法
第
百

五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
寄
附
行
為
、
合
併
又
は
組
織
変
更
の
認
可
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、

改
正
後
の
様
式
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

令
和
八
年
度
に
行
お
う
と
す
る
私
立
の
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及

び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
）
第
一
条
に

規
定
す
る
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
及
び
専
攻
の
課
程
の
変
更
を
除

く
。
）
を
い
う
。
）
に
伴
う
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、
改
正

後
の
様
式
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

    

〇 

私
立
大
学
等
の
設
置
に
際
し
農
地
を
学
校
用
地
に
転
用
す
る
場
合
の
手
続
に
つ
い
て 

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
文
高
行
第
二
四
〇
号 

文

部

省

高

等

教

育

局

長

か

ら 

文

部

大

臣

所

轄

各

学

校

法

人

理

事

長 

あ
て
通
知 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

私
立
大
学
、
私
立
大
学
の
学
部
又
は
私
立
短
期
大
学
の
学
科
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
設

置
に
際
し
、
農
地
を
学
校
用
地
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
二
二
九

号
）
に
基
づ
く
所
定
の
手
続
を
と
る
と
と
も
に
、
当
職
に
対
し
、
下
記
の
要
領
に
よ
り
大
学
等
設
置

計
画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。 

 

な
お
、
本
通
知
に
伴
い
、
「
私
立
大
学
等
の
設
置
に
際
し
農
地
を
学
校
用
地
と
す
る
場
合
の
手
続
に

つ
い
て
（
平
成
六
年
七
月
二
十
日
文
高
行
第
三
一
〇
号
）
」
は
廃
止
し
ま
す
。 

記 

１ 

記
載
す
べ
き
事
項
及
び
添
付
書
類 

⑴ 

大
学
等
の
設
置
の
趣
旨
及
び
特
に
設
置
を
必
要
と
す
る
理
由 

⑵ 

設
置
す
る
大
学
等
の
概
要
（
「
大
学
の
設
置
等
の
認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
及
び
提
出
部

数
」（
平
成
六
年
文
部
省
告
示
第
一
一
六
号
。
）
に
定
め
る
様
式
第
二
号
に
よ
り
作
成
し
、
校
地
等

の
図
面
及
び
登
記
簿
謄
本
（
仮
登
記
）
、
校
舎
等
建
物
の
配
置
図
並
び
に
設
置
計
画
に
係
る
決
議

録
、
議
事
録
等
を
添
付
す
る
こ
と
。 

 

⑶ 

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
（
寄
附
行
為
変
更
の
場
合
は
、
寄
附
行
為
変
更
に
係
る
新
旧
比
較

対
照
表
を
含
む
。
） 

⑷ 

財
産
目
録
（
「
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
等
の
認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
等
」（
平
成
六
年
文

部
省
告
示
第
一
一
七
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
様
式
第
三
号
に
よ
り
作
成
す
る

こ
と
。
） 

⑸ 

大
学
等
の
設
置
に
要
す
る
経
費
及
び
初
年
度
の
経
常
経
費
並
び
に
そ
の
支
払
い
計
画
を
記
載

し
た
書
類
（
告
示
の
様
式
第
八
号
に
よ
り
作
成
し
、
契
約
書
等
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。
） 

⑹ 

大
学
等
の
設
置
に
要
す
る
経
費
及
び
初
年
度
の
経
常
経
費
の
財
源
の
調
達
方
法
及
び
そ
の
時

期
を
記
載
し
た
書
類
（
告
示
の
様
式
第
九
号
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。
） 

⑺ 
負
債
償
還
計
画
書
（
告
示
の
様
式
第
七
号
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。
） 

⑻ 

大
学
等
の
設
置
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
前
年
度
の
収
支
決
算
書
及
び
前
年
度
か
ら

大
学
等
の
完
成
年
度
ま
で
の
予
算
書
（
告
示
の
様
式
第
五
号
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。
） 

⑼ 

学
校
法
人
の
沿
革
そ
の
他
参
考
と
な
る
書
類 

⑽ 

農
地
法
に
基
づ
き
許
可
権
者
に
提
出
し
た
「
大
学
等
の
新
増
設
用
地
の
選
定
に
関
す
る
伺
書
」
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附 

則
（
平
一
九
・
八
・
九
文
科
告
一
一
五
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
六
・
二
・
三
文
科
告
一
六
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
七
・
二
・
二
七
文
科
告
二
九
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
五
・
一
〇
文
科
告
三
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
七
・
一
文
科
告
一
八
抄
） 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
元
・
一
二
・
一
三
文
科
告
一
〇
八
） 

こ
の
告
示
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月

十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
二
・
一
二
・
二
八
文
科
告
一
四
七
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
六
・
八
・
六
文
科
告
一
〇
二
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

私
立
学
校
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
六
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
一
号
）

附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
学
校
法
人
又
は
私
立
学
校
法
第
百

五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
寄
附
行
為
、
合
併
又
は
組
織
変
更
の
認
可
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、

改
正
後
の
様
式
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

令
和
八
年
度
に
行
お
う
と
す
る
私
立
の
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及

び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
）
第
一
条
に

規
定
す
る
大
学
の
設
置
等
（
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
及
び
専
攻
の
課
程
の
変
更
を
除

く
。
）
を
い
う
。
）
に
伴
う
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、
改
正

後
の
様
式
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

    

〇 

私
立
大
学
等
の
設
置
に
際
し
農
地
を
学
校
用
地
に
転
用
す
る
場
合
の
手
続
に
つ
い
て 

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
文
高
行
第
二
四
〇
号 

文

部

省

高

等

教

育

局

長

か

ら 

文

部

大

臣

所

轄

各

学

校

法

人

理

事

長 

あ
て
通
知 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

私
立
大
学
、
私
立
大
学
の
学
部
又
は
私
立
短
期
大
学
の
学
科
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
設

置
に
際
し
、
農
地
を
学
校
用
地
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
二
二
九

号
）
に
基
づ
く
所
定
の
手
続
を
と
る
と
と
も
に
、
当
職
に
対
し
、
下
記
の
要
領
に
よ
り
大
学
等
設
置

計
画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。 

 

な
お
、
本
通
知
に
伴
い
、
「
私
立
大
学
等
の
設
置
に
際
し
農
地
を
学
校
用
地
と
す
る
場
合
の
手
続
に

つ
い
て
（
平
成
六
年
七
月
二
十
日
文
高
行
第
三
一
〇
号
）
」
は
廃
止
し
ま
す
。 

記 

１ 

記
載
す
べ
き
事
項
及
び
添
付
書
類 

⑴ 

大
学
等
の
設
置
の
趣
旨
及
び
特
に
設
置
を
必
要
と
す
る
理
由 

⑵ 

設
置
す
る
大
学
等
の
概
要
（
「
大
学
の
設
置
等
の
認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
及
び
提
出
部

数
」（
平
成
六
年
文
部
省
告
示
第
一
一
六
号
。
）
に
定
め
る
様
式
第
二
号
に
よ
り
作
成
し
、
校
地
等

の
図
面
及
び
登
記
簿
謄
本
（
仮
登
記
）
、
校
舎
等
建
物
の
配
置
図
並
び
に
設
置
計
画
に
係
る
決
議

録
、
議
事
録
等
を
添
付
す
る
こ
と
。 

 

⑶ 

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
（
寄
附
行
為
変
更
の
場
合
は
、
寄
附
行
為
変
更
に
係
る
新
旧
比
較

対
照
表
を
含
む
。
） 

⑷ 

財
産
目
録
（
「
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
等
の
認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
等
」（
平
成
六
年
文

部
省
告
示
第
一
一
七
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
様
式
第
三
号
に
よ
り
作
成
す
る

こ
と
。
） 

⑸ 

大
学
等
の
設
置
に
要
す
る
経
費
及
び
初
年
度
の
経
常
経
費
並
び
に
そ
の
支
払
い
計
画
を
記
載

し
た
書
類
（
告
示
の
様
式
第
八
号
に
よ
り
作
成
し
、
契
約
書
等
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。
） 

⑹ 

大
学
等
の
設
置
に
要
す
る
経
費
及
び
初
年
度
の
経
常
経
費
の
財
源
の
調
達
方
法
及
び
そ
の
時

期
を
記
載
し
た
書
類
（
告
示
の
様
式
第
九
号
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。
） 

⑺ 

負
債
償
還
計
画
書
（
告
示
の
様
式
第
七
号
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。
） 

⑻ 

大
学
等
の
設
置
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
前
年
度
の
収
支
決
算
書
及
び
前
年
度
か
ら

大
学
等
の
完
成
年
度
ま
で
の
予
算
書
（
告
示
の
様
式
第
五
号
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。
） 

⑼ 

学
校
法
人
の
沿
革
そ
の
他
参
考
と
な
る
書
類 

⑽ 

農
地
法
に
基
づ
き
許
可
権
者
に
提
出
し
た
「
大
学
等
の
新
増
設
用
地
の
選
定
に
関
す
る
伺
書
」
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の
写
し 

２ 
提
出
期
限 

 
 

設
置
し
よ
う
と
す
る
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
前
年
度
の
六
月
三
十
日 

３ 

提
出
部
数 

 
 

一
部 

４ 

適
用
時
期 

 
 

こ
の
手
続
き
は
、
開
設
年
度
を
平
成
十
四
年
度
と
す
る
大
学
等
の
設
置
の
申
請
に
係
る
も
の
か

ら
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
。 

                           

〇 

寄
附
行
為
変
更
の
届
出
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

平

成

十

五

年

三

月

三

十

一

日

十

四

高

私

行

第

九

号 

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
私
学
行
政
課
長
か
ら 

文

部

科

学

大

臣

所

轄

各

学

校

法

人

理

事

長 

各

都

道

府

県

私

立

学

校

主

管

部

長

あ

て

通

知 
  

こ
の
た
び
、「
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
十
八
号
）
」
、「
学
校

教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
五
年

政
令
第
七
十
四
号
）
」
、
「
学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部
科

学
省
第
十
五
号
）
」
及
び
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
二
号
（
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
等
の

認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
等
（
平
成
六
年
文
部
省
告
示
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）

が
公
布
さ
れ
、
学
校
法
人
等
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
届
出
事
項
が
制
定
さ
れ
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
法
令
に
基
づ
く
、
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
届
出
に
係
る
手
続
き
等
は
、
下
記
の

と
お
り
で
す
の
で
、
御
了
知
の
上
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
民
事
局
と
打
合
せ
ず
み
で
あ
る
こ
と
を
念
の
た
め
申
し
添

え
ま
す
。 

 

お
っ
て
、
「
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
又
は
寄
附
行
為
変
更
の
認
可
の
申
請
に
係
る
提
出
書
類
の
一
覧

等
に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
付
け
十
三
高
私
行
第
一
号
）
」
及
び
「
学
校
教
育
法
第
六
十

六
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
研
究
科
以
外
の
教
育
研
究
上
の
基
本
と
な
る
組
織
等
の
設
置
に
伴
う
寄

附
行
為
変
更
認
可
申
請
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
平
成
十
一
年
十
月
十
五
日
付
け
十
一
高
行
第
十

七
号
）
」
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
を
も 

っ
て
廃
止
し
ま
す
。 

 

な
お
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
部
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
都
道
府
県
知
事
所
轄
学
校
法
人
等

に
つ
い
て
も
、
学
校
等
の
名
称
、
事
務
所
の
所
在
地
及
び
公
告
の
方
法
に
係
る
変
更
は
、
届
出
事
項
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
お
取
り
計
ら
う
と
と
も
に
、
所
轄
学
校
法
人
等
に

対
し
て
周
知
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

記 

 

１ 

提
出
時
期 

 
 

寄
附
行
為
変
更
後
、
遅
滞
な
く
所
轄
庁
に
届
け
出
る
こ
と
。 
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の
写
し 

２ 

提
出
期
限 

 
 

設
置
し
よ
う
と
す
る
大
学
等
の
開
設
年
度
の
前
前
年
度
の
六
月
三
十
日 

３ 

提
出
部
数 

 
 

一
部 

４ 

適
用
時
期 

 
 

こ
の
手
続
き
は
、
開
設
年
度
を
平
成
十
四
年
度
と
す
る
大
学
等
の
設
置
の
申
請
に
係
る
も
の
か

ら
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
。 

                           

〇 

寄
附
行
為
変
更
の
届
出
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

平

成

十

五

年

三

月

三

十

一

日

十

四

高

私

行

第

九

号 

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
私
学
行
政
課
長
か
ら 

文

部

科

学

大

臣

所

轄

各

学

校

法

人

理

事

長 

各

都

道

府

県

私

立

学

校

主

管

部

長

あ

て

通

知 
  

こ
の
た
び
、「
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
十
八
号
）
」
、「
学
校

教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
五
年

政
令
第
七
十
四
号
）
」
、
「
学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部
科

学
省
第
十
五
号
）
」
及
び
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
二
号
（
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
等
の

認
可
申
請
に
係
る
書
類
の
様
式
等
（
平
成
六
年
文
部
省
告
示
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）

が
公
布
さ
れ
、
学
校
法
人
等
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
届
出
事
項
が
制
定
さ
れ
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
法
令
に
基
づ
く
、
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
届
出
に
係
る
手
続
き
等
は
、
下
記
の

と
お
り
で
す
の
で
、
御
了
知
の
上
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
民
事
局
と
打
合
せ
ず
み
で
あ
る
こ
と
を
念
の
た
め
申
し
添

え
ま
す
。 

 

お
っ
て
、
「
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
又
は
寄
附
行
為
変
更
の
認
可
の
申
請
に
係
る
提
出
書
類
の
一
覧

等
に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
付
け
十
三
高
私
行
第
一
号
）
」
及
び
「
学
校
教
育
法
第
六
十

六
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
研
究
科
以
外
の
教
育
研
究
上
の
基
本
と
な
る
組
織
等
の
設
置
に
伴
う
寄

附
行
為
変
更
認
可
申
請
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
平
成
十
一
年
十
月
十
五
日
付
け
十
一
高
行
第
十

七
号
）
」
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
を
も 

っ
て
廃
止
し
ま
す
。 

 

な
お
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
部
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
都
道
府
県
知
事
所
轄
学
校
法
人
等

に
つ
い
て
も
、
学
校
等
の
名
称
、
事
務
所
の
所
在
地
及
び
公
告
の
方
法
に
係
る
変
更
は
、
届
出
事
項
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
お
取
り
計
ら
う
と
と
も
に
、
所
轄
学
校
法
人
等
に

対
し
て
周
知
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

記 

 

１ 

提
出
時
期 

 
 

寄
附
行
為
変
更
後
、
遅
滞
な
く
所
轄
庁
に
届
け
出
る
こ
と
。 
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２ 

提
出
書
類 

⑴ 
学
校
法
人
寄
附
行
為
変
更
届
出
書 

 
 

寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
新
旧
の
比
較
対
照
表 

⑵ 

寄
附
行
為
所
定
の
手
続
（
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
手
続
を
含
む
。
）
を
経
た
こ
と
を
証
す

る
書
類 

⑶ 

変
更
後
の
寄
附
行
為 

 

３ 

寄
附
行
為
の
施
行
日 

 
 

理
事
会
等
の
議
決
の
日
、
又
は
そ
れ
以
降
の
理
事
会
等
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
特
定
日 

 

４ 

登
記
に
係
る
提
出
書
類 

⑴ 

寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
新
旧
の
比
較
対
照
表 

⑵ 

寄
附
行
為
所
定
の
手
続
（
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
手
続
を
含
む
。
）
を
経
た
こ
と
を
証
す

る
書
類 

         

  

 

613 
 

２ 

提
出
書
類 

⑴ 

学
校
法
人
寄
附
行
為
変
更
届
出
書 

 
 

寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
新
旧
の
比
較
対
照
表 

⑵ 

寄
附
行
為
所
定
の
手
続
（
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
手
続
を
含
む
。
）
を
経
た
こ
と
を
証
す

る
書
類 

⑶ 

変
更
後
の
寄
附
行
為 

 

３ 

寄
附
行
為
の
施
行
日 

 
 

理
事
会
等
の
議
決
の
日
、
又
は
そ
れ
以
降
の
理
事
会
等
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
特
定
日 

 

４ 

登
記
に
係
る
提
出
書
類 

⑴ 

寄
附
行
為
変
更
の
条
項
及
び
事
由
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
新
旧
の
比
較
対
照
表 

⑵ 

寄
附
行
為
所
定
の
手
続
（
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
手
続
を
含
む
。
）
を
経
た
こ
と
を
証
す

る
書
類 
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第
三
章 

そ
の
他
届
出
・
報
告
関
係 

〇 
文
部
科
学
省
関
係
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
そ
の
適
用
を
受
け
る
特

定
事
務
等
を
定
め
る
省
令 

平
成
二
十
年
八
月
二
十
一
日 

文
部
科
学
省
令
第
二
十
七
号 

 

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
特
例
） 

第
一
条 

道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
特
定
広
域
団
体
が
別
表
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い

る
道
州
制
特
別
区
域
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
同
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
以
後
に
お
け
る
当
該
特
定
広
域
団
体
で
あ
る
都
道
府
県

が
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
い
う
。
別
表
に
お
い
て
同
じ
。）
が
設
置
す
る
大
学
に

対
す
る
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
各
号
（
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
医

学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
の
収
容
定
員
に
係
る
事
項
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。 

(

特
定
事
務
等
） 

第
二
条 

法
別
表
第
八
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
等
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
務
等

は
別
表
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。 

附 

則 
(

平
二
〇
・
八
・
二
一
文
科
令
二
一)

 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 別
表
（
第
一
条
、
第
二
条
関
係
） 

 

〇 

私
立
大
学
等
の
学
長
決
定
及
び
公
私
立
大
学
等
の
学
則
変
更
等
の
届
出
等
に
つ
い
て

（
通
知
） 

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
五
文
科
高
第
二
二
四
四
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
か
ら
各
公

私
立
大
学
長
、
各
公
私
立
高
等
専
門
学
校
長
、
大
学
を
設
置
す
る
各
地
方
公
共
団
体
の
長
、
各

公
立
大
学
法
人
の
理
事
長
、
大
学
を
設
置
す
る
各
学
校
法
人
の
理
事
長
、
大
学
を
設
置
す
る
各

学
校
設
置
会
社
の
代
表
取
締
役
、
放
送
大
学
学
園
理
事
長
、
、
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
各

学
校
法
人
の
理
事
長
あ
て
通
知 
  

 

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
条
、
学
校
教

育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
四
〇
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
、
学
校
教
育

法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
及
び
第
十
九
条
に
基
づ
き
、
文
部
科
学

大
臣
へ
届
け
出
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
四
月
一
日
以
降
は
、
下
記
の
と
お
り
取
り
扱

う
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
事
務
処
理
上
遺
漏
の
な
い
よ
う
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。 

 

本
件
は
、「
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
令
和
五
年
法
律
第
三
十
一
号
）
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
制
度
の

改
正
に
伴
い
、
大
学
設
置
基
準
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
附
属
病
院
」
に
含
ま
れ
る
病
院
に

つ
い
て
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
〇
五
号
）
第
七
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
法
人
が

開
設
す
る
病
院
に
限
る
こ
と
と
し
た
、
大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
六
年
文
部
科

学
省
令
第
七
号
）
を
踏
ま
え
て
、
関
連
す
る
記
載
を
改
め
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
本
通
知
に
記
載
の
各
手
続
は
、
大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
文
部

科
学
省
令
第
三
十
四
号
）
附
則
第
四
条
に
基
づ
き
、
改
正
前
の
大
学
設
置
基
準
（
以
下
、「
改
正
前
大

学
設
置
基
準
」
と
い
う
。）
を
適
用
す
る
場
合
で
も
手
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
令
和
七

年
度
以
降
の
大
学
の
設
置
等
の
手
続
（「
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に

関
す
る
規
則
」（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
手
続
（
設
置
者
の
変

更
に
係
る
も
の
を
除
く
）、
以
下
「
手
続
規
則
に
基
づ
く
手
続
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年

十
月
一
日
施
行
の
改
正
後
の
大
学
設
置
基
準
（
以
下
、「
改
正
後
大
学
設
置
基
準
」
と
い
う
。）
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
手
続
規
則
に
基
づ
く
手
続
で
は
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適

用
す
る
一
方
、
本
通
知
に
記
載
の
手
続
は
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
す
る
な
ど
、
実
態
や
手
続
間

で
不
整
合
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
本
通
知
の
記
載
事
項
に
沿

わ
な
い
手
続
も
散
見
さ
れ
る
た
め
、
改
め
て
、
本
通
知
や
、「
大
学
の
設
置
等
に
係
る
提
出
書
類
作
成

の
手
引
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
十
分
に
御
理
解
の
上
、
適
切
な
手
続
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

  

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
事
務
で
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
（
特

定
広
域
団
体
で
あ
る
都
道
府
県
が
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
大

学
の
医
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
の
収
容
定
員
に
係
る
変
更
の
場

合
に
限
る
。）
に
係
る
も
の 

事
務
の
名
称 

第
一
条 

関
係
条
項 
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第
三
章 

そ
の
他
届
出
・
報
告
関
係 

〇 

文
部
科
学
省
関
係
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
そ
の
適
用
を
受
け
る
特

定
事
務
等
を
定
め
る
省
令 

平
成
二
十
年
八
月
二
十
一
日 

文
部
科
学
省
令
第
二
十
七
号 

 

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
特
例
） 

第
一
条 

道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
特
定
広
域
団
体
が
別
表
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い

る
道
州
制
特
別
区
域
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
同
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
以
後
に
お
け
る
当
該
特
定
広
域
団
体
で
あ
る
都
道
府
県

が
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
い
う
。
別
表
に
お
い
て
同
じ
。）
が
設
置
す
る
大
学
に

対
す
る
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
各
号
（
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
医

学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
の
収
容
定
員
に
係
る
事
項
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。 

(

特
定
事
務
等
） 

第
二
条 

法
別
表
第
八
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
等
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
務
等

は
別
表
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。 

附 

則 
(

平
二
〇
・
八
・
二
一
文
科
令
二
一)

 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 別
表
（
第
一
条
、
第
二
条
関
係
） 

 

〇 

私
立
大
学
等
の
学
長
決
定
及
び
公
私
立
大
学
等
の
学
則
変
更
等
の
届
出
等
に
つ
い
て

（
通
知
） 

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
五
文
科
高
第
二
二
四
四
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
か
ら
各
公

私
立
大
学
長
、
各
公
私
立
高
等
専
門
学
校
長
、
大
学
を
設
置
す
る
各
地
方
公
共
団
体
の
長
、
各

公
立
大
学
法
人
の
理
事
長
、
大
学
を
設
置
す
る
各
学
校
法
人
の
理
事
長
、
大
学
を
設
置
す
る
各

学
校
設
置
会
社
の
代
表
取
締
役
、
放
送
大
学
学
園
理
事
長
、
、
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
各

学
校
法
人
の
理
事
長
あ
て
通
知 

  

 

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
条
、
学
校
教

育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
四
〇
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
、
学
校
教
育

法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
及
び
第
十
九
条
に
基
づ
き
、
文
部
科
学

大
臣
へ
届
け
出
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
六
年
四
月
一
日
以
降
は
、
下
記
の
と
お
り
取
り
扱

う
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
事
務
処
理
上
遺
漏
の
な
い
よ
う
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。 

 

本
件
は
、「
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
令
和
五
年
法
律
第
三
十
一
号
）
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
制
度
の

改
正
に
伴
い
、
大
学
設
置
基
準
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
附
属
病
院
」
に
含
ま
れ
る
病
院
に

つ
い
て
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
〇
五
号
）
第
七
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
法
人
が

開
設
す
る
病
院
に
限
る
こ
と
と
し
た
、
大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
六
年
文
部
科

学
省
令
第
七
号
）
を
踏
ま
え
て
、
関
連
す
る
記
載
を
改
め
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
本
通
知
に
記
載
の
各
手
続
は
、
大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
文
部

科
学
省
令
第
三
十
四
号
）
附
則
第
四
条
に
基
づ
き
、
改
正
前
の
大
学
設
置
基
準
（
以
下
、「
改
正
前
大

学
設
置
基
準
」
と
い
う
。）
を
適
用
す
る
場
合
で
も
手
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
令
和
七

年
度
以
降
の
大
学
の
設
置
等
の
手
続
（「
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に

関
す
る
規
則
」（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
手
続
（
設
置
者
の
変

更
に
係
る
も
の
を
除
く
）、
以
下
「
手
続
規
則
に
基
づ
く
手
続
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年

十
月
一
日
施
行
の
改
正
後
の
大
学
設
置
基
準
（
以
下
、「
改
正
後
大
学
設
置
基
準
」
と
い
う
。）
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
手
続
規
則
に
基
づ
く
手
続
で
は
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適

用
す
る
一
方
、
本
通
知
に
記
載
の
手
続
は
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
す
る
な
ど
、
実
態
や
手
続
間

で
不
整
合
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
本
通
知
の
記
載
事
項
に
沿

わ
な
い
手
続
も
散
見
さ
れ
る
た
め
、
改
め
て
、
本
通
知
や
、「
大
学
の
設
置
等
に
係
る
提
出
書
類
作
成

の
手
引
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
十
分
に
御
理
解
の
上
、
適
切
な
手
続
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

  

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
事
務
で
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
（
特

定
広
域
団
体
で
あ
る
都
道
府
県
が
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
大

学
の
医
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
部
の
学
科
の
収
容
定
員
に
係
る
変
更
の
場

合
に
限
る
。）
に
係
る
も
の 

事
務
の
名
称 

第
一
条 

関
係
条
項 
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な
お
、
本
通
知
に
伴
い
、「
私
立
大
学
等
の
学
長
決
定
及
び
公
私
立
大
学
等
の
学
則
変
更
等
の
届
出

等
に
つ
い
て
（
四
文
科
高
第
一
八
四
二
号
、
令
和
五
年
三
月
十
日
付
け
高
等
教
育
局
長
通
知
）」
は
、

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け
で
廃
止
し
ま
す
。 

 

記 

 

一 

学
校
教
育
法
第
十
条
に
基
づ
く
、
私
立
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
一
八
九

号
）
第
十
二
条
に
基
づ
き
学
校
教
育
法
第
二
条
の
特
例
と
し
て
学
校
設
置
会
社
に
よ
り
設
置
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）、
短
期
大
学
及
び
高

等
専
門
学
校
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。）
の
学
長
（
高
等
専
門
学
校
に
あ
っ
て
は
校
長
。
以
下

同
じ
。）
の
決
定
（
再
任
の
場
合
を
含
む
。）
の
届
出 

① 

提
出
書
類 

ア 

届
出
書
（
別
紙
様
式
１
） 

イ 

新
学
長
の
履
歴
書 

② 

提
出
時
期 

学
長
を
決
定
し
た
と
き
。 

③ 

提
出
先 

ア 

大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

イ 

短
期
大
学 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

ウ 

高
等
専
門
学
校 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 

二 

公
立
大
学
等
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
、
私
立

大
学
等
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
基
づ
く
、
大
学
等
の
目
的
（
公

立
大
学
等
を
除
く
。）
、名
称
、位
置
の
変
更（
単
な
る
住
居
表
示
の
変
更
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

の
届
出 

① 

届
出
の
種
類 

ア 

私
立
大
学
等
の
目
的
の
変
更 

イ 

公
私
立
大
学
等
の
名
称
の
変
更
（
大
学
の
学
部
、
学
部
の
学
科
、
大
学
院
、
大
学
院

の
研
究
科
若
し
く
は
研
究
科
の
専
攻
、
短
期
大
学
の
学
科
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科

の
名
称
の
変
更
を
含
む
。） 

ウ 

公
私
立
大
学
等
の
位
置
の
変
更
（
二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
を
行
う
場
合
に
あ

っ
て
は
、
学
長
室
若
し
く
は
校
長
室
が
設
置
さ
れ
、
又
は
表
簿
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
等
、
当
該
大
学
等
の
管
理
に
関
し
て
主
た
る
機
能
を
有
す
る
校
地
が
移
転
す
る
場
合

を
「
位
置
の
変
更
」
と
い
う
。） 

② 

提
出
書
類 

ア 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ア
及
び
イ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

イ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ウ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
（「
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に

関
す
る
規
則
」（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
。
以
下
「
手
続
規
則
」

と
い
う
。）
別
記
様
式
第
二
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す

る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
以
外
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
、
短
期
大
学
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
学
科
に
関
す

る
手
続
き
を
除
く
）
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書

（
そ
の
１
の
１
） 

 
 
 

・
大
学
院
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
き
を
除
く
）
の

場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

・
高
等
専
門
学
校
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
３
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
４
） 

 
 
 

・
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基

本
計
画
書
（
そ
の
１
の
５
） 

（
４
）
校
地
校
舎
等
の
図
面
（
①
最
寄
り
の
駅
か
ら
の
距
離
並
び
に
当
該
大
学
等
の
学
生
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な
お
、
本
通
知
に
伴
い
、「
私
立
大
学
等
の
学
長
決
定
及
び
公
私
立
大
学
等
の
学
則
変
更
等
の
届
出

等
に
つ
い
て
（
四
文
科
高
第
一
八
四
二
号
、
令
和
五
年
三
月
十
日
付
け
高
等
教
育
局
長
通
知
）」
は
、

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け
で
廃
止
し
ま
す
。 

 

記 

 

一 

学
校
教
育
法
第
十
条
に
基
づ
く
、
私
立
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
一
八
九

号
）
第
十
二
条
に
基
づ
き
学
校
教
育
法
第
二
条
の
特
例
と
し
て
学
校
設
置
会
社
に
よ
り
設
置
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）、
短
期
大
学
及
び
高

等
専
門
学
校
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。）
の
学
長
（
高
等
専
門
学
校
に
あ
っ
て
は
校
長
。
以
下

同
じ
。）
の
決
定
（
再
任
の
場
合
を
含
む
。）
の
届
出 

① 

提
出
書
類 

ア 

届
出
書
（
別
紙
様
式
１
） 

イ 

新
学
長
の
履
歴
書 

② 

提
出
時
期 

学
長
を
決
定
し
た
と
き
。 

③ 

提
出
先 

ア 

大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

イ 

短
期
大
学 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

ウ 

高
等
専
門
学
校 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 

二 

公
立
大
学
等
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
、
私
立

大
学
等
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
基
づ
く
、
大
学
等
の
目
的
（
公

立
大
学
等
を
除
く
。）
、名
称
、位
置
の
変
更（
単
な
る
住
居
表
示
の
変
更
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

の
届
出 

① 

届
出
の
種
類 

ア 

私
立
大
学
等
の
目
的
の
変
更 

イ 

公
私
立
大
学
等
の
名
称
の
変
更
（
大
学
の
学
部
、
学
部
の
学
科
、
大
学
院
、
大
学
院

の
研
究
科
若
し
く
は
研
究
科
の
専
攻
、
短
期
大
学
の
学
科
又
は
高
等
専
門
学
校
の
学
科

の
名
称
の
変
更
を
含
む
。） 

ウ 

公
私
立
大
学
等
の
位
置
の
変
更
（
二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
を
行
う
場
合
に
あ

っ
て
は
、
学
長
室
若
し
く
は
校
長
室
が
設
置
さ
れ
、
又
は
表
簿
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
等
、
当
該
大
学
等
の
管
理
に
関
し
て
主
た
る
機
能
を
有
す
る
校
地
が
移
転
す
る
場
合

を
「
位
置
の
変
更
」
と
い
う
。） 

② 

提
出
書
類 

ア 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ア
及
び
イ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

イ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ウ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
（「
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に

関
す
る
規
則
」（
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
。
以
下
「
手
続
規
則
」

と
い
う
。）
別
記
様
式
第
二
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す

る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
以
外
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
、
短
期
大
学
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
学
科
に
関
す

る
手
続
き
を
除
く
）
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書

（
そ
の
１
の
１
） 

 
 
 

・
大
学
院
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
き
を
除
く
）
の

場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

・
高
等
専
門
学
校
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
３
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
４
） 

 
 
 

・
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基

本
計
画
書
（
そ
の
１
の
５
） 

（
４
）
校
地
校
舎
等
の
図
面
（
①
最
寄
り
の
駅
か
ら
の
距
離
並
び
に
当
該
大
学
等
の
学
生
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が
通
常
使
用
す
る
当
該
最
寄
り
の
駅
か
ら
の
交
通
手
段
及
び
時
間
等
を
示
し
た
図

面
、
②
校
舎
及
び
運
動
場
等
の
配
置
図
、
③
校
舎
の
平
面
図
） 

③ 

提
出
時
期 

ア 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ア 

 
 

 
 

 
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
前
年
度
の
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
。 

イ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
イ
及
び
ウ 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
。
た

だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

④ 

提
出
先 

ア 

公
立
大
学 

 

上
記
①
の
イ 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

 

上
記
①
の
ウ 

大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係 

イ 

私
立
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

ウ 

短
期
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

エ 

高
等
専
門
学
校 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 

三 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
基
づ
く
、
私
立
の
大
学
の
学
部
、
大
学
院
の
研

究
科
、
短
期
大
学
の
学
科
そ
の
他
の
組
織
の
位
置
を
、
我
が
国
か
ら
外
国
に
、
外
国
か
ら
我
が
国

に
、
又
は
一
の
外
国
か
ら
他
の
外
国
に
変
更
す
る
と
き
の
届
出 

① 

提
出
書
類 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
以
外
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
、
短
期
大
学
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
学
科
に
関
す

る
手
続
き
を
除
く
）
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書

（
そ
の
１
の
１
） 

 
 
 

・
大
学
院
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
き
を
除
く
）
の

場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
４
） 

 
 
 

・
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基

本
計
画
書
（
そ
の
１
の
５
） 

（
４
）
校
地
校
舎
等
の
図
面
（
①
当
該
組
織
が
設
置
さ
れ
る
国
及
び
行
政
区
画
等
の
位

置
を
示
し
た
図
面
、
②
校
舎
及
び
運
動
場
等
の
配
置
図
、
③
校
舎
の
平
面
図
（
当

該
届
出
に
係
る
学
部
等
が
使
用
す
る
部
分
を
明
確
に
示
し
た
も
の
）） 

（
５
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

② 

提
出
時
期 

 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
。
た

だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

③ 

提
出
先 

ア 

大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

イ 

短
期
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

 

四 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
基
づ
く
、
私
立
の
大
学
等
の
校
地
、
校
舎
そ
の

他
直
接
教
育
の
用
に
供
す
る
土
地
及
び
建
物
に
関
す
る
権
利
（
土
地
の
賃
借
権
等
及
び
建
物
の
賃

貸
借
の
契
約
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
を
取
得
し
、
若
し
く
は
処
分
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
用

途
の
変
更
、
改
築
等
に
よ
り
こ
れ
ら
の
土
地
及
び
建
物
の
現
状
に
重
要
な
変
更
（
以
下
「
校
地
・

校
舎
等
の
変
更
等
」
と
い
う
。）
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出 

① 
提
出
書
類 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
等
を
記
載
し
た
書
類
（
別
紙
様
式
３
） 

（
３
）
校
地
校
舎
等
の
図
面
（
①
最
寄
り
駅
か
ら
の
距
離
並
び
に
当
該
大
学
等
の
学
生
が
通

常
使
用
す
る
当
該
最
寄
り
駅
か
ら
の
交
通
手
段
及
び
時
間
等
を
示
し
た
図
面
、
②
校
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が
通
常
使
用
す
る
当
該
最
寄
り
の
駅
か
ら
の
交
通
手
段
及
び
時
間
等
を
示
し
た
図

面
、
②
校
舎
及
び
運
動
場
等
の
配
置
図
、
③
校
舎
の
平
面
図
） 

③ 

提
出
時
期 

ア 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ア 

 
 

 
 

 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
前
年
度
の
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
。 

イ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
イ
及
び
ウ 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
。
た

だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

④ 

提
出
先 

ア 

公
立
大
学 

 

上
記
①
の
イ 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

 

上
記
①
の
ウ 

大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係 

イ 

私
立
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

ウ 

短
期
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

エ 

高
等
専
門
学
校 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 

三 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
基
づ
く
、
私
立
の
大
学
の
学
部
、
大
学
院
の
研

究
科
、
短
期
大
学
の
学
科
そ
の
他
の
組
織
の
位
置
を
、
我
が
国
か
ら
外
国
に
、
外
国
か
ら
我
が
国

に
、
又
は
一
の
外
国
か
ら
他
の
外
国
に
変
更
す
る
と
き
の
届
出 

① 

提
出
書
類 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
以
外
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
、
短
期
大
学
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
学
科
に
関
す

る
手
続
き
を
除
く
）
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書

（
そ
の
１
の
１
） 

 
 
 

・
大
学
院
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
き
を
除
く
）
の

場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
４
） 

 
 
 

・
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基

本
計
画
書
（
そ
の
１
の
５
） 

（
４
）
校
地
校
舎
等
の
図
面
（
①
当
該
組
織
が
設
置
さ
れ
る
国
及
び
行
政
区
画
等
の
位

置
を
示
し
た
図
面
、
②
校
舎
及
び
運
動
場
等
の
配
置
図
、
③
校
舎
の
平
面
図
（
当

該
届
出
に
係
る
学
部
等
が
使
用
す
る
部
分
を
明
確
に
示
し
た
も
の
）） 

（
５
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

② 

提
出
時
期 

 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
。
た

だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

③ 

提
出
先 

ア 

大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

イ 

短
期
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

 

四 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
基
づ
く
、
私
立
の
大
学
等
の
校
地
、
校
舎
そ
の

他
直
接
教
育
の
用
に
供
す
る
土
地
及
び
建
物
に
関
す
る
権
利
（
土
地
の
賃
借
権
等
及
び
建
物
の
賃

貸
借
の
契
約
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
を
取
得
し
、
若
し
く
は
処
分
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
用

途
の
変
更
、
改
築
等
に
よ
り
こ
れ
ら
の
土
地
及
び
建
物
の
現
状
に
重
要
な
変
更
（
以
下
「
校
地
・

校
舎
等
の
変
更
等
」
と
い
う
。）
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出 

① 

提
出
書
類 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
等
を
記
載
し
た
書
類
（
別
紙
様
式
３
） 

（
３
）
校
地
校
舎
等
の
図
面
（
①
最
寄
り
駅
か
ら
の
距
離
並
び
に
当
該
大
学
等
の
学
生
が
通

常
使
用
す
る
当
該
最
寄
り
駅
か
ら
の
交
通
手
段
及
び
時
間
等
を
示
し
た
図
面
、
②
校
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舎
及
び
運
動
場
等
の
配
置
図
、
③
校
舎
の
平
面
図
（
当
該
届
出
に
係
る
学
部
等
が
使

用
す
る
部
分
を
明
確
に
示
し
た
も
の
）） 

② 

提
出
時
期 

 
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
。
た

だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

③ 

提
出
先 

ア 

大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

イ 

短
期
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

ウ 

高
等
専
門
学
校 

 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

※
本
件
は
、
変
更
後
の
校
地
・
校
舎
等
が
、
大
学
設
置
基
準
等
の
各
種
基
準
に
適
合
し
て

い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続
で
あ
り
、
従
来
よ
り
、
高
等
教
育
局
私
学
部

参
事
官
室
に
届
け
出
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
校
地
・
校
舎
の
変
更
の
届
出
」
と
は
別

の
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
御
留
意
く
だ
さ
い
（
引
き
続
き
、
高
等
教
育
局
私
学
部
参

事
官
室
に
、
別
途
、
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）。 

※
こ
の
通
知
に
お
け
る
「
校
地
・
校
舎
等
の
変
更
等
」
と
は
、
校
舎
面
積
の
変
更
を
伴

う
建
物
に
関
す
る
権
利
の
取
得
、
処
分
若
し
く
は
用
途
の
変
更
又
は
校
地
面
積
の
変

更
を
伴
う
土
地
に
関
す
る
権
利
の
取
得
、
処
分
若
し
く
は
用
途
の
変
更
そ
の
他
こ
れ

ら
に
準
ず
る
変
更
を
指
し
ま
す
。 

 

五 

公
立
大
学
等
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
、
私
立
大
学
等
の
場

合
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
基
づ
く
、
学
則
の
変
更
の
届
出 

① 

届
出
の
種
類 

（
組
織
の
設
置
に
係
る
も
の
） 

ア 

公
立
大
学
の
学
部
の
学
科
の
設
置
に
伴
う
も
の
（
国
際
連
携
学
科
に
関
す
る
も
の

を
除
く
。） 

※
「
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
」（
平
成
十

三
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
に
定
め
る
分
野
に
つ

い
て
は
、
同
告
示
に
定
め
る
事
項
に
該
当
し
な
い
限
り
、
定
員
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。 

イ 

公
立
大
学
の
学
部
の
国
際
連
携
学
科
等
の
設
置
に
伴
う
も
の 

ウ 

公
私
立
短
期
大
学
の
学
科
の
専
攻
課
程
の
設
置
に
伴
う
も
の
（
私
立
短
期
大
学
の

学
科
の
収
容
定
員
の
変
更
を
伴
う
も
の
を
除
く
。） 

エ 

公
私
立
大
学
等
の
専
攻
科
及
び
公
私
立
の
大
学
又
は
短
期
大
学
の
別
科
の
設
置
に

伴
う
も
の 

（
収
容
定
員
の
変
更
に
係
る
も
の
） 

オ 

公
立
大
学
の
学
部
の
学
科
又
は
公
立
短
期
大
学
の
学
科
、
公
立
高
等
専
門
学
校
の

学
科
の
収
容
定
員
の
変
更
に
伴
う
も
の 

※
「
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
」（
平
成
十

三
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
に
定
め
る
分
野
に
つ

い
て
は
、
同
告
示
に
定
め
る
事
項
に
該
当
し
な
い
限
り
、
定
員
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。 

カ 

公
立
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
の
収
容
定
員
の
変
更
に
伴
う
も
の 

（
組
織
の
廃
止
に
係
る
も
の
） 

キ 

公
私
立
大
学
の
学
部
の
学
科
、
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
、
短
期
大
学
の
学
科
の

専
攻
課
程
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
、
専
攻
科
、
別
科
並
び
に
大
学
又
は
短
期
大
学

の
通
信
教
育
の
廃
止
に
伴
う
も
の 

 

（
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
参
加
法
人
等
に
よ
る
附
属
病
院
の
開
設
に
係
る
も
の
） 

ク 

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
置
か
れ
る
附
属
病
院
の
開
設
者
を
変
更
し
、
医

療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
〇
五
号
）
第
七
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
参
加
法
人
等
（
同
法
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
参
加

法
人
等
を
い
う
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
法
人
に
限
る
。）
が
開
設
す
る
病

院
を
附
属
病
院
と
す
る
も
の 

（
そ
の
他
） 

ケ 

上
記
及
び
手
続
規
則
第
一
条
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
学
則
変
更 

 

② 

提
出
書
類 

ア 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ア
、
ウ
及
び
エ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
以
外
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 
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舎
及
び
運
動
場
等
の
配
置
図
、
③
校
舎
の
平
面
図
（
当
該
届
出
に
係
る
学
部
等
が
使

用
す
る
部
分
を
明
確
に
示
し
た
も
の
）） 

② 

提
出
時
期 

 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
。
た

だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

③ 

提
出
先 

ア 

大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

イ 

短
期
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

ウ 

高
等
専
門
学
校 

 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

※
本
件
は
、
変
更
後
の
校
地
・
校
舎
等
が
、
大
学
設
置
基
準
等
の
各
種
基
準
に
適
合
し
て

い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続
で
あ
り
、
従
来
よ
り
、
高
等
教
育
局
私
学
部

参
事
官
室
に
届
け
出
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
校
地
・
校
舎
の
変
更
の
届
出
」
と
は
別

の
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
御
留
意
く
だ
さ
い
（
引
き
続
き
、
高
等
教
育
局
私
学
部
参

事
官
室
に
、
別
途
、
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）。 

※
こ
の
通
知
に
お
け
る
「
校
地
・
校
舎
等
の
変
更
等
」
と
は
、
校
舎
面
積
の
変
更
を
伴

う
建
物
に
関
す
る
権
利
の
取
得
、
処
分
若
し
く
は
用
途
の
変
更
又
は
校
地
面
積
の
変

更
を
伴
う
土
地
に
関
す
る
権
利
の
取
得
、
処
分
若
し
く
は
用
途
の
変
更
そ
の
他
こ
れ

ら
に
準
ず
る
変
更
を
指
し
ま
す
。 

 

五 

公
立
大
学
等
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
、
私
立
大
学
等
の
場

合
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
基
づ
く
、
学
則
の
変
更
の
届
出 

① 

届
出
の
種
類 

（
組
織
の
設
置
に
係
る
も
の
） 

ア 

公
立
大
学
の
学
部
の
学
科
の
設
置
に
伴
う
も
の
（
国
際
連
携
学
科
に
関
す
る
も
の

を
除
く
。） 

※
「
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
」（
平
成
十

三
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
に
定
め
る
分
野
に
つ

い
て
は
、
同
告
示
に
定
め
る
事
項
に
該
当
し
な
い
限
り
、
定
員
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。 

イ 

公
立
大
学
の
学
部
の
国
際
連
携
学
科
等
の
設
置
に
伴
う
も
の 

ウ 

公
私
立
短
期
大
学
の
学
科
の
専
攻
課
程
の
設
置
に
伴
う
も
の
（
私
立
短
期
大
学
の

学
科
の
収
容
定
員
の
変
更
を
伴
う
も
の
を
除
く
。） 

エ 

公
私
立
大
学
等
の
専
攻
科
及
び
公
私
立
の
大
学
又
は
短
期
大
学
の
別
科
の
設
置
に

伴
う
も
の 

（
収
容
定
員
の
変
更
に
係
る
も
の
） 

オ 

公
立
大
学
の
学
部
の
学
科
又
は
公
立
短
期
大
学
の
学
科
、
公
立
高
等
専
門
学
校
の

学
科
の
収
容
定
員
の
変
更
に
伴
う
も
の 

※
「
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
」（
平
成
十

三
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
に
定
め
る
分
野
に
つ

い
て
は
、
同
告
示
に
定
め
る
事
項
に
該
当
し
な
い
限
り
、
定
員
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。 

カ 

公
立
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
の
収
容
定
員
の
変
更
に
伴
う
も
の 

（
組
織
の
廃
止
に
係
る
も
の
） 

キ 

公
私
立
大
学
の
学
部
の
学
科
、
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
、
短
期
大
学
の
学
科
の

専
攻
課
程
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
、
専
攻
科
、
別
科
並
び
に
大
学
又
は
短
期
大
学

の
通
信
教
育
の
廃
止
に
伴
う
も
の 

 

（
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
参
加
法
人
等
に
よ
る
附
属
病
院
の
開
設
に
係
る
も
の
） 

ク 

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
置
か
れ
る
附
属
病
院
の
開
設
者
を
変
更
し
、
医

療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
〇
五
号
）
第
七
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
参
加
法
人
等
（
同
法
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
参
加

法
人
等
を
い
う
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
法
人
に
限
る
。）
が
開
設
す
る
病

院
を
附
属
病
院
と
す
る
も
の 

（
そ
の
他
） 

ケ 

上
記
及
び
手
続
規
則
第
一
条
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
学
則
変
更 

 

② 

提
出
書
類 

ア 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ア
、
ウ
及
び
エ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
以
外
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 
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・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
、
短
期
大
学
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
学
科
に
関
す

る
手
続
き
を
除
く
）
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書

（
そ
の
１
の
１
） 

 
 
 

・
大
学
院
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
き
を
除
く
）
の

場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
高
等
専
門
学
校
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
３
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
４
） 

 

・
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
５
） 

（
４
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

イ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
イ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
）、（
そ
の
２
の

３
）
及
び
（
そ
の
３
の
３
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
）、（
そ
の
２
の

３
）
及
び
（
そ
の
３
の
３
） 

（
４
）
校
地
校
舎
等
の
図
面
（
①
最
寄
り
駅
か
ら
の
距
離
並
び
に
当
該
大
学
等
の
学
生

が
通
常
使
用
す
る
当
該
最
寄
り
駅
か
ら
の
交
通
手
段
及
び
時
間
等
を
示
し
た
図

面
、
②
校
舎
及
び
運
動
場
等
の
配
置
図
、
③
校
舎
の
平
面
図
（
当
該
届
出
に
係

る
学
科
が
使
用
す
る
部
分
を
明
確
に
示
し
た
も
の
）） 

（
５
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

（
６
）
当
該
届
出
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類
（「
協
定
書
を
説
明
す
る

資
料
」
を
含
む
。） 

（
７
）
設
置
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
８
）
教
員
名
簿
（
手
続
規
則
別
記
様
式
第
三
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
う
ち
、
以

下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
教
員
名
簿
（
そ
の
１
）、（
そ
の
２
の
１
）
及

び
（
そ
の
３
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
教
員
名
簿
（
そ
の
１
）、（
そ
の
２
の
１
）
及

び
（
そ
の
３
の
１
） 

 
 

ウ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
オ
及
び
カ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
以
外
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
、
短
期
大
学
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
学
科
に
関
す

る
手
続
き
を
除
く
）
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書

（
そ
の
１
の
１
） 

 
 
 

・
大
学
院
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
き
を
除
く
）
の

場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
高
等
専
門
学
校
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
３
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
４
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
５
） 

（
４
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

エ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
キ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
廃
止
の
事
由
及
び
時
期
並
び
に
学
生
の
処
置
方
法
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任

意
） 

（
３
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 
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・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
、
短
期
大
学
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
学
科
に
関
す

る
手
続
き
を
除
く
）
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書

（
そ
の
１
の
１
） 

 
 
 

・
大
学
院
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
き
を
除
く
）
の

場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
高
等
専
門
学
校
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
３
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
４
） 

 

・
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
５
） 

（
４
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

イ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
イ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
）、（
そ
の
２
の

３
）
及
び
（
そ
の
３
の
３
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
）、（
そ
の
２
の

３
）
及
び
（
そ
の
３
の
３
） 

（
４
）
校
地
校
舎
等
の
図
面
（
①
最
寄
り
駅
か
ら
の
距
離
並
び
に
当
該
大
学
等
の
学
生

が
通
常
使
用
す
る
当
該
最
寄
り
駅
か
ら
の
交
通
手
段
及
び
時
間
等
を
示
し
た
図

面
、
②
校
舎
及
び
運
動
場
等
の
配
置
図
、
③
校
舎
の
平
面
図
（
当
該
届
出
に
係

る
学
科
が
使
用
す
る
部
分
を
明
確
に
示
し
た
も
の
）） 

（
５
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

（
６
）
当
該
届
出
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類
（「
協
定
書
を
説
明
す
る

資
料
」
を
含
む
。） 

（
７
）
設
置
の
趣
旨
及
び
学
生
の
確
保
の
見
通
し
等
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
８
）
教
員
名
簿
（
手
続
規
則
別
記
様
式
第
三
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
う
ち
、
以

下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
教
員
名
簿
（
そ
の
１
）、（
そ
の
２
の
１
）
及

び
（
そ
の
３
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
教
員
名
簿
（
そ
の
１
）、（
そ
の
２
の
１
）
及

び
（
そ
の
３
の
１
） 

 
 

ウ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
オ
及
び
カ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
基
本
計
画
書
の
う
ち
、
以
下
に
記
載
す
る
様
式 

【
改
正
前
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
以
外
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
前
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
１
） 

【
改
正
後
大
学
設
置
基
準
を
適
用
し
て
い
る
大
学
等
の
場
合
】 

 
 
 

・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
、
短
期
大
学
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
学
科
に
関
す

る
手
続
き
を
除
く
）
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書

（
そ
の
１
の
１
） 

 
 
 

・
大
学
院
に
関
す
る
手
続
き
（
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
き
を
除
く
）
の

場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
２
） 

 
 
 

・
高
等
専
門
学
校
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の

基
本
計
画
書
（
そ
の
１
の
３
） 

 
 
 

・
共
同
学
科
に
関
す
る
手
続
き
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
４
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
手
続
の
場
合
：
手
続
規
則
（
改
正
後
）
様
式
の
基
本

計
画
書
（
そ
の
１
の
５
） 

（
４
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

エ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
キ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
廃
止
の
事
由
及
び
時
期
並
び
に
学
生
の
処
置
方
法
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任

意
） 

（
３
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 
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オ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ク 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
等
を
記
載
し
た
書
類
（
別
紙
様
式
３
） 

（
３
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

（
４
）
当
該
届
出
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類
（
協
定
書
を
含
む
。） 

（
５
）
設
置
の
趣
旨
等
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
６
）
附
属
病
院
所
在
地
域
の
概
況
説
明
書
（
手
続
規
則
別
記
様
式
第
六
号
） 

（
７
）
附
属
病
院
の
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
等
の
配
置
計
画
書
（
手
続
規
則
別
記
様

式
第
七
号
） 

カ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ケ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

③ 

提
出
時
期 

ア 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ア
か
ら
エ 

 

設
置
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
。
た
だ
し
エ
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
得
さ
せ
る
た
め

の
課
程
認
定
等
が
十
二
月
末
ま
で
に
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
課
程
認
定
等

を
さ
れ
る
こ
と
が
当
該
専
攻
科
又
は
別
科
の
設
置
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
別
紙
様
式
２
を
「
専
攻
科
（
又
は
別
科
）
の
設
置
に
係
る
学
則
変
更
予
定
書
」

と
し
て
、
②
ア
の
書
類
を
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
を
し
た
上
で
、
課
程
認
定

等
が
さ
れ
た
後
、
速
や
か
に
課
程
認
定
等
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
改
め
て
②
ア
の

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

イ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
オ
及
び
カ 

 
 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
前
年
度
の
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
。 

ウ 

上
記
①
の
キ 

 
 

在
学
生
が
い
な
く
な
る
こ
と
が
確
定
し
た
と
き
。（
廃
止
の
日
以
前
） 

エ 

上
記
①
の
ク
及
び
ケ 

 
 

公
立
に
あ
っ
て
は
変
更
し
た
と
き
、
私
立
に
あ
っ
て
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

④ 

提
出
先 

ア 

公
立
大
学
（
上
記
①
の
ケ
の
み
に
係
る
届
出
の
場
合
） 

大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係 

イ 

公
私
立
大
学
（
上
記
ア
に
基
づ
き
大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係
に
提
出
す
る

も
の
を
除
く
。） 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

ウ 

短
期
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

エ 

高
等
専
門
学
校 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 

六 

公
立
の
大
学
又
は
短
期
大
学
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
七
条
、
私
立
の
大
学
又
は

短
期
大
学
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
基
づ
く
、
通
信
教
育
に
関

す
る
規
程
の
変
更 

① 

提
出
書
類 

ア 

届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

イ 

変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

ウ 

学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

② 

提
出
時
期 

変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

③ 

提
出
先 

 

ア 

公
立
大
学 

大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係 

 

イ 

私
立
大
学 

 
 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

 

ウ 

短
期
大
学 

 
 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

 

七 

学
生
募
集
の
停
止
の
報
告 

学
生
募
集
の
停
止
に
つ
い
て
は
、
従
前
よ
り
文
部
科
学
省
へ
の
報
告
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
、
学
内
に
お
け
る
意
思
決
定
後
速
や
か
に
報
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 ① 

提
出
書
類 

報
告
書
（
別
紙
様
式
４
） 

② 
提
出
時
期 

募
集
停
止
を
決
定
し
た
と
き
。 

③ 

提
出
先 

ア 

大
学
（
法
科
大
学
院
を
除
く
。
） 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 
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オ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ク 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
等
を
記
載
し
た
書
類
（
別
紙
様
式
３
） 

（
３
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

（
４
）
当
該
届
出
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類
（
協
定
書
を
含
む
。） 

（
５
）
設
置
の
趣
旨
等
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
６
）
附
属
病
院
所
在
地
域
の
概
況
説
明
書
（
手
続
規
則
別
記
様
式
第
六
号
） 

（
７
）
附
属
病
院
の
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
等
の
配
置
計
画
書
（
手
続
規
則
別
記
様

式
第
七
号
） 

カ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ケ 

（
１
）
届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

（
２
）
変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

（
３
）
学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

③ 

提
出
時
期 

ア 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
ア
か
ら
エ 

 

設
置
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
。
た
だ
し
エ
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
得
さ
せ
る
た
め

の
課
程
認
定
等
が
十
二
月
末
ま
で
に
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
課
程
認
定
等

を
さ
れ
る
こ
と
が
当
該
専
攻
科
又
は
別
科
の
設
置
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
別
紙
様
式
２
を
「
専
攻
科
（
又
は
別
科
）
の
設
置
に
係
る
学
則
変
更
予
定
書
」

と
し
て
、
②
ア
の
書
類
を
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
を
し
た
上
で
、
課
程
認
定

等
が
さ
れ
た
後
、
速
や
か
に
課
程
認
定
等
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
改
め
て
②
ア
の

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

イ 

上
記
①
の
届
出
の
う
ち
オ
及
び
カ 

 
 

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
前
年
度
の
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
。 

ウ 

上
記
①
の
キ 

 
 

在
学
生
が
い
な
く
な
る
こ
と
が
確
定
し
た
と
き
。（
廃
止
の
日
以
前
） 

エ 

上
記
①
の
ク
及
び
ケ 

 
 

公
立
に
あ
っ
て
は
変
更
し
た
と
き
、
私
立
に
あ
っ
て
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

④ 

提
出
先 

ア 

公
立
大
学
（
上
記
①
の
ケ
の
み
に
係
る
届
出
の
場
合
） 

大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係 

イ 

公
私
立
大
学
（
上
記
ア
に
基
づ
き
大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係
に
提
出
す
る

も
の
を
除
く
。） 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

ウ 

短
期
大
学 

 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

エ 

高
等
専
門
学
校 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 

六 

公
立
の
大
学
又
は
短
期
大
学
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
七
条
、
私
立
の
大
学
又
は

短
期
大
学
の
場
合
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
基
づ
く
、
通
信
教
育
に
関

す
る
規
程
の
変
更 

① 

提
出
書
類 

ア 

届
出
書
（
別
紙
様
式
２
） 

イ 

変
更
の
事
由
及
び
時
期
を
記
載
し
た
書
類
（
様
式
任
意
） 

ウ 

学
則
及
び
変
更
部
分
の
新
旧
の
比
較
対
照
表
（
様
式
任
意
） 

② 

提
出
時
期 

変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

③ 

提
出
先 

 

ア 

公
立
大
学 

大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係 

 

イ 

私
立
大
学 

 
 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

 

ウ 

短
期
大
学 

 
 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

 

七 

学
生
募
集
の
停
止
の
報
告 

学
生
募
集
の
停
止
に
つ
い
て
は
、
従
前
よ
り
文
部
科
学
省
へ
の
報
告
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
、
学
内
に
お
け
る
意
思
決
定
後
速
や
か
に
報
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 ① 

提
出
書
類 

報
告
書
（
別
紙
様
式
４
） 

② 

提
出
時
期 

募
集
停
止
を
決
定
し
た
と
き
。 

③ 

提
出
先 

ア 

大
学
（
法
科
大
学
院
を
除
く
。
） 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 
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イ 

短
期
大
学 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

ウ 

高
等
専
門
学
校 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 
 
 
 
 
 
 

エ 
法
科
大
学
院 

 
 
 
 
 
 
 
  

専
門
教
育
課
法
科
大
学
院
係 

 

八 

学
則
等
の
公
開
と
こ
れ
に
伴
う
措
置 

「
大
学
に
よ
る
情
報
の
積
極
的
な
提
供
に
つ
い
て
」
（
十
六
文
科
高
第
九
五
八
号
、
平
成
十
七

年
三
月
十
四
日
付
け
高
等
教
育
局
長
通
知
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
学
則
及
び
上
記
一
～
七
に
よ
り

文
部
科
学
省
に
対
し
提
出
し
た
書
類
に
つ
い
て
、
広
く
一
般
に
周
知
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
掲
載
す
る
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
改
正
後
の
学
則
全
文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
掲
載
す
る
場
合
、
届
出
に
当
た
っ
て
、

学
則
を
添
付
す
る
こ
と
は
要
し
ま
せ
ん
。（
別
紙
様
式
２
注
３
参
照
） 

 

九 

提
出
方
法
に
つ
い
て 

 
 

以
下
の
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
示
すU

RL

か
ら
、
必
要
な
情
報
を
入
力
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

h
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tp
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//

ww
w.
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提
出
に
際
し
て
は
、
届
出
書
類
は
全
て
一
つ
の

P
D
F

フ
ァ
イ
ル
と
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
複
数
の
種
類
の
届
出
が
あ
る
場
合
は
、
複
数
回
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

御
了
承
く
だ
さ
い
。
）
ま
た
、
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
に
記
載
す
る
注
意
事
項
を
確
認
の
上
、

提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
入
力
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
紙
「
入
力
イ
メ
ー

ジ
」
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。 

 
 【

注
意
事
項
】 

① 

一
つ
の
手
続
に
つ
い
て
は
全
て
の
書
類
を
一
つ
の

P
DF

に
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
複

数
の
フ
ァ
イ
ル
に
分
割
し
て
提
出
さ
れ
た
場
合
、
他
の
大
学
等
の
提
出
書
類
と
混
交
し
、
手
続
に

必
要
な
書
類
が
揃
っ
て
い
る
か
の
確
認
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
複
数
の
フ
ァ
イ
ル
に

分
割
さ
れ
て
い
る
場
合
は
届
出
を
受
け
付
け
た
も
の
と
は
扱
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は

設
定
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。（
※
複
数
の
手
続
を
行
う
場
合
は
、
一
つ
の
手
続
ご
と
に

P
DF

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。） 

② 

上
記

U
RL

で
必
要
事
項
を
入
力
し
な
い
で
提
出
し
た
場
合
、
届
出
を
受
け
付
け
た
も
の
と
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
必
要
な
情
報
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。 

③ 

フ
ァ
イ
ル
名
に
つ
い
て
は
、以
下
の
記
載
例
を
参
考
に
、誤
り
の
無
い
よ
う
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
イ
ル
名
に
誤
り
が
あ
る
場
合
、
入
力
い
た
だ
い
た
連
絡
先
に
担
当
者
か
ら
連
絡
を
取
り
、
当

該
フ
ァ
イ
ル
名
に
よ
る
届
出
提
出
を
し
た
こ
と
の
確
認
を
も
っ
て
受
け
付
け
た
も
の
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
フ
ァ
イ
ル
名
に
誤
り
が
な
い
か
等
に
つ
い
て
提
出
前
に
改
め
て
確
認
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

<

フ
ァ
イ
ル
名
例> 

 
 
 

届
出
年
月
日
（
届
出
書
に
記
載
の
日
付
）
＋
【
学
校
コ
ー
ド
】
＋
大
学
・
大
学
院
名
＋
（
届

出
区
分
）
＋
【
差
替
】（
※
差
替
え
提
出
の
場
合
の
み
） 

 
 

（
例
・
１
）
私
立
大
学
の
学
長
の
決
定
の
場
合
：2

0
25
03
01

【00
0

】
虎
ノ
門
大
学
（
１
） 

（
例
・
２
）
そ
の
他
の
学
則
変
更
の
場
合:

 
20

25
03
01

【00
0

】
虎
ノ
門
大
学
（5

・
ケ
） 

 
 
 
 

※
１ 

【
学
校
コ
ー
ド
】
に
つ
い
て
は
、
以
下URL

を
確
認
の
上
、
該
当
番
号
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
該
当
の
無
い
場
合
は
、
本
番
号
は
学
校
基
本
調
査
で
の
「
学
校
コ

ー
ド
」
と
同
様
の
番
号
で
す
の
で
、
当
該
番
号
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。 
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※
２ 

（
届
出
区
分
）
に
は
、
上
記
一
～
七
に
挙
げ
た
届
出
等
の
区
分
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。 

※
３ 

届
出
年
月
日
に
は
、
届
出
書
の
日
付
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
４ 

大
学
名
欄
に
は
、
大
学
院
の
場
合
は
大
学
院
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
５ 

届
出
の
再
提
出
、
ま
た
は
同
じ
届
出
を
複
数
回
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
る
際
の
理
由

を
、
フ
ォ
ー
ム
の
備
考
欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
イ
ル
の
差
替
え
の
場
合
は

フ
ァ
イ
ル
名
の
末
尾
に
【
差
替
】
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
本
件
担
当
：
提
出
先
に
応
じ
て
下
記
の
と
お
り
】 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

電
話
：0

3
-5
25

3-
41
11

（
内
線2

04
8

、33
77

） 

E
-
ma
il

：d-
to
do
ke
de
@m
ex
t.
go
.j
p 

大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係 

電
話
：0

3
-5
25

3-
41
11

（
内
線3

37
0

） 

E
-
ma
il

：da
ig
ak
uc
@m
ex
t.
go
.j
p 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
：0

3-
52
53

-
41
11

（
内
線3

34
0

） 
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イ 

短
期
大
学 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

ウ 

高
等
専
門
学
校 

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 
 
 
 
 
 
 

エ 

法
科
大
学
院 

 
 
 
 
 
 
 
  

専
門
教
育
課
法
科
大
学
院
係 

 

八 

学
則
等
の
公
開
と
こ
れ
に
伴
う
措
置 

「
大
学
に
よ
る
情
報
の
積
極
的
な
提
供
に
つ
い
て
」
（
十
六
文
科
高
第
九
五
八
号
、
平
成
十
七

年
三
月
十
四
日
付
け
高
等
教
育
局
長
通
知
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
学
則
及
び
上
記
一
～
七
に
よ
り

文
部
科
学
省
に
対
し
提
出
し
た
書
類
に
つ
い
て
、
広
く
一
般
に
周
知
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
掲
載
す
る
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
改
正
後
の
学
則
全
文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
掲
載
す
る
場
合
、
届
出
に
当
た
っ
て
、

学
則
を
添
付
す
る
こ
と
は
要
し
ま
せ
ん
。（
別
紙
様
式
２
注
３
参
照
） 

 

九 

提
出
方
法
に
つ
い
て 

 
 

以
下
の
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
示
すU

RL

か
ら
、
必
要
な
情
報
を
入
力
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 
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提
出
に
際
し
て
は
、
届
出
書
類
は
全
て
一
つ
の

P
D
F

フ
ァ
イ
ル
と
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
複
数
の
種
類
の
届
出
が
あ
る
場
合
は
、
複
数
回
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

御
了
承
く
だ
さ
い
。
）
ま
た
、
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
に
記
載
す
る
注
意
事
項
を
確
認
の
上
、

提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
入
力
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
紙
「
入
力
イ
メ
ー

ジ
」
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。 

 
 【

注
意
事
項
】 

① 

一
つ
の
手
続
に
つ
い
て
は
全
て
の
書
類
を
一
つ
の

P
DF

に
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
複

数
の
フ
ァ
イ
ル
に
分
割
し
て
提
出
さ
れ
た
場
合
、
他
の
大
学
等
の
提
出
書
類
と
混
交
し
、
手
続
に

必
要
な
書
類
が
揃
っ
て
い
る
か
の
確
認
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
複
数
の
フ
ァ
イ
ル
に

分
割
さ
れ
て
い
る
場
合
は
届
出
を
受
け
付
け
た
も
の
と
は
扱
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は

設
定
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。（
※
複
数
の
手
続
を
行
う
場
合
は
、
一
つ
の
手
続
ご
と
に

P
DF

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。） 

② 

上
記

U
RL

で
必
要
事
項
を
入
力
し
な
い
で
提
出
し
た
場
合
、
届
出
を
受
け
付
け
た
も
の
と
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
必
要
な
情
報
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。 

③ 

フ
ァ
イ
ル
名
に
つ
い
て
は
、以
下
の
記
載
例
を
参
考
に
、誤
り
の
無
い
よ
う
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
イ
ル
名
に
誤
り
が
あ
る
場
合
、
入
力
い
た
だ
い
た
連
絡
先
に
担
当
者
か
ら
連
絡
を
取
り
、
当

該
フ
ァ
イ
ル
名
に
よ
る
届
出
提
出
を
し
た
こ
と
の
確
認
を
も
っ
て
受
け
付
け
た
も
の
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
フ
ァ
イ
ル
名
に
誤
り
が
な
い
か
等
に
つ
い
て
提
出
前
に
改
め
て
確
認
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

<

フ
ァ
イ
ル
名
例> 

 
 
 

届
出
年
月
日
（
届
出
書
に
記
載
の
日
付
）
＋
【
学
校
コ
ー
ド
】
＋
大
学
・
大
学
院
名
＋
（
届

出
区
分
）
＋
【
差
替
】（
※
差
替
え
提
出
の
場
合
の
み
） 

 
 

（
例
・
１
）
私
立
大
学
の
学
長
の
決
定
の
場
合
：2

0
25
03
01

【00
0

】
虎
ノ
門
大
学
（
１
） 

（
例
・
２
）
そ
の
他
の
学
則
変
更
の
場
合:

 
20

25
03
01

【00
0

】
虎
ノ
門
大
学
（5

・
ケ
） 

 
 
 
 

※
１ 

【
学
校
コ
ー
ド
】
に
つ
い
て
は
、
以
下URL

を
確
認
の
上
、
該
当
番
号
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
該
当
の
無
い
場
合
は
、
本
番
号
は
学
校
基
本
調
査
で
の
「
学
校
コ

ー
ド
」
と
同
様
の
番
号
で
す
の
で
、
当
該
番
号
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。 
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※
２ 

（
届
出
区
分
）
に
は
、
上
記
一
～
七
に
挙
げ
た
届
出
等
の
区
分
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。 

※
３ 

届
出
年
月
日
に
は
、
届
出
書
の
日
付
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
４ 

大
学
名
欄
に
は
、
大
学
院
の
場
合
は
大
学
院
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
５ 

届
出
の
再
提
出
、
ま
た
は
同
じ
届
出
を
複
数
回
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
る
際
の
理
由

を
、
フ
ォ
ー
ム
の
備
考
欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
イ
ル
の
差
替
え
の
場
合
は

フ
ァ
イ
ル
名
の
末
尾
に
【
差
替
】
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
本
件
担
当
：
提
出
先
に
応
じ
て
下
記
の
と
お
り
】 

大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
設
置
室 

電
話
：0

3
-5
25

3-
41
11

（
内
線2

04
8

、33
77

） 

E
-
ma
il

：d-
to
do
ke
de
@m
ex
t.
go
.j
p 

大
学
教
育
・
入
試
課
公
立
大
学
係 

電
話
：0

3
-5
25

3-
41
11

（
内
線3

37
0

） 

E
-
ma
il

：da
ig
ak
uc
@m
ex
t.
go
.j
p 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
学
教
育
・
入
試
課
短
期
大
学
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
：0

3-
52
53

-
41
11

（
内
線3

34
0

） 



 

 621 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E
-m
ai

l

：d
ai

ga
k
uc

@m
ex

t.
go

.j
p 

 
 
  
  
  
  

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 
 
  
  
  
  
  
  
  

電
話
：03

-5
25

3
-4
11

1

（
内
線33

47

） 

E
-
ma
il

：se
nm
on
@m
ex
t.
go
.j
p 

専
門
教
育
課
法
科
大
学
院
係 

 
 
  

  
  

  
  

  
  

 

電
話
：0

3-
52

5
3-
41
11

（
内
線3

34
9

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E
-
ma
il

：se
n-

ps
@
me
xt
.g
o.
jp 

 

 621 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
E
-m
ai

l

：d
ai

ga
k
uc

@m
ex

t.
go

.j
p 

 
 
  
  
  
  

専
門
教
育
課
高
等
専
門
学
校
第
一
係 

 
 
  
  
  
  
  
  
  

電
話
：03

-5
25

3
-4
11

1

（
内
線33

47

） 

E
-
ma
il

：se
nm
on
@m
ex
t.
go
.j
p 

専
門
教
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別紙様式１ 

                                                                    （用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

 

 

 

○○大学長の決定について（届出） 

 

                                                                       年  月  日 

 

 

     文 部 科 学 大 臣 殿 

 

 

                        届出者の職名及び氏名                  

 

 

 このたび、○○大学長を決定しましたので、学校教育法第 10 条の規定により、下記のとおり届け出ます。 

 

 

記 

 

 

  １ 新旧学長名 

        （新学長） 

        （旧学長） 

 

  ２ 決定の時期         年  月  日 

 

 ３ 就任の時期         年  月  日（任期  年） 

 

  ４ 決定の事由 

 

 

  （注） 

 １ 短期大学、高等専門学校の学校種に応じ、「大学」、「学長」とある箇所については適切に表記を変更す

ること。 

  ２ 「就任の時期」の「任期」については、任期制を用いない場合は「（任期の定めなし）」と記入すること。 

  ３ 「決定の事由」は、「任期満了」、「辞任」、「再任」等の理由を簡潔に記入すること。 

 

622 

   
 

別紙様式１ 

                                                                    （用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

 

 

 

○○大学長の決定について（届出） 

 

                                                                       年  月  日 

 

 

     文 部 科 学 大 臣 殿 

 

 

                        届出者の職名及び氏名                  

 

 

 このたび、○○大学長を決定しましたので、学校教育法第 10 条の規定により、下記のとおり届け出ます。 

 

 

記 

 

 

  １ 新旧学長名 

        （新学長） 

        （旧学長） 

 

  ２ 決定の時期         年  月  日 

 

 ３ 就任の時期         年  月  日（任期  年） 

 

  ４ 決定の事由 

 

 

  （注） 

 １ 短期大学、高等専門学校の学校種に応じ、「大学」、「学長」とある箇所については適切に表記を変更す

ること。 

  ２ 「就任の時期」の「任期」については、任期制を用いない場合は「（任期の定めなし）」と記入すること。 

  ３ 「決定の事由」は、「任期満了」、「辞任」、「再任」等の理由を簡潔に記入すること。 
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別紙様式３ 

（用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

 

変更の事由及び時期等を記載した書類 

※「取得・処分等する土地・建物」の欄については、土地や建物の位置ごとにまとめて記入してください。 

 （ただし、まとめて記入し難い場合又は位置が２カ所以上にわたっている場合には、適宜欄を増やして記入してくだ

さい。） 

事 項 記 入 欄 備考 
フ リ ガ ナ 

設 置 者 
 

 
 

フ リ ガ ナ 

大 学 の 名 称 
 

 

 

大 学 本 部 の 位 置   

変 更 の 内 容   

変 更 の 事 由   

変 更 の 時 期   

取
得
・
処
分
等
す
る
土
地
・
建
物 

取
得
す
る 

土
地 

土 地 の 位 置   

用 途   

土地の面積（うち校地面積） 専用  ㎡（   ㎡） 共用   ㎡（   ㎡）  

処
分
す
る 

土
地 

土 地 の 位 置   

用 途   

土地の面積（うち校地面積） 専用   ㎡（   ㎡） 共用   ㎡（   ㎡）  

重
要
な
変
更
を 

す
る
土
地 

土 地 の 位 置   

用 途   

土 地 の 面 積 専用   ㎡（変更前   ㎡） 共用   ㎡（変更前   ㎡）  

土地のうち校地に係る面積 専用   ㎡（変更前   ㎡） 共用   ㎡（変更前   ㎡）  

取
得
す
る 

建
物 

建 物 の 位 置   

用 途   

建物の面積（うち校舎面積） 専用   ㎡（   ㎡） 共用   ㎡（   ㎡）  

処
分
す
る 

建
物 

建 物 の 位 置   

用 途   

建物の面積（うち校舎面積） 専用   ㎡（   ㎡） 共用   ㎡（   ㎡）  

重
要
な
変
更
を 

す
る
建
物 

建 物 の 位 置   

用 途   

建 物 の 面 積 専用   ㎡（変更前   ㎡） 共用   ㎡（変更前   ㎡）  

建物のうち校舎に係る面積 専用   ㎡（変更前   ㎡） 共用   ㎡（変更前   ㎡）  

校 地 等 
専  用 共  用 共用する他の 

学校等の専用 計  

㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡ 

（変更前 ㎡） 

校 舎 
専  用 共  用 共用する他の 

学校等の専用 計  

㎡ 

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 

教 室 等 
室  数 

教員研究室 
室   数  

室（変更前 室） 室（変更前   室） 

既
設
大
学
等
の
状

況 大学の名称   

学部等の名称 
修業 
年限 

入学 
定員 

編入学 
定員 

収容 
定員 

学位又 
は称号 

収容定員充
足率 

開設 
年度 所在地 

 
 年 

 

人 

 

年次 

   人 

人  

 

倍 
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別紙様式３ 

（用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

 

変更の事由及び時期等を記載した書類 

※「取得・処分等する土地・建物」の欄については、土地や建物の位置ごとにまとめて記入してください。 

 （ただし、まとめて記入し難い場合又は位置が２カ所以上にわたっている場合には、適宜欄を増やして記入してくだ

さい。） 

事 項 記 入 欄 備考 
フ リ ガ ナ 

設 置 者 
 

 
 

フ リ ガ ナ 

大 学 の 名 称 
 

 

 

大 学 本 部 の 位 置   

変 更 の 内 容   

変 更 の 事 由   

変 更 の 時 期   

取
得
・
処
分
等
す
る
土
地
・
建
物 

取
得
す
る 

土
地 

土 地 の 位 置   

用 途   

土地の面積（うち校地面積） 専用  ㎡（   ㎡） 共用   ㎡（   ㎡）  

処
分
す
る 

土
地 

土 地 の 位 置   

用 途   

土地の面積（うち校地面積） 専用   ㎡（   ㎡） 共用   ㎡（   ㎡）  

重
要
な
変
更
を 

す
る
土
地 

土 地 の 位 置   

用 途   

土 地 の 面 積 専用   ㎡（変更前   ㎡） 共用   ㎡（変更前   ㎡）  

土地のうち校地に係る面積 専用   ㎡（変更前   ㎡） 共用   ㎡（変更前   ㎡）  

取
得
す
る 

建
物 

建 物 の 位 置   

用 途   

建物の面積（うち校舎面積） 専用   ㎡（   ㎡） 共用   ㎡（   ㎡）  

処
分
す
る 

建
物 

建 物 の 位 置   

用 途   

建物の面積（うち校舎面積） 専用   ㎡（   ㎡） 共用   ㎡（   ㎡）  

重
要
な
変
更
を 

す
る
建
物 

建 物 の 位 置   

用 途   

建 物 の 面 積 専用   ㎡（変更前   ㎡） 共用   ㎡（変更前   ㎡）  

建物のうち校舎に係る面積 専用   ㎡（変更前   ㎡） 共用   ㎡（変更前   ㎡）  

校 地 等 
専  用 共  用 共用する他の 

学校等の専用 計  

㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡ 

（変更前 ㎡） 

校 舎 
専  用 共  用 共用する他の 

学校等の専用 計  

㎡ 

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 
㎡  

（変更前 ㎡） 

教 室 等 
室  数 

教員研究室 
室   数  

室（変更前 室） 室（変更前   室） 

既
設
大
学
等
の
状

況 大学の名称   

学部等の名称 
修業 
年限 

入学 
定員 

編入学 
定員 

収容 
定員 

学位又 
は称号 

収容定員充
足率 

開設 
年度 所在地 

 
 年 

 

人 

 

年次 

   人 

人  

 

倍 
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別紙様式４                                                         （用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

 

○○大学○○学部○○学科の学生募集停止について（報告） 
 

年  月  日 
 
     文 部 科 学 大 臣 殿 
 

報告者の職名及び氏名           
 

 

 このたび、○○大学○○学部○○学科の学生募集を停止することとしたので、下記のとおり報告します。 

 

記 
 

１ 募集停止する学部、学科及び定員 
 
              入学定員 収容定員 

   ○○学部 

    ○○学科   ○○人  ○○人 
 
２ 募集停止により入学する者がいなくなる最初の年度又は時期 

  ○○年度（又は  年  月  日） 
 
３ 募集停止する理由 
  （例１）募集停止する○○学部○○学科を改組転換して、新たに○○学部を設置するため。 

                               （改組転換の全体図は別紙のとおり） 

  （例２）△△大学を廃止するため。 
 
４ 今後の取扱い 
  （例１）在校生が卒業するのを待って○○学部○○学科を廃止する予定。なお、廃止するまでの間の在校

生への教育条件の維持には万全を尽くすこととしたい。所属教職員並びに施設・設備については、

すべて新設される○○学部に移管する。 

   （例２）在校生が卒業するのを待って△△大学を廃止する予定。なお、廃止するまでの間の在校生への教

育条件の維持には万全を尽くすこととしたい。 
      △△大学の廃止認可申請については、在校生がいなくなった後速やかに提出する。 
 
５ 募集停止に係る決議等を行った年月日 

  （例）理事会   年  月  日             
 
６ 募集停止を開始する時期（一般に公表する時期） 

    年  月  日 

 
（注） 
① 学生募集停止の報告を求める対象は、大学、大学の学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科、短期大学の学科の専攻課程、

大学の大学院、大学院の研究科、研究科の専攻及び専攻に係る課程、高等専門学校及び高等専門学校の学科とし、改組転換などの

理由を問わず学内における意思決定後速やかに報告を行うこと。 
② 「３ 募集停止する理由」欄には、改組転換や入学定員の減少等、募集停止に至った理由を詳細に記述すること。また、既存の学

部等を廃止し、新設する学部等に改組転換する等の場合には、全体がわかる資料を添付すること。 
③ 「４ 今後の取扱い」欄には、在校生への教育条件の確保や教職員の身分保障、施設設備の取扱い等について詳細に記述すること。 
④ 本件における学則の変更に当たっては、附則等において当該学生募集停止学部等の名称、教育課程等が引き続き記載されるよう

留意すること。 
⑤ 「５ 募集停止に係る決議等を行った年月日」欄には、「設置者側」（理事会等）の最高意思決定機関の議決日を記入すること。 
⑥ 「６ 募集停止を開始する時期（一般に公表する時期）」欄には、理事会等の後、学外の受験生、マスコミ等一般に正式に公表す

る時期を記入すること。 
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別紙様式４                                                         （用紙 日本産業規格Ａ４縦型） 

 

○○大学○○学部○○学科の学生募集停止について（報告） 
 

年  月  日 
 
     文 部 科 学 大 臣 殿 
 

報告者の職名及び氏名           
 

 

 このたび、○○大学○○学部○○学科の学生募集を停止することとしたので、下記のとおり報告します。 

 

記 
 

１ 募集停止する学部、学科及び定員 
 
              入学定員 収容定員 

   ○○学部 

    ○○学科   ○○人  ○○人 
 
２ 募集停止により入学する者がいなくなる最初の年度又は時期 

  ○○年度（又は  年  月  日） 
 
３ 募集停止する理由 
  （例１）募集停止する○○学部○○学科を改組転換して、新たに○○学部を設置するため。 

                               （改組転換の全体図は別紙のとおり） 

  （例２）△△大学を廃止するため。 
 
４ 今後の取扱い 
  （例１）在校生が卒業するのを待って○○学部○○学科を廃止する予定。なお、廃止するまでの間の在校

生への教育条件の維持には万全を尽くすこととしたい。所属教職員並びに施設・設備については、

すべて新設される○○学部に移管する。 

   （例２）在校生が卒業するのを待って△△大学を廃止する予定。なお、廃止するまでの間の在校生への教

育条件の維持には万全を尽くすこととしたい。 
      △△大学の廃止認可申請については、在校生がいなくなった後速やかに提出する。 
 
５ 募集停止に係る決議等を行った年月日 

  （例）理事会   年  月  日             
 
６ 募集停止を開始する時期（一般に公表する時期） 

    年  月  日 

 
（注） 
① 学生募集停止の報告を求める対象は、大学、大学の学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科、短期大学の学科の専攻課程、

大学の大学院、大学院の研究科、研究科の専攻及び専攻に係る課程、高等専門学校及び高等専門学校の学科とし、改組転換などの

理由を問わず学内における意思決定後速やかに報告を行うこと。 
② 「３ 募集停止する理由」欄には、改組転換や入学定員の減少等、募集停止に至った理由を詳細に記述すること。また、既存の学

部等を廃止し、新設する学部等に改組転換する等の場合には、全体がわかる資料を添付すること。 
③ 「４ 今後の取扱い」欄には、在校生への教育条件の確保や教職員の身分保障、施設設備の取扱い等について詳細に記述すること。 
④ 本件における学則の変更に当たっては、附則等において当該学生募集停止学部等の名称、教育課程等が引き続き記載されるよう

留意すること。 
⑤ 「５ 募集停止に係る決議等を行った年月日」欄には、「設置者側」（理事会等）の最高意思決定機関の議決日を記入すること。 
⑥ 「６ 募集停止を開始する時期（一般に公表する時期）」欄には、理事会等の後、学外の受験生、マスコミ等一般に正式に公表す

る時期を記入すること。 
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第
六
編 

入
学
者
選
抜
関
係 

第
一
章 

入
学
者
選
抜
実
施
要
項 

 
 

〇 

令
和
七
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項 

令

和

六

年

六

月

五

日 

六

文

科

高

第

二

九

九

号 

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知 

 
 

第
一 

基
本
方
針 

大
学
入
学
者
選
抜
は
、
各
大
学
（
専
門
職
大
学
及
び
短
期
大
学
（
専
門
職
短
期
大
学
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
）
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
理
念
に
基
づ
き
、
当
該
大
学
に
お
い
て
学
修

し
、
卒
業
す
る
た
め
に
生
徒
が
高
等
学
校
段
階
ま
で
に
身
に
付
け
た
力
を
、
大
学
に
お
い
て
発
展
・
向

上
さ
せ
、
社
会
へ
送
り
出
す
と
い
う
大
学
教
育
の
一
貫
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
前
提
と
し
て
、
各
大
学
が
、

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
六
十
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（
以
下

「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
や
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
（
以
下
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
定
め
る
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
以
下
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
大
学
へ
の
入
口
段
階
で
入
学
者
に
必
要
な
能
力
・
適
正
等
を
多

面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
こ
と
を
役
割
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
大
学
は
、
入
学
者
の
選
抜
を
行
う
に
当
た
り
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
に

よ
っ
て
、
受
験
機
会
や
入
試
方
法
に
お
け
る
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
入
学
志
願
者
の

能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
。
そ
の
際
、
各
大
学
は
、
年
齢
、
性

別
、
障
害
の
有
無
、
国
籍
、
家
庭
環
境
、
居
住
地
域
等
に
関
し
て
多
様
な
背
景
を
持
っ
た
学
生
の
受
入

れ
に
配
慮
す
る
。 

あ
わ
せ
て
、
大
学
入
学
者
選
抜
は
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校

の
高
等
部
を
含
む
。
第
十
三
の
11(

２)

を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
教
育
と
大
学
に
お
け
る
教

育
を
接
続
す
る
教
育
の
一
貫
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
高
等
学
校
に
お
け
る
適
切
な
教
育
の

実
施
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。 

能
力
・
意
欲
・
適
性
等
の
評
価
・
判
定
に
当
た
っ
て
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、

学
力
を
構
成
す
る
特
に
重
要
な
以
下
の
三
つ
の
要
素
の
そ
れ
ぞ
れ
を
適
切
に
把
握
す
る
よ
う
十
分
留

意
す
る
。
そ
の
際
、
入
学
後
の
教
育
と
の
関
連
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
入
試
方
法
の
多
様
化
、
評

価
尺
度
の
多
元
化
に
努
め
る
。
な
お
、
高
等
学
校
の
学
科
ご
と
の
特
性
に
も
配
慮
す
る
。 

① 

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
（
以
下
「
知
識
・
技
能
」
と
い
う
。
） 

② 

知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
探
究
し
、
成
果
等
を

表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
能
力
（
以
下
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
」
と
い
う
。
） 

③ 

主
体
性
を
持
ち
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
つ
つ
学
習
す
る
態
度  

第
二 

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー 

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
く
教
育
を
受
け
る
学
生
の
選
抜
の
方
針
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
な
る
よ
う
留
意
し
て
策
定
す
る
。 

こ
の
た
め
に
、
各
大
学
の
特
色
や
教
育
研
究
上
の
強
み
、
社
会
的
役
割
等
を
踏
ま
え
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、
当
該
大
学
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
人
材
像
と
そ
れ
に
基
づ
く
学
生
が
身
に

付
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
の
目
標
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
達
成
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
課
程
に
基
づ
き
ど
の
よ
う
な
学
修
を

行
う
の
か
を
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、
抽
象
的
な
「
求
め
る
学

生
像
」
だ
け
で
は
な
く
、
入
学
志
願
者
に
高
等
学
校
段
階
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
力
を
培
う
こ
と
を
求
め

る
の
か
、
そ
う
し
た
力
を
ど
の
よ
う
な
基
準
・
方
法
に
よ
っ
て
評
価
・
判
定
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て

可
能
な
限
り
具
体
的
に
設
定
す
る
。
そ
の
際
、
第
一
に
示
す
三
つ
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の
特

色
等
に
応
じ
て
具
体
的
な
評
価
・
判
定
方
法
や
要
素
ご
と
の
評
価
・
判
定
の
重
み
付
け
等
に
つ
い
て
検

討
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
よ
う
努
め
る
。 

あ
わ
せ
て
、
入
学
後
の
教
育
課
程
を
踏
ま
え
、
高
等
学
校
で
履
修
す
べ
き
科
目
や
取
得
し
て
お
く
こ

と
が
望
ま
し
い
資
格
等
を
列
挙
す
る
な
ど
「
何
を
ど
の
程
度
学
ん
で
き
て
ほ
し
い
か
」
を
で
き
る
限
り

具
体
的
に
記
述
す
る
。 

ま
た
、
記
述
す
る
科
目
・
資
格
等
は
、
高
等
学
校
教
育
の
内
容
・
水
準
に
十
分
配
慮
し
た
も
の
と
す

る
。 な

お
、
各
大
学
に
お
け
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
・
公
表
に
当
た
っ
て
は
、「
「
卒
業

認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
」（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）
、「
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
」（
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
）
及
び
「
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
」
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
の
策

定
及
び
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分

科
会
大
学
教
育
部
会
）
及
び
「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
（
追
補
）
」（
令
和
五
年
二
月
二
十
四
日
中
央

教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
）
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。 

第
三 

入
試
方
法 

１ 

入
学
者
の
選
抜
は
、
調
査
書
の
内
容
、
第
六
に
掲
げ
る
学
力
検
査
（
第
六
の
１
に
示
す
個
別
学

力
検
査
又
は
第
六
の
２
に
示
す
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
。
以
下
同
じ
。
）
、
小
論
文
、
入
学
志
願

者
本
人
の
記
載
す
る
資
料
等
＊
を
、
大
学
・
学
部
等
の
目
的
、
特
色
、
専
門
分
野
等
の
特
性
、
選

抜
区
分
の
特
色
等
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
多
面
的
・
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〇 

令
和
七
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項 

令

和

六

年

六

月

五

日 

六

文

科

高

第

二

九

九

号 

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知 

 
 

第
一 

基
本
方
針 

大
学
入
学
者
選
抜
は
、
各
大
学
（
専
門
職
大
学
及
び
短
期
大
学
（
専
門
職
短
期
大
学
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
）
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
理
念
に
基
づ
き
、
当
該
大
学
に
お
い
て
学
修

し
、
卒
業
す
る
た
め
に
生
徒
が
高
等
学
校
段
階
ま
で
に
身
に
付
け
た
力
を
、
大
学
に
お
い
て
発
展
・
向

上
さ
せ
、
社
会
へ
送
り
出
す
と
い
う
大
学
教
育
の
一
貫
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
前
提
と
し
て
、
各
大
学
が
、

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
六
十
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（
以
下

「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
や
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
（
以
下
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
定
め
る
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
以
下
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
大
学
へ
の
入
口
段
階
で
入
学
者
に
必
要
な
能
力
・
適
正
等
を
多

面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
こ
と
を
役
割
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
大
学
は
、
入
学
者
の
選
抜
を
行
う
に
当
た
り
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
に

よ
っ
て
、
受
験
機
会
や
入
試
方
法
に
お
け
る
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
入
学
志
願
者
の

能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
。
そ
の
際
、
各
大
学
は
、
年
齢
、
性

別
、
障
害
の
有
無
、
国
籍
、
家
庭
環
境
、
居
住
地
域
等
に
関
し
て
多
様
な
背
景
を
持
っ
た
学
生
の
受
入

れ
に
配
慮
す
る
。 

あ
わ
せ
て
、
大
学
入
学
者
選
抜
は
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校

の
高
等
部
を
含
む
。
第
十
三
の
11(

２)

を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
教
育
と
大
学
に
お
け
る
教

育
を
接
続
す
る
教
育
の
一
貫
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
高
等
学
校
に
お
け
る
適
切
な
教
育
の

実
施
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。 

能
力
・
意
欲
・
適
性
等
の
評
価
・
判
定
に
当
た
っ
て
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、

学
力
を
構
成
す
る
特
に
重
要
な
以
下
の
三
つ
の
要
素
の
そ
れ
ぞ
れ
を
適
切
に
把
握
す
る
よ
う
十
分
留

意
す
る
。
そ
の
際
、
入
学
後
の
教
育
と
の
関
連
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
入
試
方
法
の
多
様
化
、
評

価
尺
度
の
多
元
化
に
努
め
る
。
な
お
、
高
等
学
校
の
学
科
ご
と
の
特
性
に
も
配
慮
す
る
。 

① 

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
（
以
下
「
知
識
・
技
能
」
と
い
う
。
） 

② 

知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
探
究
し
、
成
果
等
を

表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
能
力
（
以
下
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
」
と
い
う
。
） 

③ 

主
体
性
を
持
ち
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
つ
つ
学
習
す
る
態
度  

第
二 

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー 

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
く
教
育
を
受
け
る
学
生
の
選
抜
の
方
針
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
な
る
よ
う
留
意
し
て
策
定
す
る
。 

こ
の
た
め
に
、
各
大
学
の
特
色
や
教
育
研
究
上
の
強
み
、
社
会
的
役
割
等
を
踏
ま
え
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、
当
該
大
学
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
人
材
像
と
そ
れ
に
基
づ
く
学
生
が
身
に

付
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
の
目
標
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
達
成
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
課
程
に
基
づ
き
ど
の
よ
う
な
学
修
を

行
う
の
か
を
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、
抽
象
的
な
「
求
め
る
学

生
像
」
だ
け
で
は
な
く
、
入
学
志
願
者
に
高
等
学
校
段
階
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
力
を
培
う
こ
と
を
求
め

る
の
か
、
そ
う
し
た
力
を
ど
の
よ
う
な
基
準
・
方
法
に
よ
っ
て
評
価
・
判
定
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て

可
能
な
限
り
具
体
的
に
設
定
す
る
。
そ
の
際
、
第
一
に
示
す
三
つ
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の
特

色
等
に
応
じ
て
具
体
的
な
評
価
・
判
定
方
法
や
要
素
ご
と
の
評
価
・
判
定
の
重
み
付
け
等
に
つ
い
て
検

討
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
よ
う
努
め
る
。 

あ
わ
せ
て
、
入
学
後
の
教
育
課
程
を
踏
ま
え
、
高
等
学
校
で
履
修
す
べ
き
科
目
や
取
得
し
て
お
く
こ

と
が
望
ま
し
い
資
格
等
を
列
挙
す
る
な
ど
「
何
を
ど
の
程
度
学
ん
で
き
て
ほ
し
い
か
」
を
で
き
る
限
り

具
体
的
に
記
述
す
る
。 

ま
た
、
記
述
す
る
科
目
・
資
格
等
は
、
高
等
学
校
教
育
の
内
容
・
水
準
に
十
分
配
慮
し
た
も
の
と
す

る
。 な

お
、
各
大
学
に
お
け
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
・
公
表
に
当
た
っ
て
は
、「
「
卒
業

認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
」（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）
、「
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
」（
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
）
及
び
「
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
」
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
の
策

定
及
び
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分

科
会
大
学
教
育
部
会
）
及
び
「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
（
追
補
）
」（
令
和
五
年
二
月
二
十
四
日
中
央

教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
）
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。 

第
三 

入
試
方
法 

１ 

入
学
者
の
選
抜
は
、
調
査
書
の
内
容
、
第
六
に
掲
げ
る
学
力
検
査
（
第
六
の
１
に
示
す
個
別
学

力
検
査
又
は
第
六
の
２
に
示
す
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
。
以
下
同
じ
。
）
、
小
論
文
、
入
学
志
願

者
本
人
の
記
載
す
る
資
料
等
＊
を
、
大
学
・
学
部
等
の
目
的
、
特
色
、
専
門
分
野
等
の
特
性
、
選

抜
区
分
の
特
色
等
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
多
面
的
・
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総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
入
試
方
法
に
よ
る
。 

そ
の
際
、
下
記
⑴
の
ほ
か
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
り
、
入
学
定
員
の
一
部
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

な
多
様
な
入
試
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

＊
入
学
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
の
他
、
エ
ッ
セ
イ
、
面
接
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
集
団
討
論
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

各
種
大
会
や
顕
彰
等
の
記
録
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
な
ど
に
お
け
る
生
徒
の
探
究
的
な
学
習
の
成
果
等
に
関
す
る
資
料

や
そ
の
面
談
等 

 

⑴ 

一
般
選
抜 

 
 
 
 

学
力
検
査
、
小
論
文
等
を
主
な
資
料
と
し
、
ま
た
、
大
学
・
学
部
等
の
目
的
、
特
色
、
専
門

分
野
等
の
特
性
に
よ
っ
て
は
実
技
検
査
等
を
主
な
資
料
に
加
え
つ
つ
、
調
査
書
、
入
学
志
願
者

本
人
の
記
載
す
る
資
料
等
を
組
み
合
わ
せ
て
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
評
価
・

判
定
す
る
入
試
方
法
。 

⑵ 

総
合
型
選
抜 

詳
細
な
書
類
審
査
と
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な
面
接
等
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

入
学
志
願
者
の
能
力
・
適
性
や
学
習
に
対
す
る
意
欲
、
目
的
意
識
等
を
総
合
的
に
評
価
・
判
定

す
る
入
試
方
法
。 

こ
の
方
法
に
よ
る
場
合
は
、
以
下
の
点
に
留
意
す
る
。 

① 

入
学
志
願
者
自
ら
の
意
志
で
出
願
で
き
る
公
募
制
と
い
う
性
格
に
鑑
み
、
入
学
志
願
者

本
人
の
記
載
す
る
資
料
＊
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。 

＊
入
学
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
活
動
報
告
書
、
大
学
入
学
希
望
理
由
書
及
び
学
修
計
画
書
等
。 

② 

総
合
型
選
抜
の
趣
旨
に
鑑
み
、
合
否
判
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・

適
性
等
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
。
な
お
、
高
度
な
専
門
知
識
等
が
必
要
な

職
業
分
野
に
求
め
ら
れ
る
人
材
養
成
を
目
的
と
す
る
学
部
・
学
科
等
に
お
い
て
、
総
合
型
選

抜
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
当
該
職
業
分
野
を
目
指
す
こ
と
に
関
す
る
入
学
志
願
者
の
意

欲
・
適
性
等
を
特
に
重
視
し
た
評
価
・
判
定
に
留
意
す
る
。 

③ 

大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
も
適

切
に
評
価
す
る
た
め
、
調
査
書
等
の
出
願
書
類
だ
け
で
は
な
く
、
第
六
の
１
か
ら
４
に
掲
げ

る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
又
は
そ
の
他
の
評
価
方
法
等
＊

の
う
ち
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か

一
つ
を
必
ず
活
用
し
、
そ
の
旨
を
募
集
要
項
に
記
述
す
る
。 

＊
例
え
ば
、
小
論
文
等
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
口
頭
試
問
、
実
技
、
各
教
科
・
科
目
に
係
る
テ
ス
ト
、
資

格
・
検
定
試
験
の
成
績
等
。 

⑶ 

学
校
推
薦
型
選
抜 

出
身
高
等
学
校
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
調
査
書
を
主
な
資
料
と
し
つ
つ
、
以
下
の
点
に
留
意

し
て
評
価
・
判
定
す
る
入
試
方
法
。 

① 

大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
も
適

切
に
評
価
す
る
た
め
、
高
等
学
校
の
学
習
成
績
の
状
況
な
ど
調
査
書
・
推
薦
書
等
の
出
願
書

類
だ
け
で
は
な
く
、
第
六
の
１
か
ら
４
に
掲
げ
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
又
は
そ
の
他
の

評
価
方
法
等
の
う
ち
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
一
つ
を
必
ず
活
用
し
、
そ
の
旨
を
募
集
要
項

に
記
述
す
る
。 

② 

推
薦
書
の
中
に
、
入
学
志
願
者
本
人
の
学
習
歴
や
活
動
歴
を
踏
ま
え
た
第
一
に
示
す
三

つ
の
要
素
に
関
す
る
評
価
や
、
生
徒
の
努
力
を
要
す
る
点
な
ど
そ
の
後
の
指
導
に
お
い
て

特
に
配
慮
を
要
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
そ
の
内
容
に
つ
い
て
記
載
を
求
め
る
。 

 

２ 

上
記
一
⑴
か
ら
⑶
の
入
試
方
法
に
お
い
て
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
り
、
入
学
者
の
多
様
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
入
学
定
員
の
一
部
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
多
様
な
入
学
者
の
選
抜
を
工

夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑴ 

高
等
学
校
の
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
以
下
「
専
門
学
科
」
と
い
う
。
）
又
は
総
合
学

科
卒
業
生
及
び
卒
業
見
込
み
者 

こ
の
場
合
は
、
専
門
学
科
又
は
総
合
学
科
の
特
性
、
そ
れ
ら
の
学
科
に
お
け
る
学
習
歴
や
活

動
歴
等
に
鑑
み
、
職
業
に
関
す
る
教
科
・
科
目
の
学
力
検
査
の
成
績
、
小
論
文
、
面
接
、
資
格
・

検
定
試
験
等
の
成
績
そ
の
他
大
学
が
適
当
と
認
め
る
資
料
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
評
価
・

判
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑵ 

帰
国
生
徒
（
中
国
引
揚
者
等
生
徒
を
含
む
。
）
又
は
・
社
会
人 

こ
の
場
合
は
、
外
国
に
お
け
る
教
育
事
情
の
違
い
や
高
等
学
校
等
卒
業
後
の
年
月
の
経
過

等
に
鑑
み
、
広
く
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
に
応
じ
選
抜
が
な
さ
れ
る
よ
う
学
力

検
査
の
免
除
又
は
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
小
論
文
、
面
接
、
資
格
・
検
定
試
験
等
の
成
績
、
そ

の
他
大
学
が
適
当
と
認
め
る
資
料
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
評
価
・
判
定
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。 

⑶ 

家
庭
環
境
、
居
住
地
域
、
国
籍
、
性
別
等
に
関
し
て
多
様
な
背
景
等
を
持
っ
た
者 

こ
の
場
合
は
、
家
庭
環
境
、
居
住
地
域
、
国
籍
、
性
別
等
の
要
因
に
よ
り
進
学
機
会
の
確

保
に
困
難
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
そ
の
他
各
大
学
に
お
い
て
入
学
者
の
多
様
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
対
象
に
な
る
と
考
え
る
者
（
例
え
ば
、
理
工
系
分
野
に
お
け
る
女
子
等
）
に
つ

い
て
、
入
学
志
願
者
の
努
力
の
プ
ロ
セ
ス
、
意
欲
、
目
的
意
識
等
を
重
視
し
た
評
価
・
判
定

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

そ
の
際
に
は
、
こ
う
し
た
選
抜
の
趣
旨
や
方
法
に
つ
い
て
社
会
に
対
し
合
理
的
な
説
明
を

行
う
こ
と
や
、
入
学
志
願
者
の
大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。 

３ 

上
記
１
及
び
２
の
入
学
者
の
選
抜
に
際
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
諸
活
動
、
海
外
留
学
等
の
多
様
な
経
験
や
特
定
の
分
野
に
お
い
て
卓
越
し
た
能
力
を

有
す
る
者
を
適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

第
四 

試
験
期
日
等 

 

１ 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
実
施
期
日
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

 630 

総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
入
試
方
法
に
よ
る
。 

そ
の
際
、
下
記
⑴
の
ほ
か
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
り
、
入
学
定
員
の
一
部
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

な
多
様
な
入
試
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

＊
入
学
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
の
他
、
エ
ッ
セ
イ
、
面
接
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
集
団
討
論
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

各
種
大
会
や
顕
彰
等
の
記
録
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
な
ど
に
お
け
る
生
徒
の
探
究
的
な
学
習
の
成
果
等
に
関
す
る
資
料

や
そ
の
面
談
等 

 

⑴ 

一
般
選
抜 

 
 
 
 

学
力
検
査
、
小
論
文
等
を
主
な
資
料
と
し
、
ま
た
、
大
学
・
学
部
等
の
目
的
、
特
色
、
専
門

分
野
等
の
特
性
に
よ
っ
て
は
実
技
検
査
等
を
主
な
資
料
に
加
え
つ
つ
、
調
査
書
、
入
学
志
願
者

本
人
の
記
載
す
る
資
料
等
を
組
み
合
わ
せ
て
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
評
価
・

判
定
す
る
入
試
方
法
。 

⑵ 

総
合
型
選
抜 

詳
細
な
書
類
審
査
と
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な
面
接
等
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

入
学
志
願
者
の
能
力
・
適
性
や
学
習
に
対
す
る
意
欲
、
目
的
意
識
等
を
総
合
的
に
評
価
・
判
定

す
る
入
試
方
法
。 

こ
の
方
法
に
よ
る
場
合
は
、
以
下
の
点
に
留
意
す
る
。 

① 

入
学
志
願
者
自
ら
の
意
志
で
出
願
で
き
る
公
募
制
と
い
う
性
格
に
鑑
み
、
入
学
志
願
者

本
人
の
記
載
す
る
資
料
＊
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。 

＊
入
学
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
活
動
報
告
書
、
大
学
入
学
希
望
理
由
書
及
び
学
修
計
画
書
等
。 

② 

総
合
型
選
抜
の
趣
旨
に
鑑
み
、
合
否
判
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・

適
性
等
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
。
な
お
、
高
度
な
専
門
知
識
等
が
必
要
な

職
業
分
野
に
求
め
ら
れ
る
人
材
養
成
を
目
的
と
す
る
学
部
・
学
科
等
に
お
い
て
、
総
合
型
選

抜
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
当
該
職
業
分
野
を
目
指
す
こ
と
に
関
す
る
入
学
志
願
者
の
意

欲
・
適
性
等
を
特
に
重
視
し
た
評
価
・
判
定
に
留
意
す
る
。 

③ 

大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
も
適

切
に
評
価
す
る
た
め
、
調
査
書
等
の
出
願
書
類
だ
け
で
は
な
く
、
第
六
の
１
か
ら
４
に
掲
げ

る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
又
は
そ
の
他
の
評
価
方
法
等
＊

の
う
ち
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か

一
つ
を
必
ず
活
用
し
、
そ
の
旨
を
募
集
要
項
に
記
述
す
る
。 

＊
例
え
ば
、
小
論
文
等
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
口
頭
試
問
、
実
技
、
各
教
科
・
科
目
に
係
る
テ
ス
ト
、
資

格
・
検
定
試
験
の
成
績
等
。 

⑶ 

学
校
推
薦
型
選
抜 

出
身
高
等
学
校
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
調
査
書
を
主
な
資
料
と
し
つ
つ
、
以
下
の
点
に
留
意

し
て
評
価
・
判
定
す
る
入
試
方
法
。 

① 

大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
も
適

切
に
評
価
す
る
た
め
、
高
等
学
校
の
学
習
成
績
の
状
況
な
ど
調
査
書
・
推
薦
書
等
の
出
願
書

類
だ
け
で
は
な
く
、
第
六
の
１
か
ら
４
に
掲
げ
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
又
は
そ
の
他
の

評
価
方
法
等
の
う
ち
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
一
つ
を
必
ず
活
用
し
、
そ
の
旨
を
募
集
要
項

に
記
述
す
る
。 

② 

推
薦
書
の
中
に
、
入
学
志
願
者
本
人
の
学
習
歴
や
活
動
歴
を
踏
ま
え
た
第
一
に
示
す
三

つ
の
要
素
に
関
す
る
評
価
や
、
生
徒
の
努
力
を
要
す
る
点
な
ど
そ
の
後
の
指
導
に
お
い
て

特
に
配
慮
を
要
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
そ
の
内
容
に
つ
い
て
記
載
を
求
め
る
。 

 

２ 

上
記
一
⑴
か
ら
⑶
の
入
試
方
法
に
お
い
て
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
り
、
入
学
者
の
多
様
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
入
学
定
員
の
一
部
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
多
様
な
入
学
者
の
選
抜
を
工

夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑴ 

高
等
学
校
の
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
（
以
下
「
専
門
学
科
」
と
い
う
。
）
又
は
総
合
学

科
卒
業
生
及
び
卒
業
見
込
み
者 

こ
の
場
合
は
、
専
門
学
科
又
は
総
合
学
科
の
特
性
、
そ
れ
ら
の
学
科
に
お
け
る
学
習
歴
や
活

動
歴
等
に
鑑
み
、
職
業
に
関
す
る
教
科
・
科
目
の
学
力
検
査
の
成
績
、
小
論
文
、
面
接
、
資
格
・

検
定
試
験
等
の
成
績
そ
の
他
大
学
が
適
当
と
認
め
る
資
料
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
評
価
・

判
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑵ 

帰
国
生
徒
（
中
国
引
揚
者
等
生
徒
を
含
む
。
）
又
は
・
社
会
人 

こ
の
場
合
は
、
外
国
に
お
け
る
教
育
事
情
の
違
い
や
高
等
学
校
等
卒
業
後
の
年
月
の
経
過

等
に
鑑
み
、
広
く
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
に
応
じ
選
抜
が
な
さ
れ
る
よ
う
学
力

検
査
の
免
除
又
は
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
小
論
文
、
面
接
、
資
格
・
検
定
試
験
等
の
成
績
、
そ

の
他
大
学
が
適
当
と
認
め
る
資
料
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
評
価
・
判
定
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。 

⑶ 

家
庭
環
境
、
居
住
地
域
、
国
籍
、
性
別
等
に
関
し
て
多
様
な
背
景
等
を
持
っ
た
者 

こ
の
場
合
は
、
家
庭
環
境
、
居
住
地
域
、
国
籍
、
性
別
等
の
要
因
に
よ
り
進
学
機
会
の
確

保
に
困
難
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
そ
の
他
各
大
学
に
お
い
て
入
学
者
の
多
様
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
対
象
に
な
る
と
考
え
る
者
（
例
え
ば
、
理
工
系
分
野
に
お
け
る
女
子
等
）
に
つ

い
て
、
入
学
志
願
者
の
努
力
の
プ
ロ
セ
ス
、
意
欲
、
目
的
意
識
等
を
重
視
し
た
評
価
・
判
定

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

そ
の
際
に
は
、
こ
う
し
た
選
抜
の
趣
旨
や
方
法
に
つ
い
て
社
会
に
対
し
合
理
的
な
説
明
を

行
う
こ
と
や
、
入
学
志
願
者
の
大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。 

３ 

上
記
１
及
び
２
の
入
学
者
の
選
抜
に
際
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
諸
活
動
、
海
外
留
学
等
の
多
様
な
経
験
や
特
定
の
分
野
に
お
い
て
卓
越
し
た
能
力
を

有
す
る
者
を
適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

第
四 

試
験
期
日
等 

 

１ 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
実
施
期
日
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。 
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本
試
験 

令
和
七
年
一
月
十
八
日
、
十
九
日 

追
試
験 

令
和
七
年
一
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日 

２ 
第
六
の
１
に
示
す
個
別
学
力
検
査
（
各
大
学
で
実
施
す
る
一
般
選
抜
に
お
け
る
学
力
検
査
並

び
に
総
合
型
選
抜
及
び
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
実
施
す
る
場
合
の
学
力
検
査
）
の
期
日
に

つ
い
て
は
、
次
に
よ
り
適
宜
定
め
る
。 

⑴ 

試

験

期

日 
 

令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま
で
の
間 

な
お
、
小
論
文
等
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
口
頭
試
問
、
実
技
等
の
評
価
方
法
に
つ
い

て
は
、
令
和
七
年
二
月
一
日
よ
り
も
前
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
高
等
学
校
教
育

に
対
す
る
影
響
や
入
学
志
願
者
に
対
す
る
負
担
に
十
分
配
慮
す
る
。 

⑵ 

入
学
願
書
受
付
期
間 

 
試
験
期
日
に
応
じ
て
定
め
る
。 

⑶ 

合
格
者
の
決
定
発
表 

 

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

３ 

総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦
型
選
抜
等
に
お
い
て
学
力
検
査
を
課
さ
な
い
場
合
は
、
上
記
２
⑴
の

試
験
期
日
に
よ
る
こ
と
を
要
し
な
い
が
、
高
等
学
校
教
育
に
対
す
る
影
響
や
入
学
志
願
者
に
対

す
る
負
担
に
十
分
配
慮
す
る
。 

４ 

総
合
型
選
抜
に
つ
い
て
は
、
入
学
願
書
受
付
を
令
和
六
年
九
月
一
日
以
降
と
し
、
そ
の
判
定
結

果
を
令
和
六
年
十
一
月
一
日
以
降
に
発
表
す
る
。 

５ 

学
校
推
薦
型
選
抜
に
つ
い
て
は
、
入
学
願
書
受
付
を
令
和
六
年
十
一
月
一
日
以
降
と
し
、
そ
の

判
定
結
果
を
令
和
六
年
十
二
月
一
日
以
降
で
一
般
選
抜
の
試
験
期
日
の
十
日
前
ま
で
（
学
校
推

薦
型
選
抜
で
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
活
用
す
る
場
合
は
前
日
ま
で
の
な
る
べ
く
早
い
期
日
）

に
発
表
す
る
。 

６ 

帰
国
生
徒
又
は
社
会
人
を
対
象
に
募
集
区
分
を
設
け
る
場
合
の
試
験
期
日
、
入
学
願
書
受
付

期
間
及
び
合
格
者
の
決
定
発
表
は
、
上
記
２
か
ら
５
に
よ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
五 

調
査
書 

１ 

各
大
学
は
、
入
学
志
願
者
か
ら
、
入
学
者
選
抜
の
資
料
と
し
て
、
在
籍
す
る
高
等
学
校
が
高
等

学
校
生
徒
指
導
要
録
（
以
下
「
指
導
要
録
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
別
紙
様
式
１
に
よ
り
作
成
し

た
調
査
書
の
提
出
を
求
め
る
。 

な
お
、
大
学
と
高
等
学
校
が
個
別
に
合
意
し
た
場
合
に
は
、
上
記
に
代
え
て
別
紙
様
式
１
に

記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
全
て
電
磁
的
に
記
録
し
た
調
査
書
（
以
下
「
電
磁
的

記
録
に
よ
る
調
査
書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
を
高
等
学
校
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

は
、
校
長
及
び
記
載
責
任
者
の
押
印
は
不
要
と
す
る
。 

各
高
等
学
校
は
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る
調
査
書
の
作
成
、
提
出
に
際
し
て
は
、
個
人
情
報
保

護
法
等
に
定
め
ら
れ
た
各
教
育
機
関
の
属
性
に
応
じ
て
遵
守
す
べ
き
個
人
情
報
保
護
法
制
や
、

高
等
学
校
の
設
置
者
等
が
定
め
る
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
等
の
定
め
に
従
う
も
の

と
す
る
。 

２ 

各
大
学
は
、
入
学
者
の
選
抜
に
当
た
り
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
多
面
的
・

総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
観
点
か
ら
、
以
下
の
点
に
留
意
し
、
調
査
書
を
十
分
に
活
用
す
る
。 

⑴ 

調
査
書
の
「
３
．
各
教
科
の
学
習
成
績
の
状
況
」
だ
け
で
は
な
く
、
調
査
書
の
他
の
記
載 

事
項
も
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
。 

⑵ 

大
学
が
重
要
と
判
断
す
る
教
科
・
科
目
を
指
定
し
、
単
位
修
得
や
一
定
水
準
以
上
の
具 

体
的
な
評
定
の
獲
得
を
出
願
要
件
等
と
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

な
お
、
調
査
書
を
活
用
す
る
際
に
は
、
以
下
の
点
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
。 

⑴ 

必
履
修
科
目
・
教
科
の
未
履
修
が
あ
っ
た
場
合
の
調
査
書
に
つ
い
て
は
、「
調
査
書
記
入
上

の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
」
の
十
六
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の
と
し
、
合
否
判
定
に
当
た
り
、
未

履
修
科
目
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
不
利
益
に
取
り
扱
う
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。 

    

⑵ 

「
調
査
書
記
入
上
の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
」
の
十
七
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
出
席
日
数
、
特
別
活
動
の
記
録
、
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
の
記
載

が
少
な
い
こ
と
等
を
も
っ
て
、
合
否
判
定
に
当
た
り
、
特
定
の
入
学
志
願
者
を
不
利
益
に
取
り

扱
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
配
慮
も
行
う
。 

 
 
 

① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
・
延
期
等
と
な
っ
た
大
会
や
資 

格
・
検
定
試
験
等
に
参
加
で
き
ず
、
そ
の
結
果
を
高
等
学
校
に
お
け
る
部
活
動
等
の
諸
活
動 

の
実
績
や
資
格
・
検
定
試
験
等
の
成
績
と
し
て
調
査
書
等
に
記
載
で
き
な
い
場
合
に
お
い 

て
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
入
学
志
願
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。 

 
 
 

② 

特
に
、
総
合
型
選
抜
及
び
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
は
、
評
価
の
方
法
や
重
み
付
け
等

に
配
慮
し
、
個
々
の
入
学
志
願
者
の
成
果
獲
得
に
向
け
た
努
力
の
プ
ロ
セ
ス
や
入
学
を
志

願
す
る
大
学
で
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
な
ど
の
工
夫
に
配

慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

そ
の
際
、
各
大
学
は
入
学
志
願
者
の
実
情
に
配
慮
し
た
丁
寧
な
選
抜
を
行
う
観
点
か
ら
、 

 
 

 
 

推
薦
書
、
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
等
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
努
力
の
プ
ロ
セ
ス
等
に

つ
い
て
記
載
を
求
め
る
こ
と
な
ど
評
価
方
法
を
定
め
、
そ
の
内
容
を
募
集
要
項
等
で
周
知

す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

過
年
度
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
様
式
に
よ
る
調
査
書
の
提
出
を
認
め
る
。
ま
た
、
指
導

要
録
の
保
存
期
間
（
入
学
、
卒
業
等
の
学
籍
に
関
す
る
記
録
（
各
教
科
・
科
目
等
の
修
得
単
位
数

の
記
録
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
卒
業
後
二
十
年
、
指
導
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
は
卒
業
後
五

年
。
）
が
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
調
査
書
に
そ
の
記
載
を
要
し
な
い
。
こ
の

取
扱
い
は
、
全
て
の
高
等
学
校
卒
業
者
（
又
は
退
学
者
）
に
適
用
す
る
。 

４ 

上
記
３
の
場
合
及
び
廃
校
・
被
災
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
調
査
書
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

卒
業
証
明
書
や
成
績
通
信
簿
を
提
出
さ
せ
る
な
ど
、
そ
れ
に
代
わ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、

そ
の
こ
と
を
募
集
要
項
に
記
述
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
周
知
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 
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本
試
験 

令
和
七
年
一
月
十
八
日
、
十
九
日 

追
試
験 

令
和
七
年
一
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日 

２ 

第
六
の
１
に
示
す
個
別
学
力
検
査
（
各
大
学
で
実
施
す
る
一
般
選
抜
に
お
け
る
学
力
検
査
並

び
に
総
合
型
選
抜
及
び
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
実
施
す
る
場
合
の
学
力
検
査
）
の
期
日
に

つ
い
て
は
、
次
に
よ
り
適
宜
定
め
る
。 

⑴ 

試

験

期

日 
 

令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま
で
の
間 

な
お
、
小
論
文
等
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
口
頭
試
問
、
実
技
等
の
評
価
方
法
に
つ
い

て
は
、
令
和
七
年
二
月
一
日
よ
り
も
前
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
高
等
学
校
教
育

に
対
す
る
影
響
や
入
学
志
願
者
に
対
す
る
負
担
に
十
分
配
慮
す
る
。 

⑵ 

入
学
願
書
受
付
期
間 

 

試
験
期
日
に
応
じ
て
定
め
る
。 

⑶ 

合
格
者
の
決
定
発
表 

 

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

３ 

総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦
型
選
抜
等
に
お
い
て
学
力
検
査
を
課
さ
な
い
場
合
は
、
上
記
２
⑴
の

試
験
期
日
に
よ
る
こ
と
を
要
し
な
い
が
、
高
等
学
校
教
育
に
対
す
る
影
響
や
入
学
志
願
者
に
対

す
る
負
担
に
十
分
配
慮
す
る
。 

４ 

総
合
型
選
抜
に
つ
い
て
は
、
入
学
願
書
受
付
を
令
和
六
年
九
月
一
日
以
降
と
し
、
そ
の
判
定
結

果
を
令
和
六
年
十
一
月
一
日
以
降
に
発
表
す
る
。 

５ 

学
校
推
薦
型
選
抜
に
つ
い
て
は
、
入
学
願
書
受
付
を
令
和
六
年
十
一
月
一
日
以
降
と
し
、
そ
の

判
定
結
果
を
令
和
六
年
十
二
月
一
日
以
降
で
一
般
選
抜
の
試
験
期
日
の
十
日
前
ま
で
（
学
校
推

薦
型
選
抜
で
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
活
用
す
る
場
合
は
前
日
ま
で
の
な
る
べ
く
早
い
期
日
）

に
発
表
す
る
。 

６ 

帰
国
生
徒
又
は
社
会
人
を
対
象
に
募
集
区
分
を
設
け
る
場
合
の
試
験
期
日
、
入
学
願
書
受
付

期
間
及
び
合
格
者
の
決
定
発
表
は
、
上
記
２
か
ら
５
に
よ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
五 

調
査
書 

１ 

各
大
学
は
、
入
学
志
願
者
か
ら
、
入
学
者
選
抜
の
資
料
と
し
て
、
在
籍
す
る
高
等
学
校
が
高
等

学
校
生
徒
指
導
要
録
（
以
下
「
指
導
要
録
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
別
紙
様
式
１
に
よ
り
作
成
し

た
調
査
書
の
提
出
を
求
め
る
。 

な
お
、
大
学
と
高
等
学
校
が
個
別
に
合
意
し
た
場
合
に
は
、
上
記
に
代
え
て
別
紙
様
式
１
に

記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
全
て
電
磁
的
に
記
録
し
た
調
査
書
（
以
下
「
電
磁
的

記
録
に
よ
る
調
査
書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
を
高
等
学
校
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

は
、
校
長
及
び
記
載
責
任
者
の
押
印
は
不
要
と
す
る
。 

各
高
等
学
校
は
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る
調
査
書
の
作
成
、
提
出
に
際
し
て
は
、
個
人
情
報
保

護
法
等
に
定
め
ら
れ
た
各
教
育
機
関
の
属
性
に
応
じ
て
遵
守
す
べ
き
個
人
情
報
保
護
法
制
や
、

高
等
学
校
の
設
置
者
等
が
定
め
る
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
等
の
定
め
に
従
う
も
の

と
す
る
。 

２ 

各
大
学
は
、
入
学
者
の
選
抜
に
当
た
り
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
多
面
的
・

総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
観
点
か
ら
、
以
下
の
点
に
留
意
し
、
調
査
書
を
十
分
に
活
用
す
る
。 

⑴ 

調
査
書
の
「
３
．
各
教
科
の
学
習
成
績
の
状
況
」
だ
け
で
は
な
く
、
調
査
書
の
他
の
記
載 

事
項
も
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
。 

⑵ 

大
学
が
重
要
と
判
断
す
る
教
科
・
科
目
を
指
定
し
、
単
位
修
得
や
一
定
水
準
以
上
の
具 

体
的
な
評
定
の
獲
得
を
出
願
要
件
等
と
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

な
お
、
調
査
書
を
活
用
す
る
際
に
は
、
以
下
の
点
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
。 

⑴ 

必
履
修
科
目
・
教
科
の
未
履
修
が
あ
っ
た
場
合
の
調
査
書
に
つ
い
て
は
、「
調
査
書
記
入
上

の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
」
の
十
六
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の
と
し
、
合
否
判
定
に
当
た
り
、
未

履
修
科
目
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
不
利
益
に
取
り
扱
う
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。 

    

⑵ 

「
調
査
書
記
入
上
の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
」
の
十
七
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
出
席
日
数
、
特
別
活
動
の
記
録
、
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
の
記
載

が
少
な
い
こ
と
等
を
も
っ
て
、
合
否
判
定
に
当
た
り
、
特
定
の
入
学
志
願
者
を
不
利
益
に
取
り

扱
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
配
慮
も
行
う
。 

 
 
 

① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
・
延
期
等
と
な
っ
た
大
会
や
資 

格
・
検
定
試
験
等
に
参
加
で
き
ず
、
そ
の
結
果
を
高
等
学
校
に
お
け
る
部
活
動
等
の
諸
活
動 

の
実
績
や
資
格
・
検
定
試
験
等
の
成
績
と
し
て
調
査
書
等
に
記
載
で
き
な
い
場
合
に
お
い 

て
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
入
学
志
願
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。 

 
 
 

② 

特
に
、
総
合
型
選
抜
及
び
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
は
、
評
価
の
方
法
や
重
み
付
け
等

に
配
慮
し
、
個
々
の
入
学
志
願
者
の
成
果
獲
得
に
向
け
た
努
力
の
プ
ロ
セ
ス
や
入
学
を
志

願
す
る
大
学
で
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
な
ど
の
工
夫
に
配

慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

そ
の
際
、
各
大
学
は
入
学
志
願
者
の
実
情
に
配
慮
し
た
丁
寧
な
選
抜
を
行
う
観
点
か
ら
、 

 
 

 
 

推
薦
書
、
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
等
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
努
力
の
プ
ロ
セ
ス
等
に

つ
い
て
記
載
を
求
め
る
こ
と
な
ど
評
価
方
法
を
定
め
、
そ
の
内
容
を
募
集
要
項
等
で
周
知

す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

過
年
度
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
様
式
に
よ
る
調
査
書
の
提
出
を
認
め
る
。
ま
た
、
指
導

要
録
の
保
存
期
間
（
入
学
、
卒
業
等
の
学
籍
に
関
す
る
記
録
（
各
教
科
・
科
目
等
の
修
得
単
位
数

の
記
録
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
卒
業
後
二
十
年
、
指
導
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
は
卒
業
後
五

年
。
）
が
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
調
査
書
に
そ
の
記
載
を
要
し
な
い
。
こ
の

取
扱
い
は
、
全
て
の
高
等
学
校
卒
業
者
（
又
は
退
学
者
）
に
適
用
す
る
。 

４ 

上
記
３
の
場
合
及
び
廃
校
・
被
災
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
調
査
書
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

卒
業
証
明
書
や
成
績
通
信
簿
を
提
出
さ
せ
る
な
ど
、
そ
れ
に
代
わ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、

そ
の
こ
と
を
募
集
要
項
に
記
述
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
周
知
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 
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５ 

高
等
専
門
学
校
第
三
学
年
修
了
者
等
の
調
査
書
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
。 

⑴ 

高
等
専
門
学
校
第
三
学
年
修
了
者
及
び
修
了
見
込
み
の
者
並
び
に
文
部
科
学
大
臣
が
高
等

学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
又
は
相
当
す
る
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
定
又
は
指
定
し

た
在
外
教
育
施
設
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
及
び
修
了
見
込
み
の
者
の
調
査
書
に
つ
い
て

は
、
別
紙
様
式
１
の
調
査
書
に
準
じ
て
作
成
し
提
出
さ
せ
る
。 

⑵ 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

者
で
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
も
の
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
取
得
者
、
ア
ビ
ト
ゥ
ア
資
格

取
得
者
、
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
（
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
）
取
得
者
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ

ケ
ー
ト
・
オ
ブ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
レ
ベ
ル
資
格
取
得
者
、
文
部
科
学

大
臣
の
指
定
を
受
け
た
専
修
学
校
高
等
課
程
の
学
科
を
修
了
し
た
者
及
び
修
了
見
込
み
の
者

並
び
に
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
者
（
従
前
の
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者
を
含

む
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
試
験
等
の
成
績
証
明
書
を
も
っ
て
調
査
書
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。 

第
六 

学
力
検
査
等 

１ 

個
別
学
力
検
査 

⑴ 

各
大
学
が
実
施
す
る
学
力
検
査
（
以
下
「
個
別
学
力
検
査
」
と
い
う
。
）
は
、
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
（
平
成
三
〇
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
八
号
。
以
下
「
学
習
指
導
要
領
」
と
い
う
。
）

に
準
拠
し
、
高
等
学
校
教
育
の
正
常
な
発
展
の
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
留
意
し
つ
つ
、
適

切
な
方
法
に
よ
り
実
施
す
る
。 

⑵ 

各
大
学
が
個
別
学
力
検
査
を
実
施
す
る
教
科
・
科
目
は
、
学
習
指
導
要
領
に
定
め
ら
れ
て
い

る
教
科
・
科
目
の
中
か
ら
、
高
等
学
校
教
育
に
及
ぼ
す
影
響
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
大
学
・
学
部

等
の
目
的
、
特
色
、
専
門
分
野
等
の
特
性
に
応
じ
、
各
大
学
が
定
め
る
。 

な
お
、
複
数
教
科
を
統
合
し
て
学
力
を
判
断
す
る
総
合
的
な
問
題
の
出
題
な
ど
、
工
夫
に
努

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑶ 

各
大
学
が
個
別
学
力
検
査
を
実
施
す
る
教
科
・
科
目
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
も
踏
ま
え
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
教
科
・
科
目
を
出
題
し
、
選
択
解
答
さ
せ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑷ 

大
学
・
学
部
等
の
目
的
、
特
色
、
専
門
分
野
等
の
特
性
か
ら
み
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
普
通
教
科
の
一
部
に
代
え
て
、
職
業
に
関
す
る
教
科
を
出
題
し
、
又
は
普
通
教
科
の
科

目
に
職
業
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
科
目
を
加
え
、
選
択
解
答
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑸ 

個
別
学
力
検
査
は
、
以
下
の
点
に
留
意
し
て
、
入
学
志
願
者
の
学
習
能
力
を
で
き
る
限
り
多

面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
出
題
方
針
を
立
て
る
も
の
と
す
る
。 

① 

個
別
学
力
検
査
は
、
各
種
の
客
観
式
及
び
記
述
式
の
検
査
方
法
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
、

入
学
志
願
者
の
自
ら
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
適
切
に
判
断
で
き
る
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

② 

入
学
志
願
者
の
「
自
ら
の
考
え
を
論
理
的
・
創
造
的
に
形
成
す
る
思
考
・
判
断
の
能
力
」

や
「
思
考
・
判
断
し
た
過
程
や
結
果
を
的
確
に
、
更
に
は
効
果
的
に
表
現
す
る
能
力
」
の
評

価
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
各
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
可
能
な
範

囲
で
記
述
式
の
検
査
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

③ 

上
記
⑷
に
示
す
職
業
に
関
す
る
科
目
の
出
題
に
当
た
っ
て
は
、
専
門
学
科
及
び
総
合
学

科
の
卒
業
者
及
び
卒
業
見
込
み
者
が
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
の
卒
業
者
及
び
卒
業
見

込
み
者
に
比
べ
て
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
特
に
考
慮
す
る
。 

 
 

⑹ 

個
別
学
力
検
査
に
お
け
る
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
の
た
め
、
入
学
志
願
者
に
関
係
者
や
親

族
が
い
る
教
職
員
は
、
試
験
問
題
の
作
成
・
点
検
に
関
与
し
な
い
こ
と
や
、
採
点
の
際
に
は
、

受
験
者
の
氏
名
や
受
験
番
号
を
マ
ス
キ
ン
グ
す
る
こ
と
、
複
数
人
で
採
点
・
点
検
す
る
こ
と
な

ど
、
不
正
や
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
。 

２ 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
利
用 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
利
用
し
た
選
抜
を
実
施
す
る
大
学
に
あ
っ
て
は
、「
令
和
七
年
度
大

学
入
学
者
選
抜
に
係
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
大
綱
」（
令
和
五
年
六
月
二
日
付
五
文
科
高

第
三
七
〇
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知
）
の
定
め
に
よ
る
ほ
か
、
以
下
の
点
に
留
意
し

て
実
施
す
る
。 

⑴ 

各
大
学
が
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
入
学
志
願
者
に
解
答
さ
せ
る
教
科
・
科
目
を

定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
教
科
・
科
目
の
中
か
ら
選
択
解
答
さ
せ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。 

⑵ 

各
大
学
の
個
別
学
力
検
査
に
お
い
て
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
と
同
じ
教
科
・
科
目
を
課
す

場
合
は
、
論
理
的
思
考
力
や
言
語
的
表
現
力
な
ど
の
把
握
に
お
い
て
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

と
は
異
な
る
能
力
判
定
に
力
点
を
置
く
よ
う
な
工
夫
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑶ 

各
大
学
は
、
総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
も
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

⑷ 

各
大
学
に
お
け
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
成
績
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
一

定
の
学
力
水
準
に
達
し
て
い
る
か
否
か
の
判
定
に
主
と
し
て
用
い
る
資
格
試
験
的
な
利
用
方

法
や
成
績
の
複
数
年
度
利
用
等
、
多
様
な
利
用
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

３ 

小
論
文
、
面
接
、
実
技
検
査
等
の
活
用 

入
学
志
願
者
の
「
自
ら
の
考
え
を
論
理
的
・
創
造
的
に
形
成
す
る
思
考
・
判
断
の
能
力
」
や

「
思
考
・
判
断
し
た
過
程
や
結
果
を
的
確
に
、
更
に
は
効
果
的
に
表
現
す
る
能
力
」
を
含
む
能

力
・
適
性
等
を
多
角
的
に
評
価
・
判
定
す
る
た
め
、
学
部
等
の
特
性
に
応
じ
、
小
論
文
等
を
課

し
、
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
、
面
接
、
口
頭
試
問
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
集
団
討
論
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
等
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

主
と
し
て
実
技
に
よ
る
授
業
を
行
う
美
術
、
工
芸
、
音
楽
、
体
育
等
に
関
す
る
学
部
等
（
教

員
養
成
学
部
に
あ
っ
て
は
主
専
攻
）
に
お
い
て
は
、
学
力
検
査
の
ほ
か
、
実
技
に
関
す
る
検
査
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５ 

高
等
専
門
学
校
第
三
学
年
修
了
者
等
の
調
査
書
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
。 

⑴ 

高
等
専
門
学
校
第
三
学
年
修
了
者
及
び
修
了
見
込
み
の
者
並
び
に
文
部
科
学
大
臣
が
高
等

学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
又
は
相
当
す
る
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
定
又
は
指
定
し

た
在
外
教
育
施
設
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
及
び
修
了
見
込
み
の
者
の
調
査
書
に
つ
い
て

は
、
別
紙
様
式
１
の
調
査
書
に
準
じ
て
作
成
し
提
出
さ
せ
る
。 

⑵ 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

者
で
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
も
の
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
取
得
者
、
ア
ビ
ト
ゥ
ア
資
格

取
得
者
、
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
（
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
）
取
得
者
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ

ケ
ー
ト
・
オ
ブ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
レ
ベ
ル
資
格
取
得
者
、
文
部
科
学

大
臣
の
指
定
を
受
け
た
専
修
学
校
高
等
課
程
の
学
科
を
修
了
し
た
者
及
び
修
了
見
込
み
の
者

並
び
に
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
者
（
従
前
の
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者
を
含

む
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
試
験
等
の
成
績
証
明
書
を
も
っ
て
調
査
書
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。 

第
六 

学
力
検
査
等 

１ 

個
別
学
力
検
査 

⑴ 

各
大
学
が
実
施
す
る
学
力
検
査
（
以
下
「
個
別
学
力
検
査
」
と
い
う
。
）
は
、
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
（
平
成
三
〇
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
八
号
。
以
下
「
学
習
指
導
要
領
」
と
い
う
。
）

に
準
拠
し
、
高
等
学
校
教
育
の
正
常
な
発
展
の
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
留
意
し
つ
つ
、
適

切
な
方
法
に
よ
り
実
施
す
る
。 

⑵ 

各
大
学
が
個
別
学
力
検
査
を
実
施
す
る
教
科
・
科
目
は
、
学
習
指
導
要
領
に
定
め
ら
れ
て
い

る
教
科
・
科
目
の
中
か
ら
、
高
等
学
校
教
育
に
及
ぼ
す
影
響
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
大
学
・
学
部

等
の
目
的
、
特
色
、
専
門
分
野
等
の
特
性
に
応
じ
、
各
大
学
が
定
め
る
。 

な
お
、
複
数
教
科
を
統
合
し
て
学
力
を
判
断
す
る
総
合
的
な
問
題
の
出
題
な
ど
、
工
夫
に
努

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑶ 

各
大
学
が
個
別
学
力
検
査
を
実
施
す
る
教
科
・
科
目
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
も
踏
ま
え
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
教
科
・
科
目
を
出
題
し
、
選
択
解
答
さ
せ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑷ 

大
学
・
学
部
等
の
目
的
、
特
色
、
専
門
分
野
等
の
特
性
か
ら
み
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
普
通
教
科
の
一
部
に
代
え
て
、
職
業
に
関
す
る
教
科
を
出
題
し
、
又
は
普
通
教
科
の
科

目
に
職
業
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
科
目
を
加
え
、
選
択
解
答
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑸ 

個
別
学
力
検
査
は
、
以
下
の
点
に
留
意
し
て
、
入
学
志
願
者
の
学
習
能
力
を
で
き
る
限
り
多

面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
出
題
方
針
を
立
て
る
も
の
と
す
る
。 

① 

個
別
学
力
検
査
は
、
各
種
の
客
観
式
及
び
記
述
式
の
検
査
方
法
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
、

入
学
志
願
者
の
自
ら
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
適
切
に
判
断
で
き
る
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

② 

入
学
志
願
者
の
「
自
ら
の
考
え
を
論
理
的
・
創
造
的
に
形
成
す
る
思
考
・
判
断
の
能
力
」

や
「
思
考
・
判
断
し
た
過
程
や
結
果
を
的
確
に
、
更
に
は
効
果
的
に
表
現
す
る
能
力
」
の
評

価
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
各
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
可
能
な
範

囲
で
記
述
式
の
検
査
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

③ 

上
記
⑷
に
示
す
職
業
に
関
す
る
科
目
の
出
題
に
当
た
っ
て
は
、
専
門
学
科
及
び
総
合
学

科
の
卒
業
者
及
び
卒
業
見
込
み
者
が
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
の
卒
業
者
及
び
卒
業
見

込
み
者
に
比
べ
て
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
特
に
考
慮
す
る
。 

 
 

⑹ 

個
別
学
力
検
査
に
お
け
る
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
の
た
め
、
入
学
志
願
者
に
関
係
者
や
親

族
が
い
る
教
職
員
は
、
試
験
問
題
の
作
成
・
点
検
に
関
与
し
な
い
こ
と
や
、
採
点
の
際
に
は
、

受
験
者
の
氏
名
や
受
験
番
号
を
マ
ス
キ
ン
グ
す
る
こ
と
、
複
数
人
で
採
点
・
点
検
す
る
こ
と
な

ど
、
不
正
や
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
。 

２ 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
利
用 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
利
用
し
た
選
抜
を
実
施
す
る
大
学
に
あ
っ
て
は
、「
令
和
七
年
度
大

学
入
学
者
選
抜
に
係
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
大
綱
」（
令
和
五
年
六
月
二
日
付
五
文
科
高

第
三
七
〇
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知
）
の
定
め
に
よ
る
ほ
か
、
以
下
の
点
に
留
意
し

て
実
施
す
る
。 

⑴ 

各
大
学
が
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
入
学
志
願
者
に
解
答
さ
せ
る
教
科
・
科
目
を

定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
教
科
・
科
目
の
中
か
ら
選
択
解
答
さ
せ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。 

⑵ 

各
大
学
の
個
別
学
力
検
査
に
お
い
て
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
と
同
じ
教
科
・
科
目
を
課
す

場
合
は
、
論
理
的
思
考
力
や
言
語
的
表
現
力
な
ど
の
把
握
に
お
い
て
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

と
は
異
な
る
能
力
判
定
に
力
点
を
置
く
よ
う
な
工
夫
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑶ 

各
大
学
は
、
総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
も
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

⑷ 

各
大
学
に
お
け
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
成
績
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
一

定
の
学
力
水
準
に
達
し
て
い
る
か
否
か
の
判
定
に
主
と
し
て
用
い
る
資
格
試
験
的
な
利
用
方

法
や
成
績
の
複
数
年
度
利
用
等
、
多
様
な
利
用
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

３ 

小
論
文
、
面
接
、
実
技
検
査
等
の
活
用 

入
学
志
願
者
の
「
自
ら
の
考
え
を
論
理
的
・
創
造
的
に
形
成
す
る
思
考
・
判
断
の
能
力
」
や

「
思
考
・
判
断
し
た
過
程
や
結
果
を
的
確
に
、
更
に
は
効
果
的
に
表
現
す
る
能
力
」
を
含
む
能

力
・
適
性
等
を
多
角
的
に
評
価
・
判
定
す
る
た
め
、
学
部
等
の
特
性
に
応
じ
、
小
論
文
等
を
課

し
、
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
、
面
接
、
口
頭
試
問
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
集
団
討
論
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
等
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

主
と
し
て
実
技
に
よ
る
授
業
を
行
う
美
術
、
工
芸
、
音
楽
、
体
育
等
に
関
す
る
学
部
等
（
教

員
養
成
学
部
に
あ
っ
て
は
主
専
攻
）
に
お
い
て
は
、
学
力
検
査
の
ほ
か
、
実
技
に
関
す
る
検
査
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を
課
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

こ
れ
ら
の
評
価
方
法
等
に
よ
る
場
合
に
は
、
評
価
者
の
間
で
評
価
・
判
定
の
観
点
や
手
法
の

共
通
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
特
定
の
受
験
者
の
優
遇
や
特
定
の
属
性
に
よ
る
差
別
的
な
取

扱
い
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
そ
れ
ら
の
実
施
方
法
や
評
価
・
判
定
の
方
法
・
基
準
に
つ
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
す
る
。 

４ 

資
格
・
検
定
試
験
等
の
成
績
の
活
用 

⑴ 

入
学
志
願
者
の
能
力
・
適
性
や
学
習
の
成
果
、
活
動
歴
等
を
多
角
的
か
つ
客
観
的
に
評
価
・

判
定
す
る
観
点
か
ら
、
例
え
ば
、
以
下
の
と
お
り
、
大
学
・
学
部
等
の
特
性
及
び
必
要
に
応
じ
、

信
頼
性
の
高
い
資
格
・
検
定
試
験
等
の
活
用
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

① 

入
学
志
願
者
の
外
国
語
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
適
切
に
評
価
・
判
定
す

る
観
点
か
ら
、
「
英
語
力
評
価
及
び
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
資
格
・
検
定
試
験
の
活
用
促
進

に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付
け
二
六
文
科
初
第
一
四
九
五
号
文
部
科
学

省
初
等
中
等
教
育
局
長
・
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知
）
を
踏
ま
え
、
実
用
英
語
技
能

検
定
（
英
検
）
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
等
、「
聞
く
」「
読
む
」「
話
す
」「
書
く
」
の
四
技
能
を
測
る

こ
と
の
で
き
る
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
を
活
用
す
る
。 

そ
の
際
、
家
庭
環
境
や
居
住
地
域
に
よ
り
、
資
格
・
検
定
試
験
等
を
受
検
す
る
こ
と
の
負

担
が
大
き
い
入
学
志
願
者
の
受
験
機
会
の
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
例
え

ば
、
学
部
等
同
一
の
募
集
単
位
に
お
い
て
、
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
を
利
用
し
な
い
募

集
区
分
の
設
定
や
、
個
別
学
力
検
査
の
成
績
と
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
の
い
ず
れ
か
有

利
と
な
る
方
を
選
択
的
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

② 

高
等
学
校
の
専
門
学
科
及
び
総
合
学
科
の
卒
業
者
及
び
卒
業
見
込
み
者
の
学
習
歴
や
活

動
歴
等
を
適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
観
点
か
ら
、
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
を
活
用
す
る
。 

③ 

入
学
志
願
者
の
優
れ
た
理
数
系
の
能
力
を
適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
観
点
か
ら
、
国
際
科

学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
結
果
を
活
用
す
る
。 

④ 

基
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
に
加
え
、
「
主
体
的
に
学
び
考
え
る
力
」
を
育
成
す

る
上
で
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
資

格
や
成
績
を
活
用
す
る
。 

⑵ 

資
格
・
検
定
試
験
等
の
成
績
の
活
用
に
際
し
て
は
、
下
記
第
七
の
個
別
学
力
検
査
実
施
教

科
・
科
目
及
び
入
試
方
法
等
の
発
表
の
際
に
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
大
学
の

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
活
用
方
法
（
例
え
ば
、
個
別
学
力
検
査

の
成
績
に
代
え
て
当
該
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
を
用
い
る
場
合
に
お
け
る
得
点
の
換
算

方
法
等
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
当
該
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
の
確
認
方
法
等
に
つ

い
て
、
事
前
に
実
施
機
関
に
確
認
し
て
お
く
と
と
も
に
、
大
規
模
な
災
害
の
発
生
等
に
よ
り
、

資
格
・
検
定
試
験
等
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
の
代
替
措
置
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。 

 

５ 

志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
や
高
等
学
校
に
記
載
を
求
め
る
資
料
等
の
活
用 

活
動
報
告
書
、
大
学
入
学
希
望
理
由
書
、
学
修
計
画
書
な
ど
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料

等
を
活
用
す
る
場
合
の
記
載
内
容
や
活
用
の
方
法
、
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
掲
げ

る
内
容
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
活
動
報
告
書
の
イ
メ
ー
ジ
例
は
別
紙
様
式
２
の
と
お
り
と
す
る
。 

⑴ 

活
動
報
告
書
を
活
用
す
る
際
に
は
、
高
等
学
校
ま
で
の
学
習
や
活
動
の
履
歴
が
把
握
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
記
載
を
求
め
る
。 

① 

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
や
理
数
探
究
等
に
お
い
て
取
り
組
ん
だ
課
題
研
究
等
。 

② 

学
校
の
内
外
で
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
活
動
（
生
徒
会
活
動
、
部
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
を
始
め
と
す
る
各
高

等
学
校
に
お
け
る
課
題
研
究
、
そ
の
他
生
徒
が
自
ら
関
わ
っ
て
き
た
諸
活
動
、
専
門
高

校
の
校
長
会
や
民
間
事
業
者
等
が
実
施
す
る
資
格
・
検
定
等
、
各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー

ル
等
、
留
学
・
海
外
経
験
等
、
特
色
あ
る
教
育
課
程
を
実
施
す
る
学
校
に
お
け
る
学
習

活
動
等
）
。 

⑵ 

大
学
入
学
希
望
理
由
書
や
学
修
計
画
書
を
活
用
す
る
際
に
は
、
各
大
学
が
、
学
部
等
の
教

育
内
容
を
踏
ま
え
、
入
学
志
願
者
に
対
し
、
入
学
希
望
理
由
や
入
学
後
に
学
び
た
い
内
容
・

計
画
、
大
学
卒
業
後
を
見
据
え
た
目
標
等
を
記
載
さ
せ
る
。 

⑶ 

特
に
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
は
、
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
に

関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
積
極
的
に
活
用
す
る
。 

⑷ 

主
と
し
て
実
技
に
よ
る
授
業
を
行
う
美
術
、
工
芸
、
音
楽
、
体
育
等
に
関
す
る
学
部
等
（
教

員
養
成
学
部
に
あ
っ
て
は
主
専
攻
）
に
お
い
て
実
技
に
関
し
評
価
を
行
う
場
合
に
は
、
必

要
に
応
じ
、
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。 

な
お
、
こ
れ
ら
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
や
高
等
学
校
に
記
載
を
求
め
る
資
料
に

つ
い
て
は
、
編
集
可
能
な
様
式
の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
資
料
を
作
成
す
る
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

第
七 

個
別
学
力
検
査
実
施
教
科
・
科
目
、
入
試
方
法
等
の
決
定
・
発
表 

１ 

各
大
学
は
、
個
別
学
力
検
査
の
実
施
教
科
・
科
目
、
入
試
方
法
（
小
論
文
の
出
題
や
面
接
の
実

施
等
）
、
そ
の
他
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
入
試
方
法
の
区
分
ご
と
に
決

定
し
、
令
和
六
年
六
月
五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
発
表
す
る
も
の
と
し
、
発
表
後
は
、
大

規
模
な
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
当
該
大
学
に
お
い
て
入
学
者
選
抜
が
実
施
で
き
な
い
場
合
を

除
き
、
受
験
者
に
不
利
益
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
変
更
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。 

２ 

発
表
し
た
内
容
は
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
、
広
く
一
般
へ
の
情
報
提
供
に

努
め
る
。 

３ 

個
別
学
力
検
査
及
び
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
課
す
教
科
・
科
目
の
変
更
等
が
入
学
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を
課
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

こ
れ
ら
の
評
価
方
法
等
に
よ
る
場
合
に
は
、
評
価
者
の
間
で
評
価
・
判
定
の
観
点
や
手
法
の

共
通
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
特
定
の
受
験
者
の
優
遇
や
特
定
の
属
性
に
よ
る
差
別
的
な
取

扱
い
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
そ
れ
ら
の
実
施
方
法
や
評
価
・
判
定
の
方
法
・
基
準
に
つ
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
す
る
。 

４ 

資
格
・
検
定
試
験
等
の
成
績
の
活
用 

⑴ 

入
学
志
願
者
の
能
力
・
適
性
や
学
習
の
成
果
、
活
動
歴
等
を
多
角
的
か
つ
客
観
的
に
評
価
・

判
定
す
る
観
点
か
ら
、
例
え
ば
、
以
下
の
と
お
り
、
大
学
・
学
部
等
の
特
性
及
び
必
要
に
応
じ
、

信
頼
性
の
高
い
資
格
・
検
定
試
験
等
の
活
用
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

① 

入
学
志
願
者
の
外
国
語
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
適
切
に
評
価
・
判
定
す

る
観
点
か
ら
、
「
英
語
力
評
価
及
び
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
資
格
・
検
定
試
験
の
活
用
促
進

に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付
け
二
六
文
科
初
第
一
四
九
五
号
文
部
科
学

省
初
等
中
等
教
育
局
長
・
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知
）
を
踏
ま
え
、
実
用
英
語
技
能

検
定
（
英
検
）
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
等
、「
聞
く
」「
読
む
」「
話
す
」「
書
く
」
の
四
技
能
を
測
る

こ
と
の
で
き
る
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
を
活
用
す
る
。 

そ
の
際
、
家
庭
環
境
や
居
住
地
域
に
よ
り
、
資
格
・
検
定
試
験
等
を
受
検
す
る
こ
と
の
負

担
が
大
き
い
入
学
志
願
者
の
受
験
機
会
の
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
例
え

ば
、
学
部
等
同
一
の
募
集
単
位
に
お
い
て
、
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
を
利
用
し
な
い
募

集
区
分
の
設
定
や
、
個
別
学
力
検
査
の
成
績
と
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
の
い
ず
れ
か
有

利
と
な
る
方
を
選
択
的
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

② 

高
等
学
校
の
専
門
学
科
及
び
総
合
学
科
の
卒
業
者
及
び
卒
業
見
込
み
者
の
学
習
歴
や
活

動
歴
等
を
適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
観
点
か
ら
、
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
を
活
用
す
る
。 

③ 

入
学
志
願
者
の
優
れ
た
理
数
系
の
能
力
を
適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
観
点
か
ら
、
国
際
科

学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
結
果
を
活
用
す
る
。 

④ 

基
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
に
加
え
、
「
主
体
的
に
学
び
考
え
る
力
」
を
育
成
す

る
上
で
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
資

格
や
成
績
を
活
用
す
る
。 

⑵ 

資
格
・
検
定
試
験
等
の
成
績
の
活
用
に
際
し
て
は
、
下
記
第
七
の
個
別
学
力
検
査
実
施
教

科
・
科
目
及
び
入
試
方
法
等
の
発
表
の
際
に
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
大
学
の

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
活
用
方
法
（
例
え
ば
、
個
別
学
力
検
査

の
成
績
に
代
え
て
当
該
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
を
用
い
る
場
合
に
お
け
る
得
点
の
換
算

方
法
等
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
当
該
資
格
・
検
定
試
験
等
の
結
果
の
確
認
方
法
等
に
つ

い
て
、
事
前
に
実
施
機
関
に
確
認
し
て
お
く
と
と
も
に
、
大
規
模
な
災
害
の
発
生
等
に
よ
り
、

資
格
・
検
定
試
験
等
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
の
代
替
措
置
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。 

 

５ 

志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
や
高
等
学
校
に
記
載
を
求
め
る
資
料
等
の
活
用 

活
動
報
告
書
、
大
学
入
学
希
望
理
由
書
、
学
修
計
画
書
な
ど
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料

等
を
活
用
す
る
場
合
の
記
載
内
容
や
活
用
の
方
法
、
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
掲
げ

る
内
容
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
活
動
報
告
書
の
イ
メ
ー
ジ
例
は
別
紙
様
式
２
の
と
お
り
と
す
る
。 

⑴ 

活
動
報
告
書
を
活
用
す
る
際
に
は
、
高
等
学
校
ま
で
の
学
習
や
活
動
の
履
歴
が
把
握
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
記
載
を
求
め
る
。 

① 

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
や
理
数
探
究
等
に
お
い
て
取
り
組
ん
だ
課
題
研
究
等
。 

② 

学
校
の
内
外
で
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
活
動
（
生
徒
会
活
動
、
部
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
を
始
め
と
す
る
各
高

等
学
校
に
お
け
る
課
題
研
究
、
そ
の
他
生
徒
が
自
ら
関
わ
っ
て
き
た
諸
活
動
、
専
門
高

校
の
校
長
会
や
民
間
事
業
者
等
が
実
施
す
る
資
格
・
検
定
等
、
各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー

ル
等
、
留
学
・
海
外
経
験
等
、
特
色
あ
る
教
育
課
程
を
実
施
す
る
学
校
に
お
け
る
学
習

活
動
等
）
。 

⑵ 

大
学
入
学
希
望
理
由
書
や
学
修
計
画
書
を
活
用
す
る
際
に
は
、
各
大
学
が
、
学
部
等
の
教

育
内
容
を
踏
ま
え
、
入
学
志
願
者
に
対
し
、
入
学
希
望
理
由
や
入
学
後
に
学
び
た
い
内
容
・

計
画
、
大
学
卒
業
後
を
見
据
え
た
目
標
等
を
記
載
さ
せ
る
。 

⑶ 

特
に
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
に
お
い
て
は
、
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
に

関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
積
極
的
に
活
用
す
る
。 

⑷ 

主
と
し
て
実
技
に
よ
る
授
業
を
行
う
美
術
、
工
芸
、
音
楽
、
体
育
等
に
関
す
る
学
部
等
（
教

員
養
成
学
部
に
あ
っ
て
は
主
専
攻
）
に
お
い
て
実
技
に
関
し
評
価
を
行
う
場
合
に
は
、
必

要
に
応
じ
、
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。 

な
お
、
こ
れ
ら
志
願
者
本
人
が
記
載
す
る
資
料
や
高
等
学
校
に
記
載
を
求
め
る
資
料
に

つ
い
て
は
、
編
集
可
能
な
様
式
の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
資
料
を
作
成
す
る
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

第
七 

個
別
学
力
検
査
実
施
教
科
・
科
目
、
入
試
方
法
等
の
決
定
・
発
表 

１ 

各
大
学
は
、
個
別
学
力
検
査
の
実
施
教
科
・
科
目
、
入
試
方
法
（
小
論
文
の
出
題
や
面
接
の
実

施
等
）
、
そ
の
他
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
入
試
方
法
の
区
分
ご
と
に
決

定
し
、
令
和
六
年
六
月
五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
発
表
す
る
も
の
と
し
、
発
表
後
は
、
大

規
模
な
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
当
該
大
学
に
お
い
て
入
学
者
選
抜
が
実
施
で
き
な
い
場
合
を

除
き
、
受
験
者
に
不
利
益
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
変
更
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。 

２ 

発
表
し
た
内
容
は
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
、
広
く
一
般
へ
の
情
報
提
供
に

努
め
る
。 

３ 

個
別
学
力
検
査
及
び
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
課
す
教
科
・
科
目
の
変
更
等
が
入
学
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志
願
者
の
準
備
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
二
年
程
度
前
に
は
予
告
・
公
表
す
る
。
そ

の
他
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
入
学
志
願
者
保
護
の
観
点
か
ら
可
能
な
限
り
早
期
の
周
知
に
努
め

る
。 

第
八 

募
集
人
員 

１ 

各
大
学
で
募
集
す
る
人
員
は
、
所
定
の
入
学
定
員
に
よ
る
。 

な
お
、
入
学
定
員
は
、
教
員
組
織
、
施
設
、
設
備
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
十
分
踏
ま
え
、
入
学
定
員
を
著
し
く
超
え
て
入
学
さ
せ
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

編
入
学
試
験
を
実
施
す
る
際
も
同
様
と
す
る
。 

２ 

学
校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
人
員
は
、
附
属
高
等
学
校
長
か
ら
の
推
薦
に
係
る
も
の
も
含
め
、
学

部
等
募
集
単
位
ご
と
の
入
学
定
員
の
５
割
を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
各
大
学
が
定
め
る
。 

短
期
大
学
に
お
け
る
学
校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
人
員
は
、
上
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
推
薦

型
選
抜
以
外
の
入
試
方
法
に
お
け
る
受
験
機
会
の
確
保
に
も
配
慮
し
て
、
各
短
期
大
学
が
適
切

に
定
め
る
。 

３ 

各
大
学
は
、
例
え
ば
、
学
科
単
位
で
は
な
く
学
部
単
位
で
募
集
す
る
な
ど
、
募
集
単
位
を
大
く

く
り
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
学
志
願
者
が
大
学
入
学
後
に
幅
広
い
分
野
の
大
学
教
育
に
触
れ

な
が
ら
自
ら
の
適
性
や
関
心
等
に
基
づ
き
、
専
攻
分
野
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。 

４ 

各
大
学
に
お
い
て
は
、
入
学
定
員
の
充
足
や
欠
員
の
補
充
の
方
法
等
に
つ
い
て
、
事
前
に
準
備

を
す
る
よ
う
努
め
る
。 

第
九 

出
願
資
格 

大
学
に
入
学
を
出
願
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
学
校
教
育
法
第
九
十
条
並
び
に
同
法
施
行

規
則
第
百
五
十
条
及
び
第
百
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
大
学
の
入
学
資
格
を
有
す
る
者
又
は
大

学
入
学
の
前
ま
で
に
入
学
資
格
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
見
込
み
の
者
と
す
る
。 

第
十 

募
集
要
項
等 

１ 

募
集
要
項 

⑴ 

各
大
学
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
募
集
人
員
、
出
願
要
件
、
出
願
手
続
、
試
験

期
日
、
試
験
方
法
、
試
験
場
、
入
学
検
定
料
そ
の
他
入
学
に
要
す
る
経
費
の
種
類
・
額
や
そ
の

納
入
手
続
・
期
限
な
ど
入
学
志
願
者
が
出
願
等
に
必
要
な
事
項
を
決
定
し
、
そ
れ
ら
を
記
述
し

た
募
集
要
項
を
令
和
六
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
発
表
す
る
。 

⑵ 

各
大
学
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
調
査
書
や
志
願
者
本
人
の
記
載
す

る
資
料
等
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
募
集
要
項
等
に
明
記
す
る
。 

⑶ 

第
三
の
入
試
方
法
に
つ
い
て
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
評
価
・
判
定
の

方
法
や
対
象
等
に
取
扱
い
の
差
異
を
設
け
る
場
合
に
は
、
募
集
人
員
を
分
け
る
こ
と
と
し
、
二

以
上
の
募
集
区
分
に
よ
り
入
学
者
選
抜
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
募
集
区
分
ご

と
に
そ
の
評
価
・
判
定
の
方
法
や
区
分
を
設
け
る
理
由
を
示
し
た
上
で
、
⑴
に
掲
げ
る
募
集
人

員
等
を
記
述
す
る
。 

⑷ 

寄
付
金
等
の
納
入
を
条
件
と
し
て
入
学
許
可
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、「
私
立
大
学
に
お

け
る
入
学
者
選
抜
の
公
正
確
保
等
に
つ
い
て
」（
平
成
十
四
年
十
月
一
日
付
け
一
四
文
科
高
第

四
五
四
号
文
部
科
学
事
務
次
官
通
知
）
を
踏
ま
え
、
寄
付
金
等
を
募
集
す
る
場
合
は
、
募
集
要

項
に
お
い
て
応
募
が
任
意
で
あ
る
こ
と
、
入
学
前
の
募
集
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
記

述
す
る
。 

⑸ 

各
大
学
は
、
入
学
志
願
者
に
対
し
、
募
集
要
項
の
ほ
か
、
大
学
案
内
、
大
学
説
明
会
等
に
よ

り
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
学
部
等
の
組
織
、
教
育
研
究
の
内
容
及
び
特
色
、
学
生

生
活
の
概
要
及
び
諸
経
費
、
過
去
の
年
度
の
入
学
志
願
者
、
受
験
者
及
び
合
格
者
の
数
、
卒
業

後
の
進
路
状
況
、
在
学
中
の
修
学
支
援
の
体
制
・
取
組
な
ど
大
学
・
学
部
等
の
選
択
の
参
考
と

な
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。 

２ 

入
学
手
続 

⑴ 

入
学
手
続
に
際
し
て
は
、
合
格
者
の
負
担
等
に
配
慮
し
、
必
要
に
応
じ
郵
送
に
よ
る
手
続
も

認
め
る
な
ど
弾
力
的
な
実
施
に
配
慮
す
る
。 

⑵ 

入
学
料
を
含
む
学
生
納
付
金
に
つ
い
て
、「
私
立
大
学
に
お
け
る
入
学
者
選
抜
の
公
正
確
保

等
に
つ
い
て
」（
平
成
十
四
年
十
月
一
日
付
け
一
四
文
科
高
第
四
五
四
号
文
部
科
学
事
務
次
官

通
知
）
及
び
「
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
等
に
対
す
る
支
援
策
の
周
知
等
に
つ
い

て
（
通
知
）
」
（
令
和
六
年
一
月
十
日
付
け
五
文
科
高
第
一
五
三
七
号
総
合
教
育
政
策
局
長
・

高
等
教
育
局
長
通
知
）
を
踏
ま
え
、
そ
の
額
の
抑
制
に
努
め
、
納
付
が
困
難
な
学
生
に
対
し
て
、

独
自
の
減
免
又
は
分
割
納
入
、
納
付
時
期
の
猶
予
等
の
措
置
を
積
極
的
に
講
じ
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
特
に
、
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
済
的

状
況
等
に
鑑
み
て
、
本
制
度
に
お
け
る
授
業
料
減
免
の
上
限
額
を
上
回
る
分
の
み
を
請
求
す

る
な
ど
の
配
慮
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
具
体
的
内
容
を
募
集
要
項
等
に
明

記
す
る
。 

⑶ 

入
学
料
以
外
の
学
生
納
付
金
に
つ
い
て
、「
私
立
大
学
の
入
学
手
続
時
に
お
け
る
学
生
納
付

金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
昭
和
五
十
年
九
月
一
日
付
け
文
管
振
第
二
五
一
号
文
部
省
管
理
局

長
・
文
部
省
大
学
局
長
通
知
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
合
格
発
表
後
、
短
期
間
内
に
納
入
さ
せ
る

よ
う
な
取
扱
い
は
避
け
る
。 

⑷ 

入
学
辞
退
者
に
対
す
る
授
業
料
、
施
設
設
備
費
等
の
学
生
納
付
金
の
返
還
申
出
期
限
に
つ

い
て
は
、「
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
の
入
学
辞
退
者

に
対
す
る
授
業
料
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
付
け
文
科
高
第

五
三
六
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
・
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
長
通
知
）
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
入
学
志
願
者
に
対
し
、
例
え
ば
、
あ
ら
か
じ
め
募
集
要
項
、
入

学
手
続
要
項
等
に
記
述
す
る
な
ど
に
よ
り
、
明
確
に
す
る
。 

① 

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
入
学
辞
退
の
意
思
表
示
を
し
た
者
（
専
願
又
は
学
校
推
薦
型
選
抜
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志
願
者
の
準
備
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
二
年
程
度
前
に
は
予
告
・
公
表
す
る
。
そ

の
他
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
入
学
志
願
者
保
護
の
観
点
か
ら
可
能
な
限
り
早
期
の
周
知
に
努
め

る
。 

第
八 

募
集
人
員 

１ 

各
大
学
で
募
集
す
る
人
員
は
、
所
定
の
入
学
定
員
に
よ
る
。 

な
お
、
入
学
定
員
は
、
教
員
組
織
、
施
設
、
設
備
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
十
分
踏
ま
え
、
入
学
定
員
を
著
し
く
超
え
て
入
学
さ
せ
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

編
入
学
試
験
を
実
施
す
る
際
も
同
様
と
す
る
。 

２ 

学
校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
人
員
は
、
附
属
高
等
学
校
長
か
ら
の
推
薦
に
係
る
も
の
も
含
め
、
学

部
等
募
集
単
位
ご
と
の
入
学
定
員
の
５
割
を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
各
大
学
が
定
め
る
。 

短
期
大
学
に
お
け
る
学
校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
人
員
は
、
上
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
推
薦

型
選
抜
以
外
の
入
試
方
法
に
お
け
る
受
験
機
会
の
確
保
に
も
配
慮
し
て
、
各
短
期
大
学
が
適
切

に
定
め
る
。 

３ 

各
大
学
は
、
例
え
ば
、
学
科
単
位
で
は
な
く
学
部
単
位
で
募
集
す
る
な
ど
、
募
集
単
位
を
大
く

く
り
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
学
志
願
者
が
大
学
入
学
後
に
幅
広
い
分
野
の
大
学
教
育
に
触
れ

な
が
ら
自
ら
の
適
性
や
関
心
等
に
基
づ
き
、
専
攻
分
野
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。 

４ 

各
大
学
に
お
い
て
は
、
入
学
定
員
の
充
足
や
欠
員
の
補
充
の
方
法
等
に
つ
い
て
、
事
前
に
準
備

を
す
る
よ
う
努
め
る
。 

第
九 

出
願
資
格 

大
学
に
入
学
を
出
願
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
学
校
教
育
法
第
九
十
条
並
び
に
同
法
施
行

規
則
第
百
五
十
条
及
び
第
百
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
大
学
の
入
学
資
格
を
有
す
る
者
又
は
大

学
入
学
の
前
ま
で
に
入
学
資
格
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
見
込
み
の
者
と
す
る
。 

第
十 

募
集
要
項
等 

１ 

募
集
要
項 

⑴ 

各
大
学
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
募
集
人
員
、
出
願
要
件
、
出
願
手
続
、
試
験

期
日
、
試
験
方
法
、
試
験
場
、
入
学
検
定
料
そ
の
他
入
学
に
要
す
る
経
費
の
種
類
・
額
や
そ
の

納
入
手
続
・
期
限
な
ど
入
学
志
願
者
が
出
願
等
に
必
要
な
事
項
を
決
定
し
、
そ
れ
ら
を
記
述
し

た
募
集
要
項
を
令
和
六
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
発
表
す
る
。 

⑵ 

各
大
学
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
調
査
書
や
志
願
者
本
人
の
記
載
す

る
資
料
等
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
募
集
要
項
等
に
明
記
す
る
。 

⑶ 

第
三
の
入
試
方
法
に
つ
い
て
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
評
価
・
判
定
の

方
法
や
対
象
等
に
取
扱
い
の
差
異
を
設
け
る
場
合
に
は
、
募
集
人
員
を
分
け
る
こ
と
と
し
、
二

以
上
の
募
集
区
分
に
よ
り
入
学
者
選
抜
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
募
集
区
分
ご

と
に
そ
の
評
価
・
判
定
の
方
法
や
区
分
を
設
け
る
理
由
を
示
し
た
上
で
、
⑴
に
掲
げ
る
募
集
人

員
等
を
記
述
す
る
。 

⑷ 

寄
付
金
等
の
納
入
を
条
件
と
し
て
入
学
許
可
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、「
私
立
大
学
に
お

け
る
入
学
者
選
抜
の
公
正
確
保
等
に
つ
い
て
」（
平
成
十
四
年
十
月
一
日
付
け
一
四
文
科
高
第

四
五
四
号
文
部
科
学
事
務
次
官
通
知
）
を
踏
ま
え
、
寄
付
金
等
を
募
集
す
る
場
合
は
、
募
集
要

項
に
お
い
て
応
募
が
任
意
で
あ
る
こ
と
、
入
学
前
の
募
集
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
記

述
す
る
。 

⑸ 

各
大
学
は
、
入
学
志
願
者
に
対
し
、
募
集
要
項
の
ほ
か
、
大
学
案
内
、
大
学
説
明
会
等
に
よ

り
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
学
部
等
の
組
織
、
教
育
研
究
の
内
容
及
び
特
色
、
学
生

生
活
の
概
要
及
び
諸
経
費
、
過
去
の
年
度
の
入
学
志
願
者
、
受
験
者
及
び
合
格
者
の
数
、
卒
業

後
の
進
路
状
況
、
在
学
中
の
修
学
支
援
の
体
制
・
取
組
な
ど
大
学
・
学
部
等
の
選
択
の
参
考
と

な
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。 

２ 

入
学
手
続 

⑴ 

入
学
手
続
に
際
し
て
は
、
合
格
者
の
負
担
等
に
配
慮
し
、
必
要
に
応
じ
郵
送
に
よ
る
手
続
も

認
め
る
な
ど
弾
力
的
な
実
施
に
配
慮
す
る
。 

⑵ 

入
学
料
を
含
む
学
生
納
付
金
に
つ
い
て
、「
私
立
大
学
に
お
け
る
入
学
者
選
抜
の
公
正
確
保

等
に
つ
い
て
」（
平
成
十
四
年
十
月
一
日
付
け
一
四
文
科
高
第
四
五
四
号
文
部
科
学
事
務
次
官

通
知
）
及
び
「
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
等
に
対
す
る
支
援
策
の
周
知
等
に
つ
い

て
（
通
知
）
」
（
令
和
六
年
一
月
十
日
付
け
五
文
科
高
第
一
五
三
七
号
総
合
教
育
政
策
局
長
・

高
等
教
育
局
長
通
知
）
を
踏
ま
え
、
そ
の
額
の
抑
制
に
努
め
、
納
付
が
困
難
な
学
生
に
対
し
て
、

独
自
の
減
免
又
は
分
割
納
入
、
納
付
時
期
の
猶
予
等
の
措
置
を
積
極
的
に
講
じ
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
特
に
、
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
済
的

状
況
等
に
鑑
み
て
、
本
制
度
に
お
け
る
授
業
料
減
免
の
上
限
額
を
上
回
る
分
の
み
を
請
求
す

る
な
ど
の
配
慮
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
具
体
的
内
容
を
募
集
要
項
等
に
明

記
す
る
。 

⑶ 

入
学
料
以
外
の
学
生
納
付
金
に
つ
い
て
、「
私
立
大
学
の
入
学
手
続
時
に
お
け
る
学
生
納
付

金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
昭
和
五
十
年
九
月
一
日
付
け
文
管
振
第
二
五
一
号
文
部
省
管
理
局

長
・
文
部
省
大
学
局
長
通
知
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
合
格
発
表
後
、
短
期
間
内
に
納
入
さ
せ
る

よ
う
な
取
扱
い
は
避
け
る
。 

⑷ 

入
学
辞
退
者
に
対
す
る
授
業
料
、
施
設
設
備
費
等
の
学
生
納
付
金
の
返
還
申
出
期
限
に
つ

い
て
は
、「
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
の
入
学
辞
退
者

に
対
す
る
授
業
料
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
付
け
文
科
高
第

五
三
六
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
・
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
長
通
知
）
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
入
学
志
願
者
に
対
し
、
例
え
ば
、
あ
ら
か
じ
め
募
集
要
項
、
入

学
手
続
要
項
等
に
記
述
す
る
な
ど
に
よ
り
、
明
確
に
す
る
。 

① 

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
入
学
辞
退
の
意
思
表
示
を
し
た
者
（
専
願
又
は
学
校
推
薦
型
選
抜
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（
こ
れ
に
類
す
る
入
学
試
験
を
含
む
。
）
に
合
格
し
て
大
学
等
と
在
学
契
約
を
締
結
し
た
受
験

者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
受
験
者
が
納
付
し
た
授
業
料
等
及
び
諸
会
費
等

の
返
還
に
応
じ
る
。 

② 
①
に
か
か
わ
ら
ず
、
募
集
要
項
、
入
学
手
続
要
項
等
に
、「
入
学
式
を
無
断
欠
席
し
た
場
合

に
は
入
学
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
す
」
、
「
入
学
式
を
無
断
欠
席
し
た
場
合
に
は
入
学
を
取

り
消
す
」
な
ど
と
記
述
し
て
い
る
場
合
に
は
、
入
学
式
の
日
ま
で
に
受
験
者
が
明
示
的
に
又
は

黙
示
的
に
在
学
契
約
を
解
除
し
た
と
き
は
、
授
業
料
等
及
び
諸
会
費
等
の
返
還
に
応
じ
る
。 

第
十
一 

国
立
大
学
の
入
学
者
選
抜 

国
立
大
学
の
入
学
者
選
抜
の
日
程
等
は
、
国
立
大
学
協
会
の
定
め
る
実
施
要
領
に
基
づ
き
実

施
さ
れ
る
。 

第
十
二 

公
立
大
学
の
入
学
者
選
抜 

公
立
大
学
の
入
学
者
選
抜
の
日
程
等
は
、
公
立
大
学
協
会
の
定
め
る
実
施
要
領
に
基
づ
き
実

施
さ
れ
る
。 

第
十
三 

そ
の
他
注
意
事
項 

１ 

健
康
状
況
の
把
握
及
び
障
害
の
あ
る
者
等
へ
の
配
慮 

⑴ 

入
学
志
願
者
の
健
康
状
況
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
入
学
者
選
抜
の
判
定
資
料
と
し
な

い
も
の
と
し
、
大
学
に
お
い
て
健
康
状
況
の
把
握
を
必
要
と
す
る
特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合

に
は
、
募
集
要
項
に
具
体
的
に
記
述
す
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
健
康
の
状
況
を
理
由
と
し
て
不

合
格
の
判
定
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疾
病
な
ど
に
よ
り
志
望
学
部
等
の
教
育
の
目
的
に

即
し
た
履
修
に
耐
え
な
い
こ
と
が
、
入
学
後
の
保
健
指
導
等
を
考
慮
し
て
も
な
お
明
白
な
場

合
に
限
定
し
、
真
に
教
育
上
や
む
を
得
な
い
場
合
の
ほ
か
は
、
こ
れ
ら
の
制
限
を
行
わ
な
い
も

の
と
す
る
。 

 

ま
た
、
出
欠
の
状
況
を
推
薦
要
件
や
合
否
判
定
の
材
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
際
に
は
、 

志
願
者
本
人
に
帰
責
さ
れ
な
い
身
体
・
健
康
上
の
理
由
＊

に
よ
る
や
む
を
得
な
い
欠
席
日
数
が 

あ
る
こ
と
を
、
志
願
者
本
人
か
ら
の
申
し
出
や
、
調
査
書
へ
の
記
載
な
ど
を
通
じ
て
把
握
し
た 

場
合
に
は
、
志
願
者
本
人
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。 

＊
病
気
・
事
故
等
。
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
い
わ
ゆ
る
罹
患
後
症
状
と
考
え
ら
れ
る
症
状
や
月

経
随
伴
症
状
等
も
含
む
。 

⑵ 

障
害
等
の
あ
る
入
学
志
願
者
に
対
し
て
は
、「
障
害
者
基
本
法
」（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八

四
号
）
や
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
六
五
号
）
の
趣
旨
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
そ
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
、
学
習
の
成
果
等
を

適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
た
め
に
必
要
な
合
理
的
配
慮
を
行
い
、
障
害
の
な
い
学
生
に
比
べ
て

不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。 

そ
の
際
、
令
和
五
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
五
次
障
害
者
基
本
計
画
」
、「
障
害
の
あ

る
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
検
討
会
報
告
（
第
三
次
ま
と
め
）
に
つ
い
て
」（
令
和
六
年
三

月
二
十
二
日
付
五
文
科
高
第
二
一
九
〇
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知
）
や
以
下
の
例

示
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、「
障
害
者
等
に
係
る
欠
格
事
由
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
医

師
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
」（
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
付
け

十
三
国
文
科
高
第
一
一
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知
）
に
も
十
分
留
意
す
る
。 

① 

点
字
・
拡
大
文
字
に
よ
る
出
題
、ICT

機
器
の
活
用
、
拡
大
解
答
用
紙
の
作
成
な
ど 

② 

特
定
試
験
場
の
設
定
、
試
験
場
へ
の
乗
用
車
で
の
入
構
、
座
席
指
定
の
工
夫
な
ど 

③ 

試
験
時
間
の
延
長
、
文
書
に
よ
る
注
意
事
項
の
伝
達
、
試
験
室
入
り
口
ま
で
の
付
添
者
の

同
伴
、
介
助
者
の
配
置
な
ど 

合
理
的
配
慮
の
内
容
を
決
定
す
る
際
に
は
、
障
害
の
あ
る
入
学
志
願
者
一
人
一
人
の
個
別 

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
建
設
的
対
話
を
行
う
こ
と
と
し
、
事
前
相
談
の
時
期
や
方
法
に
つ
い 

て
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
相
談
窓
口
や
支
援
担
当
部
署
等
を
設
置
す
る
な
ど
事
前
相
談
体
制
の 

構
築
・
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
申
請
手
続
き
を
明
確
に
示
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

ま
た
、
「
就
学
の
機
会
均
等
確
保
の
観
点
か
ら
の
入
学
者
選
抜
の
在
り
方
の
点
検
等
に
つ
い 

て
」
（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け
二
十
七
文
科
初
第
一
七
九
六
号
文
部
科
学
省
生
涯 

学
習
政
策
局
長
・
初
等
中
等
教
育
局
長
・
高
等
教
育
局
長
通
知
）
を
踏
ま
え
、
各
大
学
に
お 

い
て
、
入
学
者
選
抜
の
在
り
方
の
点
検
等
を
行
う
な
ど
適
切
に
対
応
す
る
。 

⑶ 

各
大
学
は
、
障
害
等
の
あ
る
入
学
志
願
者
に
対
し
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
募
集

人
員
、
出
願
要
件
、
出
願
手
続
、
試
験
期
日
、
試
験
方
法
、
試
験
場
、
入
学
検
定
料
そ
の
他
入

学
に
要
す
る
経
費
の
種
類
・
額
や
そ
の
納
入
手
続
・
期
限
な
ど
、
出
願
等
に
必
要
な
事
項
の
伝

達
に
お
い
て
も
、
合
理
的
配
慮
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

ま
た
、
入
試
に
お
け
る
配
慮
の
内
容
や
受
入
実
績
を
募
集
要
項
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲

載
す
る
な
ど
、
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
つ
つ
広
く
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
。 

２ 

入
試
情
報
の
取
扱
い 

⑴ 

個
別
学
力
検
査
に
お
け
る
試
験
問
題
や
そ
の
解
答
に
つ
い
て
は
、
当
該
入
試
の
実
施
以
降

に
受
験
者
や
次
年
度
以
降
の
入
学
志
願
者
が
学
習
上
参
考
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。 

① 

試
験
問
題
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

② 

解
答
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
義
的
な
解
答
が

示
せ
な
い 

記
述
式
の
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
出
題
の
意
図
又
は
複
数
の
若
し
く
は
標
準

的
な
解
答
例
等
を
原
則
と 

し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

な
お
、
試
験
問
題
中
の
著
作
物
の
権
利
処
理
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
著
作
物
名
を
記

述
す
る
こ
と 

等
に
よ
り
問
題
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
努
め
る
。 

⑵ 

各
大
学
は
、
受
験
者
本
人
へ
の
成
績
開
示
や
、
入
試
方
法
の
区
分
に
応
じ
た
受
験
者
数
、
合

格
者
数
、
入
学
者
数
等
の
入
試
情
報
の
積
極
的
開
示
に
努
め
る
。
ま
た
、
試
験
の
評
価
・
判
定
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（
こ
れ
に
類
す
る
入
学
試
験
を
含
む
。
）
に
合
格
し
て
大
学
等
と
在
学
契
約
を
締
結
し
た
受
験

者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
受
験
者
が
納
付
し
た
授
業
料
等
及
び
諸
会
費
等

の
返
還
に
応
じ
る
。 

② 

①
に
か
か
わ
ら
ず
、
募
集
要
項
、
入
学
手
続
要
項
等
に
、「
入
学
式
を
無
断
欠
席
し
た
場
合

に
は
入
学
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
す
」
、
「
入
学
式
を
無
断
欠
席
し
た
場
合
に
は
入
学
を
取

り
消
す
」
な
ど
と
記
述
し
て
い
る
場
合
に
は
、
入
学
式
の
日
ま
で
に
受
験
者
が
明
示
的
に
又
は

黙
示
的
に
在
学
契
約
を
解
除
し
た
と
き
は
、
授
業
料
等
及
び
諸
会
費
等
の
返
還
に
応
じ
る
。 

第
十
一 

国
立
大
学
の
入
学
者
選
抜 

国
立
大
学
の
入
学
者
選
抜
の
日
程
等
は
、
国
立
大
学
協
会
の
定
め
る
実
施
要
領
に
基
づ
き
実

施
さ
れ
る
。 

第
十
二 

公
立
大
学
の
入
学
者
選
抜 

公
立
大
学
の
入
学
者
選
抜
の
日
程
等
は
、
公
立
大
学
協
会
の
定
め
る
実
施
要
領
に
基
づ
き
実

施
さ
れ
る
。 

第
十
三 

そ
の
他
注
意
事
項 

１ 

健
康
状
況
の
把
握
及
び
障
害
の
あ
る
者
等
へ
の
配
慮 

⑴ 

入
学
志
願
者
の
健
康
状
況
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
入
学
者
選
抜
の
判
定
資
料
と
し
な

い
も
の
と
し
、
大
学
に
お
い
て
健
康
状
況
の
把
握
を
必
要
と
す
る
特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合

に
は
、
募
集
要
項
に
具
体
的
に
記
述
す
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
健
康
の
状
況
を
理
由
と
し
て
不

合
格
の
判
定
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疾
病
な
ど
に
よ
り
志
望
学
部
等
の
教
育
の
目
的
に

即
し
た
履
修
に
耐
え
な
い
こ
と
が
、
入
学
後
の
保
健
指
導
等
を
考
慮
し
て
も
な
お
明
白
な
場

合
に
限
定
し
、
真
に
教
育
上
や
む
を
得
な
い
場
合
の
ほ
か
は
、
こ
れ
ら
の
制
限
を
行
わ
な
い
も

の
と
す
る
。 

 

ま
た
、
出
欠
の
状
況
を
推
薦
要
件
や
合
否
判
定
の
材
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
際
に
は
、 

志
願
者
本
人
に
帰
責
さ
れ
な
い
身
体
・
健
康
上
の
理
由
＊

に
よ
る
や
む
を
得
な
い
欠
席
日
数
が 

あ
る
こ
と
を
、
志
願
者
本
人
か
ら
の
申
し
出
や
、
調
査
書
へ
の
記
載
な
ど
を
通
じ
て
把
握
し
た 

場
合
に
は
、
志
願
者
本
人
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。 

＊
病
気
・
事
故
等
。
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
い
わ
ゆ
る
罹
患
後
症
状
と
考
え
ら
れ
る
症
状
や
月

経
随
伴
症
状
等
も
含
む
。 

⑵ 

障
害
等
の
あ
る
入
学
志
願
者
に
対
し
て
は
、「
障
害
者
基
本
法
」（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八

四
号
）
や
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
六
五
号
）
の
趣
旨
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
そ
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
、
学
習
の
成
果
等
を

適
切
に
評
価
・
判
定
す
る
た
め
に
必
要
な
合
理
的
配
慮
を
行
い
、
障
害
の
な
い
学
生
に
比
べ
て

不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。 

そ
の
際
、
令
和
五
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
五
次
障
害
者
基
本
計
画
」
、「
障
害
の
あ

る
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
検
討
会
報
告
（
第
三
次
ま
と
め
）
に
つ
い
て
」（
令
和
六
年
三

月
二
十
二
日
付
五
文
科
高
第
二
一
九
〇
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知
）
や
以
下
の
例

示
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、「
障
害
者
等
に
係
る
欠
格
事
由
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
医

師
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
」（
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
付
け

十
三
国
文
科
高
第
一
一
号
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知
）
に
も
十
分
留
意
す
る
。 

① 

点
字
・
拡
大
文
字
に
よ
る
出
題
、ICT

機
器
の
活
用
、
拡
大
解
答
用
紙
の
作
成
な
ど 

② 

特
定
試
験
場
の
設
定
、
試
験
場
へ
の
乗
用
車
で
の
入
構
、
座
席
指
定
の
工
夫
な
ど 

③ 

試
験
時
間
の
延
長
、
文
書
に
よ
る
注
意
事
項
の
伝
達
、
試
験
室
入
り
口
ま
で
の
付
添
者
の

同
伴
、
介
助
者
の
配
置
な
ど 

合
理
的
配
慮
の
内
容
を
決
定
す
る
際
に
は
、
障
害
の
あ
る
入
学
志
願
者
一
人
一
人
の
個
別 

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
建
設
的
対
話
を
行
う
こ
と
と
し
、
事
前
相
談
の
時
期
や
方
法
に
つ
い 

て
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
相
談
窓
口
や
支
援
担
当
部
署
等
を
設
置
す
る
な
ど
事
前
相
談
体
制
の 

構
築
・
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
申
請
手
続
き
を
明
確
に
示
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

ま
た
、
「
就
学
の
機
会
均
等
確
保
の
観
点
か
ら
の
入
学
者
選
抜
の
在
り
方
の
点
検
等
に
つ
い 

て
」
（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
け
二
十
七
文
科
初
第
一
七
九
六
号
文
部
科
学
省
生
涯 

学
習
政
策
局
長
・
初
等
中
等
教
育
局
長
・
高
等
教
育
局
長
通
知
）
を
踏
ま
え
、
各
大
学
に
お 

い
て
、
入
学
者
選
抜
の
在
り
方
の
点
検
等
を
行
う
な
ど
適
切
に
対
応
す
る
。 

⑶ 

各
大
学
は
、
障
害
等
の
あ
る
入
学
志
願
者
に
対
し
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
募
集

人
員
、
出
願
要
件
、
出
願
手
続
、
試
験
期
日
、
試
験
方
法
、
試
験
場
、
入
学
検
定
料
そ
の
他
入

学
に
要
す
る
経
費
の
種
類
・
額
や
そ
の
納
入
手
続
・
期
限
な
ど
、
出
願
等
に
必
要
な
事
項
の
伝

達
に
お
い
て
も
、
合
理
的
配
慮
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

ま
た
、
入
試
に
お
け
る
配
慮
の
内
容
や
受
入
実
績
を
募
集
要
項
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲

載
す
る
な
ど
、
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
つ
つ
広
く
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
。 

２ 

入
試
情
報
の
取
扱
い 

⑴ 

個
別
学
力
検
査
に
お
け
る
試
験
問
題
や
そ
の
解
答
に
つ
い
て
は
、
当
該
入
試
の
実
施
以
降

に
受
験
者
や
次
年
度
以
降
の
入
学
志
願
者
が
学
習
上
参
考
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。 

① 

試
験
問
題
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

② 

解
答
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
義
的
な
解
答
が

示
せ
な
い 

記
述
式
の
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
出
題
の
意
図
又
は
複
数
の
若
し
く
は
標
準

的
な
解
答
例
等
を
原
則
と 

し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

な
お
、
試
験
問
題
中
の
著
作
物
の
権
利
処
理
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
著
作
物
名
を
記

述
す
る
こ
と 

等
に
よ
り
問
題
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
努
め
る
。 

⑵ 

各
大
学
は
、
受
験
者
本
人
へ
の
成
績
開
示
や
、
入
試
方
法
の
区
分
に
応
じ
た
受
験
者
数
、
合

格
者
数
、
入
学
者
数
等
の
入
試
情
報
の
積
極
的
開
示
に
努
め
る
。
ま
た
、
試
験
の
評
価
・
判
定
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方
法
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
情
報
開
示
に
努
め
る
。 

⑶ 

⑴
に
お
け
る
公
表
及
び
⑵
に
お
け
る
受
験
者
本
人
へ
の
成
績
開
示
を
含
む
情
報
の
開
示
に

つ
い
て
は
、
情
報
を
入
手
す
る
者
の
利
便
性
の
向
上
に
十
分
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

⑷ 
入
学
志
願
者
の
特
定
や
出
願
資
格
・
要
件
の
確
認
、
各
種
連
絡
等
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を

除
き
、
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
の
評
価
・
判
定
に
用
い
な
い
情
報
を
入
学
志
願
者
に
求
め
な
い

こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
の
氏
名
や
住
所
、
調
査
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
等
、
各
大
学

が
選
抜
を
通
じ
て
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
入
学
者
選
抜
並
び
に
必
要
に
応
じ
入

学
後
の
学
籍
管
理
、
学
修
指
導
及
び
学
生
支
援
関
係
業
務
に
限
っ
て
利
用
す
る
も
の
と
し
、
外

部
へ
の
漏
洩
や
目
的
外
の
利
用
等
が
な
い
よ
う
、
そ
の
保
護
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
適
正
な
取

扱
い
に
努
め
る
。 

３ 

入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
ミ
ス
の
防
止 

各
大
学
は
、
受
験
者
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
業
務
の
効
率
性
に
配
慮
し
つ
つ
以

下
の
対
応
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
ミ
ス
の
防
止
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。 

⑴ 

学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
入
試
担
当
の
理
事
、
副
学
長
等
が
入
試
業
務
全
体
を
統
括

し
、
各
学
部
等
の
入
試
担
当
と
密
接
に
連
携
す
る
な
ど
、
入
学
者
選
抜
業
務
全
般
に
係
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
把
握
し
た
上
で
、
入

学
者
選
抜
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
に
よ
り
、
業
務
全
体
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立

す
る
。 

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
不
断
に
点
検
す
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
に
関
わ
る
全
て
の
者

に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
内
容
の
周
知
徹
底
を
行
う
。 

⑵ 

試
験
問
題
の
点
検
に
お
い
て
は
、
試
験
実
施
前
に
点
検
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
試
験
実
施
中

及
び
実
施
後
に
お
い
て
も
速
や
か
に
、
作
題
者
以
外
の
者
も
含
め
て
、
二
重
、
三
重
に
点
検
を

行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
出
題
ミ
ス
の
防
止
及
び
早
期
発
見
に
努
め
る
。 

ま
た
、
学
習
指
導
要
領
や
設
定
し
た
出
題
範
囲
と
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

問
題
の
文
面
だ
け
で
は
な
く
、
問
題
の
内
容
や
条
件
設
定
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
な
ど
、
受
験

者
の
立
場
に
立
ち
、
解
答
が
導
き
出
せ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
。 

⑶ 

試
験
の
実
施
に
お
い
て
は
、
教
員
及
び
事
務
職
員
が
一
体
と
な
り
、
緊
急
時
の
対
応
も
含
め

た
迅
速
性
の
あ
る
全
学
的
な
連
絡
体
制
を
確
立
し
、
円
滑
な
試
験
実
施
に
努
め
る
。 

⑷ 

採
点
及
び
合
否
判
定
に
お
い
て
は
、
解
答
や
電
算
処
理
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
し
、
そ
の

実
施
結
果
に
誤
り
が
な
い
か
点
検
・
確
認
す
る
。 

そ
の
際
、
電
算
処
理
に
つ
い
て
は
、
予
定
し
て
い
た
処
理
が
実
際
に
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
確
認
す
る
。 

ま
た
、
合
否
判
定
結
果
の
公
表
等
に
お
い
て
は
、
追
加
合
格
者
の
決
定
も
含
め
、
複
数
の
担

当
者
に
よ
り
二
重
、
三
重
に
点
検
を
行
う
。 

⑸ 

外
部
か
ら
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
ミ
ス
に
係
る
指
摘
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

作
題
者
以
外
の
者
も
含
め
て
組
織
的
な
体
制
で
検
証
を
実
施
す
る
な
ど
、
適
切
に
対
応
す
る
。 

⑹ 

入
学
者
選
抜
に
お
い
て
ミ
ス
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
受
験
者
に
丁
寧
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
ミ
ス
が
生
じ
た
原
因
を
分
析
し
、
再
発
防
止
策
を
策
定
し
、
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
の
改
善
を
行
う
な
ど
、
ミ
ス
の
再
発
防
止
に
努
め
る
。 

４ 

入
学
者
選
抜
の
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保 

⑴ 

入
学
者
選
抜
は
、
中
立
か
つ
公
平
・
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
試
験
問
題
の
漏
洩

や
不
適
切
な
合
否
判
定
な
ど
入
学
者
選
抜
の
信
頼
性
を
損
な
う
事
態
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
学
長
を
中
心
と
し
た
責
任
体
制
の
明
確
化
、
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
関
す
る
学
内
規
程

の
整
備
、
入
試
担
当
教
職
員
の
選
任
に
お
け
る
適
格
性
の
確
保
、
研
修
の
実
施
な
ど
実
施
体
制

の
充
実
を
図
る
。 

ま
た
、
入
学
者
選
抜
の
適
正
性
を
確
保
す
る
た
め
、
学
内
で
不
正
抑
止
が
働
く
体
制
や
仕
組

み
を
設
け
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
体
制
や
方
法
等
に
関
し
て
自
己
点
検
・

評
価
を
実
施
す
る
。 

⑵ 

試
験
問
題
の
作
成
に
お
い
て
、
外
部
の
機
関
又
は
専
門
家
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
機
密
性
、
中
立
性
、
公
平
性
・
公
正
性
の
観
点
か
ら
十
分
慎
重
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
試
験
問
題
を
作
成
す
る
際
に
は
、
機
密
性
の
観
点
か
ら

第
三
者
の
ア
ク
セ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
じ
る
も
の
と
す
る
。 

⑶ 

受
験
者
の
不
正
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 
 
 

① 

不
正
行
為
に
該
当
す
る
行
為
及
び
罰
則
に
つ
い
て
、
事
前
に
整
理
を
し
、
そ
の
内
容
を 

募
集
要
項
等
に
お
い
て
周
知
す
る
こ
と
。 

こ
の
他
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
り
、
例
え
ば
、
不
正
行
為
に
つ
い
て
は
、
警
察
に
被
害 

届
を
提
出
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
。 

② 

受
験
者
の
所
持
品
に
つ
い
て
、
入
試
方
法
や
受
験
者
数
な
ど
、
大
学
の
実
情
に
応
じ 

て
、
試
験
場
に
持
ち
込
め
な
い
も
の
、
試
験
時
間
中
に
使
用
で
き
な
い
も
の
又
は
身
に
付 

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
大
学
が
持
ち
込
み
や
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
も
の
を
試
験 

時
間
中
に
発
見
し
た
場
合
の
取
扱
い
（
不
正
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
る
等
）
を
募
集
要
項
等 

で
明
示
し
て
お
く
こ
と
。 

ま
た
、
試
験
時
間
中
に
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
通
信
機
器
の
試
験
場
へ
の
持 

ち
込
み
を
認
め
る
場
合
に
は
、
試
験
開
始
前
に
電
源
を
切
ら
せ
る
と
と
も
に
、
大
学
の
実 

情
に
応
じ
て
、
例
え
ば
、
鞄
に
収
納
さ
せ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
う
こ
と
。 

③ 

監
督
者
が
巡
視
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
受
験
者
の
座
席
の
配
置
な
ど
試 

験
室
の
設
定
の
工
夫
を
行
う
と
と
も
に
、
試
験
時
間
中
は
、
静
謐
な
環
境
保
持
に
十
分
に 

留
意
し
な
が
ら
、
試
験
室
内
の
巡
視
を
適
切
に
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、
巡
視
時
に
注
意
を 
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方
法
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
情
報
開
示
に
努
め
る
。 

⑶ 

⑴
に
お
け
る
公
表
及
び
⑵
に
お
け
る
受
験
者
本
人
へ
の
成
績
開
示
を
含
む
情
報
の
開
示
に

つ
い
て
は
、
情
報
を
入
手
す
る
者
の
利
便
性
の
向
上
に
十
分
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

⑷ 

入
学
志
願
者
の
特
定
や
出
願
資
格
・
要
件
の
確
認
、
各
種
連
絡
等
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を

除
き
、
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
の
評
価
・
判
定
に
用
い
な
い
情
報
を
入
学
志
願
者
に
求
め
な
い

こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
の
氏
名
や
住
所
、
調
査
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
等
、
各
大
学

が
選
抜
を
通
じ
て
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
入
学
者
選
抜
並
び
に
必
要
に
応
じ
入

学
後
の
学
籍
管
理
、
学
修
指
導
及
び
学
生
支
援
関
係
業
務
に
限
っ
て
利
用
す
る
も
の
と
し
、
外

部
へ
の
漏
洩
や
目
的
外
の
利
用
等
が
な
い
よ
う
、
そ
の
保
護
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
適
正
な
取

扱
い
に
努
め
る
。 

３ 

入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
ミ
ス
の
防
止 

各
大
学
は
、
受
験
者
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
業
務
の
効
率
性
に
配
慮
し
つ
つ
以

下
の
対
応
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
ミ
ス
の
防
止
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。 

⑴ 

学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
入
試
担
当
の
理
事
、
副
学
長
等
が
入
試
業
務
全
体
を
統
括

し
、
各
学
部
等
の
入
試
担
当
と
密
接
に
連
携
す
る
な
ど
、
入
学
者
選
抜
業
務
全
般
に
係
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
把
握
し
た
上
で
、
入

学
者
選
抜
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
に
よ
り
、
業
務
全
体
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立

す
る
。 

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
不
断
に
点
検
す
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
に
関
わ
る
全
て
の
者

に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
内
容
の
周
知
徹
底
を
行
う
。 

⑵ 

試
験
問
題
の
点
検
に
お
い
て
は
、
試
験
実
施
前
に
点
検
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
試
験
実
施
中

及
び
実
施
後
に
お
い
て
も
速
や
か
に
、
作
題
者
以
外
の
者
も
含
め
て
、
二
重
、
三
重
に
点
検
を

行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
出
題
ミ
ス
の
防
止
及
び
早
期
発
見
に
努
め
る
。 

ま
た
、
学
習
指
導
要
領
や
設
定
し
た
出
題
範
囲
と
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

問
題
の
文
面
だ
け
で
は
な
く
、
問
題
の
内
容
や
条
件
設
定
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
な
ど
、
受
験

者
の
立
場
に
立
ち
、
解
答
が
導
き
出
せ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
。 

⑶ 

試
験
の
実
施
に
お
い
て
は
、
教
員
及
び
事
務
職
員
が
一
体
と
な
り
、
緊
急
時
の
対
応
も
含
め

た
迅
速
性
の
あ
る
全
学
的
な
連
絡
体
制
を
確
立
し
、
円
滑
な
試
験
実
施
に
努
め
る
。 

⑷ 

採
点
及
び
合
否
判
定
に
お
い
て
は
、
解
答
や
電
算
処
理
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
し
、
そ
の

実
施
結
果
に
誤
り
が
な
い
か
点
検
・
確
認
す
る
。 

そ
の
際
、
電
算
処
理
に
つ
い
て
は
、
予
定
し
て
い
た
処
理
が
実
際
に
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
確
認
す
る
。 

ま
た
、
合
否
判
定
結
果
の
公
表
等
に
お
い
て
は
、
追
加
合
格
者
の
決
定
も
含
め
、
複
数
の
担

当
者
に
よ
り
二
重
、
三
重
に
点
検
を
行
う
。 

⑸ 

外
部
か
ら
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
ミ
ス
に
係
る
指
摘
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

作
題
者
以
外
の
者
も
含
め
て
組
織
的
な
体
制
で
検
証
を
実
施
す
る
な
ど
、
適
切
に
対
応
す
る
。 

⑹ 

入
学
者
選
抜
に
お
い
て
ミ
ス
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
受
験
者
に
丁
寧
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
ミ
ス
が
生
じ
た
原
因
を
分
析
し
、
再
発
防
止
策
を
策
定
し
、
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
の
改
善
を
行
う
な
ど
、
ミ
ス
の
再
発
防
止
に
努
め
る
。 

４ 

入
学
者
選
抜
の
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保 

⑴ 

入
学
者
選
抜
は
、
中
立
か
つ
公
平
・
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
試
験
問
題
の
漏
洩

や
不
適
切
な
合
否
判
定
な
ど
入
学
者
選
抜
の
信
頼
性
を
損
な
う
事
態
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
学
長
を
中
心
と
し
た
責
任
体
制
の
明
確
化
、
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
関
す
る
学
内
規
程

の
整
備
、
入
試
担
当
教
職
員
の
選
任
に
お
け
る
適
格
性
の
確
保
、
研
修
の
実
施
な
ど
実
施
体
制

の
充
実
を
図
る
。 

ま
た
、
入
学
者
選
抜
の
適
正
性
を
確
保
す
る
た
め
、
学
内
で
不
正
抑
止
が
働
く
体
制
や
仕
組

み
を
設
け
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
体
制
や
方
法
等
に
関
し
て
自
己
点
検
・

評
価
を
実
施
す
る
。 

⑵ 

試
験
問
題
の
作
成
に
お
い
て
、
外
部
の
機
関
又
は
専
門
家
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
機
密
性
、
中
立
性
、
公
平
性
・
公
正
性
の
観
点
か
ら
十
分
慎
重
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
試
験
問
題
を
作
成
す
る
際
に
は
、
機
密
性
の
観
点
か
ら

第
三
者
の
ア
ク
セ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
じ
る
も
の
と
す
る
。 

⑶ 

受
験
者
の
不
正
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 
 
 

① 

不
正
行
為
に
該
当
す
る
行
為
及
び
罰
則
に
つ
い
て
、
事
前
に
整
理
を
し
、
そ
の
内
容
を 

募
集
要
項
等
に
お
い
て
周
知
す
る
こ
と
。 

こ
の
他
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
り
、
例
え
ば
、
不
正
行
為
に
つ
い
て
は
、
警
察
に
被
害 

届
を
提
出
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
。 

② 

受
験
者
の
所
持
品
に
つ
い
て
、
入
試
方
法
や
受
験
者
数
な
ど
、
大
学
の
実
情
に
応
じ 

て
、
試
験
場
に
持
ち
込
め
な
い
も
の
、
試
験
時
間
中
に
使
用
で
き
な
い
も
の
又
は
身
に
付 

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
大
学
が
持
ち
込
み
や
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
も
の
を
試
験 

時
間
中
に
発
見
し
た
場
合
の
取
扱
い
（
不
正
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
る
等
）
を
募
集
要
項
等 

で
明
示
し
て
お
く
こ
と
。 

ま
た
、
試
験
時
間
中
に
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
通
信
機
器
の
試
験
場
へ
の
持 

ち
込
み
を
認
め
る
場
合
に
は
、
試
験
開
始
前
に
電
源
を
切
ら
せ
る
と
と
も
に
、
大
学
の
実 

情
に
応
じ
て
、
例
え
ば
、
鞄
に
収
納
さ
せ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
う
こ
と
。 

③ 

監
督
者
が
巡
視
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
受
験
者
の
座
席
の
配
置
な
ど
試 

験
室
の
設
定
の
工
夫
を
行
う
と
と
も
に
、
試
験
時
間
中
は
、
静
謐
な
環
境
保
持
に
十
分
に 

留
意
し
な
が
ら
、
試
験
室
内
の
巡
視
を
適
切
に
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、
巡
視
時
に
注
意
を 
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要
す
る
観
点
（
例
え
ば
、
手
の
位
置
、
受
験
生
の
目
線
等
）
を
踏
ま
え
、
監
督
者
等
に
周 

知
し
て
お
く
こ
と
。 

ま
た
、
大
学
の
実
情
に
応
じ
て
必
要
な
監
督
者
や
巡
視
を
補
助
す
る
人
員
を
確
保
す
る 

こ
と
。 

⑷ 

合
否
判
定
の
方
法
や
基
準
を
明
確
に
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
募
集
要
項
等
に
よ
り
公
表
し
、
そ

れ
を
遵
守
す
る
。
合
否
判
定
は
、
中
立
か
つ
公
平
・
公
正
な
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
教
授

会
や
入
試
委
員
会
等
の
合
議
制
の
会
議
体
で
行
い
、
そ
の
際
に
用
い
る
資
料
に
は
、
原
則
と
し

て
評
価
・
判
定
に
用
い
な
い
情
報
は
記
載
せ
ず
、
又
は
マ
ス
キ
ン
グ
を
施
す
等
の
配
慮
を
す
る
。

ま
た
、
補
欠
合
格
候
補
者
の
取
扱
い
及
び
繰
上
合
格
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
も
あ
ら
か
じ
め

定
め
て
お
く
。
な
お
、
合
理
的
配
慮
に
よ
る
代
替
措
置
等
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
評
価
方

法
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑸ 

次
の
よ
う
な
公
平
性
・
公
正
性
を
欠
く
不
適
切
な
合
否
判
定
は
行
わ
な
い
。 

① 

合
否
判
定
の
方
法
や
基
準
に
基
づ
か
ず
恣
意
的
に
特
定
の
受
験
者
を
合
格
又
は
不
合
格

と
し
た
り
、
そ
れ
ら
の
方
法
や
基
準
に
基
づ
き
決
定
し
た
成
績
の
順
番
を
恣
意
的
に
飛
ば

し
て
合
格
又
は
不
合
格
と
し
た
り
す
る
こ
と
。 

② 

合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
性
別
、
年
齢
、
現
役
・
既
卒
の
別
、
出
身
地
域
、
居

住
地
域
等
の
属
性
を
理
由
と
し
て
一
律
に
取
扱
い
の
差
異
を
設
け
る
こ
と
。 

こ
れ
ら
は
、
正
規
合
格
者
の
決
定
の
み
な
ら
ず
、
補
欠
合
格
候
補
者
の
決
定
や
繰
上
合
格

に
係
る
手
続
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

 
 

 

③ 

合
理
的
配
慮
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
入
学
試
験
の
結
果
を
減
点
す
る
こ
と
や
、

特
定
の
科
目
が
免
除
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
せ
ず
に
一
律
に

合
計
点
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
配
慮
を
受
け
た
受
験
生
に
対
し
て
不
利
な

扱
い
を
す
る
こ
と
。 

⑹ 

大
学
が
受
験
の
勧
誘
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
合
格
を
確
約
す
る
も
の

と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。 

⑺ 

合
格
発
表
前
に
個
別
に
受
験
者
の
保
護
者
等
の
関
係
者
と
接
触
す
る
な
ど
、
入
学
者
選
抜

の
公
平
性
・
公
正
性
を
損
な
う
よ
う
な
行
為
は
厳
に
慎
み
、
万
一
、
特
定
の
受
験
者
に
対
す

る
特
別
な
優
遇
や
配
慮
を
求
め
る
外
部
か
ら
の
働
き
か
け
や
申
出
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、 

大
学
と
し
て
入
学
者
選
抜
の
公
平
性
・
公
正
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
毅
然
と
対
応
す

る
。 

５ 
I
C
T

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
試
験
の
実
施 

 
 

入
学
志
願
者
の
居
住
地
や
各
大
学
の
実
情
等
に
応
じ
、I

C
T

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
試
験
の
実
施
（
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
個
別
面
接
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ン
ラ
イ
ン
模

擬
授
業
を
受
講
し
た
上
で
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
、
実
技
動
画
の
提
出
等
）

等
の
工
夫
を
す
る
場
合
に
は
、
入
学
志
願
者
に
よ
る
利
用
環
境
の
差
異
や
技
術
的
な
不
具
合
の

発
生
等
に
よ
っ
て
、
特
定
の
入
学
志
願
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
例
え
ば
次
の

よ
う
な
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、
受
験
者
の
不
正
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
不
正
行
為

の
内
容
及
び
罰
則
等
に
つ
い
て
、
募
集
要
項
に
明
記
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
う
。 

⑴ 

通
信
環
境
の
不
具
合
が
生
じ
、
試
験
続
行
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
当
日
の
時
間
を
繰
下 

げ
、
又
は
予
備
日
を
設
け
て
選
抜
を
行
う
。 

⑵ 

入
学
志
願
者
が
通
信
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
大
学
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受 

験
も
可
能
と
す
る
。 

 

⑶ 

大
学
に
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
な
ど
の
連
絡
窓
口
を
設
け
、
不
測
の
事
態
に
個
別
に
対
応
で
き 

る
よ
う
に
す
る
。 

⑷ 
I
C
T

を
活
用
し
て
選
抜
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
、
障
害
等
の
あ
る
入
学
志
願
者
に
必
要 

な
合
理
的
な
配
慮
を
行
う
。 

 

６ 

災
害
等
の
不
測
の
事
態
へ
の
対
応 

各
大
学
は
、
入
学
志
願
者
の
進
学
の
機
会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
自
然
災
害
や
人
為
災

害
、
感
染
症
の
全
国
的
な
拡
大
等
に
よ
り
所
定
の
日
程
に
よ
る
試
験
実
施
が
困
難
と
な
る
等
の

不
測
の
事
態
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
入
学
志
願
者
へ
の
連
絡
方
法
や
問
い
合
わ
せ
窓
口

の
設
置
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の
構
築
、
相
当
数
の
者
が
当
日
に
受
験
で
き
な
か

っ
た
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
・
準
備
を
行
う
。 

特
に
、
受
験
者
が
安
心
し
て
受
験
に
臨
め
る
よ
う
、
各
大
学
は
次
の
こ
と
に
取
組
む
こ
と
。 

⑴ 

試
験
実
施
当
日
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
や
受
験
者
が
利
用
す
る 

公
共
交
通
機
関
等
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
。 

⑵ 

試
験
実
施
日
に
は
、
入
試
方
法
や
受
験
者
数
な
ど
大
学
の
実
情
に
応
じ
て
、
教
職
員
の 

 

 

活
用
も
含
め
、
必
要
な
警
備
要
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
試
験
場
周
辺
や
試
験
場
内
の

十
分
な
巡
回
に
努
め
る
こ
と
。 

⑶ 

警
察
や
消
防
等
の
協
力
の
下
、
警
備
体
制
や
救
助
要
請
等
に
関
す
る
危
機
事
象
発
生
時 

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し
、
定
期
的
に
見
直
す
こ
と
。 

こ
の
他
、
各
大
学
は
、
大
学
の
実
情
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
も
継
続
的
に

対
応
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

⑴ 

試
験
実
施
当
日
の
試
験
場
周
辺
や
試
験
場
内
に
お
い
て
、
受
験
者
等
が
万
が
一
、
不
審

者
や
不
審
物
を
発
見
し
た
場
合
に
、
そ
の
通
報
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
お
く
こ

と
。 

⑵ 

自
然
災
害
や
人
為
災
害
な
ど
不
測
の
事
態
に
よ
り
、
試
験
に
遅
刻
し
た
者
又
は
受
験
す 

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
が
い
る
場
合
に
は
、
試
験
時
間
の
繰
り
下
げ
や
別
日
程
へ
の 

振
替
等
の
対
象
と
す
る
な
ど
、
当
該
受
験
者
の
受
験
機
会
の
確
保
等
に
配
慮
す
る
こ
と
。 
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要
す
る
観
点
（
例
え
ば
、
手
の
位
置
、
受
験
生
の
目
線
等
）
を
踏
ま
え
、
監
督
者
等
に
周 

知
し
て
お
く
こ
と
。 

ま
た
、
大
学
の
実
情
に
応
じ
て
必
要
な
監
督
者
や
巡
視
を
補
助
す
る
人
員
を
確
保
す
る 

こ
と
。 

⑷ 

合
否
判
定
の
方
法
や
基
準
を
明
確
に
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
募
集
要
項
等
に
よ
り
公
表
し
、
そ

れ
を
遵
守
す
る
。
合
否
判
定
は
、
中
立
か
つ
公
平
・
公
正
な
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
教
授

会
や
入
試
委
員
会
等
の
合
議
制
の
会
議
体
で
行
い
、
そ
の
際
に
用
い
る
資
料
に
は
、
原
則
と
し

て
評
価
・
判
定
に
用
い
な
い
情
報
は
記
載
せ
ず
、
又
は
マ
ス
キ
ン
グ
を
施
す
等
の
配
慮
を
す
る
。

ま
た
、
補
欠
合
格
候
補
者
の
取
扱
い
及
び
繰
上
合
格
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
も
あ
ら
か
じ
め

定
め
て
お
く
。
な
お
、
合
理
的
配
慮
に
よ
る
代
替
措
置
等
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
評
価
方

法
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑸ 

次
の
よ
う
な
公
平
性
・
公
正
性
を
欠
く
不
適
切
な
合
否
判
定
は
行
わ
な
い
。 

① 

合
否
判
定
の
方
法
や
基
準
に
基
づ
か
ず
恣
意
的
に
特
定
の
受
験
者
を
合
格
又
は
不
合
格

と
し
た
り
、
そ
れ
ら
の
方
法
や
基
準
に
基
づ
き
決
定
し
た
成
績
の
順
番
を
恣
意
的
に
飛
ば

し
て
合
格
又
は
不
合
格
と
し
た
り
す
る
こ
と
。 

② 

合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
性
別
、
年
齢
、
現
役
・
既
卒
の
別
、
出
身
地
域
、
居

住
地
域
等
の
属
性
を
理
由
と
し
て
一
律
に
取
扱
い
の
差
異
を
設
け
る
こ
と
。 

こ
れ
ら
は
、
正
規
合
格
者
の
決
定
の
み
な
ら
ず
、
補
欠
合
格
候
補
者
の
決
定
や
繰
上
合
格

に
係
る
手
続
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

 
 

 

③ 

合
理
的
配
慮
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
入
学
試
験
の
結
果
を
減
点
す
る
こ
と
や
、

特
定
の
科
目
が
免
除
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
せ
ず
に
一
律
に

合
計
点
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
配
慮
を
受
け
た
受
験
生
に
対
し
て
不
利
な

扱
い
を
す
る
こ
と
。 

⑹ 

大
学
が
受
験
の
勧
誘
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
合
格
を
確
約
す
る
も
の

と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。 

⑺ 

合
格
発
表
前
に
個
別
に
受
験
者
の
保
護
者
等
の
関
係
者
と
接
触
す
る
な
ど
、
入
学
者
選
抜

の
公
平
性
・
公
正
性
を
損
な
う
よ
う
な
行
為
は
厳
に
慎
み
、
万
一
、
特
定
の
受
験
者
に
対
す

る
特
別
な
優
遇
や
配
慮
を
求
め
る
外
部
か
ら
の
働
き
か
け
や
申
出
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、 

大
学
と
し
て
入
学
者
選
抜
の
公
平
性
・
公
正
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
毅
然
と
対
応
す

る
。 

５ 
I
C
T

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
試
験
の
実
施 

 
 

入
学
志
願
者
の
居
住
地
や
各
大
学
の
実
情
等
に
応
じ
、I

C
T

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
試
験
の
実
施
（
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
個
別
面
接
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ン
ラ
イ
ン
模

擬
授
業
を
受
講
し
た
上
で
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
、
実
技
動
画
の
提
出
等
）

等
の
工
夫
を
す
る
場
合
に
は
、
入
学
志
願
者
に
よ
る
利
用
環
境
の
差
異
や
技
術
的
な
不
具
合
の

発
生
等
に
よ
っ
て
、
特
定
の
入
学
志
願
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
例
え
ば
次
の

よ
う
な
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、
受
験
者
の
不
正
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
不
正
行
為

の
内
容
及
び
罰
則
等
に
つ
い
て
、
募
集
要
項
に
明
記
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
う
。 

⑴ 

通
信
環
境
の
不
具
合
が
生
じ
、
試
験
続
行
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
当
日
の
時
間
を
繰
下 

げ
、
又
は
予
備
日
を
設
け
て
選
抜
を
行
う
。 

⑵ 

入
学
志
願
者
が
通
信
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
大
学
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受 

験
も
可
能
と
す
る
。 

 

⑶ 

大
学
に
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
な
ど
の
連
絡
窓
口
を
設
け
、
不
測
の
事
態
に
個
別
に
対
応
で
き 

る
よ
う
に
す
る
。 

⑷ 
I
C
T

を
活
用
し
て
選
抜
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
、
障
害
等
の
あ
る
入
学
志
願
者
に
必
要 

な
合
理
的
な
配
慮
を
行
う
。 

 

６ 

災
害
等
の
不
測
の
事
態
へ
の
対
応 

各
大
学
は
、
入
学
志
願
者
の
進
学
の
機
会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
自
然
災
害
や
人
為
災

害
、
感
染
症
の
全
国
的
な
拡
大
等
に
よ
り
所
定
の
日
程
に
よ
る
試
験
実
施
が
困
難
と
な
る
等
の

不
測
の
事
態
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
入
学
志
願
者
へ
の
連
絡
方
法
や
問
い
合
わ
せ
窓
口

の
設
置
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の
構
築
、
相
当
数
の
者
が
当
日
に
受
験
で
き
な
か

っ
た
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
・
準
備
を
行
う
。 

特
に
、
受
験
者
が
安
心
し
て
受
験
に
臨
め
る
よ
う
、
各
大
学
は
次
の
こ
と
に
取
組
む
こ
と
。 

⑴ 

試
験
実
施
当
日
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
や
受
験
者
が
利
用
す
る 

公
共
交
通
機
関
等
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
。 

⑵ 

試
験
実
施
日
に
は
、
入
試
方
法
や
受
験
者
数
な
ど
大
学
の
実
情
に
応
じ
て
、
教
職
員
の 

 

 

活
用
も
含
め
、
必
要
な
警
備
要
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
試
験
場
周
辺
や
試
験
場
内
の

十
分
な
巡
回
に
努
め
る
こ
と
。 

⑶ 

警
察
や
消
防
等
の
協
力
の
下
、
警
備
体
制
や
救
助
要
請
等
に
関
す
る
危
機
事
象
発
生
時 

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し
、
定
期
的
に
見
直
す
こ
と
。 

こ
の
他
、
各
大
学
は
、
大
学
の
実
情
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
も
継
続
的
に

対
応
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

⑴ 

試
験
実
施
当
日
の
試
験
場
周
辺
や
試
験
場
内
に
お
い
て
、
受
験
者
等
が
万
が
一
、
不
審

者
や
不
審
物
を
発
見
し
た
場
合
に
、
そ
の
通
報
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
お
く
こ

と
。 

⑵ 

自
然
災
害
や
人
為
災
害
な
ど
不
測
の
事
態
に
よ
り
、
試
験
に
遅
刻
し
た
者
又
は
受
験
す 

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
が
い
る
場
合
に
は
、
試
験
時
間
の
繰
り
下
げ
や
別
日
程
へ
の 

振
替
等
の
対
象
と
す
る
な
ど
、
当
該
受
験
者
の
受
験
機
会
の
確
保
等
に
配
慮
す
る
こ
と
。 
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７ 

感
染
症
対
策 

受
験
者
が
安
心
し
て
受
験
に
臨
め
る
よ
う
、
各
大
学
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
、
個
別
学

力
検
査
等
の
実
施
時
期
に
お
け
る
感
染
症
の
流
行
状
況
等
を
踏
ま
え
、
換
気
の
確
保
や
手
洗
い

等
の
手
指
衛
生
の
励
行
な
ど
感
染
症
の
特
徴
に
応
じ
た
感
染
症
対
策
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。 

８ 

専
門
職
大
学
及
び
専
門
職
短
期
大
学
の
入
学
者
選
抜 

専
門
職
大
学
及
び
専
門
職
短
期
大
学
の
入
学
者
選
抜
は
、「
専
門
職
大
学
設
置
基
準
」（
平
成
二

九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
三
号
）
、「
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
」（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学

省
令
第
三
四
号
）
及
び
「
専
門
職
大
学
及
び
専
門
職
短
期
大
学
の
制
度
化
等
に
係
る
学
校
教
育
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
公
布
に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
付
け
二
九
文

科
高
第
五
四
二
号
文
部
科
学
事
務
次
官
通
知
）
を
踏
ま
え
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

国
際
連
携
学
科
の
入
学
者
選
抜 

⑴ 

外
国
の
大
学
と
連
携
し
て
教
育
研
究
を
実
施
す
る
た
め
の
学
科
（
以
下
「
国
際
連
携
学
科
」

と
い
う
。
）
の
学
生
は
、
我
が
国
の
大
学
と
国
際
連
携
学
科
に
お
い
て
連
携
し
て
教
育
研
究
を

実
施
す
る
一
以
上
の
外
国
の
大
学
（
以
下
「
連
携
外
国
大
学
」
と
い
う
。
）
と
の
二
重
在
籍
と

な
る
こ
と
か
ら
、
学
校
教
育
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
規
定
す
る
我
が
国
の
大
学
へ
の
入
学
資

格
を
満
た
す
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、
連
携
外
国
大
学
に
お
け
る
入
学
資
格
に
つ
い
て
も
満
た

す
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
。 

⑵ 

国
際
連
携
学
科
の
入
学
者
選
抜
は
、
本
要
項
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
国
際
連
携
学
科
の
入

学
者
選
抜
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
大
学
と
連
携
外
国
大
学
と
の
協
議
に
よ
り

定
め
、
適
切
に
実
施
す
る
。
特
に
、
入
学
者
選
抜
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
入
学
志
願
者

保
護
の
観
点
か
ら
可
能
な
限
り
早
期
の
周
知
に
努
め
る
。 

10 

外
国
人
を
対
象
と
し
た
入
試 

⑴ 

私
費
外
国
人
留
学
生
の
入
試
に
当
た
っ
て
は
、「
外
国
人
留
学
生
の
適
切
な
受
入
れ
及
び
在

籍
管
理
の
徹
底
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」（
令
和
六
年
四
月
四
日
付
六
高
参
国
第
四
号
文
部
科
学

省
高
等
教
育
局
参
事
官
（
国
際
担
当
）
通
知
）
に
基
づ
き
、
入
学
志
願
者
が
真
に
修
学
を
目
的

と
し
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
の
十
分
な
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
有
し
て
い
る
か
を
適
切

に
判
定
す
る
こ
と
。
特
に
、
日
本
語
な
ど
必
要
な
能
力
の
基
準
（
日
本
語
で
授
業
を
行
う
場
合
、

日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
２
レ
ベ
ル
相
当
以
上
が
目
安
）
を
明
確
化
し
、
適
正
な
水
準
を
維
持
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
交
流
等
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生

支
援
機
構
が
実
施
す
る
「
日
本
留
学
試
験
」
の
積
極
的
な
活
用
や
、
当
該
試
験
を
利
用
し
た
渡

日
前
入
学
許
可
の
実
施
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

特
に
入
学
志
願
者
に
か
か
る
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
外
国
人
入
学
志
願
者
の
選
抜
に
つ 

 
 
 

い
て
は
、I

C
T

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
試
験
の
実
施
等
の
工
夫
に
よ
り
、
可
能
な 

 
 
 

 
 
 

限
り
渡
航
を
伴
わ
な
い
方
法
に
よ
り
実
施
す
る
な
ど
の
工
夫
に
配
慮
す
る
。 

 
 

⑵ 

個
別
学
力
検
査
の
実
施
教
科
・
科
目
及
び
試
験
方
法
等
の
決
定
・
発
表
は
、
試
験
期
日
の 

六
ヶ
月
以
上
前
に
行
う
と
と
も
に
募
集
要
項
の
発
表
も
出
願
に
必
要
な
期
間
を
考
慮
し
て
行 

う
。 

⑶ 

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
取
得
者
、
ア
ビ
ト
ゥ
ア
資
格
取
得
者
、
バ
カ
ロ
レ
ア
（
フ
ラ
ン
ス
共

和
国
）
資
格
取
得
者
及
び
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
ト
・
オ
ブ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
レ
ベ
ル
資
格
取
得
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
国
内
で
取
得
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
外
国
に
お
い
て
取
得
し
た
場
合
と
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 
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そ
の
他 

⑴ 

各
大
学
は
、
入
試
に
関
す
る
研
究
委
員
会
を
設
け
、
入
学
者
の
追
跡
調
査
等
に
よ
り
、
選
抜

の
妥
当
性
・
信
頼
性
の
検
証
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
入
試
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑵ 

学
校
推
薦
型
選
抜
等
の
実
施
に
際
し
て
は
、
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
の
み
な
ら
ず
、

高
等
部
を
置
く
特
別
支
援
学
校
及
び
我
が
国
の
高
等
学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
又
は
相
当

す
る
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
又
は
指
定
し
た
在
外
教
育
施
設
並

び
に
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
専
修
学
校
高
等
課
程
の
学
科
の
出
身
者
等
に
つ
い
て

も
対
象
と
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。 

⑶ 

各
大
学
は
、
入
学
手
続
を
と
っ
た
者
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
、
こ
れ
ら
の
者
の
出
身
高
等
学

校
と
協
力
し
つ
つ
、
入
学
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
課
す
な
ど
、
入
学
後
の
学
修
の
た
め

の
準
備
を
あ
ら
か
じ
め
講
ず
る
よ
う
努
め
る
。
特
に
十
二
月
以
前
に
入
学
手
続
を
と
っ
た
者

に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。 

ま
た
、
学
校
推
薦
型
選
抜
の
場
合
、
高
等
学
校
に
よ
る
推
薦
段
階
だ
け
で
は
な
く
、
合
格
決

定
後
も
、
推
薦
を
行
っ
た
高
等
学
校
の
指
導
の
下
に
、
例
え
ば
、
入
学
予
定
者
に
対
し
て
大
学

入
学
ま
で
の
学
習
計
画
を
立
て
さ
せ
、
そ
の
取
組
状
況
等
を
、
高
等
学
校
を
通
じ
大
学
に
報
告

さ
せ
る
な
ど
、
高
大
連
携
し
た
取
組
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

な
お
、
当
該
措
置
を
講
じ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
募
集
要
項
に
記
述
す
る
。
そ
の
際
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
の
関
連
に
留
意
す
る
。 

⑷ 

秋
季
入
学
等
、
四
月
以
外
の
入
学
時
期
に
係
る
大
学
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
当
た
り
、
募

集
人
員
の
規
模
、
選
抜
時
期
、
募
集
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
本
要
項
を
踏
ま
え
て
各
大
学
に

お
い
て
適
切
に
判
断
す
る
と
と
も
に
、
各
大
学
は
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
に

応
じ
て
選
抜
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
主
と
し
て
書
類
審
査
、
面
接
等
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
っ

た
方
法
を
用
い
る
な
ど
、
入
試
方
法
の
多
様
化
、
評
価
尺
度
の
多
元
化
に
努
め
る
こ
と
に
よ

り
、
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
。 

第
十
四 

備
考 

こ
の
要
項
は
、
令
和
六
年
度
に
実
施
す
る
令
和
七
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
に
適
用
す
る
。 
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７ 

感
染
症
対
策 

受
験
者
が
安
心
し
て
受
験
に
臨
め
る
よ
う
、
各
大
学
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
、
個
別
学

力
検
査
等
の
実
施
時
期
に
お
け
る
感
染
症
の
流
行
状
況
等
を
踏
ま
え
、
換
気
の
確
保
や
手
洗
い

等
の
手
指
衛
生
の
励
行
な
ど
感
染
症
の
特
徴
に
応
じ
た
感
染
症
対
策
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。 

８ 

専
門
職
大
学
及
び
専
門
職
短
期
大
学
の
入
学
者
選
抜 

専
門
職
大
学
及
び
専
門
職
短
期
大
学
の
入
学
者
選
抜
は
、「
専
門
職
大
学
設
置
基
準
」（
平
成
二

九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
三
号
）
、「
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
」（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学

省
令
第
三
四
号
）
及
び
「
専
門
職
大
学
及
び
専
門
職
短
期
大
学
の
制
度
化
等
に
係
る
学
校
教
育
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
公
布
に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
付
け
二
九
文

科
高
第
五
四
二
号
文
部
科
学
事
務
次
官
通
知
）
を
踏
ま
え
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

国
際
連
携
学
科
の
入
学
者
選
抜 

⑴ 

外
国
の
大
学
と
連
携
し
て
教
育
研
究
を
実
施
す
る
た
め
の
学
科
（
以
下
「
国
際
連
携
学
科
」

と
い
う
。
）
の
学
生
は
、
我
が
国
の
大
学
と
国
際
連
携
学
科
に
お
い
て
連
携
し
て
教
育
研
究
を

実
施
す
る
一
以
上
の
外
国
の
大
学
（
以
下
「
連
携
外
国
大
学
」
と
い
う
。
）
と
の
二
重
在
籍
と

な
る
こ
と
か
ら
、
学
校
教
育
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
規
定
す
る
我
が
国
の
大
学
へ
の
入
学
資

格
を
満
た
す
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、
連
携
外
国
大
学
に
お
け
る
入
学
資
格
に
つ
い
て
も
満
た

す
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
。 

⑵ 

国
際
連
携
学
科
の
入
学
者
選
抜
は
、
本
要
項
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
国
際
連
携
学
科
の
入

学
者
選
抜
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
大
学
と
連
携
外
国
大
学
と
の
協
議
に
よ
り

定
め
、
適
切
に
実
施
す
る
。
特
に
、
入
学
者
選
抜
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
入
学
志
願
者

保
護
の
観
点
か
ら
可
能
な
限
り
早
期
の
周
知
に
努
め
る
。 

10 

外
国
人
を
対
象
と
し
た
入
試 

⑴ 

私
費
外
国
人
留
学
生
の
入
試
に
当
た
っ
て
は
、「
外
国
人
留
学
生
の
適
切
な
受
入
れ
及
び
在

籍
管
理
の
徹
底
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」（
令
和
六
年
四
月
四
日
付
六
高
参
国
第
四
号
文
部
科
学

省
高
等
教
育
局
参
事
官
（
国
際
担
当
）
通
知
）
に
基
づ
き
、
入
学
志
願
者
が
真
に
修
学
を
目
的

と
し
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
の
十
分
な
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
を
有
し
て
い
る
か
を
適
切

に
判
定
す
る
こ
と
。
特
に
、
日
本
語
な
ど
必
要
な
能
力
の
基
準
（
日
本
語
で
授
業
を
行
う
場
合
、

日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
２
レ
ベ
ル
相
当
以
上
が
目
安
）
を
明
確
化
し
、
適
正
な
水
準
を
維
持
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
交
流
等
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生

支
援
機
構
が
実
施
す
る
「
日
本
留
学
試
験
」
の
積
極
的
な
活
用
や
、
当
該
試
験
を
利
用
し
た
渡

日
前
入
学
許
可
の
実
施
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

特
に
入
学
志
願
者
に
か
か
る
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
外
国
人
入
学
志
願
者
の
選
抜
に
つ 

 
 
 

い
て
は
、I

C
T

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
試
験
の
実
施
等
の
工
夫
に
よ
り
、
可
能
な 

 
 
 

 
 
 

限
り
渡
航
を
伴
わ
な
い
方
法
に
よ
り
実
施
す
る
な
ど
の
工
夫
に
配
慮
す
る
。 

 
 

⑵ 

個
別
学
力
検
査
の
実
施
教
科
・
科
目
及
び
試
験
方
法
等
の
決
定
・
発
表
は
、
試
験
期
日
の 

六
ヶ
月
以
上
前
に
行
う
と
と
も
に
募
集
要
項
の
発
表
も
出
願
に
必
要
な
期
間
を
考
慮
し
て
行 

う
。 

⑶ 

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
取
得
者
、
ア
ビ
ト
ゥ
ア
資
格
取
得
者
、
バ
カ
ロ
レ
ア
（
フ
ラ
ン
ス
共

和
国
）
資
格
取
得
者
及
び
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
ト
・
オ
ブ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
レ
ベ
ル
資
格
取
得
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
国
内
で
取
得
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
外
国
に
お
い
て
取
得
し
た
場
合
と
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

11 

そ
の
他 

⑴ 

各
大
学
は
、
入
試
に
関
す
る
研
究
委
員
会
を
設
け
、
入
学
者
の
追
跡
調
査
等
に
よ
り
、
選
抜

の
妥
当
性
・
信
頼
性
の
検
証
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
入
試
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

⑵ 

学
校
推
薦
型
選
抜
等
の
実
施
に
際
し
て
は
、
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
の
み
な
ら
ず
、

高
等
部
を
置
く
特
別
支
援
学
校
及
び
我
が
国
の
高
等
学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
又
は
相
当

す
る
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
又
は
指
定
し
た
在
外
教
育
施
設
並

び
に
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
専
修
学
校
高
等
課
程
の
学
科
の
出
身
者
等
に
つ
い
て

も
対
象
と
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。 

⑶ 

各
大
学
は
、
入
学
手
続
を
と
っ
た
者
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
、
こ
れ
ら
の
者
の
出
身
高
等
学

校
と
協
力
し
つ
つ
、
入
学
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
課
す
な
ど
、
入
学
後
の
学
修
の
た
め

の
準
備
を
あ
ら
か
じ
め
講
ず
る
よ
う
努
め
る
。
特
に
十
二
月
以
前
に
入
学
手
続
を
と
っ
た
者

に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。 

ま
た
、
学
校
推
薦
型
選
抜
の
場
合
、
高
等
学
校
に
よ
る
推
薦
段
階
だ
け
で
は
な
く
、
合
格
決

定
後
も
、
推
薦
を
行
っ
た
高
等
学
校
の
指
導
の
下
に
、
例
え
ば
、
入
学
予
定
者
に
対
し
て
大
学

入
学
ま
で
の
学
習
計
画
を
立
て
さ
せ
、
そ
の
取
組
状
況
等
を
、
高
等
学
校
を
通
じ
大
学
に
報
告

さ
せ
る
な
ど
、
高
大
連
携
し
た
取
組
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

な
お
、
当
該
措
置
を
講
じ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
募
集
要
項
に
記
述
す
る
。
そ
の
際
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
の
関
連
に
留
意
す
る
。 

⑷ 

秋
季
入
学
等
、
四
月
以
外
の
入
学
時
期
に
係
る
大
学
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
当
た
り
、
募

集
人
員
の
規
模
、
選
抜
時
期
、
募
集
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
本
要
項
を
踏
ま
え
て
各
大
学
に

お
い
て
適
切
に
判
断
す
る
と
と
も
に
、
各
大
学
は
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
等
に

応
じ
て
選
抜
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
主
と
し
て
書
類
審
査
、
面
接
等
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
っ

た
方
法
を
用
い
る
な
ど
、
入
試
方
法
の
多
様
化
、
評
価
尺
度
の
多
元
化
に
努
め
る
こ
と
に
よ

り
、
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
。 

第
十
四 

備
考 

こ
の
要
項
は
、
令
和
六
年
度
に
実
施
す
る
令
和
七
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
に
適
用
す
る
。 
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な
お
、
こ
の
要
項
に
よ
り
実
施
し
難
い
事
情
の
あ
る
大
学
は
、
募
集
要
項
の
発
表
前
に
、
（
募
集
要

項
の
発
表
後
に
募
集
要
項
の
と
お
り
実
施
し
難
い
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
）
文
部
科

学
省
高
等
教
育
局
大
学
教
育
・
入
試
課
大
学
入
試
室
に
連
絡
す
る
。 
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事
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や
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文
部
科
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学
入
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連
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〇 

大
学
院
入
学
者
選
抜
実
施
要
項 

令

和

六

年

十

二

月

二

十

日 

六

文

科

高

第

一

五

二

六

号 

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知 

 

大
学
院
入
学
者
の
選
抜
は
、
大
学
院
の
課
程
を
履
修
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
と
素
質
の
あ
る
者

を
、
各
大
学
院
が
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
六
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
卒
業
認
定
・
学
位
授
与

の
方
針
（
以
下
「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
や
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
（
以
下

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
定
め
る
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
以
下
「
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
に
よ
っ
て
、
受
験
機

会
や
入
試
方
法
に
お
け
る
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
を
図
り
つ
つ
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

そ
の
際
、
各
大
学
院
は
、
年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無
、
国
籍
、
経
済
状
況
、
居
住
地
域
等
に
関
し

て
多
様
な
背
景
を
持
っ
た
学
生
の
受
入
れ
に
配
慮
す
る
。 

 第
一 

募
集
人
員 

募
集
す
る
人
員
は
、
所
定
の
入
学
定
員
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

第
二 

出
願
資
格 

大
学
院
に
入
学
を
志
願
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
の
入
学
資
格

を
有
す
る
者
及
び
大
学
院
入
学
の
前
ま
で
に
入
学
資
格
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
見
込
み
の
者
と
す

る
。 

第
三 

試
験
期
日 

１ 

試
験
期
日
は
、
原
則
と
し
て
学
生
が
入
学
す
る
年
度
の
前
年
度
の
七
月
以
降
当
該
年
度
中
の

期
日
で
、
各
大
学
院
が
適
宜
定
め
る
。 

２ 

秋
季
入
学
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
学
生
が
入
学
す
る
年
度
中
の
期
日
に
試
験
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

入
学
願
書
受
付
期
間
及
び
合
格
者
の
決
定
発
表
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
試
験
期
日
に
応
じ
て

各
大
学
院
が
適
宜
定
め
る
。 

第
四 

入
試
方
法 

入
学
者
の
選
抜
は
、
学
力
検
査
※

、
口
頭
試
問
、
面
接
、
志
望
理
由
書
、
成
績
証
明
書
等
大
学
院

が
適
当
と
認
め
る
資
料
に
よ
り
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
、
学
修
の
成
果
等
を
多
面

的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
入
試
方
法
に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 

※
専
門
科
目
の
筆
記
試
験
等 

ま
た
、
上
記
の
入
試
方
法
に
つ
い
て
、
各
大
学
院
の
判
断
に
よ
り
、
入
学
者
の
多
様
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
入
学
定
員
の
一
部
に
つ
い
て
多
様
な
入
学
者
の
選
抜
を
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
出
身
大
学
の
指
導
教
員
の
推
薦
状
及
び
社
会
人
志
願
者
の
場
合
の
勤
務
先
上
司
等
の
推
薦

状
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
入
学
者
選
抜
の
必
要
資
料
と
は
せ
ず
、
提
出
す
る
か
否
か
は
志
願

者
の
任
意
に
ゆ
だ
ね
る
任
意
提
出
資
料
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。 

第
五 

募
集
要
項
等 

１ 

各
大
学
院
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
募
集
人
員
、
出
願
要
件
、
出
願
手
続
、
試
験

期
日
、
試
験
方
法
、
試
験
場
、
入
学
検
定
料
そ
の
他
入
学
に
要
す
る
経
費
等
出
願
に
必
要
な
事
項

を
記
載
し
た
募
集
要
項
を
、
遅
く
と
も
試
験
期
日
の
二
か
月
前
ま
で
に
発
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

募
集
要
項
な
ど
大
学
院
の
学
生
募
集
に
関
す
る
事
項
は
、
国
内
外
の
学
生
の
流
動
性
の
向
上

及
び
社
会
人
の
受
験
機
会
の
確
保
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
で
き
る
だ
け
情
報
提
供
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。 

３ 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
七
二
条
の
二
各
項
に
基
づ
き
、
入
学
志
願
者
の
進
路
選
択
に
資

す
る
情
報
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
、
学
位
授
与
の
状
況
や
修

了
者
の
進
路
状
況
な
ど
）
を
適
切
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
六 

出
願
手
続 

入
学
志
願
者
は
、
出
願
書
類
を
取
り
そ
ろ
え
、
志
願
大
学
院
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
七 

注
意
事
項 

１ 

障
害
の
あ
る
者
へ
の
配
慮 

障
害
の
あ
る
入
学
志
願
者
に
対
し
て
は
、
「
障
害
者
基
本
法
」
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
四

号
）
や
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

六
五
号
）
の
趣
旨
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
そ
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
、
学
修
の
成
果
等
を
適
切

に
評
価
・
判
定
す
る
た
め
に
必
要
な
合
理
的
配
慮
を
行
い
、
障
害
の
な
い
学
生
に
比
べ
て
不
利

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。 

ま
た
、
合
理
的
配
慮
の
内
容
を
決
定
す
る
際
に
は
、
障
害
の
あ
る
入
学
志
願
者
一
人
一
人
の

個
別
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
建
設
的
対
話
を
行
う
こ
と
と
し
、
事
前
相
談
の
時
期
や
方
法
に
つ

い
て
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
相
談
窓
口
や
支
援
担
当
部
署
等
を
設
置
す
る
な
ど
事
前
相
談
体
制
の

構
築
・
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
申
請
手
続
き
を
明
確
に
示
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

な
お
、
入
試
に
お
け
る
配
慮
の
内
容
や
受
入
実
績
を
募
集
要
項
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
掲
載
す
る
な
ど
、
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
つ
つ
広
く
情
報
を
公
開
す
る

こ
と
。 

２ 

入
試
情
報
の
取
扱
い 

学
力
検
査
に
お
け
る
試
験
問
題
や
そ
の
解
答
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
七

二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
（
令
和
六
年
九
月
三
十
日
公
布
、
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
）
に
基

づ
き
、
入
学
志
願
者
の
進
路
選
択
に
資
す
る
こ
と
を
期
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も

の
と
す
る
。 
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〇 

大
学
院
入
学
者
選
抜
実
施
要
項 

令

和

六

年

十

二

月

二

十

日 

六

文

科

高

第

一

五

二

六

号 

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
通
知 

 

大
学
院
入
学
者
の
選
抜
は
、
大
学
院
の
課
程
を
履
修
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
と
素
質
の
あ
る
者

を
、
各
大
学
院
が
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
六
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
卒
業
認
定
・
学
位
授
与

の
方
針
（
以
下
「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
や
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
（
以
下

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
定
め
る
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
以
下
「
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
に
よ
っ
て
、
受
験
機

会
や
入
試
方
法
に
お
け
る
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
を
図
り
つ
つ
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

そ
の
際
、
各
大
学
院
は
、
年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無
、
国
籍
、
経
済
状
況
、
居
住
地
域
等
に
関
し

て
多
様
な
背
景
を
持
っ
た
学
生
の
受
入
れ
に
配
慮
す
る
。 

 第
一 

募
集
人
員 

募
集
す
る
人
員
は
、
所
定
の
入
学
定
員
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

第
二 

出
願
資
格 

大
学
院
に
入
学
を
志
願
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
の
入
学
資
格

を
有
す
る
者
及
び
大
学
院
入
学
の
前
ま
で
に
入
学
資
格
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
見
込
み
の
者
と
す

る
。 

第
三 

試
験
期
日 

１ 

試
験
期
日
は
、
原
則
と
し
て
学
生
が
入
学
す
る
年
度
の
前
年
度
の
七
月
以
降
当
該
年
度
中
の

期
日
で
、
各
大
学
院
が
適
宜
定
め
る
。 

２ 

秋
季
入
学
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
学
生
が
入
学
す
る
年
度
中
の
期
日
に
試
験
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

入
学
願
書
受
付
期
間
及
び
合
格
者
の
決
定
発
表
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
試
験
期
日
に
応
じ
て

各
大
学
院
が
適
宜
定
め
る
。 

第
四 

入
試
方
法 

入
学
者
の
選
抜
は
、
学
力
検
査
※

、
口
頭
試
問
、
面
接
、
志
望
理
由
書
、
成
績
証
明
書
等
大
学
院

が
適
当
と
認
め
る
資
料
に
よ
り
、
入
学
志
願
者
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
、
学
修
の
成
果
等
を
多
面

的
・
総
合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
入
試
方
法
に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 

※
専
門
科
目
の
筆
記
試
験
等 

ま
た
、
上
記
の
入
試
方
法
に
つ
い
て
、
各
大
学
院
の
判
断
に
よ
り
、
入
学
者
の
多
様
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
入
学
定
員
の
一
部
に
つ
い
て
多
様
な
入
学
者
の
選
抜
を
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
出
身
大
学
の
指
導
教
員
の
推
薦
状
及
び
社
会
人
志
願
者
の
場
合
の
勤
務
先
上
司
等
の
推
薦

状
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
入
学
者
選
抜
の
必
要
資
料
と
は
せ
ず
、
提
出
す
る
か
否
か
は
志
願

者
の
任
意
に
ゆ
だ
ね
る
任
意
提
出
資
料
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。 

第
五 

募
集
要
項
等 

１ 

各
大
学
院
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
募
集
人
員
、
出
願
要
件
、
出
願
手
続
、
試
験

期
日
、
試
験
方
法
、
試
験
場
、
入
学
検
定
料
そ
の
他
入
学
に
要
す
る
経
費
等
出
願
に
必
要
な
事
項

を
記
載
し
た
募
集
要
項
を
、
遅
く
と
も
試
験
期
日
の
二
か
月
前
ま
で
に
発
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

募
集
要
項
な
ど
大
学
院
の
学
生
募
集
に
関
す
る
事
項
は
、
国
内
外
の
学
生
の
流
動
性
の
向
上

及
び
社
会
人
の
受
験
機
会
の
確
保
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
で
き
る
だ
け
情
報
提
供
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。 

３ 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
七
二
条
の
二
各
項
に
基
づ
き
、
入
学
志
願
者
の
進
路
選
択
に
資

す
る
情
報
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
、
学
位
授
与
の
状
況
や
修

了
者
の
進
路
状
況
な
ど
）
を
適
切
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
六 

出
願
手
続 

入
学
志
願
者
は
、
出
願
書
類
を
取
り
そ
ろ
え
、
志
願
大
学
院
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
七 

注
意
事
項 

１ 

障
害
の
あ
る
者
へ
の
配
慮 

障
害
の
あ
る
入
学
志
願
者
に
対
し
て
は
、
「
障
害
者
基
本
法
」
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
四

号
）
や
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

六
五
号
）
の
趣
旨
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
そ
の
能
力
・
意
欲
・
適
性
、
学
修
の
成
果
等
を
適
切

に
評
価
・
判
定
す
る
た
め
に
必
要
な
合
理
的
配
慮
を
行
い
、
障
害
の
な
い
学
生
に
比
べ
て
不
利

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。 

ま
た
、
合
理
的
配
慮
の
内
容
を
決
定
す
る
際
に
は
、
障
害
の
あ
る
入
学
志
願
者
一
人
一
人
の

個
別
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
建
設
的
対
話
を
行
う
こ
と
と
し
、
事
前
相
談
の
時
期
や
方
法
に
つ

い
て
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
相
談
窓
口
や
支
援
担
当
部
署
等
を
設
置
す
る
な
ど
事
前
相
談
体
制
の

構
築
・
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
申
請
手
続
き
を
明
確
に
示
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

な
お
、
入
試
に
お
け
る
配
慮
の
内
容
や
受
入
実
績
を
募
集
要
項
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
掲
載
す
る
な
ど
、
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
つ
つ
広
く
情
報
を
公
開
す
る

こ
と
。 

２ 

入
試
情
報
の
取
扱
い 

学
力
検
査
に
お
け
る
試
験
問
題
や
そ
の
解
答
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
七

二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
（
令
和
六
年
九
月
三
十
日
公
布
、
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
）
に
基

づ
き
、
入
学
志
願
者
の
進
路
選
択
に
資
す
る
こ
と
を
期
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も

の
と
す
る
。 
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① 

試
験
問
題
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

② 

解
答
又
は
解
答
例
等
及
び
出
題
の
意
図
（
少
な
く
と
も
学
力
検
査
に
係
る
科
目
ご
と
）

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

上
記
の
ほ
か
、
小
論
文
の
テ
ー
マ
や
口
頭
試
問
の
内
容
等
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
公
表
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

な
お
、
試
験
問
題
中
の
著
作
物
の
権
利
処
理
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
著
作
物
名
を
記
述

す
る
こ
と
等
に
よ
り
問
題
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
努
め
る
。 

ま
た
、
合
格
者
の
氏
名
や
住
所
等
、
選
抜
を
通
じ
て
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
漏

洩
や
選
抜
以
外
の
目
的
の
利
用
等
が
な
い
よ
う
、
そ
の
保
護
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
適
切
な
取

扱
い
に
努
め
る
。 

３ 

入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
ミ
ス
の
防
止 

入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
ミ
ス
の
防
止
に
努
め
る
た
め
、
入
学
者
選
抜
業
務
の
プ
ロ
セ
ス

全
体
を
把
握
し
た
上
で
、
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

業
務
全
体
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
に
関
わ
る
者
の
責
務
を
明

確
に
し
、
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
行
う
よ
う
注
意
を
喚
起
す
る
。 

４ 

入
学
者
選
抜
の
公
平
性
・
公
正
性
確
保 

入
学
者
の
選
抜
は
中
立
か
つ
公
平
・
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
試
験
問
題
の
漏
洩

な
ど
入
学
者
選
抜
の
信
頼
性
を
損
な
う
事
態
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
学
長
を
中
心
と
し

た
責
任
体
制
の
明
確
化
、
入
試
担
当
教
職
員
の
選
任
に
お
け
る
適
格
性
の
確
保
、
研
修
の
実
施

な
ど
実
施
体
制
の
充
実
を
図
る
。 

ま
た
、
合
否
判
定
の
方
法
や
基
準
を
明
確
に
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
募
集
要
項
等
に
よ 

り
公
表
し
、
そ
れ
を
遵
守
す
る
。 

さ
ら
に
、
合
否
判
定
は
、
中
立
か
つ
公
平
・
公
正
な
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
教
授
会
や

入
試
委
員
会
等
の
会
議
体
で
行
い
、
事
後
の
検
証
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
評
価
の
プ
ロ
セ
ス
を

記
録
す
る
等
、
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。 

な
お
、
入
学
後
の
研
究
分
野
の
確
認
等
の
た
め
入
学
志
願
者
と
入
学
後
に
研
究
指

導
を
希
望
す
る
教
員
等
と
の
事
前
相
談
の
機
会
を
出
願
前
な
ど
に
設
け
る
場
合
に
は
、

公
平
性
・
公
正
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
事
前
相
談
の
範
囲
等
の
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
る

こ
と
。 

５ 

そ
の
他 

所
定
の
日
程
に
よ
る
試
験
実
施
が
困
難
と
な
る
よ
う
な
不
測
の
事
態
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
入
学
志
願
者
へ
の
連
絡
方
法
や
問
い
合
わ
せ
窓
口
の
設
置
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協

力
体
制
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
・
準
備
を
行
う
。 

第
八 

備
考 

 
 

そ
の
ほ
か
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
「
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」
の
当
該
記
載
も
参
考
に
対
応

す
る
も
の
と
す
る
。 

本
要
項
に
よ
り
実
施
し
難
い
事
情
の
あ
る
大
学
院
は
、
募
集
要
項
の
発
表
前
に
、（
募
集
要
項
の

発
表
後
に
募
集
要
項
の
と
お
り
実
施
し
難
い
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
）
大
学
入
試

室
に
連
絡
す
る
。 
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① 

試
験
問
題
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

② 

解
答
又
は
解
答
例
等
及
び
出
題
の
意
図
（
少
な
く
と
も
学
力
検
査
に
係
る
科
目
ご
と
）

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

上
記
の
ほ
か
、
小
論
文
の
テ
ー
マ
や
口
頭
試
問
の
内
容
等
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
公
表
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

な
お
、
試
験
問
題
中
の
著
作
物
の
権
利
処
理
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
著
作
物
名
を
記
述

す
る
こ
と
等
に
よ
り
問
題
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
努
め
る
。 

ま
た
、
合
格
者
の
氏
名
や
住
所
等
、
選
抜
を
通
じ
て
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
漏

洩
や
選
抜
以
外
の
目
的
の
利
用
等
が
な
い
よ
う
、
そ
の
保
護
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
適
切
な
取

扱
い
に
努
め
る
。 

３ 

入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
ミ
ス
の
防
止 

入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
ミ
ス
の
防
止
に
努
め
る
た
め
、
入
学
者
選
抜
業
務
の
プ
ロ
セ
ス

全
体
を
把
握
し
た
上
で
、
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

業
務
全
体
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
に
関
わ
る
者
の
責
務
を
明

確
に
し
、
責
任
を
持
っ
て
業
務
を
行
う
よ
う
注
意
を
喚
起
す
る
。 

４ 

入
学
者
選
抜
の
公
平
性
・
公
正
性
確
保 

入
学
者
の
選
抜
は
中
立
か
つ
公
平
・
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
試
験
問
題
の
漏
洩

な
ど
入
学
者
選
抜
の
信
頼
性
を
損
な
う
事
態
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
学
長
を
中
心
と
し

た
責
任
体
制
の
明
確
化
、
入
試
担
当
教
職
員
の
選
任
に
お
け
る
適
格
性
の
確
保
、
研
修
の
実
施

な
ど
実
施
体
制
の
充
実
を
図
る
。 

ま
た
、
合
否
判
定
の
方
法
や
基
準
を
明
確
に
定
め
、
あ
ら
か
じ
め
募
集
要
項
等
に
よ 

り
公
表
し
、
そ
れ
を
遵
守
す
る
。 

さ
ら
に
、
合
否
判
定
は
、
中
立
か
つ
公
平
・
公
正
な
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
教
授
会
や

入
試
委
員
会
等
の
会
議
体
で
行
い
、
事
後
の
検
証
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
評
価
の
プ
ロ
セ
ス
を

記
録
す
る
等
、
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。 

な
お
、
入
学
後
の
研
究
分
野
の
確
認
等
の
た
め
入
学
志
願
者
と
入
学
後
に
研
究
指

導
を
希
望
す
る
教
員
等
と
の
事
前
相
談
の
機
会
を
出
願
前
な
ど
に
設
け
る
場
合
に
は
、

公
平
性
・
公
正
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
事
前
相
談
の
範
囲
等
の
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
る

こ
と
。 

５ 

そ
の
他 

所
定
の
日
程
に
よ
る
試
験
実
施
が
困
難
と
な
る
よ
う
な
不
測
の
事
態
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
入
学
志
願
者
へ
の
連
絡
方
法
や
問
い
合
わ
せ
窓
口
の
設
置
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協

力
体
制
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
・
準
備
を
行
う
。 

第
八 

備
考 

 
 

そ
の
ほ
か
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
「
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」
の
当
該
記
載
も
参
考
に
対
応

す
る
も
の
と
す
る
。 

本
要
項
に
よ
り
実
施
し
難
い
事
情
の
あ
る
大
学
院
は
、
募
集
要
項
の
発
表
前
に
、（
募
集
要
項
の

発
表
後
に
募
集
要
項
の
と
お
り
実
施
し
難
い
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
）
大
学
入
試

室
に
連
絡
す
る
。 
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第
二
章 

入
学
資
格
・
編
入
学
資
格
関
係 

〇 
高
等
学
校
に
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
年
数
以
上
在
学
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
定
め

る
件 

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
百
六
十
七
号 

最
終
改
正 

平
三
一
・
一
・
三
一
文
科
告
一
三 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
四
条
第
五
号
の
規
定
に

よ
り
、
高
等
学
校
に
、
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
年
数
以
上
在
学
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
、
次
の
よ
う

に
指
定
す
る
。 

一 

高
等
学
校
及
び
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
五
十
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
学
校
並
び
に
同
条
第

三
号
に
掲
げ
る
施
設
並
び
に
同
条
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
課
程
に
通
算
し
て
二
年
以
上
在

学
し
た
者 

二 

外
国
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該
国
の
検
定
（
国
の
検
定
に
準
ず

る
も
の
を
含
む
。
）
に
合
格
し
た
者
で
、
十
七
歳
に
達
し
た
も
の 

 

附 

則 

１ 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

平
成
九
年
文
部
省
告
示
第
百
四
十
二
号
（
高
等
学
校
に
二
年
以
上
在
学
し
た
者
に
準
ず
る
者
を

定
め
る
件
）
は
、
廃
止
す
る
。 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
八
・
三
・
三
一
文
科
告
七
七
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
一
・
一
・
三
〇
文
科
告
一
三
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

〇 

専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
う
ち
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
入
学
に
関
し
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基

準
を
定
め
る
件 

平

成

十

七

年

九

月

九

日 

文
部
科
学
省
告
示
第
百
三
十
七
号 

最
終
改
正 

平
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
条
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
う
ち
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

修
業
年
限
が
三
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

二 

全
課
程
の
修
了
の
要
件
が
、
次
の
表
上
欄
に
掲
げ
る
学
科
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
欄
に
掲

げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

             

附 

則 

（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
一
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 
（
平
成
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
及
び
専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

専
修
学
校
設
置
基
準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
制
の
学

科 専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五

十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第

四
条
に
規
定
す
る
昼
間
学
科 

又
は
夜
間
等
学
科 

学
科
の
区
分 

単
位
制
に
よ
る
学
科
で
あ
る

も
の 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百

八
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
学
年
に
よ
る
教
育

課
程
の
区
分
を
設
け
な
い
学

科
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「
単
位
制
に
よ
る
学
科
」
と
い

う
。
）
で
あ
る
も
の
以
外
の
も

の 

全
過
程
の
修
了
に
必
要
な
総

単
位
数
が
七
十
四
単
位
以
上

で
あ
る
こ
と
。 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総

授
業
時
数
が
二
千
五
百
九
十

単
位
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

要 

件 
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第
二
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入
学
資
格
・
編
入
学
資
格
関
係 

〇 

高
等
学
校
に
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
年
数
以
上
在
学
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
定
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る
件 

平
成
十
三
年
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一
月
二
十
七
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文
部
科
学
省
告
示
第
百
六
十
七
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最
終
改
正 

平
三
一
・
一
・
三
一
文
科
告
一
三 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
四
条
第
五
号
の
規
定
に

よ
り
、
高
等
学
校
に
、
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
年
数
以
上
在
学
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
、
次
の
よ
う

に
指
定
す
る
。 

一 

高
等
学
校
及
び
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
五
十
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
学
校
並
び
に
同
条
第

三
号
に
掲
げ
る
施
設
並
び
に
同
条
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
課
程
に
通
算
し
て
二
年
以
上
在

学
し
た
者 

二 

外
国
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該
国
の
検
定
（
国
の
検
定
に
準
ず

る
も
の
を
含
む
。
）
に
合
格
し
た
者
で
、
十
七
歳
に
達
し
た
も
の 

 

附 

則 

１ 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

平
成
九
年
文
部
省
告
示
第
百
四
十
二
号
（
高
等
学
校
に
二
年
以
上
在
学
し
た
者
に
準
ず
る
者
を

定
め
る
件
）
は
、
廃
止
す
る
。 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
八
・
三
・
三
一
文
科
告
七
七
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
一
・
一
・
三
〇
文
科
告
一
三
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

〇 

専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
う
ち
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
入
学
に
関
し
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基

準
を
定
め
る
件 

平

成

十

七

年

九

月

九

日 

文
部
科
学
省
告
示
第
百
三
十
七
号 

最
終
改
正 

平
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
条
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
う
ち
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

修
業
年
限
が
三
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

二 

全
課
程
の
修
了
の
要
件
が
、
次
の
表
上
欄
に
掲
げ
る
学
科
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
欄
に
掲

げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

             

附 

則 

（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
一
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
平
成
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
及
び
専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

専
修
学
校
設
置
基
準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
制
の
学

科 専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五

十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第

四
条
に
規
定
す
る
昼
間
学
科 

又
は
夜
間
等
学
科 

学
科
の
区
分 

単
位
制
に
よ
る
学
科
で
あ
る

も
の 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百

八
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
学
年
に
よ
る
教
育

課
程
の
区
分
を
設
け
な
い
学

科
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「
単
位
制
に
よ
る
学
科
」
と
い

う
。
）
で
あ
る
も
の
以
外
の
も

の 

全
過
程
の
修
了
に
必
要
な
総

単
位
数
が
七
十
四
単
位
以
上

で
あ
る
こ
と
。 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総

授
業
時
数
が
二
千
五
百
九
十

単
位
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

要 

件 
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〇 

専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
。）の
専
攻
科
又
は
大
学
院
へ
の
入
学
に
関
し
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基
準
を
定
め
る
件 

平

成

十

七

年

九

月

九

日 

文
部
科
学
省
告
示
第
百
三
十
八
号 

最
終
改
正 

平
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の

規
定
に
基
づ
き
、
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
。
）
の
専
攻
科
又
は
大
学
院
へ
の
入
学
に
関
し
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

一 

修
業
年
限
が
四
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

二 

全
課
程
の
修
了
の
要
件
が
、
次
の
表
上
覧
に
掲
げ
る
学
科
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
覧
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

           三 

体
系
的
に
教
育
課
程
が
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

四 

試
験
等
に
よ
り
成
績
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
に
基
づ
い
て
課
程
の
修
了
の
認
定
を
行
っ
て
い

る
こ
と
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
一
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
及
び
専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

 

〇 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
を

指
定
す
る
件 

昭
和
五
十
六
年
十
月
三
日 

文
部
省
告
示
第
百
五
十
三
号 

最
終
改
正 

令
和
六
・
二
・
九
文
科
告
十 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
条
第
一
号
の
規
定
に
よ

り
、
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
次
の
よ
う

に
指
定
す
る
。 

 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
の
指
定
（
昭

和
五
十
四
年
文
部
省
告
示
第
百
四
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

一 

外
国
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該
国
の
検
定
（
国
の
検
定
に
準
ず

る
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
合
格
し
た
者
で
、
十
八
歳
に
達
し
た
も
の 

二 

外
国
に
お
い
て
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る
学
校
の
課
程
を
修
了
し
た
者
（
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該
国
の
検
定
に
合
格
し
た
者

を
含
む
。
）
で
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
し
た
我
が
国
の
大
学
に
入
学

す
る
た
め
の
準
備
教
育
を
行
う
課
程
又
は
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
し
た
我
が
国
に
お
い
て
生

活
す
る
た
め
に
必
要
な
日
本
語
の
教
育
及
び
我
が
国
の
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
必
要
な
教
科
に

係
る
教
育
を
も
っ
て
編
成
さ
れ
る
課
程
を
修
了
し
た
も
の 

三 

外
国
に
お
い
て
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る
学
校
の
課
程
（
そ
の
修
了
者
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育

に
お
け
る
十
一
年
以
上
の
課
程
を
修
了
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
大

臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
で
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
を
修
了
し

た
者 

四 

我
が
国
に
お
い
て
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る
外
国
の
学
校
の
課
程
（
そ
の
修
了
者
が
当
該
外
国
の

学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
と
同
等
の
課
程
を
有

す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
、

文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者 

五 

我
が
国
に
お
い
て
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る
外
国
の
学
校
の
課
程
（
そ
の
修
了
者
が
当
該
外
国
の

学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
と
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
同
等
の
課
程
を
有

す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
、

文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
で
、
第
二
号
の
準
備
教
育
を

行
う
課
程
を
修
了
し
た
も
の 

専
修
学
校
設
置
基
準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
制
の
学
科 

専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五

十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第

四
条
に
規
定
す
る
昼
間
学
科

又
は
夜
間
等
学
科 

学
科
の
区
分 

単
位
制
に
よ
る
学
科
で
あ
る
も
の 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
八
十

三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

学
年
に
よ
る
教
育
課
程
の
区
分
を

設
け
な
い
学
科
（
以
下
こ
の
表
に

お
い
て
「
単
位
制
に
よ
る
学
科
」
と

い
う
。
）
で
あ
る
も
の
以
外
の
も
の 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な

総
単
位
数
が
百
二
十
四
単

位
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な

総
授
業
時
数
が
三
千
四
百

単
位
時
間
以
上
で
あ
る
こ

と
。 

要 

件 
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〇 

専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
。）の
専
攻
科
又
は
大
学
院
へ
の
入
学
に
関
し
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基
準
を
定
め
る
件 

平

成

十

七

年

九

月

九

日 

文
部
科
学
省
告
示
第
百
三
十
八
号 

最
終
改
正 

平
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の

規
定
に
基
づ
き
、
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
う
ち
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
。
）
の
専
攻
科
又
は
大
学
院
へ
の
入
学
に
関
し
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

一 

修
業
年
限
が
四
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

二 

全
課
程
の
修
了
の
要
件
が
、
次
の
表
上
覧
に
掲
げ
る
学
科
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
覧
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

           三 

体
系
的
に
教
育
課
程
が
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

四 

試
験
等
に
よ
り
成
績
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
に
基
づ
い
て
課
程
の
修
了
の
認
定
を
行
っ
て
い

る
こ
と
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
一
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
及
び
専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

 

〇 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
を

指
定
す
る
件 

昭
和
五
十
六
年
十
月
三
日 

文
部
省
告
示
第
百
五
十
三
号 

最
終
改
正 

令
和
六
・
二
・
九
文
科
告
十 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
条
第
一
号
の
規
定
に
よ

り
、
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
次
の
よ
う

に
指
定
す
る
。 

 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
の
指
定
（
昭

和
五
十
四
年
文
部
省
告
示
第
百
四
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

一 

外
国
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該
国
の
検
定
（
国
の
検
定
に
準
ず

る
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
合
格
し
た
者
で
、
十
八
歳
に
達
し
た
も
の 

二 

外
国
に
お
い
て
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る
学
校
の
課
程
を
修
了
し
た
者
（
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該
国
の
検
定
に
合
格
し
た
者

を
含
む
。
）
で
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
し
た
我
が
国
の
大
学
に
入
学

す
る
た
め
の
準
備
教
育
を
行
う
課
程
又
は
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
し
た
我
が
国
に
お
い
て
生

活
す
る
た
め
に
必
要
な
日
本
語
の
教
育
及
び
我
が
国
の
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
必
要
な
教
科
に

係
る
教
育
を
も
っ
て
編
成
さ
れ
る
課
程
を
修
了
し
た
も
の 

三 

外
国
に
お
い
て
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る
学
校
の
課
程
（
そ
の
修
了
者
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育

に
お
け
る
十
一
年
以
上
の
課
程
を
修
了
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
大

臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
で
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
を
修
了
し

た
者 

四 

我
が
国
に
お
い
て
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る
外
国
の
学
校
の
課
程
（
そ
の
修
了
者
が
当
該
外
国
の

学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
と
同
等
の
課
程
を
有

す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
、

文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者 

五 

我
が
国
に
お
い
て
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る
外
国
の
学
校
の
課
程
（
そ
の
修
了
者
が
当
該
外
国
の

学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
と
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
同
等
の
課
程
を
有

す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
、

文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
で
、
第
二
号
の
準
備
教
育
を

行
う
課
程
を
修
了
し
た
も
の 

専
修
学
校
設
置
基
準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
制
の
学
科 

専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五

十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第

四
条
に
規
定
す
る
昼
間
学
科

又
は
夜
間
等
学
科 

学
科
の
区
分 

単
位
制
に
よ
る
学
科
で
あ
る
も
の 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
八
十

三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

学
年
に
よ
る
教
育
課
程
の
区
分
を

設
け
な
い
学
科
（
以
下
こ
の
表
に

お
い
て
「
単
位
制
に
よ
る
学
科
」
と

い
う
。
）
で
あ
る
も
の
以
外
の
も
の 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な

総
単
位
数
が
百
二
十
四
単

位
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な

総
授
業
時
数
が
三
千
四
百

単
位
時
間
以
上
で
あ
る
こ

と
。 

要 

件 
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附 

則
（
平
二
〇
・
七
・
二
四
文
科
告
一
二
一
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 
則
（
平
二
二
・
七
・
一
五
文
科
告
一
一
七
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
三
・
三
・
三
〇
文
科
告
六
一
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
五
・
一
二
・
一
八
文
科
告
一
六
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
東
京
韓
国
学
校
中
・
高
等
部
（
名

称
変
更
前
の
東
京
韓
国
学
校
を
含
む
。
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
表
リ
セ
・

フ
ラ
ン
コ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
・
ド
・
東
京 

柳
北
校
（
名
称
変
更
前
の
リ
セ
・
フ
ラ
ン
コ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
・
ド
・

ト
ウ
キ
ョ
ウ
を
含
む
。
）
の
項
を
削
る
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
平
二
七
・
三
・
一
三
文
科
告
五
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
八
・
三
・
三
一
文
科
告
七
四
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
一
・
一
・
三
一
文
科
告
一
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
一
・
三
・
二
八
文
科
告
五
六
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
和
二
・
九
・
三
〇
文
科
告
一
二
六
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
和
六
・
二
・
九
文
科
告
十
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

〇 

大
学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
を
指
定
す
る
件 

昭
和
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日 

文
部
省
告
示
第
四
十
七
号 

最
終
改
正 

令
六
・
八
・
一
文
科
告
九
九 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
五
十
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
大
学
の
入
学
に
関
し
、
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
、
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。 

一
～
十
七 

（
略
） 

十
八 

旧
運
輸
省
設
置
法
及
び
旧
運
輸
省
組
織
令
（
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
百
七
十
五
号
）
に
よ
る
海

員
学
校
の
高
等
科
を
卒
業
し
、
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
四

号
）
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
（
旧
運
輸
省
設
置
法
、
旧
運
輸
省
組
織
令
及
び
独
立
行

政
法
人
国
立
公
文
書
館
等
の
設
立
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政

令
第
三
百
三
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五

号
）
に
よ
る
海
技
大
学
校
並
び
に
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
二
十
八
号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
独
立
行
政

法
人
海
技
大
学
校
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
二
号
）
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
海
技
大
学
校
を

含
む
。
）
の
普
通
科
Ａ
課
程
を
卒
業
し
た
者
（
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
以
降
に
当
該
課
程
に
入
学
し

た
者
に
限
る
。
） 

十
九 

独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
法
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
（
旧
運
輸
省
組
織

令
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
等
の
設
立
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
に

よ
る
改
正
前
の
国
土
交
通
省
組
織
令
に
よ
る
海
員
学
校
並
び
に
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推

進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人

海
員
学
校
法
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
海
員
学
校
を
含
む
。
）
の
本
科
を
卒
業
し
た
者 

二
十 

ス
イ
ス
民
法
典
に
基
づ
く
財
団
法
人
で
あ
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
事
務
局
が
授
与
す
る
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
資
格
を
有
す
る
者 

二
十
一 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
各
州
に
お
い
て
大
学
入
学
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ア
ビ
ト

ゥ
ア
資
格
を
有
す
る
者 

二
十
二 
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
に
お
い
て
大
学
入
学
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格

を
有
す
る
者 

二
十
三 

グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
に
お
い
て
大
学
入
学
資
格
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
ト
・
オ
ブ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ド
バ
ン
ス
ト
・
レ
ベ
ル
資
格
又
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト
・
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附 

則
（
平
二
〇
・
七
・
二
四
文
科
告
一
二
一
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
二
・
七
・
一
五
文
科
告
一
一
七
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
三
・
三
・
三
〇
文
科
告
六
一
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
五
・
一
二
・
一
八
文
科
告
一
六
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
東
京
韓
国
学
校
中
・
高
等
部
（
名

称
変
更
前
の
東
京
韓
国
学
校
を
含
む
。
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
表
リ
セ
・

フ
ラ
ン
コ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
・
ド
・
東
京 

柳
北
校
（
名
称
変
更
前
の
リ
セ
・
フ
ラ
ン
コ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
・
ド
・

ト
ウ
キ
ョ
ウ
を
含
む
。
）
の
項
を
削
る
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
平
二
七
・
三
・
一
三
文
科
告
五
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
八
・
三
・
三
一
文
科
告
七
四
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
一
・
一
・
三
一
文
科
告
一
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
一
・
三
・
二
八
文
科
告
五
六
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
和
二
・
九
・
三
〇
文
科
告
一
二
六
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
和
六
・
二
・
九
文
科
告
十
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

〇 

大
学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
を
指
定
す
る
件 

昭
和
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日 

文
部
省
告
示
第
四
十
七
号 

最
終
改
正 

令
六
・
八
・
一
文
科
告
九
九 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
五
十
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
大
学
の
入
学
に
関
し
、
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
、
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。 

一
～
十
七 

（
略
） 

十
八 

旧
運
輸
省
設
置
法
及
び
旧
運
輸
省
組
織
令
（
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
百
七
十
五
号
）
に
よ
る
海

員
学
校
の
高
等
科
を
卒
業
し
、
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
四

号
）
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
（
旧
運
輸
省
設
置
法
、
旧
運
輸
省
組
織
令
及
び
独
立
行

政
法
人
国
立
公
文
書
館
等
の
設
立
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政

令
第
三
百
三
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五

号
）
に
よ
る
海
技
大
学
校
並
び
に
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
二
十
八
号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
独
立
行
政

法
人
海
技
大
学
校
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
二
号
）
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
海
技
大
学
校
を

含
む
。
）
の
普
通
科
Ａ
課
程
を
卒
業
し
た
者
（
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
以
降
に
当
該
課
程
に
入
学
し

た
者
に
限
る
。
） 

十
九 

独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
法
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
（
旧
運
輸
省
組
織

令
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
等
の
設
立
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
に

よ
る
改
正
前
の
国
土
交
通
省
組
織
令
に
よ
る
海
員
学
校
並
び
に
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推

進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人

海
員
学
校
法
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
海
員
学
校
を
含
む
。
）
の
本
科
を
卒
業
し
た
者 

二
十 

ス
イ
ス
民
法
典
に
基
づ
く
財
団
法
人
で
あ
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
事
務
局
が
授
与
す
る
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
資
格
を
有
す
る
者 

二
十
一 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
各
州
に
お
い
て
大
学
入
学
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ア
ビ
ト

ゥ
ア
資
格
を
有
す
る
者 

二
十
二 

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
に
お
い
て
大
学
入
学
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格

を
有
す
る
者 

二
十
三 

グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
に
お
い
て
大
学
入
学
資
格
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
ト
・
オ
ブ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ド
バ
ン
ス
ト
・
レ
ベ
ル
資
格
又
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト
・
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オ
ブ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
レ
ベ
ル
資
格
を
有
す
る
者 

二
十
四 

欧
州
連
合
構
成
国
に
お
い
て
大
学
入
学
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・

バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
を
有
す
る
者 

二
十
五 
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
ウ
ェ

ス
タ
ン
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
ズ
、
同
国
コ
ロ
ラ
ド

州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス

ク
ー
ル
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
同
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で

あ
る
コ
グ
ニ
ア
、
同
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
ズ
又
は
オ

ラ
ン
ダ
王
国
南
ホ
ラ
ン
ト
州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ル
・
オ
ブ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ズ
又
は
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王

国
ロ
ン
ド
ン
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ル
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ズ
か
ら
教
育
活
動
等
に
係
る
認
定
を
受
け
た
教
育
施
設
に

置
か
れ
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者 

附 

則
（
平
二
一
・
六
・
二
三
文
科
告
九
〇
） 

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
カ
ウ
ン
セ
ル
・
オ
ブ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー

ル
ズ
の
認
定
を
受
け
た
教
育
施
設
に
置
か
れ
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の

告
示
に
よ
る
改
正
前
の
大
学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
を
指
定
す
る
件
第
二
十
三
号
の
規
定
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。 

附 

則
（
平
二
八
・
三
・
三
一
文
科
告
七
六
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
一
・
一
・
三
一
文
科
告
一
二
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
六
・
三
・
二
九
文
科
告
五
十
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
六
・
六
・
二
六
文
科
告
六
六
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
六
・
八
・
一
文
科
告
九
九
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

〇 

高
等
学
校
に
対
応
す
る
外
国
の
学
校
の
課
程
の
う
ち
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大

学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
係
る
基
準 

平
成
二
八
年
三
月
三
一
日 

文
部
科
省
告
示
第
七
五
号 

 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
指
定
す
る
件

（
昭
和
五
十
六
年
文
部
省
告
示
第
百
五
十
三
号
）
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る

外
国
の
学
校
の
課
程
の
う
ち
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 一 

当
該
課
程
の
修
了
者
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る
十
一
年
以
上
の
課
程
を
修
了
し
た
と

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

当
該
課
程
の
修
了
者
が
大
学
に
対
応
す
る
当
該
外
国
の
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

三 

高
等
学
校
の
教
科
等
に
相
当
す
る
教
科
等
に
よ
り
編
成
さ
れ
る
教
育
課
程
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

附 

則
（
平
二
八
・
三
・
三
一
文
科
告
七
五
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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オ
ブ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
レ
ベ
ル
資
格
を
有
す
る
者 

二
十
四 

欧
州
連
合
構
成
国
に
お
い
て
大
学
入
学
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・

バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
を
有
す
る
者 

二
十
五 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
ウ
ェ

ス
タ
ン
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
ズ
、
同
国
コ
ロ
ラ
ド

州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス

ク
ー
ル
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
同
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で

あ
る
コ
グ
ニ
ア
、
同
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
ズ
又
は
オ

ラ
ン
ダ
王
国
南
ホ
ラ
ン
ト
州
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ル
・
オ
ブ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ズ
又
は
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王

国
ロ
ン
ド
ン
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ル
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ズ
か
ら
教
育
活
動
等
に
係
る
認
定
を
受
け
た
教
育
施
設
に

置
か
れ
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者 

附 

則
（
平
二
一
・
六
・
二
三
文
科
告
九
〇
） 

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
カ
ウ
ン
セ
ル
・
オ
ブ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー

ル
ズ
の
認
定
を
受
け
た
教
育
施
設
に
置
か
れ
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の

告
示
に
よ
る
改
正
前
の
大
学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
を
指
定
す
る
件
第
二
十
三
号
の
規
定
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。 

附 

則
（
平
二
八
・
三
・
三
一
文
科
告
七
六
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
三
一
・
一
・
三
一
文
科
告
一
二
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
六
・
三
・
二
九
文
科
告
五
十
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
六
・
六
・
二
六
文
科
告
六
六
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
六
・
八
・
一
文
科
告
九
九
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

〇 

高
等
学
校
に
対
応
す
る
外
国
の
学
校
の
課
程
の
う
ち
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大

学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
係
る
基
準 

平
成
二
八
年
三
月
三
一
日 

文
部
科
省
告
示
第
七
五
号 

 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
指
定
す
る
件

（
昭
和
五
十
六
年
文
部
省
告
示
第
百
五
十
三
号
）
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
に
対
応
す
る

外
国
の
学
校
の
課
程
の
う
ち
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
入
学
に
関
し
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 一 

当
該
課
程
の
修
了
者
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る
十
一
年
以
上
の
課
程
を
修
了
し
た
と

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

当
該
課
程
の
修
了
者
が
大
学
に
対
応
す
る
当
該
外
国
の
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

三 

高
等
学
校
の
教
科
等
に
相
当
す
る
教
科
等
に
よ
り
編
成
さ
れ
る
教
育
課
程
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

附 

則
（
平
二
八
・
三
・
三
一
文
科
告
七
五
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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〇 

大
学
院
及
び
大
学
の
専
攻
科
の
入
学
に
関
し
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
指
定
す
る
件
（
抄
） 

昭
和
二
十
八
年
二
月
七
日 

文

部

省

告

示

第

五

号 

最
終
改
正 

平
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の

規
定
に
よ
り
、
大
学
院
及
び
大
学
の
専
攻
科
（
医
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
及
び
専
攻
科
、
歯
学
を
履

修
す
る
博
士
課
程
及
び
専
攻
科
、
薬
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
及
び
専
攻
科
（
当
該
課
程
に
係
る
研
究

科
及
び
当
該
専
攻
科
の
基
礎
と
な
る
学
部
の
修
業
年
限
が
六
年
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
獣
医

学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
及
び
専
攻
科
を
除
く
。
）
の
入
学
に
関
し
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
、
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。 

一
～
四
（
略
） 

五 

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
よ
る
防
衛
大
学
校
又
は
防
衛
医
科
大

学
校
を
卒
業
し
た
者 

六 

独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
に
よ
る
水
産
大
学
校
（
旧

農
林
水
産
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
、
旧
農
林
水
産
省
組
織
令
（
昭
和
二

十
七
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
等
の
設
立
に
伴
う
関
係
政

令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
農
林
水
産

省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号
）
に
よ
る
水
産
大
学
校
を
含
む
。
）
を
卒
業
し
た

者
（
旧
水
産
庁
設
置
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
）
に
よ
る
水
産
講
習
所
を
卒
業
し
た
者

を
含
む
。
） 

七 

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
に
よ
る
海
上
保
安
大
学
校
（
国
家

行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
八
年
法
律
第
七
十
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
海
上
保
安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十

八
号
及
び
旧
運
輸
省
組
織
令
（
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
百
七
十
五
号
）
に
よ
る
海
上
保
安
大
学
校
を

含
む
。
）
を
卒
業
し
た
者 

八 

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
よ
る
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学

校
の
長
期
課
程
を
修
了
し
た
者
（
旧
職
業
訓
練
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
に
よ
る

中
央
職
業
訓
練
所
又
は
職
業
訓
練
大
学
校
の
長
期
指
導
員
訓
練
課
程
を
修
了
し
た
者
、
職
業
訓
練

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
五
十
六
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
法

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
よ
る
職
業
訓
練
大
学
校
の
長
期
指
導
員
訓
練
課
程
を
修

了
し
た
者
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
に

よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
よ
る
職
業
訓
練
大
学
校
の
長
期
課
程
を
修
了
し
た
者
及

び
職
業
能
力
開
発
促
進
法
及
び
雇
用
促
進
事
業
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律

第
四
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
よ
る
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の
長
期

課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
） 

九 

国
土
交
通
省
組
織
令
に
よ
る
気
象
大
学
校
（
旧
運
輸
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十

七
号
）
及
び
旧
運
輸
省
組
織
令
に
よ
る
気
象
大
学
校
を
含
む
。
）
の
大
学
部
を
卒
業
し
た
者 

十 

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
に
よ
る
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
若
し
く
は
幼
稚
園
の
教
諭
若
し
く
は
養
護
教
諭
の
専
修
免
許
状
又
は
一
種
免
許
状
を
有
す
る
者

で
二
十
二
歳
に
達
し
た
者 

十
一 

旧
国
立
養
護
教
諭
養
成
所
設
置
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
十
六
号
）
に
よ
る
国
立
養
護
教
諭
養

成
所
を
卒
業
し
た
者
で
、
教
育
職
員
免
許
法
に
よ
る
中
学
校
教
諭
若
し
く
は
養
護
教
諭
の
専
修
免

許
状
は
一
種
免
許
状
を
有
す
る
も
の 

十
二 

旧
国
立
工
業
教
員
養
成
所
の
設
置
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
八
十

七
号
）
に
よ
る
国
立
工
業
教
員
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
で
、
教
育
職
員
免
許
法
に
よ
る
高
等
学
校
教

諭
免
許
状
及
び
三
年
以
上
教
員
と
し
て
良
好
な
成
績
で
勤
務
し
た
旨
の
実
務
証
明
責
任
者
の
証
明

を
有
す
る
も
の 

附 

則 

（
略
） 

附 

則
（
平
成
一
六
・
一
二
・
一
五
文
科
告
一
七
二
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
・
一
六
文
科
告
一
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
九
年
一
月
九
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六

日
）
か
ら
施
行
す
る
。 
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〇 

大
学
院
及
び
大
学
の
専
攻
科
の
入
学
に
関
し
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
指
定
す
る
件
（
抄
） 

昭
和
二
十
八
年
二
月
七
日 

文

部

省

告

示

第

五

号 

最
終
改
正 

平
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の

規
定
に
よ
り
、
大
学
院
及
び
大
学
の
専
攻
科
（
医
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
及
び
専
攻
科
、
歯
学
を
履

修
す
る
博
士
課
程
及
び
専
攻
科
、
薬
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
及
び
専
攻
科
（
当
該
課
程
に
係
る
研
究

科
及
び
当
該
専
攻
科
の
基
礎
と
な
る
学
部
の
修
業
年
限
が
六
年
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
獣
医

学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
及
び
専
攻
科
を
除
く
。
）
の
入
学
に
関
し
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
、
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。 

一
～
四
（
略
） 

五 

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
よ
る
防
衛
大
学
校
又
は
防
衛
医
科
大

学
校
を
卒
業
し
た
者 

六 

独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
に
よ
る
水
産
大
学
校
（
旧

農
林
水
産
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
、
旧
農
林
水
産
省
組
織
令
（
昭
和
二

十
七
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
等
の
設
立
に
伴
う
関
係
政

令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
農
林
水
産

省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号
）
に
よ
る
水
産
大
学
校
を
含
む
。
）
を
卒
業
し
た

者
（
旧
水
産
庁
設
置
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
）
に
よ
る
水
産
講
習
所
を
卒
業
し
た
者

を
含
む
。
） 

七 

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
に
よ
る
海
上
保
安
大
学
校
（
国
家

行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
八
年
法
律
第
七
十
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
海
上
保
安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十

八
号
及
び
旧
運
輸
省
組
織
令
（
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
百
七
十
五
号
）
に
よ
る
海
上
保
安
大
学
校
を

含
む
。
）
を
卒
業
し
た
者 

八 

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
よ
る
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学

校
の
長
期
課
程
を
修
了
し
た
者
（
旧
職
業
訓
練
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
に
よ
る

中
央
職
業
訓
練
所
又
は
職
業
訓
練
大
学
校
の
長
期
指
導
員
訓
練
課
程
を
修
了
し
た
者
、
職
業
訓
練

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
五
十
六
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
法

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
よ
る
職
業
訓
練
大
学
校
の
長
期
指
導
員
訓
練
課
程
を
修

了
し
た
者
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
に

よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
よ
る
職
業
訓
練
大
学
校
の
長
期
課
程
を
修
了
し
た
者
及

び
職
業
能
力
開
発
促
進
法
及
び
雇
用
促
進
事
業
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律

第
四
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
よ
る
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の
長
期

課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
） 

九 

国
土
交
通
省
組
織
令
に
よ
る
気
象
大
学
校
（
旧
運
輸
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十

七
号
）
及
び
旧
運
輸
省
組
織
令
に
よ
る
気
象
大
学
校
を
含
む
。
）
の
大
学
部
を
卒
業
し
た
者 

十 

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
に
よ
る
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
若
し
く
は
幼
稚
園
の
教
諭
若
し
く
は
養
護
教
諭
の
専
修
免
許
状
又
は
一
種
免
許
状
を
有
す
る
者

で
二
十
二
歳
に
達
し
た
者 

十
一 

旧
国
立
養
護
教
諭
養
成
所
設
置
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
十
六
号
）
に
よ
る
国
立
養
護
教
諭
養

成
所
を
卒
業
し
た
者
で
、
教
育
職
員
免
許
法
に
よ
る
中
学
校
教
諭
若
し
く
は
養
護
教
諭
の
専
修
免

許
状
は
一
種
免
許
状
を
有
す
る
も
の 

十
二 

旧
国
立
工
業
教
員
養
成
所
の
設
置
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
八
十

七
号
）
に
よ
る
国
立
工
業
教
員
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
で
、
教
育
職
員
免
許
法
に
よ
る
高
等
学
校
教

諭
免
許
状
及
び
三
年
以
上
教
員
と
し
て
良
好
な
成
績
で
勤
務
し
た
旨
の
実
務
証
明
責
任
者
の
証
明

を
有
す
る
も
の 

附 

則 

（
略
） 

附 

則
（
平
成
一
六
・
一
二
・
一
五
文
科
告
一
七
二
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
・
一
六
文
科
告
一
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
九
年
一
月
九
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六

日
）
か
ら
施
行
す
る
。 
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医
学
、
歯
学
、
薬
学
又
は
獣
医
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
又
は
専
攻
科
の
入
学
に
関

し
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
指
定
す
る

件
（
抄
） 

昭
和
三
十
年
四
月
八
日 

文
部
省
告
示
第
三
十
九
号 

最
終
改
正 

平
一
九
・
一
二
・
二
十
五
文
科
告
一
四
六 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の

規
定
に
よ
り
、
医
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
若
し
く
は
専
攻
科
、
歯
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
若
し
く

は
専
攻
科
、
薬
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
若
し
く
は
専
攻
科
（
当
該
課
程
に
係
る
研
究
科
又
は
当
該
専

攻
科
の
基
礎
と
な
る
学
部
の
修
業
年
限
が
六
年
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
獣
医
学
を
履
修
す
る
博

士
課
程
若
し
く
は
専
攻
科
の
入
学
に
関
し
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
を
、
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
よ
る
防
衛
医
科
大
学
校
を
卒
業
し
た

者 

三 

修
士
課
程
又
は
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
九
条
第
二
項
の
専
門

職
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
及
び
修
士
の
学
位
の
授
与
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
者
並
び
に

前
期
及
び
後
期
の
課
程
の
区
分
を
設
け
な
い
博
士
課
程
に
二
年
以
上
在
学
し
、
三
十
単
位
以
上
を

修
得
し
、
か
つ
、
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
者
（
学
位
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
四

十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
学
位
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
九
号
）

第
六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
を
含
む
。
）
で
大
学
院
又
は
専
攻
科
に
お
い
て
、
大
学
の
医
学
を
履

修
す
る
課
程
、
歯
学
を
履
修
す
る
課
程
、
薬
学
を
履
修
す
る
課
程
の
う
ち
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能

力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
又
は
獣
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
卒
業
し
た
者
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者 

四 

大
学
（
医
学
を
履
修
す
る
課
程
、
歯
学
を
履
修
す
る
課
程
、
薬
学
を
履
修
す
る
課
程
の
う
ち
臨
床

に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
及
び
獣
医
学
を
履
修
す
る
課
程

を
除
く
。
）
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
後
、

大
学
、
研
究
所
等
に
お
い
て
二
年
以
上
研
究
に
従
事
し
た
者
で
、
大
学
院
又
は
専
攻
科
に
お
い
て
、

当
該
研
究
の
成
果
等
に
よ
り
、
大
学
の
医
学
を
履
修
す
る
課
程
、
歯
学
を
履
修
す
る
課
程
、
薬
学
を

履
修
す
る
課
程
の
う
ち
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
又

は
獣
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者 

附 

則
（
平
成
一
六
・
一
二
・
一
五
文
科
告
一
七
三
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
・
一
六
文
科
告
二
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
九
年
一
月
九
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
一
四
文
科
告
一
四
二
） 

こ
の
告
示
は
、
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
一

四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 
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医
学
、
歯
学
、
薬
学
又
は
獣
医
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
又
は
専
攻
科
の
入
学
に
関

し
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
指
定
す
る

件
（
抄
） 

昭
和
三
十
年
四
月
八
日 

文
部
省
告
示
第
三
十
九
号 

最
終
改
正 

平
一
九
・
一
二
・
二
十
五
文
科
告
一
四
六 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の

規
定
に
よ
り
、
医
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
若
し
く
は
専
攻
科
、
歯
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
若
し
く

は
専
攻
科
、
薬
学
を
履
修
す
る
博
士
課
程
若
し
く
は
専
攻
科
（
当
該
課
程
に
係
る
研
究
科
又
は
当
該
専

攻
科
の
基
礎
と
な
る
学
部
の
修
業
年
限
が
六
年
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
獣
医
学
を
履
修
す
る
博

士
課
程
若
し
く
は
専
攻
科
の
入
学
に
関
し
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
を
、
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
よ
る
防
衛
医
科
大
学
校
を
卒
業
し
た

者 

三 

修
士
課
程
又
は
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
九
条
第
二
項
の
専
門

職
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
及
び
修
士
の
学
位
の
授
与
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
者
並
び
に

前
期
及
び
後
期
の
課
程
の
区
分
を
設
け
な
い
博
士
課
程
に
二
年
以
上
在
学
し
、
三
十
単
位
以
上
を

修
得
し
、
か
つ
、
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
者
（
学
位
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
四

十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
学
位
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
九
号
）

第
六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
を
含
む
。
）
で
大
学
院
又
は
専
攻
科
に
お
い
て
、
大
学
の
医
学
を
履

修
す
る
課
程
、
歯
学
を
履
修
す
る
課
程
、
薬
学
を
履
修
す
る
課
程
の
う
ち
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能

力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
又
は
獣
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
卒
業
し
た
者
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者 

四 

大
学
（
医
学
を
履
修
す
る
課
程
、
歯
学
を
履
修
す
る
課
程
、
薬
学
を
履
修
す
る
課
程
の
う
ち
臨
床

に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
及
び
獣
医
学
を
履
修
す
る
課
程

を
除
く
。
）
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
後
、

大
学
、
研
究
所
等
に
お
い
て
二
年
以
上
研
究
に
従
事
し
た
者
で
、
大
学
院
又
は
専
攻
科
に
お
い
て
、

当
該
研
究
の
成
果
等
に
よ
り
、
大
学
の
医
学
を
履
修
す
る
課
程
、
歯
学
を
履
修
す
る
課
程
、
薬
学
を

履
修
す
る
課
程
の
う
ち
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
又

は
獣
医
学
を
履
修
す
る
課
程
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者 

附 

則
（
平
成
一
六
・
一
二
・
一
五
文
科
告
一
七
三
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
・
一
六
文
科
告
二
） 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
九
年
一
月
九
日
か
ら
適
用
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
一
四
文
科
告
一
四
二
） 

こ
の
告
示
は
、
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
一

四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 
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〇 

大
学
入
学
の
た
め
の
準
備
教
育
課
程
の
指
定
等
に
関
す
る
規
程
（
抄
） 

平
成

十

一
年

九
月

三
日 

文
部
省
告
示
第
百
六
十
五
号 

最
終
改
正 

令
六
・
二
・
九
文
科
告
十 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
定
め

る
件
（
昭
和
五
十
六
年
文
部
省
告
示
第
百
五
十
三
号
）
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
我
が
国
の
大
学
に
入

学
す
る
た
め
の
準
備
教
育
を
行
う
課
程
（
以
下
「
準
備
教
育
課
程
」
と
い
う
。
）
を
文
部
科
学
大
臣

が
指
定
す
る
際
の
基
準
及
び
手
続
等
並
び
に
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
準
備
教
育
施
設
の
運
営
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
準
備
教
育
施
設
」
と
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
備
教

育
課
程
を
開
設
す
る
専
修
学
校
（
専
門
課
程
を
除
く
。
）
及
び
各
種
学
校
並
び
に
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
教
育
施
設
を
い
う
。 

２ 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
生
徒
等
」
と
は
、
準
備
教
育
課
程
を
履
修
す
る
者
を
い
う
。 

３ 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
設
置
者
」
と
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
備
教
育
課
程
を
開

設
す
る
学
校
等
の
設
置
者
を
い
う
。 

第
二
章 

準
備
教
育
課
程
の
指
定
の
基
準 

（
目
的
） 

第
三
条 

準
備
教
育
課
程
は
、
外
国
に
お
い
て
高
等
学
校
に
対
応
す
る
学
校
の
課
程
を
修
了
し
た
者

（
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該

国
の
検
定
に
合
格
し
た
者
を
含
む
。
）
で
、
我
が
国
の
大
学
（
専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
含
む
。
）
に

入
学
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
対
し
、
日
本
語
そ
の
他
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
必
要
な

教
科
に
係
る
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
修
業
年
限
） 

第
四
条 

準
備
教
育
課
程
の
修
業
年
限
は
、
一
年
以
上
と
す
る
。 

２ 

準
備
教
育
課
程
の
始
期
及
び
終
期
は
、
具
体
的
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
教
育
課
程
） 

第
五
条 

準
備
教
育
課
程
は
、
数
学
、
理
科
及
び
外
国
語
（
以
下
「
基
礎
教
科
」
と
い
う
。
）
並
び
に

日
本
語
に
よ
っ
て
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
生
徒
等
の
専
攻
分
野
別
に
準
備
教
育
課
程
を

編
成
す
る
場
合
に
お
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
地
理
歴
史
又
は
公
民
を

も
っ
て
理
科
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

基
礎
教
科
に
属
す
る
科
目
の
名
称
、
目
標
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
八

十
四
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
等
の
実
態
、
生
徒
等
が
入
学
し
よ
う
と
す
る
大
学
の
教
育
の

特
色
等
か
ら
特
に
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
高
等
学
校
と
同
等
の
教
育
水
準
が
確
保
で
き
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
基
礎
教
科
に
属
す
る
科
目
の
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

準
備
教
育
課
程
に
お
け
る
日
本
語
は
、
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
必
要
な
日
本
語
教
育
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
。 

（
授
業
時
数
） 

第
六
条 

準
備
教
育
課
程
を
修
了
す
る
た
め
に
履
修
す
べ
き
授
業
時
数
は
、
九
百
二
十
単
位
時
間
以
上

と
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
授
業
時
数
の
う
ち
基
礎
教
科
に
係
る
も
の
は
百
二
十
単
位
時
間
以
上
と
し
、

日
本
語
に
係
る
も
の
は
八
百
単
位
時
間
以
上
と
す
る
。 

３ 

前
項
に
規
定
す
る
授
業
時
数
の
う
ち
日
本
語
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
教
育
に
係
る

も
の
は
七
百
六
十
単
位
時
間
以
上
と
し
、
日
本
事
情
に
係
る
も
の
は
四
十
単
位
時
間
以
上
と
す
る
。 

４ 

準
備
教
育
課
程
の
授
業
に
お
け
る
一
単
位
時
間
は
、
四
十
五
分
以
上
と
す
る
。 

５ 

準
備
教
育
課
程
の
授
業
は
、
主
と
し
て
昼
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る 

（
準
備
教
育
課
程
の
開
設
等
） 

第
七
条 

準
備
教
育
課
程
は
、
次
に
掲
げ
る
学
校
等
が
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

大
学 

二 

専
修
学
校 

三 

各
種
学
校 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
。
）
が
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程

は
、
そ
の
学
生
又
は
生
徒
以
外
の
者
を
対
象
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
備
教
育
課
程
を
開
設
す
る
大
学
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
。
）

は
、
準
備
教
育
の
た
め
の
教
育
施
設
（
以
下
「
教
育
施
設
」
と
い
う
。
）
を
付
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
設
置
者
） 

第
八
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
、
設
置
者
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。 

一 

準
備
教
育
課
程
を
開
設
す
る
た
め
に
必
要
な
経
済
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。 

二 

設
置
者
（
設
置
者
が
法
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
人
の
代
表
者
及
び
そ
の
運
営
を
担

当
す
る
当
該
法
人
の
役
員
と
す
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
準
備
教
育
施
設
を
運
営
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

 

 650 
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大
学
入
学
の
た
め
の
準
備
教
育
課
程
の
指
定
等
に
関
す
る
規
程
（
抄
） 

平
成

十

一
年

九
月

三
日 

文
部
省
告
示
第
百
六
十
五
号 

最
終
改
正 

令
六
・
二
・
九
文
科
告
十 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
準
ず
る
者
を
定
め

る
件
（
昭
和
五
十
六
年
文
部
省
告
示
第
百
五
十
三
号
）
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
我
が
国
の
大
学
に
入

学
す
る
た
め
の
準
備
教
育
を
行
う
課
程
（
以
下
「
準
備
教
育
課
程
」
と
い
う
。
）
を
文
部
科
学
大
臣

が
指
定
す
る
際
の
基
準
及
び
手
続
等
並
び
に
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
準
備
教
育
施
設
の
運
営
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
準
備
教
育
施
設
」
と
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
備
教

育
課
程
を
開
設
す
る
専
修
学
校
（
専
門
課
程
を
除
く
。
）
及
び
各
種
学
校
並
び
に
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
教
育
施
設
を
い
う
。 

２ 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
生
徒
等
」
と
は
、
準
備
教
育
課
程
を
履
修
す
る
者
を
い
う
。 

３ 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
設
置
者
」
と
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
備
教
育
課
程
を
開

設
す
る
学
校
等
の
設
置
者
を
い
う
。 

第
二
章 

準
備
教
育
課
程
の
指
定
の
基
準 

（
目
的
） 

第
三
条 

準
備
教
育
課
程
は
、
外
国
に
お
い
て
高
等
学
校
に
対
応
す
る
学
校
の
課
程
を
修
了
し
た
者

（
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該

国
の
検
定
に
合
格
し
た
者
を
含
む
。
）
で
、
我
が
国
の
大
学
（
専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
含
む
。
）
に

入
学
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
対
し
、
日
本
語
そ
の
他
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
必
要
な

教
科
に
係
る
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
修
業
年
限
） 

第
四
条 

準
備
教
育
課
程
の
修
業
年
限
は
、
一
年
以
上
と
す
る
。 

２ 

準
備
教
育
課
程
の
始
期
及
び
終
期
は
、
具
体
的
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
教
育
課
程
） 

第
五
条 

準
備
教
育
課
程
は
、
数
学
、
理
科
及
び
外
国
語
（
以
下
「
基
礎
教
科
」
と
い
う
。
）
並
び
に

日
本
語
に
よ
っ
て
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
生
徒
等
の
専
攻
分
野
別
に
準
備
教
育
課
程
を

編
成
す
る
場
合
に
お
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
地
理
歴
史
又
は
公
民
を

も
っ
て
理
科
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

基
礎
教
科
に
属
す
る
科
目
の
名
称
、
目
標
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
八

十
四
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
等
の
実
態
、
生
徒
等
が
入
学
し
よ
う
と
す
る
大
学
の
教
育
の

特
色
等
か
ら
特
に
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
高
等
学
校
と
同
等
の
教
育
水
準
が
確
保
で
き
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
基
礎
教
科
に
属
す
る
科
目
の
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

準
備
教
育
課
程
に
お
け
る
日
本
語
は
、
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
必
要
な
日
本
語
教
育
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
。 

（
授
業
時
数
） 

第
六
条 

準
備
教
育
課
程
を
修
了
す
る
た
め
に
履
修
す
べ
き
授
業
時
数
は
、
九
百
二
十
単
位
時
間
以
上

と
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
授
業
時
数
の
う
ち
基
礎
教
科
に
係
る
も
の
は
百
二
十
単
位
時
間
以
上
と
し
、

日
本
語
に
係
る
も
の
は
八
百
単
位
時
間
以
上
と
す
る
。 

３ 

前
項
に
規
定
す
る
授
業
時
数
の
う
ち
日
本
語
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
教
育
に
係
る

も
の
は
七
百
六
十
単
位
時
間
以
上
と
し
、
日
本
事
情
に
係
る
も
の
は
四
十
単
位
時
間
以
上
と
す
る
。 

４ 

準
備
教
育
課
程
の
授
業
に
お
け
る
一
単
位
時
間
は
、
四
十
五
分
以
上
と
す
る
。 

５ 

準
備
教
育
課
程
の
授
業
は
、
主
と
し
て
昼
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る 

（
準
備
教
育
課
程
の
開
設
等
） 

第
七
条 

準
備
教
育
課
程
は
、
次
に
掲
げ
る
学
校
等
が
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

大
学 

二 

専
修
学
校 

三 

各
種
学
校 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
。
）
が
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程

は
、
そ
の
学
生
又
は
生
徒
以
外
の
者
を
対
象
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
備
教
育
課
程
を
開
設
す
る
大
学
及
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
。
）

は
、
準
備
教
育
の
た
め
の
教
育
施
設
（
以
下
「
教
育
施
設
」
と
い
う
。
）
を
付
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
設
置
者
） 

第
八
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
、
設
置
者
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。 

一 

準
備
教
育
課
程
を
開
設
す
る
た
め
に
必
要
な
経
済
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。 

二 

設
置
者
（
設
置
者
が
法
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
人
の
代
表
者
及
び
そ
の
運
営
を
担

当
す
る
当
該
法
人
の
役
員
と
す
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
準
備
教
育
施
設
を
運
営
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 
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設
置
者
が
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
。 

２ 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
準
備
教
育
課
程
の
指
定
の
申
請
時
に
お
い
て
、
第
十
五
条
に
該
当

す
る
者
及
び
過
去
三
年
以
内
に
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
は
、
設

置
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
規
則
） 

第
九
条 

第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
等
は
、
そ
の
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程
に
つ
い
て
学
則

中
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

準
備
教
育
施
設
は
、
準
備
教
育
課
程
に
関
し
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省

令
第
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
準
じ
た
内
容
を
記
載
し
た
規
則
を
制
定
す

る
も
の
と
す
る
。 

（
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
等
の
数
） 

第
十
条 

準
備
教
育
施
設
に
お
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
等
の
数
（
準
備
教
育
課
程
以
外
の
課
程

を
履
修
す
る
者
と
合
同
で
授
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
課
程
を
履
修
す
る
者
の
数
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
二
十
人
以
下
と
す
る
。 

（
教
職
員
の
数
） 

第
十
一
条 

準
備
教
育
施
設
に
は
、
長
の
ほ
か
、
基
礎
教
科
の
教
員
、
日
本
語
の
教
員
、
生
徒
指
導
担

当
者
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。 

２ 

基
礎
教
科
の
教
員
（
常
勤
の
長
が
教
員
を
兼
ね
る
場
合
に
は
、
当
該
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

は
、
生
徒
等
の
数
に
応
じ
て
必
要
な
数
を
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
数
は
、
二
人
以
上
と
す
る
。 

３ 

日
本
語
の
教
員
は
、
次
の
表
に
定
め
る
数
以
上
と
す
る
。 

４ 

基
礎
教
科
の
教
員
は
、
日
本
語
の
教
員
と
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

準
備
教
育
施
設
に
は
、
教
育
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
授
業
を
担
当
し
な
い
教
員
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
項
及
び
第
三
項
に
掲
げ
る
教
員
数
に
は
、
当
該
教
員
を
含
ま
な
い
こ
と
と

す
る
。 

６ 

専
任
の
教
員
数
は
、
教
員
の
合
計
数
の
二
分
の
一
以
上
（
教
員
の
合
計
数
の
二
分
の
一
が
三
に
満

た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
人
以
上
）
と
す
る
。 

（
長
の
資
格
） 

第
十
二
条 

準
備
教
育
施
設
の
長
は
、
教
育
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
か
つ
、
教
育
、
学
術
又
は
文
化

に
関
す
る
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し
た
者
と
す
る
。 

（
教
員
の
資
格
） 

第
十
三
条 

基
礎
教
科
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
そ
の
担
当
す
る
教
科

の
教
育
に
関
し
、
専
門
的
な
知
識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

担
当
す
る
教
科
に
つ
い
て
高
等
学
校
の
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
者 

二 

学
士
の
学
位
を
有
す
る
者
で
、
一
年
以
上
大
学
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を

含
む
。
）
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
そ
の
担
当
す
る
教
科
に
関
す
る
教
育
又
は
研
究
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
も
の 

三 

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
、
二
年
以
上
（
修
業
年
限
を
三
年
と
す
る

短
期
大
学
に
あ
っ
て
は
、
一
年
以
上
）
大
学
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
科
に
関
す
る
教
育

又
は
研
究
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
も
の 

四 

専
修
学
校
の
専
門
課
程
（
修
業
年
限
を
四
年
以
上
と
す
る
課
程
を
除
く
。
）
を
修
了
し
た
者
で
、

大
学
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
科
に
関
す
る
教
育
又
は
研
究
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
専
門
課
程
の
修
業
年
限
と
当
該
業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
を
通
算
し
て

四
年
以
上
と
な
る
も
の 

五 

修
業
年
限
を
四
年
以
上
と
す
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
で
、
一
年
以
上
大
学

等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
科
に
関
す
る
教
育
又
は
研
究
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
も
の 

六 

そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

２ 

日
本
語
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
日
本
語
の
教
育
に
関
し
、
専
門

的
な
知
識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
日
本
語
教
育
に
関
す
る
科
目
を
履
修
し
、
当
該
科
目

の
単
位
を
二
十
六
単
位
以
上
修
得
し
て
卒
業
し
た
者 

二 

学
士
の
学
位
を
有
す
る
者
で
、
日
本
語
教
育
に
関
す
る
研
修
で
あ
っ
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る

も
の
を
三
百
十
五
時
間
以
上
受
講
し
た
者 

三 

公
益
財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
（
昭
和
三
十
二
年
三
月
一
日
に
財
団
法
人
日
本
国

際
教
育
協
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
）
が
実
施
す
る
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
に

合
格
し
た
者 

四 

そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

（
生
活
指
導
担
当
者
の
資
格
） 

第
十
四
条 
生
活
指
導
担
当
者
は
、
生
徒
等
の
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
者

と
す
る
。 

２ 

生
活
指
導
担
当
者
は
、
専
任
教
員
又
は
事
務
職
員
が
こ
れ
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
教
職
員
の
欠
格
事
由
） 

第
十
五
条 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
条
各
号
に
該
当
す
る
者
並
び
に

外
国
人
の
入
国
及
び
在
留
に
関
す
る
不
正
行
為
を
行
い
、
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
は
、
準
備
教

生
徒
等
の
数
六
十
一
人
以
上 

生
徒
等
の
数
六
十
人
ま
で 

収
容
定
員
の
区
分 

３
＋
 

2
0
 

収
容
定
員
－
6
0
 

 

三 日
本
語
の
教
員
数 
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設
置
者
が
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
準
備
教
育
課
程
の
指
定
の
申
請
時
に
お
い
て
、
第
十
五
条
に
該
当

す
る
者
及
び
過
去
三
年
以
内
に
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
は
、
設

置
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
規
則
） 

第
九
条 

第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
等
は
、
そ
の
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程
に
つ
い
て
学
則

中
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

準
備
教
育
施
設
は
、
準
備
教
育
課
程
に
関
し
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省

令
第
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
準
じ
た
内
容
を
記
載
し
た
規
則
を
制
定
す

る
も
の
と
す
る
。 

（
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
等
の
数
） 

第
十
条 

準
備
教
育
施
設
に
お
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
等
の
数
（
準
備
教
育
課
程
以
外
の
課
程

を
履
修
す
る
者
と
合
同
で
授
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
課
程
を
履
修
す
る
者
の
数
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
二
十
人
以
下
と
す
る
。 

（
教
職
員
の
数
） 

第
十
一
条 

準
備
教
育
施
設
に
は
、
長
の
ほ
か
、
基
礎
教
科
の
教
員
、
日
本
語
の
教
員
、
生
徒
指
導
担

当
者
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。 

２ 

基
礎
教
科
の
教
員
（
常
勤
の
長
が
教
員
を
兼
ね
る
場
合
に
は
、
当
該
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

は
、
生
徒
等
の
数
に
応
じ
て
必
要
な
数
を
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
数
は
、
二
人
以
上
と
す
る
。 

３ 

日
本
語
の
教
員
は
、
次
の
表
に
定
め
る
数
以
上
と
す
る
。 

４ 

基
礎
教
科
の
教
員
は
、
日
本
語
の
教
員
と
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

準
備
教
育
施
設
に
は
、
教
育
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
授
業
を
担
当
し
な
い
教
員
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
項
及
び
第
三
項
に
掲
げ
る
教
員
数
に
は
、
当
該
教
員
を
含
ま
な
い
こ
と
と

す
る
。 

６ 

専
任
の
教
員
数
は
、
教
員
の
合
計
数
の
二
分
の
一
以
上
（
教
員
の
合
計
数
の
二
分
の
一
が
三
に
満

た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
人
以
上
）
と
す
る
。 

（
長
の
資
格
） 

第
十
二
条 

準
備
教
育
施
設
の
長
は
、
教
育
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
か
つ
、
教
育
、
学
術
又
は
文
化

に
関
す
る
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し
た
者
と
す
る
。 

（
教
員
の
資
格
） 

第
十
三
条 

基
礎
教
科
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
そ
の
担
当
す
る
教
科

の
教
育
に
関
し
、
専
門
的
な
知
識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

担
当
す
る
教
科
に
つ
い
て
高
等
学
校
の
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
者 

二 

学
士
の
学
位
を
有
す
る
者
で
、
一
年
以
上
大
学
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を

含
む
。
）
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
そ
の
担
当
す
る
教
科
に
関
す
る
教
育
又
は
研
究
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
も
の 

三 

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
、
二
年
以
上
（
修
業
年
限
を
三
年
と
す
る

短
期
大
学
に
あ
っ
て
は
、
一
年
以
上
）
大
学
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
科
に
関
す
る
教
育

又
は
研
究
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
も
の 

四 

専
修
学
校
の
専
門
課
程
（
修
業
年
限
を
四
年
以
上
と
す
る
課
程
を
除
く
。
）
を
修
了
し
た
者
で
、

大
学
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
科
に
関
す
る
教
育
又
は
研
究
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
専
門
課
程
の
修
業
年
限
と
当
該
業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
を
通
算
し
て

四
年
以
上
と
な
る
も
の 

五 

修
業
年
限
を
四
年
以
上
と
す
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
で
、
一
年
以
上
大
学

等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
科
に
関
す
る
教
育
又
は
研
究
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
も
の 

六 

そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

２ 

日
本
語
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
日
本
語
の
教
育
に
関
し
、
専
門

的
な
知
識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
日
本
語
教
育
に
関
す
る
科
目
を
履
修
し
、
当
該
科
目

の
単
位
を
二
十
六
単
位
以
上
修
得
し
て
卒
業
し
た
者 

二 

学
士
の
学
位
を
有
す
る
者
で
、
日
本
語
教
育
に
関
す
る
研
修
で
あ
っ
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る

も
の
を
三
百
十
五
時
間
以
上
受
講
し
た
者 

三 

公
益
財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
（
昭
和
三
十
二
年
三
月
一
日
に
財
団
法
人
日
本
国

際
教
育
協
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
）
が
実
施
す
る
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
に

合
格
し
た
者 

四 

そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

（
生
活
指
導
担
当
者
の
資
格
） 

第
十
四
条 

生
活
指
導
担
当
者
は
、
生
徒
等
の
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
者

と
す
る
。 

２ 

生
活
指
導
担
当
者
は
、
専
任
教
員
又
は
事
務
職
員
が
こ
れ
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
教
職
員
の
欠
格
事
由
） 

第
十
五
条 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
条
各
号
に
該
当
す
る
者
並
び
に

外
国
人
の
入
国
及
び
在
留
に
関
す
る
不
正
行
為
を
行
い
、
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
は
、
準
備
教

生
徒
等
の
数
六
十
一
人
以
上 

生
徒
等
の
数
六
十
人
ま
で 

収
容
定
員
の
区
分 

３
＋
 

2
0
 

収
容
定
員
－
6
0
 

 

三 日
本
語
の
教
員
数 
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育
施
設
の
長
、
基
礎
教
科
の
教
員
、
日
本
語
の
教
員
及
び
生
活
指
導
担
当
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
と
す
る
。 

（
位
置
及
び
環
境
） 

第
十
六
条 
準
備
教
育
施
設
の
位
置
及
び
環
境
は
、
教
育
上
及
び
保
健
衛
生
上
適
切
な
も
の
と
す
る
。 

（
名
称
） 

第
十
七
条 

準
備
教
育
施
設
及
び
準
備
教
育
課
程
の
名
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
教
育
施
設
又
は
準
備
教

育
課
程
の
名
称
と
し
て
適
切
な
も
の
と
す
る
。 

（
校
地
） 

第
十
八
条 

準
備
教
育
施
設
に
は
、
そ
の
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程
の
教
育
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
校
地
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
校
舎
） 

第
十
九
条 

準
備
教
育
施
設
の
校
舎
の
面
積
は
、
百
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
当
該
面
積
を
準

備
教
育
課
程
の
収
容
定
員
数
（
準
備
教
育
課
程
以
外
の
課
程
を
開
設
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

準
備
教
育
課
程
と
こ
れ
以
外
の
課
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
収
容
定
員
数
の
合
計
数
）
で
除
し
た
面
積
は
、

二
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。 

２ 

準
備
教
育
施
設
の
校
舎
に
は
、
教
室
、
教
員
室
、
事
務
室
、
図
書
室
、
保
健
室
そ
の
他
準
備
教
育

課
程
の
開
設
に
必
要
な
付
帯
施
設
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

準
備
教
育
施
設
の
教
室
は
、
収
容
定
員
数
に
応
じ
て
、
必
要
な
面
積
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
等
（
準
備
教
育
課
程
以
外
の
課
程
を
履
修
す
る
者
と
合
同
で
授
業

を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
課
程
を
履
修
す
る
者
を
含
む
。
）
一
人
当
た
り
一
・
五
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
と
す
る
。 

（
設
備
） 

第
二
十
条 

準
備
教
育
施
設
は
、
生
徒
等
の
数
に
応
じ
て
、
必
要
な
種
類
及
び
数
の
教
育
機
器
、
図
書

そ
の
他
の
設
備
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
外
国
の
準
備
教
育
施
設
の
特
例
） 

第
二
十
一
条 

外
国
に
所
在
す
る
準
備
教
育
施
設
が
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

こ
の
規
程
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
章 

準
備
教
育
施
設
の
運
営
の
基
準 

（
学
籍
管
理
） 

第
二
十
二
条 

準
備
教
育
施
設
は
、
入
学
、
卒
業
等
の
学
籍
に
関
す
る
記
録
及
び
出
席
簿
を
備
え
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

準
備
教
育
施
設
は
、
学
力
試
験
の
成
績
、
出
席
状
況
に
基
づ
き
適
正
に
課
程
修
了
の
認
定
を
行
う

も
の
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
ほ
か
、
準
備
教
育
施
設
は
、
学
籍
を
管
理
す
る
た
め
に
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

（
事
業
の
区
分
） 

第
二
十
三
条 

設
置
者
が
準
備
教
育
施
設
の
運
営
以
外
の
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
業

の
運
営
と
準
備
教
育
施
設
の
運
営
と
を
区
分
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

第
四
章 

準
備
教
育
課
程
の
指
定
の
手
続
等 

（
指
定
の
申
請
） 

第
二
十
四
条 

準
備
教
育
課
程
の
指
定
（
以
下
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
別

に
定
め
る
。 

（
申
請
の
期
限
） 

第
二
十
五
条 

指
定
の
申
請
の
期
限
は
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
前
年
の
五
月
三
十
一
日
と
す

る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
前
年
の

九
月
三
十
日
ま
で
に
当
該
課
程
を
指
定
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当
該
課
程
の
設
置
者
に
対
し

そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
廃
止
、
変
更
の
届
出
） 

第
二
十
六
条 

設
置
者
は
、
準
備
教
育
課
程
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
（
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学

法
人
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
文
部
科
学
大
臣
に
届

け
出
る
も
の
と
す
る
。 

一 

設
置
者
（
設
置
者
が
法
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
及
び
そ
の
運
営
を
担
当
す
る

当
該
法
人
の
役
員
を
含
む
。
）
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

二 

準
備
教
育
施
設
の
名
称
、
位
置
及
び
長
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

三 

準
備
教
育
施
設
の
校
地
及
び
校
舎
の
用
に
供
す
る
土
地
建
物
に
関
す
る
権
利
を
処
分
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
又
は
用
途
の
変
更
、
改
築
等
に
よ
り
こ
れ
ら
の
土
地
建
物
の
現
状
に
重
要
な
変

更
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
き
。 

四 
第
九
条
に
規
定
す
る
規
則
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

五 
準
備
教
育
課
程
の
名
称
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

（
資
料
の
提
出
） 

第
二
十
七
条 
設
置
者
は
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当

該
資
料
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
の
取
消
し
） 

第
二
十
八
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
設
置
者
、
準
備
教
育
課
程
及
び
準
備
教
育
施
設
が
次
の
各
号
の
い
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育
施
設
の
長
、
基
礎
教
科
の
教
員
、
日
本
語
の
教
員
及
び
生
活
指
導
担
当
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
と
す
る
。 

（
位
置
及
び
環
境
） 

第
十
六
条 

準
備
教
育
施
設
の
位
置
及
び
環
境
は
、
教
育
上
及
び
保
健
衛
生
上
適
切
な
も
の
と
す
る
。 

（
名
称
） 

第
十
七
条 

準
備
教
育
施
設
及
び
準
備
教
育
課
程
の
名
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
教
育
施
設
又
は
準
備
教

育
課
程
の
名
称
と
し
て
適
切
な
も
の
と
す
る
。 

（
校
地
） 

第
十
八
条 

準
備
教
育
施
設
に
は
、
そ
の
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程
の
教
育
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
校
地
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
校
舎
） 

第
十
九
条 

準
備
教
育
施
設
の
校
舎
の
面
積
は
、
百
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
当
該
面
積
を
準

備
教
育
課
程
の
収
容
定
員
数
（
準
備
教
育
課
程
以
外
の
課
程
を
開
設
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

準
備
教
育
課
程
と
こ
れ
以
外
の
課
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
収
容
定
員
数
の
合
計
数
）
で
除
し
た
面
積
は
、

二
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。 

２ 

準
備
教
育
施
設
の
校
舎
に
は
、
教
室
、
教
員
室
、
事
務
室
、
図
書
室
、
保
健
室
そ
の
他
準
備
教
育

課
程
の
開
設
に
必
要
な
付
帯
施
設
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

準
備
教
育
施
設
の
教
室
は
、
収
容
定
員
数
に
応
じ
て
、
必
要
な
面
積
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
等
（
準
備
教
育
課
程
以
外
の
課
程
を
履
修
す
る
者
と
合
同
で
授
業

を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
課
程
を
履
修
す
る
者
を
含
む
。
）
一
人
当
た
り
一
・
五
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
と
す
る
。 

（
設
備
） 

第
二
十
条 

準
備
教
育
施
設
は
、
生
徒
等
の
数
に
応
じ
て
、
必
要
な
種
類
及
び
数
の
教
育
機
器
、
図
書

そ
の
他
の
設
備
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
外
国
の
準
備
教
育
施
設
の
特
例
） 

第
二
十
一
条 

外
国
に
所
在
す
る
準
備
教
育
施
設
が
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

こ
の
規
程
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
章 

準
備
教
育
施
設
の
運
営
の
基
準 

（
学
籍
管
理
） 

第
二
十
二
条 

準
備
教
育
施
設
は
、
入
学
、
卒
業
等
の
学
籍
に
関
す
る
記
録
及
び
出
席
簿
を
備
え
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

準
備
教
育
施
設
は
、
学
力
試
験
の
成
績
、
出
席
状
況
に
基
づ
き
適
正
に
課
程
修
了
の
認
定
を
行
う

も
の
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
ほ
か
、
準
備
教
育
施
設
は
、
学
籍
を
管
理
す
る
た
め
に
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

（
事
業
の
区
分
） 

第
二
十
三
条 

設
置
者
が
準
備
教
育
施
設
の
運
営
以
外
の
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
業

の
運
営
と
準
備
教
育
施
設
の
運
営
と
を
区
分
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

第
四
章 

準
備
教
育
課
程
の
指
定
の
手
続
等 

（
指
定
の
申
請
） 

第
二
十
四
条 

準
備
教
育
課
程
の
指
定
（
以
下
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
別

に
定
め
る
。 

（
申
請
の
期
限
） 

第
二
十
五
条 

指
定
の
申
請
の
期
限
は
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
前
年
の
五
月
三
十
一
日
と
す

る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
前
年
の

九
月
三
十
日
ま
で
に
当
該
課
程
を
指
定
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当
該
課
程
の
設
置
者
に
対
し

そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
廃
止
、
変
更
の
届
出
） 

第
二
十
六
条 

設
置
者
は
、
準
備
教
育
課
程
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
（
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学

法
人
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
文
部
科
学
大
臣
に
届

け
出
る
も
の
と
す
る
。 

一 

設
置
者
（
設
置
者
が
法
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
及
び
そ
の
運
営
を
担
当
す
る

当
該
法
人
の
役
員
を
含
む
。
）
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

二 

準
備
教
育
施
設
の
名
称
、
位
置
及
び
長
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

三 

準
備
教
育
施
設
の
校
地
及
び
校
舎
の
用
に
供
す
る
土
地
建
物
に
関
す
る
権
利
を
処
分
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
又
は
用
途
の
変
更
、
改
築
等
に
よ
り
こ
れ
ら
の
土
地
建
物
の
現
状
に
重
要
な
変

更
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
き
。 

四 

第
九
条
に
規
定
す
る
規
則
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

五 

準
備
教
育
課
程
の
名
称
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

（
資
料
の
提
出
） 

第
二
十
七
条 

設
置
者
は
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当

該
資
料
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
の
取
消
し
） 

第
二
十
八
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
設
置
者
、
準
備
教
育
課
程
及
び
準
備
教
育
施
設
が
次
の
各
号
の
い
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ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

第
三
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
指
定
又
は
運
営
の
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た

と
き
。 

二 

第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
制
に
定
め
た
収
容
定
員
を
著
し
く
超
え
て
生
徒
等
を
入
学
さ

せ
た
と
き
。 

三 

第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
届
出
を
怠
っ
た
と
き
。 

四 

前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
の
提
出
を
怠
っ
た
と
き
。 

五 

外
国
に
お
い
て
高
等
学
校
に
対
応
す
る
学
校
の
課
程
を
修
了
し
た
者
（
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該
国
の
検
定
に
合
格
し

た
者
を
含
み
、
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
を
除
く
。
）
が
三
年
続
け
て

入
学
し
な
か
っ
た
と
き
。 

第
二
十
九
条 

設
置
者
は
、
そ
の
設
置
す
る
準
備
教
育
施
設
が
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程
に
つ
い
て
、

指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を

文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由 

二 

指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
時
期 

三 

在
学
し
て
い
る
生
徒
等
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
取
り
扱
い 

第
三
十
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
準
備
教
育
課
程
を
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
名
称
、
位
置
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
官
報
で
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
項
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
一
年
九
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

留
学
生
交
流
を
目
的
と
す
る
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
は
、
そ
の
設
置
す
る
教
育
施

設
に
お
い
て
公
共
性
及
び
安
定
性
が
確
保
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
準
備
教
育
課
程
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
教
育
施
設
及
び
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
に
対
し
こ
の
規
程
の
規
定
を
適
用

す
る
場
合
に
は
、
こ
の
規
程
の
規
定
中
準
備
教
育
施
設
の
う
ち
に
は
同
項
の
教
育
施
設
を
、
設
置
者

の
う
ち
に
は
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
を
そ
れ
ぞ
れ
含
む
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
基
礎
教
科
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
等

の
数
は
四
十
人
以
下
と
す
る
。 

５ 

第
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
専
任
の
教
員
数
は
、
教
員
の
合
計
数
の

三
分
の
一
以
上
（
教
員
の
合
計
数
の
三
分
の
一
が
二
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
人
以
上
）

と
す
る
。 

６ 

第
二
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
二
年
に
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て

の
指
定
の
申
請
の
期
限
は
、
平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
と
す
る
。 

附 

則
（
平
一
二
・
一
二
・
一
一
文
告
一
八
一
抄
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の

日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
一
六
・
三
・
三
一
文
科
告
五
七
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
〇
・
一
二
・
一
文
科
告
一
六
九
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る 

附 

則
（
平
二
九
・
五
・
三
一
文
科
告
八
四
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る 
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ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

第
三
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
指
定
又
は
運
営
の
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た

と
き
。 

二 

第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
制
に
定
め
た
収
容
定
員
を
著
し
く
超
え
て
生
徒
等
を
入
学
さ

せ
た
と
き
。 

三 

第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
届
出
を
怠
っ
た
と
き
。 

四 

前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
の
提
出
を
怠
っ
た
と
き
。 

五 

外
国
に
お
い
て
高
等
学
校
に
対
応
す
る
学
校
の
課
程
を
修
了
し
た
者
（
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
認
定
試
験
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
当
該
国
の
検
定
に
合
格
し

た
者
を
含
み
、
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
を
除
く
。
）
が
三
年
続
け
て

入
学
し
な
か
っ
た
と
き
。 

第
二
十
九
条 

設
置
者
は
、
そ
の
設
置
す
る
準
備
教
育
施
設
が
開
設
す
る
準
備
教
育
課
程
に
つ
い
て
、

指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を

文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由 

二 

指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
時
期 

三 

在
学
し
て
い
る
生
徒
等
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
取
り
扱
い 

第
三
十
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
準
備
教
育
課
程
を
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
名
称
、
位
置
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
官
報
で
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
項
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
一
年
九
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

留
学
生
交
流
を
目
的
と
す
る
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
は
、
そ
の
設
置
す
る
教
育
施

設
に
お
い
て
公
共
性
及
び
安
定
性
が
確
保
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
準
備
教
育
課
程
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
教
育
施
設
及
び
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
に
対
し
こ
の
規
程
の
規
定
を
適
用

す
る
場
合
に
は
、
こ
の
規
程
の
規
定
中
準
備
教
育
施
設
の
う
ち
に
は
同
項
の
教
育
施
設
を
、
設
置
者

の
う
ち
に
は
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
を
そ
れ
ぞ
れ
含
む
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
基
礎
教
科
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
等

の
数
は
四
十
人
以
下
と
す
る
。 

５ 

第
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
専
任
の
教
員
数
は
、
教
員
の
合
計
数
の

三
分
の
一
以
上
（
教
員
の
合
計
数
の
三
分
の
一
が
二
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
人
以
上
）

と
す
る
。 

６ 

第
二
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
二
年
に
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て

の
指
定
の
申
請
の
期
限
は
、
平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
と
す
る
。 

附 

則
（
平
一
二
・
一
二
・
一
一
文
告
一
八
一
抄
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の

日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
一
六
・
三
・
三
一
文
科
告
五
七
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
二
〇
・
一
二
・
一
文
科
告
一
六
九
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る 

附 

則
（
平
二
九
・
五
・
三
一
文
科
告
八
四
） 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る 
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〇 

外
国
の
大
学
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の

学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
の
指
定
等
に
関
す
る
規
程 

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
百
七
十
六
号 

最
終
改
正 

令
四
・
四
・
二
十
八
五
文
科
告
六
九 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
四
号
及

び
第
二
項
第
五
号
、
第
百
五
十
六
条
第
三
号
、
第
百
六
十
条
第
三
号
、
第
百
六
十
一
条
第
二
項
、
第
百

六
十
二
条
並
び
に
第
百
七
十
七
条
第
五
号
、
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）

第
二
十
八
条
第
二
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
第
二

項
並
び
に
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
）
第
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
外
国
の
大
学
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の

学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
の
指
定
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。 

 

（
外
国
大
学
等
の
日
本
校
の
指
定
） 

第
一
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
二

項
第
五
号
、
第
百
五
十
六
条
第
三
号
、
第
百
六
十
条
第
三
号
、
第
百
六
十
一
条
第
二
項
、
第
百
六
十

二
条
若
し
く
は
第
百
七
十
七
条
第
五
号
、
大
学
設
置
基
準
第
二
十
八
条
第
二
項
、
短
期
大
学
設
置
基

準
第
十
四
条
第
二
項
又
は
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
の
大

学
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い

て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
（
以
下
「
外
国
大
学
等
日
本
校
」
と
い
う
。
）
を
指
定
す
る
場
合
に

は
、
我
が
国
に
あ
る
当
該
外
国
の
大
使
館
、
公
使
館
、
領
事
館
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
機
関
（
以

下
「
在
日
外
国
大
使
館
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
の
確

認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

外
国
大
学
等
日
本
校
が
そ
の
本
校
の
課
程
を
有
す
る
こ
と
（
一
年
以
内
に
当
該
課
程
を
有
す

る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
。 

二 

外
国
大
学
等
日
本
校
の
本
校
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
大
学
、
大
学
院
又
は

短
期
大
学
と
し
て
付
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

（
指
定
の
内
容
の
変
更
） 

第
二
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
外
国
大
学
等
日
本
校
（
以
下
「
指

定
日
本
校
」
と
い
う
。
）
の
課
程
の
変
更
に
よ
り
当
該
指
定
の
内
容
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
必
要

に
応
じ
、
在
日
外
国
大
使
館
等
に
対
し
、
変
更
後
の
指
定
日
本
校
の
課
程
が
そ
の
本
校
の
課
程
で
あ

る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
の
取
消
し
） 

第
三
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
指
定
日
本
校
の
指
定

を
取
り
消
す
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
在
日
外
国
大
使
館
等
に
対
し
、
当
該
各
号
に
該
当
す
る
こ

と
の
確
認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
日
本
校
が
そ
の
本
校
の
課
程
を
有
し
な
く
な
っ
た
こ
と
。 

二 

指
定
日
本
校
の
本
校
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
大
学
、
大
学
院
又
は
短
期
大

学
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
。 

（
指
定
等
の
告
示
） 

第
四
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
指
定
日
本
校
の
名
称
、

位
置
及
び
課
程
の
名
称
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
示
す
る
。

当
該
指
定
の
内
容
を
変
更
し
、
又
は
当
該
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 
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〇 

外
国
の
大
学
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の

学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
の
指
定
等
に
関
す
る
規
程 

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
百
七
十
六
号 

最
終
改
正 

令
四
・
四
・
二
十
八
五
文
科
告
六
九 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
四
号
及

び
第
二
項
第
五
号
、
第
百
五
十
六
条
第
三
号
、
第
百
六
十
条
第
三
号
、
第
百
六
十
一
条
第
二
項
、
第
百

六
十
二
条
並
び
に
第
百
七
十
七
条
第
五
号
、
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）

第
二
十
八
条
第
二
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
第
二

項
並
び
に
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
）
第
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
外
国
の
大
学
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の

学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
の
指
定
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。 

 

（
外
国
大
学
等
の
日
本
校
の
指
定
） 

第
一
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
二

項
第
五
号
、
第
百
五
十
六
条
第
三
号
、
第
百
六
十
条
第
三
号
、
第
百
六
十
一
条
第
二
項
、
第
百
六
十

二
条
若
し
く
は
第
百
七
十
七
条
第
五
号
、
大
学
設
置
基
準
第
二
十
八
条
第
二
項
、
短
期
大
学
設
置
基

準
第
十
四
条
第
二
項
又
は
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
の
大

学
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い

て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
（
以
下
「
外
国
大
学
等
日
本
校
」
と
い
う
。
）
を
指
定
す
る
場
合
に

は
、
我
が
国
に
あ
る
当
該
外
国
の
大
使
館
、
公
使
館
、
領
事
館
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
機
関
（
以

下
「
在
日
外
国
大
使
館
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
の
確

認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

外
国
大
学
等
日
本
校
が
そ
の
本
校
の
課
程
を
有
す
る
こ
と
（
一
年
以
内
に
当
該
課
程
を
有
す

る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
。 

二 

外
国
大
学
等
日
本
校
の
本
校
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
大
学
、
大
学
院
又
は

短
期
大
学
と
し
て
付
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

（
指
定
の
内
容
の
変
更
） 

第
二
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
外
国
大
学
等
日
本
校
（
以
下
「
指

定
日
本
校
」
と
い
う
。
）
の
課
程
の
変
更
に
よ
り
当
該
指
定
の
内
容
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
必
要

に
応
じ
、
在
日
外
国
大
使
館
等
に
対
し
、
変
更
後
の
指
定
日
本
校
の
課
程
が
そ
の
本
校
の
課
程
で
あ

る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
の
取
消
し
） 

第
三
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
指
定
日
本
校
の
指
定

を
取
り
消
す
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
在
日
外
国
大
使
館
等
に
対
し
、
当
該
各
号
に
該
当
す
る
こ

と
の
確
認
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
日
本
校
が
そ
の
本
校
の
課
程
を
有
し
な
く
な
っ
た
こ
と
。 

二 

指
定
日
本
校
の
本
校
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
大
学
、
大
学
院
又
は
短
期
大

学
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
。 

（
指
定
等
の
告
示
） 

第
四
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
指
定
日
本
校
の
名
称
、

位
置
及
び
課
程
の
名
称
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
示
す
る
。

当
該
指
定
の
内
容
を
変
更
し
、
又
は
当
該
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。 

附 

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
科
告
一
四
六
抄
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十

六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 
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〇 

大
学
院
の
入
学
に
関
し
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
を
指
定
す
る
件 

平

成

元

年

九

月

一

日 

文
部
省
告
示
第
百
十
八
号 

最
終
改
正 

平
二
四
・
三
・
一
四
文
科
告
三
四 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
六
条
第
六
号
の
規
定
に

よ
り
、
大
学
院
の
入
学
に
関
し
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。 

 一 

大
学
を
卒
業
し
、
大
学
、
研
究
所
等
に
お
い
て
、
二
年
以
上
研
究
に
従
事
し
た
者
で
、
大
学
院
に

お
い
て
、
当
該
研
究
の
成
果
等
に
よ
り
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
た
者 

二 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
後
、
又
は
外
国
の
学
校
が
行

う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
外
国
の
学
校

教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
後
、
大
学
、
研
究
所
等
に
お
い
て
、
二
年
以
上
研
究
に

従
事
し
た
者
で
、
大
学
院
に
お
い
て
、
当
該
研
究
の
成
果
等
に
よ
り
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者 

  

〇 

大
学
へ
編
入
学
で
き
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
総
授
業
時
数
を
定
め
る
件 

平
成

十

年
八

月
十

四
日 

文
部
省
告
示
第
百
二
十
五
号 

最
終
改
正 

平
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
八
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
基
づ
き
、
専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
へ
編
入
学
で
き
る
専
修
学
校
の
専

門
課
程
の
総
授
業
時
数
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 

全
課
程
の
修
了
の
要
件
が
、
次
の
表
上
覧
に
掲
げ
る
学
科
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。 

              

附 

則
（
平
成
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
及
び
専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

  専
修
学
校
設
置
基
準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
制
の
学

科 専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五

十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第

四
条
に
規
定
す
る
昼
間
学
科

又
は
夜
間
等
学
科 

学
科
の
区
分 

単
位
制
に
よ
る
学
科
で
あ
る

も
の 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百

八
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
学
年
に
よ
る
教
育

課
程
の
区
分
を
設
け
な
い
学

科
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「
単
位
制
に
よ
る
学
科
」
と
い

う
。
）
で
あ
る
も
の
以
外
の
も

の 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総

単
位
数
が
六
十
二
単
位
以
上

で
あ
る
こ
と
。 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総

授
業
時
数
が
千
七
百
単
位
時

間
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

要 

件 
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〇 

大
学
院
の
入
学
に
関
し
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
を
指
定
す
る
件 

平

成

元

年

九

月

一

日 

文
部
省
告
示
第
百
十
八
号 

最
終
改
正 

平
二
四
・
三
・
一
四
文
科
告
三
四 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
五
十
六
条
第
六
号
の
規
定
に

よ
り
、
大
学
院
の
入
学
に
関
し
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。 

 一 

大
学
を
卒
業
し
、
大
学
、
研
究
所
等
に
お
い
て
、
二
年
以
上
研
究
に
従
事
し
た
者
で
、
大
学
院
に

お
い
て
、
当
該
研
究
の
成
果
等
に
よ
り
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
た
者 

二 

外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
後
、
又
は
外
国
の
学
校
が
行

う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
外
国
の
学
校

教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
後
、
大
学
、
研
究
所
等
に
お
い
て
、
二
年
以
上
研
究
に

従
事
し
た
者
で
、
大
学
院
に
お
い
て
、
当
該
研
究
の
成
果
等
に
よ
り
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者 

  

〇 

大
学
へ
編
入
学
で
き
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
総
授
業
時
数
を
定
め
る
件 

平
成

十

年
八

月
十

四
日 

文
部
省
告
示
第
百
二
十
五
号 

最
終
改
正 

平
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇 

 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
八
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
基
づ
き
、
専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
へ
編
入
学
で
き
る
専
修
学
校
の
専

門
課
程
の
総
授
業
時
数
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 

全
課
程
の
修
了
の
要
件
が
、
次
の
表
上
覧
に
掲
げ
る
学
科
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。 

              

附 

則
（
平
成
二
四
・
三
・
三
〇
文
科
告
七
〇
） 

こ
の
告
示
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
及
び
専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

  専
修
学
校
設
置
基
準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
制
の
学

科 専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五

十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第

四
条
に
規
定
す
る
昼
間
学
科

又
は
夜
間
等
学
科 

学
科
の
区
分 

単
位
制
に
よ
る
学
科
で
あ
る

も
の 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百

八
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
学
年
に
よ
る
教
育

課
程
の
区
分
を
設
け
な
い
学

科
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「
単
位
制
に
よ
る
学
科
」
と
い

う
。
）
で
あ
る
も
の
以
外
の
も

の 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総

単
位
数
が
六
十
二
単
位
以
上

で
あ
る
こ
と
。 

全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総

授
業
時
数
が
千
七
百
単
位
時

間
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

要 

件 
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〇 

高
等
学
校
の
専
攻
科
の
う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
の
課
程
の
基
準 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
三
号 

最
終
改
正 

令
四
・
九
・
三
十
文
科
告
百
三
十 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
条
の
二
第
一
項
第
二
号
（
同

令
第
百
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
等
学
校

の
専
攻
科
の
う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
課
程
の

基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
条
の
二
第
一
項
第
二
号
（
同
令
第
百
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
の
専
攻
科
の
う
ち
、
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
（
以
下
「
専
攻
科
」
と
い
う
。
）
の
課
程
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。 

第
二
章 

教
育
課
程
等 

第
一
節 

通
則 

（
単
位
の
授
与
） 

第
二
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
い
て
は
、
一
の
授
業
科
目
を
履
修
し
た
生
徒
に
対
し
て
は
、
高
等
学
校

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
、
試
験
そ
の
他
の
高
等
学
校
の
専
攻
科
の
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え

た
適
切
な
方
法
で
、
学
修
の
成
果
を
評
価
し
た
上
、
単
位
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
各
授
業
科
目
の
単
位
数
） 

第
三
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
各
授
業
科
目
の
単
位
数
は
、
高
等
学
校
に
お
い
て
定
め
る
。 

２ 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
前
項
の
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
一

単
位
の
授
業
科
目
を
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
を
標
準

と
し
、
高
等
学
校
の
専
攻
科
の
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授
業
に

よ
る
教
育
効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
お
お
む
ね
十
五
時
間
か
ら
四
十
五

時
間
ま
で
の
範
囲
で
高
等
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
し
て
単
位
数
を
計
算

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
音
楽
等
の
学
科
に
お
け
る
個
人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て

は
、
高
等
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
了
研
究
、
修
了
制
作
等
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に

必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
単
位
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
授
業
の
方
法
） 

第
四
条 

専
攻
科
は
、
通
信
衛
星
、
光
フ
ァ
イ
バ
等
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高

度
に
利
用
し
て
、
文
字
、
音
声
、
静
止
画
、
動
画
等
の
多
様
な
情
報
を
一
体
的
に
扱
う
授
業
で
、
同

時
か
つ
双
方
向
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
専
攻
科
に
お
い
て
、
対
面
に
よ
り
行
う
授
業
に

相
当
す
る
教
育
効
果
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
を
、
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履

修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
授
業
の
方
法
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
は
、
専
攻
科
の
全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総
単

位
数
の
う
ち
四
分
の
三
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
要
件
） 

第
五
条 

専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
当
該

課
程
に
修
業
年
限
の
年
数
以
上
在
学
し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。 

第
二
節 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
教
育
課
程
等
の
特
例 

（
通
信
教
育
用
学
習
図
書
等
に
よ
る
授
業
科
目
の
単
位
数
） 

第
六
条 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
通
信
教
育
用
学
習
図
書
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
教
材

を
送
付
若
し
く
は
指
定
し
、
若
し
く
は
そ
の
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
提
供
し
、
主
と
し
て
こ
れ
ら
に
よ
り
学
修
さ
せ
る
授
業
（
次
条
に
お
い
て

「
通
信
教
育
用
学
習
図
書
等
に
よ
る
授
業
」
と
い
う
。
）
又
は
主
と
し
て
放
送
そ
の
他
の
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
指
導
に
よ
る
授
業
（
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
次
条
に
お
い

て
「
放
送
等
に
よ
る
授
業
」
と
い
う
。
）
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
通
信

教
育
用
学
習
図
書
等
又
は
放
送
等
に
よ
る
学
修
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
。 

第
七
条 

一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
通
信
教
育
用
学
習
図
書
等
に
よ
る
授
業
又
は
放
送
等
に
よ
る
授

業
と
面
接
指
導
に
よ
る
授
業
又
は
第
四
条
第
一
項
の
方
法
に
よ
る
授
業
と
の
併
用
に
よ
り
行
う
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
組
合
せ
に
応
じ
、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
前
条
に
規
定
す
る
基

準
を
考
慮
し
て
、
当
該
授
業
科
目
の
単
位
数
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
要
件
） 

第
八
条 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。 

一 

当
該
課
程
に
修
業
年
限
の
年
数
以
上
在
学
し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と 
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高
等
学
校
の
専
攻
科
の
う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
の
課
程
の
基
準 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
三
号 

最
終
改
正 

令
四
・
九
・
三
十
文
科
告
百
三
十 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
条
の
二
第
一
項
第
二
号
（
同

令
第
百
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
等
学
校

の
専
攻
科
の
う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
課
程
の

基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
条
の
二
第
一
項
第
二
号
（
同
令
第
百
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
の
専
攻
科
の
う
ち
、
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
（
以
下
「
専
攻
科
」
と
い
う
。
）
の
課
程
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。 

第
二
章 

教
育
課
程
等 

第
一
節 

通
則 

（
単
位
の
授
与
） 

第
二
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
い
て
は
、
一
の
授
業
科
目
を
履
修
し
た
生
徒
に
対
し
て
は
、
高
等
学
校

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
、
試
験
そ
の
他
の
高
等
学
校
の
専
攻
科
の
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え

た
適
切
な
方
法
で
、
学
修
の
成
果
を
評
価
し
た
上
、
単
位
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
各
授
業
科
目
の
単
位
数
） 

第
三
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
各
授
業
科
目
の
単
位
数
は
、
高
等
学
校
に
お
い
て
定
め
る
。 

２ 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
前
項
の
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
一

単
位
の
授
業
科
目
を
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
を
標
準

と
し
、
高
等
学
校
の
専
攻
科
の
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授
業
に

よ
る
教
育
効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
お
お
む
ね
十
五
時
間
か
ら
四
十
五

時
間
ま
で
の
範
囲
で
高
等
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
し
て
単
位
数
を
計
算

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
音
楽
等
の
学
科
に
お
け
る
個
人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て

は
、
高
等
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
了
研
究
、
修
了
制
作
等
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に

必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
単
位
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
授
業
の
方
法
） 

第
四
条 

専
攻
科
は
、
通
信
衛
星
、
光
フ
ァ
イ
バ
等
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高

度
に
利
用
し
て
、
文
字
、
音
声
、
静
止
画
、
動
画
等
の
多
様
な
情
報
を
一
体
的
に
扱
う
授
業
で
、
同

時
か
つ
双
方
向
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
専
攻
科
に
お
い
て
、
対
面
に
よ
り
行
う
授
業
に

相
当
す
る
教
育
効
果
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
を
、
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履

修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
授
業
の
方
法
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
は
、
専
攻
科
の
全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総
単

位
数
の
う
ち
四
分
の
三
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
要
件
） 

第
五
条 

専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
当
該

課
程
に
修
業
年
限
の
年
数
以
上
在
学
し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。 

第
二
節 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
教
育
課
程
等
の
特
例 

（
通
信
教
育
用
学
習
図
書
等
に
よ
る
授
業
科
目
の
単
位
数
） 

第
六
条 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
通
信
教
育
用
学
習
図
書
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
教
材

を
送
付
若
し
く
は
指
定
し
、
若
し
く
は
そ
の
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
提
供
し
、
主
と
し
て
こ
れ
ら
に
よ
り
学
修
さ
せ
る
授
業
（
次
条
に
お
い
て

「
通
信
教
育
用
学
習
図
書
等
に
よ
る
授
業
」
と
い
う
。
）
又
は
主
と
し
て
放
送
そ
の
他
の
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
指
導
に
よ
る
授
業
（
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
次
条
に
お
い

て
「
放
送
等
に
よ
る
授
業
」
と
い
う
。
）
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
通
信

教
育
用
学
習
図
書
等
又
は
放
送
等
に
よ
る
学
修
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
。 

第
七
条 

一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
通
信
教
育
用
学
習
図
書
等
に
よ
る
授
業
又
は
放
送
等
に
よ
る
授

業
と
面
接
指
導
に
よ
る
授
業
又
は
第
四
条
第
一
項
の
方
法
に
よ
る
授
業
と
の
併
用
に
よ
り
行
う
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
組
合
せ
に
応
じ
、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
前
条
に
規
定
す
る
基

準
を
考
慮
し
て
、
当
該
授
業
科
目
の
単
位
数
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
要
件
） 

第
八
条 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。 

一 

当
該
課
程
に
修
業
年
限
の
年
数
以
上
在
学
し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と 
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二 

百
二
十
単
位
時
間
（
一
単
位
時
間
の
標
準
は
五
十
分
と
す
る
。
）
に
当
該
課
程
の
修
業
年
限
の

年
数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
授
業
時
数
以
上
の
面
接
指
導
に
よ
る
授
業
を
履
修
す
る
こ

と 第
三
章 
教
員 

（
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
の
教
員
数
） 

第
九
条 

専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
教
員
の
数
は
、
別
表
第
一
に
定
め

る
数
以
上
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
教
員
の
数
の
半
数
以
上
は
、
専
任
の
教
員
（
専
ら
当
該
専
攻
科
に
お
け
る
教
育
に
従
事
す

る
校
長
が
教
員
を
兼
ね
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
校
長
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
専
任
の
教
員
の
数
は
三
人
を
下
る
こ

と
が
で
き
な
い
。 

（
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
教
員
数
） 

第
十
条 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
教
員
の
数
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
数
以
上
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
教
員
の
数
の
半
数
以
上
は
、
専
任
の
教
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
専
任

の
教
員
の
数
は
三
人
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
専
攻
科
の
教
員
の
資
格
） 

第
十
一
条 

専
攻
科
の
教
員
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、

専
門
的
な
知
識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

高
等
学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。
）
の
専
攻
科
の
課
程
（
学
校
教
育
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
八
条
の
二
（
同
法
第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
八
十
二
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
修
了
し
た
後
、
学
校
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校
、
研
究
所
、
病
院
、
工
場
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
す
る
教
育
、

研
究
又
は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
者
で
、
当
該
専
攻
科
の
課
程
の
修
業
年
限
と
当
該

業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
を
通
算
し
て
六
年
以
上
と
な
る
も
の 

二 

専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第
四
十
一
条
第
一
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
該
当
す
る
者 

三 

そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

第
四
章 

施
設 

（
校
舎
等
） 

第
十
二
条 

専
攻
科
を
置
く
高
等
学
校
の
校
舎
に
は
、
当
該
専
攻
科
の
目
的
、
生
徒
数
、
課
程
又
は
学

科
に
応
じ
、
専
ら
当
該
専
攻
科
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
そ
の
他
必
要
な
附
帯
施
設
を
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

専
攻
科
を
置
く
高
等
学
校
は
、
当
該
専
攻
科
の
目
的
に
応
じ
、
専
ら
当
該
専
攻
科
の
授
業
の
用
に

供
す
る
実
習
場
そ
の
他
の
必
要
な
施
設
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
専
ら
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面
積
） 

第
十
三
条 

専
ら
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面

積
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
面
積
以
上
と
す
る
。
た
だ

し
、
地
域
の
実
態
そ
の
他
に
よ
り
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。 

一 

一
の
学
科
を
置
く
場
合 

別
表
第
三
イ
の
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積 

二 

二
以
上
の
学
科
を
置
く
場
合 

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
面
積
を
合
計
し
た
面
積 

イ 

こ
れ
ら
の
学
科
の
う
ち
別
表
第
三
イ
の
表
第
三
欄
の
収
容
定
員
四
十
人
ま
で
の
面
積
が
最

大
と
な
る
い
ず
れ
か
一
の
学
科
に
つ
い
て
同
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積 

ロ 

こ
れ
ら
の
学
科
の
う
ち
前
イ
の
一
の
学
科
以
外
の
学
科
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
三
ロ

の
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積
を
合
計
し
た
面
積 

（
専
ら
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面
積
） 

第
十
四
条 

専
ら
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面
積
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
面
積
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
域
の
実
態
そ
の

他
に
よ
り
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

一
の
学
科
を
置
く
場
合 

別
表
第
四
イ
の
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積 

二 

二
以
上
の
学
科
を
置
く
場
合 

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
面
積
を
合
計
し
た
面
積 

イ 

こ
れ
ら
の
学
科
の
う
ち
別
表
第
四
イ
の
表
第
三
欄
の
収
容
定
員
八
十
人
ま
で
の
面
積
が
最

大
と
な
る
い
ず
れ
か
一
の
学
科
に
つ
い
て
同
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積 

ロ 

こ
れ
ら
の
学
科
の
う
ち
前
イ
の
一
の
学
科
以
外
の
学
科
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
四
ロ

の
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積
を
合
計
し
た
面
積 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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二 

百
二
十
単
位
時
間
（
一
単
位
時
間
の
標
準
は
五
十
分
と
す
る
。
）
に
当
該
課
程
の
修
業
年
限
の

年
数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て
得
た
授
業
時
数
以
上
の
面
接
指
導
に
よ
る
授
業
を
履
修
す
る
こ

と 第
三
章 

教
員 

（
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
の
教
員
数
） 

第
九
条 

専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
教
員
の
数
は
、
別
表
第
一
に
定
め

る
数
以
上
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
教
員
の
数
の
半
数
以
上
は
、
専
任
の
教
員
（
専
ら
当
該
専
攻
科
に
お
け
る
教
育
に
従
事
す

る
校
長
が
教
員
を
兼
ね
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
校
長
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
専
任
の
教
員
の
数
は
三
人
を
下
る
こ

と
が
で
き
な
い
。 

（
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
教
員
数
） 

第
十
条 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
教
員
の
数
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
数
以
上
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
教
員
の
数
の
半
数
以
上
は
、
専
任
の
教
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
専
任

の
教
員
の
数
は
三
人
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
専
攻
科
の
教
員
の
資
格
） 

第
十
一
条 

専
攻
科
の
教
員
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、

専
門
的
な
知
識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

高
等
学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。
）
の
専
攻
科
の
課
程
（
学
校
教
育
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
八
条
の
二
（
同
法
第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
八
十
二
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
修
了
し
た
後
、
学
校
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校
、
研
究
所
、
病
院
、
工
場
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
す
る
教
育
、

研
究
又
は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
者
で
、
当
該
専
攻
科
の
課
程
の
修
業
年
限
と
当
該

業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
を
通
算
し
て
六
年
以
上
と
な
る
も
の 

二 

専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第
四
十
一
条
第
一
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
該
当
す
る
者 

三 

そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

第
四
章 

施
設 

（
校
舎
等
） 

第
十
二
条 

専
攻
科
を
置
く
高
等
学
校
の
校
舎
に
は
、
当
該
専
攻
科
の
目
的
、
生
徒
数
、
課
程
又
は
学

科
に
応
じ
、
専
ら
当
該
専
攻
科
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
そ
の
他
必
要
な
附
帯
施
設
を
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

専
攻
科
を
置
く
高
等
学
校
は
、
当
該
専
攻
科
の
目
的
に
応
じ
、
専
ら
当
該
専
攻
科
の
授
業
の
用
に

供
す
る
実
習
場
そ
の
他
の
必
要
な
施
設
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
専
ら
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面
積
） 

第
十
三
条 

専
ら
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面

積
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
面
積
以
上
と
す
る
。
た
だ

し
、
地
域
の
実
態
そ
の
他
に
よ
り
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。 

一 

一
の
学
科
を
置
く
場
合 

別
表
第
三
イ
の
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積 

二 

二
以
上
の
学
科
を
置
く
場
合 

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
面
積
を
合
計
し
た
面
積 

イ 

こ
れ
ら
の
学
科
の
う
ち
別
表
第
三
イ
の
表
第
三
欄
の
収
容
定
員
四
十
人
ま
で
の
面
積
が
最

大
と
な
る
い
ず
れ
か
一
の
学
科
に
つ
い
て
同
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積 

ロ 

こ
れ
ら
の
学
科
の
う
ち
前
イ
の
一
の
学
科
以
外
の
学
科
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
三
ロ

の
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積
を
合
計
し
た
面
積 

（
専
ら
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面
積
） 

第
十
四
条 

専
ら
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面
積
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
面
積
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
域
の
実
態
そ
の

他
に
よ
り
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

一
の
学
科
を
置
く
場
合 

別
表
第
四
イ
の
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積 

二 

二
以
上
の
学
科
を
置
く
場
合 

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
面
積
を
合
計
し
た
面
積 

イ 

こ
れ
ら
の
学
科
の
う
ち
別
表
第
四
イ
の
表
第
三
欄
の
収
容
定
員
八
十
人
ま
で
の
面
積
が
最

大
と
な
る
い
ず
れ
か
一
の
学
科
に
つ
い
て
同
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積 

ロ 

こ
れ
ら
の
学
科
の
う
ち
前
イ
の
一
の
学
科
以
外
の
学
科
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
四
ロ

の
表
に
よ
り
算
定
し
た
面
積
を
合
計
し
た
面
積 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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別
表
第
一 

専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
に
係
る
教
員
数
（
第
九
条
関
係
） 

 備
考 一 

こ
の
表
の
算
式
中
収
容
定
員
と
あ
る
の
は
、
学
科
ご
と
の
収
容
定
員
を
い
う
（
別
表
第
二
か

ら
別
表
第
四
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
。 

二 

全
日
制
の
課
程
と
定
時
制
の
課
程
と
を
併
せ
置
く
場
合
に
お
い
て
は
、
教
育
上
支
障
が
な
い

よ
う
、
相
当
数
の
教
員
を
増
員
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
別
表
第
二 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
係
る
教
員
数
（
第
十
条
関
係
） 

 

普
通
科
、
商
業
に
関
す
る
学

科
、
家
庭
に
関
す
る
学
科
、
情

報
に
関
す
る
学
科
、
理
数
に

関
す
る
学
科
、
体
育
に
関
す

る
学
科
、
音
楽
に
関
す
る
学

科
、
美
術
に
関
す
る
学
科
、
外

国
語
に
関
す
る
学
科
、
国
際

関
係
に
関
す
る
学
科
並
び
に

そ
の
他
専
門
教
育
を
施
す
学

科
と
し
て
適
当
な
規
模
及
び

内
容
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

学
科
並
び
に
総
合
学
科
（
別

表
第
二
か
ら
別
表
第
四
ま
で

に
お
い
て
「
普
通
科
等
」
と
い

う
。
） 

農
業
に
関
す
る
学
科
、
工
業

に
関
す
る
学
科
、
水
産
に
関

す
る
学
科
、
看
護
に
関
す
る

学
科
及
び
福
祉
に
関
す
る
学

科
（
別
表
第
二
か
ら
別
表
第

四
ま
で
に
お
い
て
「
農
業
に

関
す
る
学
科
等
」
と
い
う
。
） 

学
科
の
区
分 

 

四
百
一
人
以
上 

二
百
一
人
か
ら
四
百
人
ま
で 

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で 

八
十
人
ま
で 

六
百
一
人
以
上 

二
百
一
人
か
ら
六
百
人
ま
で 

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で 

八
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

 

1
0
＋
 

6
0
 

収
容
定
員
－
4
0
0
 

 

6
＋
 

5
0
 

収
容
定
員
－
2
0
0
 

 

3
＋
 

4
0
 

収
容
定
員
－
8
0
 

  
3
 

1
4
＋
 

6
0
 

収
容
定
員
－
6
0
0
 

 

6
＋
 

5
0
 

収
容
定
員
－
2
0
0
 

 

3
＋
 

4
0
 

収
容
定
員
－
8
0
 

  
3
 

教
員
数 

普
通
科
等 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

千
三
百
七
十
一
人
以
上 

六
百
五
十
一
人
か
ら
千
三
百
七

十
人
ま
で 

二
百
一
人
か
ら
六
百
五
十
人
ま

で 八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で 

八
十
人
ま
で 

千
七
百
一
人
以
上 

八
百
一
人
か
ら
千
七
百
人
ま
で 

二
百
一
人
か
ら
八
百
人
ま
で 

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で 

八
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

2
3
＋
 

1
0
5
 

収
容
定
員
－
1
3
7
0
 

 

1
1
＋
 

9
0
 

収
容
定
員
－
6
5
0
 

 

5
＋
 

7
5
 

収
容
定
員
－
2
0
0
 

 

3
＋
 

6
0
 

収
容
定

員
－
8
0
 

  
3
 

2
3
＋
 

1
0
5
 

収
容
定
員
－
1
7
0
0
 

 

1
3
＋
 

9
0
 

収
容
定
員
－
8
0
0
 

 

5
＋
 

7
5
 

収
容
定
員
－
2
0
0
 

 

3
＋
 

6
0
 

収
容
定

員
－
8
0
 

  
3
 

教
員
数 
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別
表
第
一 

専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
に
係
る
教
員
数
（
第
九
条
関
係
） 

 備
考 一 

こ
の
表
の
算
式
中
収
容
定
員
と
あ
る
の
は
、
学
科
ご
と
の
収
容
定
員
を
い
う
（
別
表
第
二
か

ら
別
表
第
四
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
。 

二 

全
日
制
の
課
程
と
定
時
制
の
課
程
と
を
併
せ
置
く
場
合
に
お
い
て
は
、
教
育
上
支
障
が
な
い

よ
う
、
相
当
数
の
教
員
を
増
員
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

別
表
第
二 

専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
に
係
る
教
員
数
（
第
十
条
関
係
） 

 

普
通
科
、
商
業
に
関
す
る
学

科
、
家
庭
に
関
す
る
学
科
、
情

報
に
関
す
る
学
科
、
理
数
に

関
す
る
学
科
、
体
育
に
関
す

る
学
科
、
音
楽
に
関
す
る
学

科
、
美
術
に
関
す
る
学
科
、
外

国
語
に
関
す
る
学
科
、
国
際

関
係
に
関
す
る
学
科
並
び
に

そ
の
他
専
門
教
育
を
施
す
学

科
と
し
て
適
当
な
規
模
及
び

内
容
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

学
科
並
び
に
総
合
学
科
（
別

表
第
二
か
ら
別
表
第
四
ま
で

に
お
い
て
「
普
通
科
等
」
と
い

う
。
） 

農
業
に
関
す
る
学
科
、
工
業

に
関
す
る
学
科
、
水
産
に
関

す
る
学
科
、
看
護
に
関
す
る

学
科
及
び
福
祉
に
関
す
る
学

科
（
別
表
第
二
か
ら
別
表
第

四
ま
で
に
お
い
て
「
農
業
に

関
す
る
学
科
等
」
と
い
う
。
） 

学
科
の
区
分 

 

四
百
一
人
以
上 

二
百
一
人
か
ら
四
百
人
ま
で 

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で 

八
十
人
ま
で 

六
百
一
人
以
上 

二
百
一
人
か
ら
六
百
人
ま
で 

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で 

八
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

 

1
0
＋
 

6
0
 

収
容
定
員
－
4
0
0
 

 

6
＋
 

5
0
 

収
容
定
員
－
2
0
0
 

 

3
＋
 

4
0
 

収
容
定
員
－
8
0
 

  
3
 

1
4
＋
 

6
0
 

収
容
定
員
－
6
0
0
 

 

6
＋
 

5
0
 

収
容
定
員
－
2
0
0
 

 

3
＋
 

4
0
 

収
容
定
員
－
8
0
 

  
3
 

教
員
数 

普
通
科
等 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

千
三
百
七
十
一
人
以
上 

六
百
五
十
一
人
か
ら
千
三
百
七

十
人
ま
で 

二
百
一
人
か
ら
六
百
五
十
人
ま

で 八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で 

八
十
人
ま
で 

千
七
百
一
人
以
上 

八
百
一
人
か
ら
千
七
百
人
ま
で 

二
百
一
人
か
ら
八
百
人
ま
で 

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で 

八
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

2
3
＋
 

1
0
5
 

収
容
定
員
－
1
3
7
0
 

 

1
1
＋
 

9
0
 

収
容
定
員
－
6
5
0
 

 

5
＋
 

7
5
 

収
容
定
員
－
2
0
0
 

 

3
＋
 

6
0
 

収
容
定

員
－
8
0
 

  
3
 

2
3
＋
 

1
0
5
 

収
容
定
員
－
1
7
0
0
 

 

1
3
＋
 

9
0
 

収
容
定
員
－
8
0
0
 

 

5
＋
 

7
5
 

収
容
定
員
－
2
0
0
 

 

3
＋
 

6
0
 

収
容
定

員
－
8
0
 

  
3
 

教
員
数 
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別
表
第
三 

専
ら
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面

積
（
第
十
三
条
関
係
） 

 

イ 

基
準
面
積
の
表 

 ロ 

加
算
面
積
の
表 

 

別
表
第
四 

専
ら
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面
積
（
第
十
四
条
関
係
） 

 

イ 

基
準
面
積
の
表 

 ロ 

加
算
面
積
の
表 

  

 

普
通
科
等 

 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

四
十
一
人
以
上 

四
十
人
ま
で 

四
十
一
人
以
上 

四
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

2
0
0
＋
2
.
5
×
(
収
容
定
員
－
4
0
)
 

2
0
0
 

2
6
0
＋
3
.
0
×
(
収
容
定
員
－
4
0
)
 

2
6
0
 

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 

普
通
科
等 

 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

四
十
一
人
以
上 

四
十
人
ま
で 

四
十
一
人
以
上 

四
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

1
4
0
＋
2
.
5
×
(
収
容
定
員
－
4
0
)
 

1
4
0
 

1
8
0
＋
3
.
0
×
(
収
容
定
員
－
4
0
)
 

1
8
0
 

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 

普
通
科
等 

 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

八
十
一
人
以
上 

八
十
人
ま
で 

八
十
一
人
以
上 

八
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

2
0
0
＋
1
.
5
×
(
収
容
定
員
－
8
0
)
 

2
0
0
 

2
6
0
＋
1
.
8
×
(
収
容
定
員
－
8
0
)
 

2
6
0
 

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 

普
通
科
等 

 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

八
十
一
人
以
上 

八
十
人
ま
で 

八
十
一
人
以
上 

八
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

1
4
0
＋
1
.
5
×
(
収
容
定
員
－
8
0
)
 

1
4
0
 

1
8
0
＋
1
.
8
×
(
収
容
定
員
－
8
0
)
 

1
8
0
 

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 
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別
表
第
三 

専
ら
専
攻
科
の
全
日
制
の
課
程
又
は
定
時
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面

積
（
第
十
三
条
関
係
） 

 

イ 

基
準
面
積
の
表 

 ロ 

加
算
面
積
の
表 

 

別
表
第
四 

専
ら
専
攻
科
の
通
信
制
の
課
程
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
の
面
積
（
第
十
四
条
関
係
） 

 

イ 

基
準
面
積
の
表 

 ロ 

加
算
面
積
の
表 

  

 

普
通
科
等 

 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

四
十
一
人
以
上 

四
十
人
ま
で 

四
十
一
人
以
上 

四
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

2
0
0
＋
2
.
5
×
(
収
容
定
員
－
4
0
)
 

2
0
0
 

2
6
0
＋
3
.
0
×
(
収
容
定
員
－
4
0
)
 

2
6
0
 

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 

普
通
科
等 

 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

四
十
一
人
以
上 

四
十
人
ま
で 

四
十
一
人
以
上 

四
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

1
4
0
＋
2
.
5
×
(
収
容
定
員
－
4
0
)
 

1
4
0
 

1
8
0
＋
3
.
0
×
(
収
容
定
員
－
4
0
)
 

1
8
0
 

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 

普
通
科
等 

 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

八
十
一
人
以
上 

八
十
人
ま
で 

八
十
一
人
以
上 

八
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

2
0
0
＋
1
.
5
×
(
収
容
定
員
－
8
0
)
 

2
0
0
 

2
6
0
＋
1
.
8
×
(
収
容
定
員
－
8
0
)
 

2
6
0
 

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 

普
通
科
等 

 

農
業
に
関
す
る
学
科
等 

学
科
の
区
分 

八
十
一
人
以
上 

八
十
人
ま
で 

八
十
一
人
以
上 

八
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

1
4
0
＋
1
.
5
×
(
収
容
定
員
－
8
0
)
 

1
4
0
 

1
8
0
＋
1
.
8
×
(
収
容
定
員
－
8
0
)
 

1
8
0
 

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 
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〇 

特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
専
攻
科
の
う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編

入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
課
程
の
基
準 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
四
号 

最
終
改
正 

令
四
・
九
・
三
十
文
科
告
百
三
十 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
百
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
専
攻
科
の

う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
課
程
の
基
準
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
条
の
二
第
一
項

第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
専
攻
科
の
う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者

が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
以
下
「
専
攻
科
」
と
い
う
。
）
の
課
程
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
こ
の
告
示
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

第
二
章 

教
育
課
程
等 

（
単
位
の
授
与
） 

第
二
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
い
て
は
、
一
の
授
業
科
目
を
履
修
し
た
生
徒
に
対
し
て
は
、
特
別
支
援

学
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
、
試
験
そ
の
他
の
特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
の
教
育
の
特
性

を
踏
ま
え
た
適
切
な
方
法
で
、
学
修
の
成
果
を
評
価
し
た
上
、
単
位
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
各
授
業
科
目
の
単
位
数
） 

第
三
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
各
授
業
科
目
の
単
位
数
は
、
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
定
め
る
。 

２ 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
前
項
の
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
一

単
位
の
授
業
科
目
を
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
を
標
準

と
し
、
特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
の
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授

業
に
よ
る
教
育
効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
お
お
む
ね
十
五
時
間
か
ら
四

十
五
時
間
ま
で
の
範
囲
で
特
別
支
援
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
し
て
単
位

数
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
音
楽
等
の
学
科
に
お
け
る
個
人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業

に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
了
研
究
、
修
了
制
作
等
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に

必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
単
位
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
授
業
の
方
法
） 

第
四
条 

専
攻
科
は
、
通
信
衛
星
、
光
フ
ァ
イ
バ
等
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高

度
に
利
用
し
て
、
文
字
、
音
声
、
静
止
画
、
動
画
等
の
多
様
な
情
報
を
一
体
的
に
扱
う
授
業
で
、
同

時
か
つ
双
方
向
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
専
攻
科
に
お
い
て
、
対
面
に
よ
り
行
う
授
業
に

相
当
す
る
教
育
効
果
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
を
、
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履

修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
授
業
の
方
法
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
は
、
専
攻
科
の
全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総
単

位
数
の
う
ち
四
分
の
三
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
専
攻
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
要
件
） 

第
五
条 

専
攻
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
当
該
専
攻
科
に
修
業
年
限
の
年
数
以
上
在
学

し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。 

第
三
章 

教
員 

（
専
攻
科
の
教
員
数
） 

第
六
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
教
員
の
数
は
、
別
表
に
定
め
る
数
以
上
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
教
員
の
数
の
半
数
以
上
は
、
専
任
の
教
員
（
専
ら
当
該
専
攻
科
に
お
け
る
教
育
に
従
事
す

る
校
長
が
教
員
を
兼
ね
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
校
長
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
専
任
の
教
員
の
数
は
三
人
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
教
員
の
資
格
） 

第
七
条 

専
攻
科
の
教
員
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、
専

門
的
な
知
識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。
）
の
専
攻

科
の
課
程
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
八
条
の
二
（
同
法
第
七

十
条
第
一
項
及
び
第
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
も
の
に
限

る
。
）
を
修
了
し
た
後
、
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
研
究
所
、
病
院
、
工
場
等
に
お
い
て

そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
す
る
教
育
、
研
究
又
は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
者
で
、
当

該
専
攻
科
の
課
程
の
修
業
年
限
と
当
該
業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
を
通
算
し
て
六
年
以
上
と
な

る
も
の 

二 

専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第
四
十
一
条
第
一
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
該
当
す
る
者 

三 

そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 
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〇 

特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
専
攻
科
の
う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編

入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
課
程
の
基
準 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日 

文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
四
号 

最
終
改
正 

令
四
・
九
・
三
十
文
科
告
百
三
十 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
百
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
専
攻
科
の

う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
課
程
の
基
準
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
条
の
二
第
一
項

第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
専
攻
科
の
う
ち
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者

が
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
以
下
「
専
攻
科
」
と
い
う
。
）
の
課
程
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
こ
の
告
示
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

第
二
章 

教
育
課
程
等 

（
単
位
の
授
与
） 

第
二
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
い
て
は
、
一
の
授
業
科
目
を
履
修
し
た
生
徒
に
対
し
て
は
、
特
別
支
援

学
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
、
試
験
そ
の
他
の
特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
の
教
育
の
特
性

を
踏
ま
え
た
適
切
な
方
法
で
、
学
修
の
成
果
を
評
価
し
た
上
、
単
位
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
各
授
業
科
目
の
単
位
数
） 

第
三
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
各
授
業
科
目
の
単
位
数
は
、
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
定
め
る
。 

２ 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
前
項
の
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
一

単
位
の
授
業
科
目
を
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
を
標
準

と
し
、
特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
の
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授

業
に
よ
る
教
育
効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
お
お
む
ね
十
五
時
間
か
ら
四

十
五
時
間
ま
で
の
範
囲
で
特
別
支
援
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
し
て
単
位

数
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
音
楽
等
の
学
科
に
お
け
る
個
人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業

に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
学
校
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
了
研
究
、
修
了
制
作
等
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に

必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
単
位
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
授
業
の
方
法
） 

第
四
条 

専
攻
科
は
、
通
信
衛
星
、
光
フ
ァ
イ
バ
等
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高

度
に
利
用
し
て
、
文
字
、
音
声
、
静
止
画
、
動
画
等
の
多
様
な
情
報
を
一
体
的
に
扱
う
授
業
で
、
同

時
か
つ
双
方
向
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
専
攻
科
に
お
い
て
、
対
面
に
よ
り
行
う
授
業
に

相
当
す
る
教
育
効
果
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の
を
、
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履

修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
授
業
の
方
法
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
は
、
専
攻
科
の
全
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総
単

位
数
の
う
ち
四
分
の
三
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
専
攻
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
要
件
） 

第
五
条 

専
攻
科
に
お
け
る
全
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
当
該
専
攻
科
に
修
業
年
限
の
年
数
以
上
在
学

し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。 

第
三
章 

教
員 

（
専
攻
科
の
教
員
数
） 

第
六
条 

専
攻
科
の
課
程
に
お
け
る
教
員
の
数
は
、
別
表
に
定
め
る
数
以
上
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
教
員
の
数
の
半
数
以
上
は
、
専
任
の
教
員
（
専
ら
当
該
専
攻
科
に
お
け
る
教
育
に
従
事
す

る
校
長
が
教
員
を
兼
ね
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
校
長
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
専
任
の
教
員
の
数
は
三
人
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
教
員
の
資
格
） 

第
七
条 

専
攻
科
の
教
員
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、
専

門
的
な
知
識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。
）
の
専
攻

科
の
課
程
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
八
条
の
二
（
同
法
第
七

十
条
第
一
項
及
び
第
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
も
の
に
限

る
。
）
を
修
了
し
た
後
、
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
研
究
所
、
病
院
、
工
場
等
に
お
い
て

そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
す
る
教
育
、
研
究
又
は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
者
で
、
当

該
専
攻
科
の
課
程
の
修
業
年
限
と
当
該
業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
を
通
算
し
て
六
年
以
上
と
な

る
も
の 

二 

専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
第
四
十
一
条
第
一
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
該
当
す
る
者 

三 

そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 
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第
四
章 

施
設 

（
校
舎
等
） 

第
八
条 
専
攻
科
を
置
く
特
別
支
援
学
校
の
校
舎
に
は
、
当
該
専
攻
科
の
目
的
、
生
徒
数
又
は
学
科
に

応
じ
、
専
ら
当
該
専
攻
科
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
そ
の
他
必
要
な
附
帯
施
設
を
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

専
攻
科
を
置
く
特
別
支
援
学
校
は
、
当
該
専
攻
科
の
目
的
に
応
じ
、
専
ら
当
該
専
攻
科
の
授
業
の

用
に
供
す
る
実
習
場
そ
の
他
の
必
要
な
施
設
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

別
表 

専
攻
科
の
課
程
に
係
る
教
員
数
（
第
六
条
関
係
） 

 

備
考 

こ
の
表
の
算
式
中
収
容
定
員
と
あ
る
の
は
、
学
科
ご
と
の
収
容
定
員
を
い
う
。 

普
通
科
並
び
に
家
庭
に
関
す

る
学
科
、
音
楽
に
関
す
る
学

科
、
商
業
に
関
す
る
学
科
、
美

術
に
関
す
る
学
科
並
び
に
そ

の
他
専
門
教
育
を
施
す
学
科

と
し
て
適
当
な
規
模
及
び
内

容
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
学

科
の
う
ち
こ
れ
ら
に
類
す
る

学
科 

理
療
に
関
す
る
学
科
、
理
学

療
法
に
関
す
る
学
科
、
農
業

に
関
す
る
学
科
、
工
業
に
関

す
る
学
科
、
理
容
・
美
容
に
関

す
る
学
科
、
歯
科
技
工
に
関

す
る
学
科
、
産
業
一
般
に
関

す
る
学
科
並
び
に
そ
の
他
専

門
教
育
を
施
す
学
科
と
し
て

適
当
な
規
模
及
び
内
容
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
学
科
の
う

ち
こ
れ
ら
に
類
す
る
学
科 

学
科
の
区
分 

 

百
五
十
一
人
以
上 

七
十
六
人
か
ら
百
五
十
人
ま
で 

三
十
一
人
か
ら
七
十
五
人
ま
で 

三
十
人
ま
で 

 

二
百
二
十
六
人
以
上 

七
十
六
人
か
ら
二
百
二
十
五
人

ま
で 

三
十
一
人
か
ら
七
十
五
人
ま
で 

三
十
人
ま
で 

学
科
ご
と
の
収
容
定
員
の
区
分 

 

1
0
＋
 

2
2
.
5
 

収
容
定
員
－
1
5
0
 

 

6
＋
 

1
8
.
7
5
 

収
容
定
員
－
7
5
 

 

3
＋
 

1
5
 

収
容
定
員
－
3
0
 

  
3
 

 

1
4
＋
 

2
2
.
5
 

収
容
定
員
－
2
2
5
 

 

6
＋
 

1
8
.
7
5
 

収
容
定
員
－
7
5
 

 

3
＋
 

1
5
 

収
容
定
員
－
3
0
 

  
3
 

教
員
数 

 

 661 

第
四
章 

施
設 

（
校
舎
等
） 

第
八
条 

専
攻
科
を
置
く
特
別
支
援
学
校
の
校
舎
に
は
、
当
該
専
攻
科
の
目
的
、
生
徒
数
又
は
学
科
に

応
じ
、
専
ら
当
該
専
攻
科
の
授
業
の
用
に
供
す
る
教
室
そ
の
他
必
要
な
附
帯
施
設
を
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

専
攻
科
を
置
く
特
別
支
援
学
校
は
、
当
該
専
攻
科
の
目
的
に
応
じ
、
専
ら
当
該
専
攻
科
の
授
業
の

用
に
供
す
る
実
習
場
そ
の
他
の
必
要
な
施
設
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

別
表 

専
攻
科
の
課
程
に
係
る
教
員
数
（
第
六
条
関
係
） 

 

備
考 

こ
の
表
の
算
式
中
収
容
定
員
と
あ
る
の
は
、
学
科
ご
と
の
収
容
定
員
を
い
う
。 

普
通
科
並
び
に
家
庭
に
関
す

る
学
科
、
音
楽
に
関
す
る
学

科
、
商
業
に
関
す
る
学
科
、
美

術
に
関
す
る
学
科
並
び
に
そ

の
他
専
門
教
育
を
施
す
学
科

と
し
て
適
当
な
規
模
及
び
内

容
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
学

科
の
う
ち
こ
れ
ら
に
類
す
る

学
科 

理
療
に
関
す
る
学
科
、
理
学

療
法
に
関
す
る
学
科
、
農
業

に
関
す
る
学
科
、
工
業
に
関

す
る
学
科
、
理
容
・
美
容
に
関

す
る
学
科
、
歯
科
技
工
に
関

す
る
学
科
、
産
業
一
般
に
関

す
る
学
科
並
び
に
そ
の
他
専

門
教
育
を
施
す
学
科
と
し
て

適
当
な
規
模
及
び
内
容
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
学
科
の
う

ち
こ
れ
ら
に
類
す
る
学
科 

学
科
の
区
分 

 

百
五
十
一
人
以
上 

七
十
六
人
か
ら
百
五
十
人
ま
で 

三
十
一
人
か
ら
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